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江津市教育委員会では、島根県浜田農林振興センターの委託を受けて、平成11年度

か ら文化庁の国庫補助事業を併用 し、都治地区県営ほ場整備事業予定地内に所在する

埋蔵文化財の発掘調査を実施 してまい りましたが、 このたび報告書を刊行する運びと

な りました。本報告書は平成11年度か ら13年度にかけて調査された江津市都治町に所

在する高津遺跡の調査成果を取 りまとめたものです。

江津の中央を流れ奔 る江の川は、中国太郎の異名を持つ中国地方最大の河川 として

知 られていますが、古来 より中国路陰陽を結ぶ大動脈 として、文化、経済、人の交流

を促 してきました。15世紀の半ばには既に江の川河口は対外貿易基地の一基地 とな り、

環 日本海交流の要衝の地 として重要視されていたことが中国や朝鮮などの文献により

明 らか となってお ります。

今回の調査は、昭和46・ 47年 に行なわれた波来浜遺跡調査以来、江津市東部では実

に29年振 りの本格的な調査 とな りました。都治の地に営まれた弥生時代か ら古墳時代

にかけての集落や、石見焼の生産を遡 ること実に1200年前。大量の粘土を採取 し、窯

業生産活動を行なつていた古代人の姿が明 らかにな りつつあります。

今回のほ場整備に係 る一連の調査により、江津はもとより、島根県にとっても貴重

な資料 とな りました。平成13年度発刊の埋築遺跡 と併せて、本書が地域の歴史 と文化

に理解 と関心を高める為の一助 となれば幸いです。

最後にな りましたが、調査ならびに本書を刊行するにあた り、 ご協力いただきまし

た地元の皆様や島根県浜田農林振興センター、文化庁、島根県文化財課、島根県埋蔵

文化財調査センターをはじめ、調査に携わっていただいた多 くの関係者の皆様に厚 く

お礼を申し上げます。

平成17年 3月

江津市教育委員会

教育長 野 上 公 司
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本書は島根県浜田農林振興センターが実施した都治地区県営ほ場整備事業に伴い江津市教育

委員会により平成■年度～平成13年度に本調査された遺跡のうち、高津遺跡発掘調査におけ

る本報告書である。

発掘調査は島根県浜田農林振興センターの委託金 と文化庁の国庫補助金、島根県補助金を得

て、江津市が実施した。

発掘調査対象地は下記のとおりである。

高津遺跡 島根県江津市都治町字高津

本遺跡の調査履歴は以下のとおりである。

昭和48年度石斧表採

平成 9年度試掘調査

平成10年度確認調査

平成11年度一部本調査

5。 調査体制は次のとおりである

事務局

教育長

平成12年度一部本調査

平成13年度一部本調査

平成14年度遺物整理

平成16年度報告書作成

江津市教育委員会

平成 9年度 野上公司

佐々葉牧生

堀川哲郎

盆子原悦子

調査担当  宮本徳昭

遺物整理  高島紀子

平成10年度 野上公司

横山 豊

堀川哲郎

盆子原悦子

調査担当  梅木茂雄

遺物整理  高島紀子

平成11年度 野上公司

横山 豊

堀川哲郎

生涯学習課長

同 課長補佐

同 主事

同 主事

同 嘱託員

教育長

生涯学習課長

同 課長補佐

同 主事

同 嘱託員

同 嘱託員

荻育長

生涯学習課長

同 課長補佐

調査担当

遺物整理

平成12年度

調査担当

事務補助

盆子原悦子  同 主事

梅木茂雄   同 嘱託員

高島紀子   同 嘱託員

野上公司  教育長

横山 豊  生涯学習課長

堀川哲郎   同 課長補佐

藤田 裕   同 係長

國澤(盆子原)悦子 同 主事

梅木茂雄   同 主事補

無川美和子  同 嘱託員

倉中直子   同 嘱託員

松原あゆ子  同 嘱託員

平成13年度 野上公司  毅育長

岩田春夫  生涯学習課長

藤田美恵子  同 課長補佐



調査担当

事務補助

調査補助

林 正司

國澤悦子

梅木茂雄

福本和世子

澤津 孝

恒松明宏

平成14年度 野上公司

岩田春夫

藤田美恵子

林 正司

國澤悦子

調査担当  梅木茂雄

事務補助  福本和世子

同 係長

同 主事

同 主事

同 嘱託員

同 嘱託員

同 嘱託員

教育長

生涯学習課長

同 課長補佐

同 係長

同 主事

同 主事

同 嘱託員

調査補助

平成16年度

調査担当

事務補助

調査補助

澤津 孝

恒松明宏

佐々木渉

野上公司

的場薄勝

小林茂雄

山崎真理子

梅木茂雄

福本和世子

澤津 孝

無川美和子

同 嘱託員

同 嘱託員

同 嘱託員

毅育長

生涯学習課長

同 課長補佐

同 主事

同 主任主事

同 嘱託員

同 嘱託員

同 嘱託員

6・

7・

調査及び報告書の作成に際し、次の組織、方々に指導・助言をいただいた。記して感謝する。

島根県文化財課、島根県埋蔵文化財調査センター、島根県古代文化センター、浜田市歓育委

員会、西伯者弥生研究会、二重県埋蔵文化財調査センター・穂積裕昌、独立行政法人文化財

研究所奈良文化財研究所・金田明大

報告書の作成は以下の者が携わつた。 (五十音順)

上野由美江、梅木茂雄、上手文子、澤津孝、鹿森三鈴、柴田亜希子、福本和世子、藤本淳子、

無川美和子、山田ゆう子

報告書に掲載している遺構番号は調査時のものを使用しているため、欠番を生じている。

挿図で使用 した方位は測量法による第 3座標系X軸方向を指し、平面直角座標系XY座標は

日本測地系による。標高は海抜高を示す。

科学分析は文化財調査コンサルタントlMlに 委託した。

報告書記載の遺物 。図面 。写真等は江津市荻育委員会で保管している。

8・

9・

０

　

１

に
■

踵藝藝焼上

匡理丑粘上

E粘土ブロック [三コ床面

炭化面

焼土十炭

El岡ヒ面



次目

第 1章 調査に至る経緯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

第2章 位置と江東地区の歴史的環境・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 。 2

第 3章 調査区について 。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

第 1節 調査区の設定

第 2節 調査区の概要

第4章 調査の結果 1 催郭⑦ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第 1節 弥生時代～古墳時代

第 2節 中世

第5章 調査の結果2(遺物)・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13

第1節 ガヽ型遺構に伴う遺物

第2節 大型遺構に伴う遺物

第3節 その他の遺物

第 6章 総  括・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25

第 1節 遺跡の変遷

第 2節 山陰系甑形土器の使用について

第 3節 遺構の時期決定について

第4節 弥生時代後期～古墳時代初頭の壷・甕について

第7章 科学分析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30

第 1節 高津遺跡発掘調査に係る自然科学分析

第 2節 高津遺跡発掘調査に係る樹種鑑定



次

第 1表  竪穴住居12計測表

第2表  竪穴住居07計測表

第3表  竪穴住居03計測表

第4表  竪穴住居14計測表

第5表  竪穴住居04計測表

第6表  竪穴住居13-1計測表

第7表  竪穴住居13-2計測表

第8表  竪穴住居08計測表

第9表  竪穴住居09-1計測表

第10表  竪穴住居09-2計測表

第■表 竪穴住居■-1計測表

第12表  竪穴住居■-2計測表

第13表  竪穴住居02計測表

第14表  竪穴住居01計測表

第15表  竪穴住居10計測表

第16表  竪穴住居05計測表

第17表 掘立柱建物 l計測表

第18表  掘立柱建物 2計測表

第19表  掘立柱建物 3計測表

第20表 掘立柱建物4計測表

第21表  掘立柱建物 5計測表

第22表 掘立柱建物 6計測表

第23表 掘立柱建物 7計測表

第斃表 掘立柱建物8計測表

第25表  掘立柱建物 9計測表

第26表  掘立柱建物10計測表

第27表 掘立柱建物11計測表

第28表  掘立柱建物12計測表

第29表  上器棺墓01計測表

第30表  段状違構計測表

第31表  大型遺構計測表

第32表 不明遺構01計測表

第33表  1・ 2号道計測表

第344 遺物観察表(1)

第35表  遺物観察表(2)

第36表  遺物観察表(3)

第37表  遺物観察表(4)

第38表  遺物観察表(5)

第39表  遺物観察表(6)

340表  遺物観察表(7)

第41表 遺物観察表(8)

第42表  遺物観察表(9)

第43表  遺物観察表10

244表  遺物観察表tつ

第45表 遺物観察表19

第46表  遺物観察表住9

グ ラ

グラフl 高津遺跡調査区別遺物集計グラフ

グラフ2 調査区別出上遺物構成比 (百分率)

(縄文～平安時代)

グラフ3 調査区別出土遺物構成比 (百分率)

(古墳時代中期～平安時代)

グラフ4 調査区別出土遺物構成比 (百分率)(中世)

第47表  遺物観察表1つ

第48表  遺物観察表19

249表  遺物観察表10

第5Cl表  遺物観察表住り

第51表  遺物観察表Q9

第52表  遺物観察渕D
第53表  遺物観察表⑩

第54表  遺物観察表9つ

第55表  遺物観察表②

第56表  遺物観察表?0

第57表  遺物観察表⑭

第58表  遺物観察表99

第59表  遺物観察表い

第60表  遺物観察表?り

第61表  遺物観察表90

第62表  遺物観察表?0

第63表  遺物観察表e⑨

864表  遺物観察表eつ

第65表  遺物観察表1321

第66表  遺物観察表⑬

第67表  遺物観察表⑭

第68表  遺物観察表00

第69表  遺物観察表00

第70表  遺物観察表eり

第71表  遺物観察表⑬

第72表  遺物観察表00

第73表  遺物観察表ζ0

第74表  遺物観察表tゆ

第75表  遺物観察表1421

第76表  遺物観察表⑬

第77表  遺物観察表⑭

978表  遺物観察表?0

第79表  遺物観察表40

第80表  遺物観察表14Pl

第81表  木製品観察薫 1)

第82表  木製品観察表(2)

第路表 木製品観察表(3)

384表  石器観察表(1)

第85表  石器観察表(2)

386表  高津遺跡出土遺物分類表

第87表  水場出上壺・甕時期別分類表

(弥生時代後期～古墳時代初頭)

第88表  江津市東部の遺跡一覧表 中世まで

次

グラフ5 調査区別出土遺物構成比 (百分率)(近世以降)

グラフ6 時期別壷・甕集計グラフ

(弥生時代後期～古墳時代初頭)

グラフ7 時期別壷・甕構成比グラフ (百分率)

(弥生時代後期～古墳時代初頭)



次

第 1図  江津市東部の遺跡  (S=lμO,000)

第 2図  高津遺跡周辺の状況 (S=1/10,000)

第 3図  高津遺跡調査区・ トレンチ配置図 (S=1/1,500)

第4図  トレンチ土層図 (S=1/60)

第 5図  遺構全体図 (S=1/600)

上 :中世以前・下 :中世以降

第 6図  A区 遺構配置図 弥生時代～古墳時代 (S=1″ 00)

第 7図  AI区  竪穴住居配置図 (S=1/80)

第 8図  AI区  竪穴住居12実測図 (S=1/60)

復元図 (S=1/120)

第 9図  AI区  竪穴住居07実測図1(S=1/60)

第10図  AI区  堅穴住居07実測図2(S=1/60)

復元図 (S=lβO)

第11図  AI区  竪穴住居03・ 14・ 04実測図1(S=1お0)

第12図  AI区  竪穴住居03・ 14・ 04実測図2(S=1ん 0)

柱穴実測図 (S=lβO)復元図  (S=1/120)
第13図  AI区  竪穴住居13実測図 (S=1/60)

上坑実測図 (S=lμO)復元図 (S=1/80)

第14図  AI区  竪穴住居08・ 09実測図 (S=1/60)

復元図 (S=1/180)

第15図 AI区  土器棺墓01(S=1/10)

第16図  AH区  竪穴住居配置図 (S=1浴 0)

第17図 AI区  竪穴住居11実測図1(S=1/60)

遺物出土状況 (S=1/120)

第18図  AH区  堅穴住居11実測図2(S=1お 0)

復元図 (S=1/120)

第19図  A II区 竪穴住居11土器溜 り01検出状況1(S=1/20)

第20図  AI区  竪穴住居11土器溜 り01検出状況2

(S=1/20)復元図 (S=lβ O)

第21図  AH区  竪穴住居02実測図1(S=1ん0)

第22図  AH区  竪穴住居02実測図2(S=1/60)

柱穴・土坑実測図 (S=120)復 元図 (S=1/60)

第23図  AH区  竪穴住居01。 10実測図1(S=1お0)

第携図 AH区  竪穴住居01・ 10実測図2(S=1//60)

第25図  AH区  竪穴住居01・ 10実測図3(Silん 0)

復元図 (S=1/120)

第26図  AH区  竪穴住居10土器溜 り02検出状況・

復元図 (S=1/20)

第27図  AH区  竪穴住居05実測図 (S=1ん 0)

第28図  AH区  土器溜 り03'。 M検出状況 (S=1/10)

第29図  B区 遺構配置図 (S=1/200)

第30図  m/区 段状遣矯飢実測図・粘勒 」習図

(S=1/80)柱穴8実測図 (S=120)
第31図  BⅣ区 大溝遺物出土状況1(SilβO)

第32図  BⅣ区 大溝遺物出土状況2(S=1/80)

第33図  BV区  粘土採取場-01実測図 (S=1/80)

Pl実測図 (S=1/20)

第34図  A・ B区 粘土採取場全体図 (S=1/200)

第35図  粘土採取場土層図 (S=lβ O)

第36図  粘土採取場 -02遺物出土状況 (S=lμ O)

第37図  C区 遺構配置図 (S=1/200)

第38図  CⅦ区 水場土層図 (S=1/80)

水場断面図 (S=1″ 00)

第39図  CVI区 水場遺物出土状況 (S=1/40)

第40図  CVll区  段状遺構02実測図 (S‐ 1/60)

土器溜 り05出土状況 (S=lβ O)

第41図  A区 中世全体図 (S=1/200)

第42図  AItt b中 世遺構配置図 (S=1/80)

第43図  A I tt a中世遺構配置図 (S=lβ O)

第製図 AI区  掘立柱建物01・ 02実測図 (S=1潟 0)

第45図  AI区  掘立柱建物03・ 04実測図 (S=1/80)

AI区 掘立柱建物05・ 06'07実測図 (S=1/80)

AI区 不明遺構01実測図 (S=120)
AI区 段状遺構03・ 04実測図 (S=1″ 0)

AH区 中世柱穴群配置図 (S=1/60)

AH区 掘立柱建物08'09実測図 (S=1お 0)

AH区 掘立柱建物10。 ■実測図 (S=1/60)

AⅢ区 掘立柱建物12実測図 (S=1/60)

竪穴住居03・ 09出 土遺物実測図 (S=lβ )

堅穴住居03・ 04出 土遺物実測図 (S=lβ )

竪穴住居04・ 07出 土遺物実測図 (S=1/3)

土器棺墓01出 土遺物実測図 (S=1/3)

竪穴住居01・ 10出土遺物実測図

(S=1/3・ 1081ま 1/6)

竪穴住居■出土遺物実測図 1(S=1/3・ ■1は 1/6)

竪穴住居■出土遺物実測図 2(S=1/3)
竪穴住居11出土遺物実測図 3(S=1/3)

竪穴住居11出土遺物実測図4(S=1海 )

竪穴住居05。 11。 12出土遺物実測図 (S=1/3)

竪穴住居02出 土遺物実測図 1(S=lβ )

竪穴住居02出 土遺物実測図 2(S=1/3)

竪穴住居13・ 段状遺構02出土遺物実測図 (S=1/3)

土器溜りl13・ C13'・ 髄、その他出土遺物実測図 (S=1/3)

土器溜 り05。 その他出土遺物実測図 (S=1/3)

水場出土遺物実測図 1(S=lβ )

水場出土遺物実測図 2(S=lβ )

水場出土遺物実測図 3(S=lβ )

水場出土遺物実測図4(S=1/3)

水場出土遺物実測図 5(S=1/3)

水場出土遺物実測図 6(S=1/3)

水場出土遺物実測図 7(S=lβ )

水場出土遺物実測図8(S=1お )

水場出土遺物実測図9(S=lβ )

水場出土遺物実測図10(S=1/3)

水場出土遺物実測図11(S=lβ )

水場出上遺物実測図12(S=1洛 )

水場出土遺物実測図13(S=1潟 )

水場出土遺物実測図14(S=1/3)

水場出土遺物実測図15(S=1/3)

水場出土遺物実測図16(S=1潟 )

水場出土遺物実測図17(S=lβ )

水場出土遺物実測図18(S=1/3)

水場出土遺物実測図19(S=1/3)

水場出土遺物実測図20(S=1/3)

一部土器溜 り05遺物含む

水場出上遺物実測図21(S=1/3)

水場出土遺物実測図22(S=1/3)

水場出土遺物実測図23(S=1/3)

水場出土遺物実測図24(S=1/3)

水場出上遺物実測図25(S=1/3)
一部粘土採取場-1遺物合む

水場出土遺物実測図26(S=1/3)

水場出土遺物実測図27(S=lβ )

水場出土遺物実測図28(S=lβ )

水場出土遺物実測図29(S=1/3)

一部 BⅣ区出土遺物合む

水場出土遺物実測図31(S=lβ・68Jま 1/6)

水場出上遺物実測図32(S=lβ )

水場出土遺物実測図33(S=1/3)

一部他遺構有 り 〔718,727・ 741・ 749〕

水場出土遺物実測図34(S=lβ )

水場出土遺物実測図35(S=lβ )

第46図

第47図

第48図

第49図

第50図

第51図

第磁図

第開図

第54図

第55図

第56図

第57図

第58図

第59図

第60図

第61図

第62図

第63図

第64図

第65図

第66図

第67図

第68図

第69図

第Ю図

第71図

第穆図

第73図

第馳図

第75図

第猪図

第77図

第弼図

第79図

第80図

第81図

第82図

第83図

第84図

第85図

第86図

第87図

第88図

第89図

第90図

第91図

第92図

第粥図

第94図

第95図

第96図

第97図

第98図

第99図

第100図

第101図



第1骸図 水場出土遺物実測図36(S=1浴 )

第103図 水場出土遺物実測図37(S=1/3)

第104図 大溝出土遺物実測図 1(S=1/3)

第105図 大溝出土遺物実測図2(S=1/3)

第106図 大溝出土遺物実測図3(S=1/3)

第107図 大溝出土遺物実測図4(S=lβ )

第108図 大溝出土遺物実測図5(S=1/3)

第109図 大溝出土遺物実測図6(S=1/3)

第110図 大溝出土遺物実測図7(S=1/3)

第■1図 大溝出土遺物実測図8(S=1/3)

一部水場遺物合む

第112図 大溝出土遺物実測図9(S=1/3)
一部遺構外遺物含む

第113図 大溝出土遺物実測図10(S=lβ )

一部遺構外遺物含む

第114図 大濤出土遺物実測図11(S=1/3)

一部遺構外遺物含む

第115図 粘土採取場出土遺物実測図 1(S=1/3)

第116図 粘土採取場出土遺物実測図2(S=lβ )

一部竪穴住居09遺物合む

第117図 中世遺物実測図 (S=1/3)

第■8図 木製品実測図 1

(W13～ 15は S=lμ・Wl～ 12は S=1/6)

第■9図 木製品実測図 2(S=1/6)

第120図 木製品実測図 3

(N25。 27は S=1/8・ ハヽ「26・ 28～ 311ま S=1/6)

第121図 木製品実測図4(S=1/6)

第122図 木製品実測図 5(S=1/6。 W461ま S=1/16)

第123図 木製品実測図6(S=1/6)

第1%図 木製品実測図7

郡鶴はS=1た 。出も併Ч弘はS=1ね 。Vば

“

はS=1/16)

第125図 石器実測図 1(S=Vl)
第126図 石器実測図2(S=1/6)

第127図 石器実測図3

(S=1/3・ S19～23, 35～ 371ま S=1/6)

第128図 石器実測図4

(S=1/3・ S46～49, 50～ 53すよS=1/6)

第129図 石器実測図5(S=1/3・ S57は S=1/6)

攀 剛仮1

都唯模図板2
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写真図版 9 左上

左中

左中

右上

左下
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写真図版10 上

左下

右下

写真図版11 左上
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下

写真図版12 左上

右上

左下

右下

写真図版13 左上

左中

右上

右中

下

写真図版14 左上

右上

右中

次

AI区 竪穴住居∝・餌・13・ 14完堀状況

E→VV

AI区 竪穴住居13検 出状況 N→ S

AI区 竪穴住居13検 出状況

AI区 竪穴住居13切 り合い検出状況

AI区 竪穴住居13土坑検出状況

E→VV

AI区 竪穴住居13土坑遺物出土状況

AI区 竪穴住居13土坑完堀状況

AI区 竪穴住居13壁帯溝検出状況

E→VV

AI区 竪穴住居08・ 09検出状況E→W
AI区  土器棺墓01検出状況

AI区  竪穴住居08・ 09完堀状況

N→ S

AI区 上器棺墓01検出状況

AI区 土器棺墓01最終面検出状況

A II区 竪穴住居11検 出状況

AH区 竪穴住居■遺物出土状況

Ⅵ「S→NE
AH区 竪穴住居1lC一 C'土層堆積状況

AヽrS→NE
AH区 竪穴住居1lC― C'上層堆積状況

X/FS→NE
AH区 竪穴住居■粘土検出状況

E→W
AH区 竪穴住居11壁帯溝検出状況

AⅡ 区 竪穴住居11土器溜 り01検出状況

へヽ「→E

AH区 竪穴住居11土器溜 り01検出状況

E→VF

AH区 竪穴住居■土器溜 り01検出状況

AH区 竪穴住居11土器溜 り01検出状況

AH区 竪穴住居11土器溜 り01炭化面検

出状況

AH区 竪穴住居11土器溜 り01埋設

AH区 竪穴住居11中央土坑土器溜 り01

AH区 竪穴住居11完堀状況 W→ E

AH区 竪穴住居02床面検出状況

AH区 竪穴住居02炉周辺土層堆積状況

AH区 竪穴住居02壁帯溝及び炉断面

上
下
上
下
上
下
祉
社
が
神
補
触
　
紳

写 真 図 版 目

高津遺跡調査区遠景 E→W
水場出土遺物 (第98図 )

水場出土遺物 (第99図 )

竪穴住居11出土遺物 (第58図 -11)

水場出土遺物 (第97図 -682)

高津遺跡調査区遠景 S→N
高津遺跡調査区遠景 E→W
高津遺跡調査区遠景 W→ E

高津遺跡調査区遠景 S→N
高津遺跡調査区遠景 N→ S

高津遺跡AI区遠景 E→W
高津遺跡AI区遠景 E→W
AI区 竪穴住居12 E→W
AI区 竪穴住居12壁帯溝 E→W
AI区 竪穴住居12壁帯溝遺物出土状況

AI区 竪穴住居12完堀状況 S→N
AI区 竪穴住居07検出状況 N→ S

AI区  竪穴住居07床面焼土検出状況

E→ げヽ

AI区 竪穴住居07床面焼土中遺物出土

状況

右上 Al区 竪穴住居07床面遺物出土状況

左中 AI区 竪穴住居07A A'上層堆積状況

ES→NV√

左下 AI区 竪穴住居07中 央土坑完堀状況

右下 AI区  竪穴住居07完堀状況 ES→ NW
上  AI区  竪穴住居03・ 04・ 14断面プラン

検出状況 NE→WS
左中 AI区 竪穴住居03・ 14土層堆積状況

左下  NW→ ES

AI区 竪穴住居03管玉出土状況

右下 AI区 竪穴住居03床面検出状況

ハヽ「→E

上  AI区  竪穴住居03床面検出状況

S→N
左中 AI区 竪穴住居04床面検出状況

WV→E

左下 AI区 竪穴住居04床面検出状況

右下 AI区 竪穴住居04壁帯溝検出状況

S→N

写真図版 7



左 下

右 中

写真図版15

下

写真図版16 左上

右上

下

写真図版17

写真図版18 上

左下

右中

右下

写真図版19 左上

左中

右上

左下

右中

右下

写真図版20 左上

右上

左下

右下

写真図版21 左上

右上

右中

左中

左下

右中

右下

写真図版22 上

下

写真図版23 上

下

写真図版24 上

左中

右中

左下

右下

写真図版25 左上

左 中

下

上

上

右

左

右

AH区 竪穴住居02炉検出状況

NE→WS
AⅡ 区 竪穴住居02壁面焼粘土断面

ES→NVF
AH区 竪穴住居02炉検出状況

AH区 竪穴住居02炉及び壁面焼粘上

AH区 竪穴住居02床面中央土坑検出状

況 NE→WS
A II区 竪穴住居02完堀状況・炉周辺

AH区  竪穴住居02柱穴9

AH区 竪穴住居02遺物出土状況

NhlF→ ES

AH区 竪穴住居02完堀状況 NW→ ES
AH区 竪穴住居10土器溜 り02

(甑形土器セットA)

AH区 竪穴住居10土器溜 り02

SE→NW
AH区 竪穴住居10土器溜 り02

AH区 竪穴住居10上器溜 り02周 辺状況

AH区 竪穴住居10土器溜 り02

AH区 竪穴住居10土器溜 り02

壷109検出

AH区 竪穴住居10土器溜 り02

壺109底部

AH区 竪穴住居10上器溜 り02

壷109除 去後

AⅡ 区 竪穴住居01壁帯溝検出状況

AH区 竪穴住居10床面検出状況

AH区  竪穴住居01,10遠景 W→ E
AH区 竪穴住居10検 出状況

AⅡ 区 竪穴住居10遺物出土状況

S→N
AH区 竪穴住居10床面検出状況

S→N
AH区 竪穴住居10柱穴l E→W
AH区 竪穴住居01柱穴7

AH区 竪穴住居01・ 10c― c'上層堆積

状況 NE→WS
AH区  竪穴住居01・ 10E一 E'土層堆積

状況 ES→ NW
AH区  竪穴住居01,10E― E'上 層堆積

状況 ES→ NW
AⅡ 区 竪穴住居01・ 10c― c'土層堆積

状況 NE→WS
AH区 竪穴住居01,10C― C'上層堆積

状況 NE→WS
AH区 竪穴住居05完堀状況 S→N
AH区 竪穴住居01・ 10全景 NE→WS
AI区 粘土採取場全景 NE→WS
AH・ Ⅲ区 粘土採取場全景 NE→WS
AH・ Ⅲ区 粘土採取場全景 NE→WS
A区 調査風景 WS→NE
AI区 粘土採取場西側 N→ S

AI区 粘土採取場西側 E→W
AI区 粘土採取場西側 E→W
AI区 粘土採取場西側 W→ E

AI区 粘土採取場 E→W(竪 穴住居

07を 掘 り込んだ粘土採取土坑)

AI区 粘土採取場 G一 G'上層堆積状

況 E→W
AⅡ 区 粘土採取場 -02検出状況

AヽFS―>NE

AH区 粘土採取場-02遺物出土状況

ES→NAIV

AH区 粘土採取場 -02完堀状況

E→VV

AI区 粘土採取場 NE→WS(竪穴住

居08,09を掘 り崩した粘土採取土坑)

AI区 粘土採取場 E→W
AI区 粘土採取場 E→W
AI区 粘土採取場 A― A'土層堆積状

況 N→ S

AI区 粘土採取場土層堆積状況

S→N
AH区 粘土採取場 -02完堀状況

S→N(奥は竪穴住居05)

AH区 粘土採取場 S→N
BV区 粘土採取場 W→ E

BV区 粘土採取場 溝状プラン検出状

況 W→ E

BV区 粘土採取場溝状遺構 N→ S

BV区 粘土採取場溝状遺構 E→W
BⅣ・V区 大溝全景 NE→WS
BⅣ区 大溝調査区全景 NE→WS
BV区 大溝調査区全景 NE→WS
BⅣ区 大溝遺物出土状況 ES→ NW
BⅣ区 大溝遺物出土状況 S→N
BⅣ区 大濤遺物出土状況 NW→ ES
BⅣ区 大溝遺物出土状況

BⅣ区 大溝下駄出土状況

BⅣ区 大溝遺物出土状況

BⅣ区 大溝移動式カマド出土状況

BV区 段状遺構01 S→N
BⅣ区 大溝遺物出土状況

BⅣ区 大溝遺物出土状況

BV区 段状遺構01柱穴 8検出状況

BV区 段状遺構01柱穴 8完堀状況

B・ C区 調査区全景 NE→WS
C区  調査区全景 NE→WS
CVll区 水場調査区全景 NE→WS
CⅧ区 水場調査区全景 NE→WS
CⅥ区 土層堆積状況 NE→WS
CⅥ区 段状遺構02 NE→WS
CⅦ区 土器溜 り06遺物出土状況

NE→WS
CⅥ区 土器溜 り05検出状況

CⅥ区 段状遺構02完堀状況 S→N
CⅦ区 土器溜 り06検出状況

CⅦ区 水場遺物出土状況

CVll区 水場遺物出土状況

CVI区 水場遺物出土状況 S→N
CⅦ区 水場調査風景 NE→WS
CⅦ区 水場上面足場検出状況

CⅦ区 水場下面足場検出状況

ChII区 水場全景 S→N
Ch/1区 水場全景 S→N
CVI区 水場出土遺物遠景 ES→ NW
CⅦ区 水場出土遺物遠景 ES→ NW
AH区 土器溜 り03'検 出状況

AI区 中世柱穴検出状況 NW→ ES
AII区 掘立柱建物8～ 11完堀状況

S→N
AH区 掘立柱建物焼土面検出状況

VF→E

AH区 掘立柱建物焼土面遺物出土状況

AⅡ 区 掘立柱建物焼土面遺物出土状況

AH区  掘立柱建物柱穴検出状況

左下

写真図版26 上

左中

右中

左下

右下

写真図版27 左上

右上

左中

右中

左下

右下

写真図版28 上

下

写真図版29 上

左下

右下

写真図版30 左上

左中

右上

下

写真図版31 左上

左下

右上

右中

右中

右下

写真図版32 上

下

写真図版33 上

下

写真図版34 左上

左中

左下

右上

右中

右下

写真図版35 左上

右上

下

写真図版36 左上

右上

下

写真図版37 左上

右上

右中

下

写真図版38 上

下

写真図版39 上

左下

右中

右下

写真図ナ板40 左上

右上

右下



写真図,板41

写真図版42

写真図版43

写真図版44

写真図版45

写真図ナ板46

写真図版47

写真図版48 上

下

左中 AⅡI区 掘立柱建物12検 出状況 S→N
右上 AⅢ 区 掘立柱建物12柱穴配列状況

N→ S

下  AI区  段状遺構03・ 04検出状況

S→N
左上 AI区 段状遺構03・ 04検出状況

S→N
左中 AI区 段状遺構03検出状況 N→ S

左中 AI区  不明遺構01検出状況

左下 AI区 不明遺構01木製品検出状況

右上 AI区 段状遺構04検出状況 N→ S

右中 AI区 段状遺構03完堀状況 N→ S

右中 AI区  不明遺構01検出状況

右下 AI区 不明遺構01完堀状況

上  竪穴住居08,09,03・ 04出 土遺物

(第 53・ 54・ 55図 )

竪穴住居07・ 01・ 10。 H出土遺物

(第55・ 57・ 58・ 59・ 60・ 61・ 62図 )

竪穴住居10出土遺物 (第57図 -103)

竪穴住居10出土遺物 (第57図 -108)

竪穴住居10出土遺物 (第57図 -109。 110)

竪穴住居10出土遺物 (第57図 -109)

竪穴住居11出土遺物 (第58図 -111)

竪穴住居11出土遺物 (第58図 -113・ 114)

竪穴住居11出土遺物 (第58図 -114)

堅穴住居11出土遺物 (第58図 -112)

竪穴住居11出土遺物 (第58図 -113・ 115)

竪穴住居11出土遺物 (第58図 -113・ 115)

竪穴住居05。 12出土遺物

(第62図 -208・ 213・ 211)

竪穴住居02出 土遺物 (第63図 )

竪穴住居02出 土遺物 (第63・ 64図 )

竪穴住居11出土遺物 (第65図 -281)

土器溜 り05出 土遺物 (第67図 -334)

竪穴住居 13・ 段状遺構02出 土遺物

(第65・ 66図 )

土器溜 り03・ 03',04・ 包含層出土遺物

(第66・ 67図 )

粘土採取場出土遺物 (第 115図 -1056・

触
祉
が
補
触
祉
が
補
上
中
下
　
上
下
趾
祉
下

1057・ 1061)

写真図版49 左上 土器福墓01出 土遺物 (第56図 -93)

右上 水場出土遺物 (第68図 -350)

中 水場出土遺物 (第68・ 69図 )

下  水場出土遺物 (第70。 71図 )

写真図版50 左上 水場出土遺物 (第71図 -387)

右上 水場出土遺物 (第72図 -396)

上中 水場出土遺物 (第72図 -397)

下中左 水場出土遺物 (第72図 -392)

下中右 水場出土遺物 (第70。 72図 -372・ 3銘 )

左下 水場出土遺物 (第72図 -392)

右下 水場出上遺物 (第73図 -404・ 405)

写真図版51 上  水場出土遺物 (第73図 -400,406)

上中 水場出土遺物 (第73図 )

下中 水場出土遺物 (第密・75,76・ 77図 )

下  水場出土遺物 (第79図 -4馳・475)

写真図版52 上  水場出土遺物 (第78図 -463・ 469)

中 水場出土遺物 (第80・ 81図 )

下  水場出土遺物 (第85。 86・ 87図 )

写真図版53 上  水場出土遺物 (第77・ 80図 )

中 水場出土遺物 (第82・ 83・ 84図 )

左下 水場出土遺物 (第88図 -554)

右下 水場出土遺物 (第88図 -554)

写真図版54 上  水場出土遺物 (第89・ 90図 )

中 水場出土遺物 (第92・ 93図 )

写真図版55

写真図版56

写真図版57

写真図版58

写真図版59

下

上

　

怯

帖

下

上

性

桶

下

上

が

補

上

上

上

性

村

下

上

水場出土遺物 (第91図 )

水場出土遺物底部 (第Й図-637・ 638・

639)

水場出土遺物 (第91図 -593)

水場出土遺物 (第94図 )

水場出土遺物 (第93図 )

水場出上遺物 (第96図 )

水場出土遺物 (第95。 96)

水場出土遺物 (第96図 )

水場出土遺物 (第 100。 108,109図 )

水場出土遺物 (第 100図 -7「J4,755)

水場出土遺物 (第97図 -682)

水場出土遺物 (第■0図 ―銘6・ 947)

水場出上遺物 (第97図 -683)

水場出土遺物 (第97図 -683)

水場出土遺物 (第97図 -683)

水場出土遺物 (第101図 )

水場出土遺物 (第102図 )

水場出土遺物 (第 102・ 103図 )

水場大溝出上遺物 (第70,105図 -372・

877)

中 大溝出土遺物 (第 104・ 105。 106図 )

下  大溝出土遺物 (第108図 )

写真図版60 上  大溝出土遺物 (第105図 -881)

中 大濤出土遺物 (第105図 -881)

下  大溝出土遺物 (第107図 )

写真図版61 上  大溝出土遺物 (第 106・ 107図 )

中上 大溝出土遺物 (第 109図 -944・ 945)

中下 大溝出土遺物 (第 111図 -956)

下  大濤出土遺物 (第 112・ 116図 )

写真図版62 上  大溝出土遺物 (第114図 )

中 大溝出土遺物 (第 113・ ■6図 )

下  大溝出土遺物 (第113図 -1023)

下  大溝出土遺物 (第■3図 -1023)

下  大溝出土遺物 (第 113図 -1023)

写真図版63 左上 大溝出土遺物 (第118図 )

右上 大濤出土遺物 (第118図 )

左中上 大溝出土遺物 (第118図 )

右中上 大溝出土遺物 (第118図 )

左中下 大溝出上遺物 (第■8図 )

右中下 大濤出土遺物 (第■9図 )

左下 大溝出土遺物 (第 119図 )

右下 大溝出土遺物 (第122図 )

写真図版64 左上 大溝出土遺物 (第122図 )

右上 大濤出土遺物 (第122図 )

左中止 大溝出土遺物 (第122図 )

右中上 大溝出土遺物 (第 122図 )

左中下 水場出土遺物 (第 122図 )

右中下 水場出土遺物 (第 122図 )

左下 A区 出土遺物 (第 124図 )

右下 粘土採取場出土遺物 (第124図 )

写真図版65 左上 水場出土遺物 (第129図 ―S54)

右上 大溝出土遺物 (第126図 一S12)

右中 大溝出土遺物 (第 126図 ―S17)

左下 粘土採取場出土遺物 (第 126図 ―S16)

右下 竪穴住居02出 土遺物 (第126図 ―Sll)

写真図版66 上  石器集合 (第 125。 127図 )

下  石器集合 (第 126・ 127・ 128,129図 )

写真図版67 上  AH区 掘立柱建物出上遺物 (第 117図 )

下  陶器・須恵器 (第 117図)他写真のみ掲

載遺物

写真図版68 上  陶磁器 (写真のみ掲載 )

下  陶磁器 (写真のみ掲載)



第 1章 調査に至る経緯

都治地区県営ほ場整備事業に先立ち、江津市は平成 9年 1月 6日付で、江津市荻育委員会 (以下

市放委)へ埋蔵文化財の有無及びその取 り扱いについて照会を行った。これを受けて市教委は平成

9年 1月 13日 から分布調査及び試掘調査を行った。調査の結果、周知の遺跡である宇野勘吉氏宅付

近遺跡、埋築遺跡の周辺は遺囲であることが確認された。平成10年 6月 9日 島根県教育庁文化財課

を交え協議を行った結果、埋築遺跡の範囲及び性格を確認する為確認調査が必要 と指導を受けた。

平成10年 9月 21日浜田農林振興センター所長より江津市長へ事業区域内第 3工区の確認調査の依頼

があり同9月 30日 に委託契約を結び平成10年 10月 1日 ～平成■年 3月 19日 にかけて調査及び整理を

行つた。調査は遺跡範囲の75,000ゴ に対して、 2m× 4mを基本 とした トレンチ (確認坑)30箇所

により行なった。調査結果を踏まえ、高津遺跡・埋築遺跡については、開発によリー部消滅する恐

れがあるため、事業で掘削される箇所の本調査が必要 と回答。調査費については事業主体である浜

田農林振興センターに負担していただき、受益者負担分については文化庁の国庫補助を受けて平成

11年度～13年度にかけて両遺跡の調査を行った。調査は平成11年度に高津遺跡調査区B・ Cについ

て行ない、平成12年度は埋築遺跡 I区・Ⅱ区調査を6月～12月 まで、高津遺跡調査区AШ 区調査を

12月 から3月 まで行なった。平成13年度は高津遺跡調査区AI・ II区の調査を4月 から12月 末まで、

埋築遺跡報告書作成を平成14年 1月 から行なった。平成16年度は本報告書作成を行なった。調査中

の遺跡については現地説明会を開いた。参加者は延べ250人 ほどである。調査の内容などは江津市

出前講座などで広 く活用した。

今回のほ場整備事業のうち、盛 り上部分については未調査のまま現地に保存されている。
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第2章 位置と江東地区の歴史的環境 (第 1図・表88)

江津市は、日本海側の沿岸部に位置し、中国山地より流れ下る江川により中央で分断されており、

東側を江東地区、西側を江西地区と呼んでいる。険しい山地は少なく、市域は準平原の前地斜面で

形成されている。江東地区の入 り組んだ旧沿岸線は海浜部から丘陵までクコスナ層を間に挟んだ

新・旧砂丘が厚 く堆積している。この為海浜部は小規模な後背湿地を持つ低砂丘陵が多 く存在する。

江東地区で唯―の盆地を持つ都治は交通の要衝 として機能していたようである。今回の調査では古

代山陰道及び関連遺跡は確認できなかった。江東地区で本格的な発掘調査が行われたのは、波来浜

遺跡 (S46～47)のみで、今回の一連の調査が 2例 目である。このため地域全体の歴史を把握する

ことは困難であるが、以下表採・調査等により分る範囲で江東地区の歴史を概観する。

縄文時代

海浜部で後期の遺跡が確認されている。波来浜遺跡北方で遺物が表採されている。尾浜地区では

扁平磨製石斧が表採された。また、後期のクロスナ層が確認されており、遺物もまとまつて出上し

ている。内陸部では晩期に入つて埋築遺跡で突帯文土器が出上している。

弥生時代

埋築遺跡で縄文晩期から弥生後期にかけての包含層 と、前期の上器を伴 う溝状遺構が一部調査さ

れた。波来浜遺跡では前期の赤彩壷が出上しており、壷棺の可能性を指摘されている。

中期の遺跡は埋築遺跡の包合層の他、波来浜遺跡で張 り石の墳丘墓が確認されている。後期に入

ると埋築遺跡、波来浜遺跡張 り石墳丘墓が継続される他、高津遺跡で住居跡等が確認されている。

古墳時代

尾浜遺跡で竹管文を施されたもの等前期の上師器小片が数点表採された。中期では、高津遺跡で

据付かまど (炉)を伴つた住居跡等が確認された。後期に入ると、高津遺跡で粘土採取坑 と思われ

る土坑群が調査されている。また、須恵器模倣の上師器が出上している。波来浜遺跡で土師器、須

恵器、鉄斧が出上している。古墳では箱式石棺を伴 う尾浜古墳 と佐古ヶ丘横穴墓群が知られている。

江東地区での横穴式石室は未確認である。その他各地で遺物が表採されているが、明確な遺構は確

認されていない。

奈良平安時代

主要な遺跡は、長田遺跡、波来浜遺跡の 2箇所のみだが、それぞれ地元では長田千軒、波来浜千軒

と呼ばれており興味深い。両遺跡からはともに、土師器、底部糸切 り須恵器等が出上しているが、波

来浜遺跡ではその他に鉄製紡錘車、鉄鎌、鉄奔、製塩土器、土錘、須恵器・石帯一組を伴つた火葬

墓が調査されている。それ以外の遺跡からは当該期の遺物はまとまつた出上がない。高津遺跡で

「郡」へら描き須恵器不が出上している。

中世

埋築遺跡で、土九墓を伴 う建物跡が調査された。高津遺跡でも掘立柱建物跡等が調査されている。

江東地区では現在まで多 くの山城が確認されているが、発掘調査されたものは鎌満城跡 と千本崎城

の一部のみで、時期を確定できる遺物はなかった。宝饉印塔は各地で確認されている。波来浜遺跡

で、炉状遺構 1基が確認されている。また、「g」 字墨書土師器、前期の陶磁器 と貨銭957枚、羽子

板状鉄鏃、鉄釘などが出土している。遺跡南東で工事立会のさい柱穴群が確認されているが、担当

者により中世の可能性が指摘されている。
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第 3章 調査区について

第 1節 調査 区の設定 (第 3図 )

本報告書では調査区を南北に三分し、北側から調査区A、 調査区 B、 調査区Cと して報告を行な

う。それぞれの調査区では西側丘陵側から東側河川側に向かい調査区を細分している。調査区Aは

I区からⅢ区・調査区BはⅣ区とV区 。調査区CはⅥ区とⅦ区で構成されている。

本文図版の掲載は必ずしも上記調査区の順序に従わない部分があるためご理解いただきたい。

第 2節 調査 区の概要 (第 3図 )

1.調査区A

高津遺跡の北側にあたる調査区で、背後の丘陵から都治川へ向かう緩斜面及び平坦面をさす。

丘陵裾にあたる緩斜面 I区の上層は中世の掘立柱建物が 2面にわたって密に存在している。下層

では、竪穴住居からなる弥生時代後期から末期にかけての集落 と、古墳時代中期の集落が展開して

いる。 I・ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・V区にまたがって粘土採集場が広範囲に広がっており、その一部は竪穴住

居などの遺構を削り取つている。Ⅱ区は最近の耕作により大規模な削平を受けており、遺構の残存

状態はかなり悪 く、また、南北に延びる浅い谷地形を埋めた暗茶掲色の上壌に掘 り込まれた遺構が、

同色の覆上で覆われていたため土色に違いが認められず、その検出には困難を極めたが、 I区 と同

様中世 と弥生時代、古墳時代の建物遺構及び粘土採取場が検出出来た。遺構中には大量の弥生時代

後期の上器を含んだ覆上が流れ込んでいた為、削平されている場所にも建物の存在が想定できる。

平坦地に当たるⅢ区は元々微高地だったようだが、■区同様かなりの削平を受けており、耕作土

の下からは礫層の厚い堆積が認められた。礫層上からは中世 と思われる掘立柱建物の浅い柱穴以外

には目立った遺構は検出出来なかった。また遺物も少量であった。

2.調 査区B

高津遺跡の中央に位置する調査区で、背後の丘陵から都治川へ向かう緩斜面になっている。調査

区の北側では粘土採取による溝状遺構 と中世 と思われる柱穴を伴 う加工段が確認された。南側は谷

から延びる腐植上の堆積が都治川へ向かって下つてお り、大量の上器及び木製品が出上している。

この谷地形の溝を大溝 と命名する。

調査区の南側は削平を受けたものかⅢ区同様耕作土の下には礫層が広が り、遺構は確認出来なか

った。

3.調 査区C

高津遺跡の南側にあたる調査区で、東西で標高差があり、西側には後世の削平により作られた平

坦面がある。西側平坦面の西壁には古墳時代中期の厚い包合層が堆積しており、当時期の集落が丘

陵斜面に展開しているものと思われる。一部は平坦面の東端にも確認できる。

調査区の東側には人工的に作られた大きな溝が都治川へ向かって下つており、大量の上器 と木製

品が出上している。水沼めのためと思われる遺構 と、足場状の木組みが確認されたため、生活に使

用された水場 と認識し、水場 と命名し報告する。周辺は、礫層が広が り遺構は検出出来なかった。
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南側の調査区外には広い平坦地があり、遺物が表採出来る為遺跡が広がっていると思われる。

調査区の東端Ⅷ区では旧河川 と思われる砂層や礫層が確認された (第 4図 トレンチ27)。 おそら

く、都治川の一部は山側に寄つていた時期があつたと思われる。水場からの堆積は少量の遺物を伴

ってⅧ区まで続いており、そのまま旧河ナ||に連結している。

以上調査区の概要を述べたが、調査区全体に水田による削平が認められており、また、粘土採取

時に破壊された遺構も多いと思われるため、遺構の残存率は低い。さらに、遺構埋上の識別が不可

能な遺構が多 く存在し、あいまいな記述が多 く、十分な報告が出来なかったことをお詫びする。

なお、ほ場整備における盛 り上範囲は調査対象外 としているため、現状で保存されている。

第 4章 調査の結果 1(遺構)

第 1節 弥生時代～古墳時代

今回の調査では弥生時代後期から古墳時代後期にかけての遺構が確認された。検出された殆どの

竪穴住居跡 と思われる遺構は残存状態が悪 く、プランだけ見ると加工段のように見えるものもある

が、柱穴配置から竪穴住居 として報告している。残存状態の悪い竪穴住居の理解を助ける為に、平

面形 と柱穴配置を手掛か りに作成した復元図を参考程度に併載している。

1.I区

竪穴住居12(第 8図 )

丘陵裾緩斜面に位置し、住居の北側半分は盛 り上 と共に流出している。平面形は円形又は多角形

を呈すと思われる。壁帯溝の中で壁構造に由来すると思われる柱穴列が確認できる。

壁帯溝出土遺物である長頚壷213及 び覆土中遺物より、遺構廃棄時期はV-2様 式頃 と思われる

が、良好な資料に乏しく、遺構の時期を確定するには至らない。

竪穴住居07(第 9。 10図 )

丘陵裾緩斜面に位置し、住居の平面形は5mほ どの五角形若しくは隅丸方形を呈す。住居の北側

大部分は粘土採取坑により削平を受けている。主柱穴は4本から5本 と思われ、中央やや西寄 りに

浅い中央土坑を有す。

床面で炭化物 と焼上の薄い堆積層を検出した。中央土坑と柱穴 P2は炭化物 と焼土が堆積してい

るため、住居が火を受けた時の遺構 と判断した。貼 り床除去後に溝状遺構を確認したが、壁帯溝 と

するには幅が広 く床下構造の可能性なども考えられる。焼土中の遺物74な どから住居の最終廃棄時

期はV-4様 式と思われる。

竪穴住居14(第 11・ 12図 )

丘陵裾緩斜面に位置し、住居の北側大部分は後世の削平を受けている。竪穴住居03の貼 り床の下

でプランが確認できた。平面形態は多角形 と思われ、復元すると直径 8m以上の8角形住居 となつ

た。堅穴住居03の建替え前の住居である。柱穴は不明である。
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出土遺物は確認出来なかった為時期は不明だが、竪穴住居03出現直前の建物である。

竪穴住居03(第 11。 12図 )

丘陵裾緩斜面に位置し、住居の北側大部分は後世の削平を受けている。竪穴住居14を埋め戻した

後で貼 り床を施した住居である。平面形態は円形若しくは多角形の大型住居 と思われる。遺構残存

部を元にして普通に住居の平面形を復元すると直径は9m以上になるが、不整形プランの可能性が

あるため9m以上の住居になる可能性を持つとしておく。主柱の数は不明である。壁帯溝の中で壁

構造に由来すると思われる柱穴列が密に確認できる。床面で炭化物の堆積が若干検出できた。床面

から碧玉製の管玉43が出上している。遺構の廃棄時期は、床面上の最新遺物である甕38及び鼓型器

台42か らV-3様 式 と思われる。

竪穴住居04(第 11・ 12図 )

丘陵緩斜面下方に位置し、粘土採取遺構 と後世の削平により遺構の大半を失つている。竪穴住居

03を切 り込んで建てられていると思われるが、平面形態及び規模共に不明である。

壁帯溝の内側は不整形なため、おそらく壁材の影響を受けていると思われる。床面では炭化物や

焼上が甕63・ 64-70と 共に堆積している。炭化物堆積面の下で主柱穴を検出した。付近では炭化物

の入った上挽を検出した。

床面炭化物中の遺物より、遺構廃棄時期はV-4様 式と思われる。

竪穴住居13-1(第 13図 )

丘陵裾緩斜面に位置する住居で、プランの切 り合い関係から竪穴住居13-2を斜面に対し並行移

動し、建替えた住居 と思われる。平面形態は方形 と思われ壁帯溝が廻 り、東南の壁際に土坑を持つ。

土坑の中には炭化物が面的に堆積し、甕278な どが入っている。北西側の壁帯溝の状況から2回以

上平面形の変更を行なっていることがわかる。小型の柱穴を数基検出したが柱 としては並ばなかっ

た。正方形 として復元した床面積は20どである。

遺構廃棄時期は、土坑出土遺物決び高不281な どから古墳時代中期後葉ごろと考える。

竪穴住居13-2(第 13図 )

丘陵裾緩斜面に位置する住居で、東側を粘土採取遺構により快 り取 られている。重複したプラン

の切 り合い関係から竪穴住居13の建替え前の住居 と思われる。平面形は方形を呈し、規模は竪穴住

居13と 同規模 と思われるが、詳細は不明である。遺構廃棄時期は竪穴住居13-2が建つ直前と思わ

ヤとる。

竪穴住居08(第 14図 )

丘陵裾緩斜面に位置し、住居の北側大部分は粘土採取坑による削平を受けている。平面形は多角

形で復元直径は10mほ ど。 7本以上の主柱を持つと思われる。 1回ほど平面形の変更を行なってい

る。竪穴住居09の建替え前のものと思われたが検討を要す。壁帯溝及び床面遺物である甕 1・ 2よ

り、遺構廃棄時期はV-3様 式 と思われる。
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竪穴住居09(第 14図 )

丘陵裾緩斜面に位置し、住居の北側大部分は粘土採取による削平を受けている。平面形はおそら

く多角形を呈すと思われるが威存状況が悪 く詳細は不明である。土層 と壁帯溝の状況から2回平面

形の変更を行なつている。小型の住居は隅丸方形の住居だったと思われる。調査中の上層観察では

竪穴住居08の建替え後の住居 と考えていたが、 トレンチ22の 5・ 6層 (第 4図)の上層観察では竪

穴住居08建替え前の住居 と認識している。竪穴住居08と 09は分層が困難だつた為に竪穴住居08の床

面までの遺物の取 り上げは08・ 09共通 として、竪穴住居09の プランを検出した段階で、竪穴住居08

出土遺物、09出土遺物 としてそれぞれを取 り上げた。そのため出土遺物の多 くが竪穴住居08・ 09共

通のものとなっている。しかし、竪穴住居08が新しいとすると、08・ 09共通 と認識していた遺物は

竪穴住居08に 帰属する可能性が有る。両住居出土遺物の時期はV-3様 式より下ることが無い為、

竪穴住居09の廃棄時期もV-3様 式以前 と考える。

土層観察に混乱を生じてしまったが、同時期の竪穴住居03・ 14の関係や、調査中に竪穴住居09の

プランを検出出来なかったことなどからトレンチ22調査時の上層観察が正しかったと考察する。

上器棺墓01(第 15図 )

やや広めの上坑を掘 り込み、甕93と 94の 口縁を合わせて埋葬した迎合式上器棺墓である。副葬品

は確認出来なかった。被葬者の埋葬時期はV-4様 式である。周辺にある同時期の遺構は竪穴住居

髄・07だが、被葬者がこの住居の住人かどうかは不明である。少なくとも、弥生時代末期には集落

内に墓を持つていることが確認できた。

2.Ⅱ 区

竪穴住居11(第17～20図 )

丘陵裾平坦部に位置する住居で、住居北側は後世に削平を受けており検出出来なかった。

住居ユー 1の平面形態は隅丸方形で、壁帯溝の観察により平面形の変更を2回は行なつているこ

とが確認できた。主柱の配置はおそらく4本柱になると思われ、一度は柱の建替えを行なつている

と考えられる。住居の東側で壁帯溝を確認できたので、これを竪穴住居ユー 1の建替えと考え竪穴

住居■-2と 呼ぶ。11-2はおそらく5本柱の不整形な五角形プランを持つと思われるが、北側の

状況が不明な為詳細はわからなかった。また、住居の切 り合い関係を確認出来なかつたので、エー

1と 11-2の 前後関係も不明である。同時期の竪穴住居01と 10の 関係を参考にすると、■-1→

11-2と なる可能性がある。中央にある大型の上坑から甕l14が伏せた状態で検出された。甕の底

部は元々欠如しており、脚裾部を失った高不l15が甕の中に落ち込んでいる。土坑の中に甕l14の胴

部や高不■5が落ち込んでいるため、甕114の廃棄時には土坑には埋上が充填されていなかったこと

がわかる。土九の底部には炭化物が広範囲に薄 く堆積している。この炭化物の堆積上でもう1セ ッ

ト甕l12と 高不l13が潰れた状態で出上している。土坑のそばで北側に倒壊した山陰系甑形土器■1

(以下甑形土器)を検出した。以上の状況を竪穴住居10セ ットAの復元状況を踏まえて復元すると、

第20図甑形土器使用状況復元図のようになる。これをセットBと 呼ぶ。奄l14は接合すると高郷l15

が入る隙間が無いので元々底部に穴の開いた甕■4の上に高不115が設置されていたようだ (第20図

復元図 1)。 高不l15の脚裾部は使用の際邪魔になるため取 り除かれたと思われる。甕l12と 高不l13
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は甕114と 高不■5を 使用する以前のセットと思われる。これをセットB'と 呼ぶ。甕■2は胴部以下

が欠如しており、高不■3は セットAの高邪115と 同様の理由で脚部を失っていると思われる。おそ

らくセットAやセットBと 同様な使われ方をしていたと思われる。使用後はそのまま土坑中に廃棄

され、ある程度土坑を埋め戻した後、セットBが使用されていたようだ。甕■2・ ■4は胴部以下に

煤が付着している為、煮炊きに使用 したものを転用していると思われる。高不l13・ ■5は有機物溶

液を煮沸した痕跡が認められるが、外面に煤が認められないことから直接炎を受けていないか、炭

火などの完全燃焼による加熱を受けていたと考えられる。

セットBは土坑中で炭等の完全燃焼による加熱を受けていたものと考えられる。セットB'も 同

様の加熱を受けたと思われる。520は ススの付着具合から、セットBと 同様に天地逆の状態で加熱

されたと思われる。

床面でヤリガンナl16や作業台に使われた石器 S18が検出された。床面や覆土中から土器が大量

に出上している。時期はV-2様 式からV-4様 式までで、おそらく竪穴住居11の南側に存在した

V-2様 式からV-3様 式頃の住居遺物が流れ込んでいると思われる。

住居の廃棄時期は、セットBが住居の廃棄時の遺物 と思われるので、甕114の 時期からV-4様

式 と思われる。

竪穴住居02(第 21・ 22図 )

丘陵裾の平坦地で検出した遺構で、後世に遺構上面が削平を受けている。平面形態は方形で、壁

帯溝が廻る。山側の壁際に炉を持ち中央部に土坑を持つ。西側に大きめのピットP9を持つ。 P9

出土遺物は218・ 219・ 222な どである。住居中央寄 りに小型の柱穴を9基検出した。中央土坑に切

られたピット10か ら須恵器蓋262が 出上した。住居床面は炭化物や焼上に覆われている。壁から離

れて設置された炉は粘土製で被熱し、土器のようになっている。上方はかなりの部分が削平を受け

ているので上部構造は不明だが、平面形を見ると奥に円形の竪孔が開いており、手前に小型の竪孔

が開いている。それぞれの孔には灰が堆積している。小型の竪孔から炉の手前へ向けて細い横孔が

壁を貫通して開いている。炉の裏側にあたる住居壁には炉 と同様の被熱粘上が張 り付いており、円

形の穴が開いているが炉壁を抜けているのかはわからなかった。また、壁の被熱粘上の穴に対する

炉壁の穴は残存部では確認出来なかった。従って煙道構造を合め、炉の性格などは不明である。炉

は教育委員会で保管している。炉の裏側に高不脚部257が落ち込んでいた。

住居の廃絶時期は蓋262か ら古墳時代中期末から後期初頭 と思われる。

住居覆土中から多量の弥生土器が出上した。時期はV-2様 式からV-4様 式までである。竪穴

住居11同様南側にあった住居からの流れ込みとおもわれる。また、床面精査中にも多量の弥生土器

が出上した。竪穴住居11覆土中の遺物である。竪穴住居11の参考 として床面精査中の弥生土器を若

干掲載する。

竪穴住居10(第 23～26図 )

丘陵裾平坦部に位置する住居で、甑形土器の倒壊を検出したことにより、住居の存在を予想した。

しかし暗茶色の地盤に同色の覆上が入っているようで住居プランが検出できず、最終的に、土層観

察ベル トを設け、次層の青灰色粘土層中に柱穴が堀込まれている事を祈つて全面を掘 り下げた。何
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とか柱穴が確認できたが、建替えを行なっているようで、土層観察により竪穴住居01を 抽出した。

竪穴住居10の平面形態は六角形 と思われる多角形を呈す。竪穴住居Olの 主柱を2本共有してお り、

床面は竪穴住居01よ り10cm高い。床面の状況 と併せて竪穴住居01の 建替え後の住居 と考えられる。

主柱は6本 と思われるが柱穴を 1基確認出来なかった。中央に浅い土坑を2基伴いその内の 1基で

は壷109が胴の半ばまで埋設されている。壷109と 重なるように高不の不部110が検出された。そば

には山側に向かつて倒壊 した甑形土器108が検出された。復元すると第26図復元図のようになる。

これをセットAと 呼ぶ。甑形土器108は底部西南側を支点に倒壊し、西方向に若干力を受けている。

壺109と 高不110も 壷胴部に落ち込む際に若干西方向に力を受けていると考えられる。なお、これら

の動きがあつた際に甑形土器108の破片の一部が倒壊の反動でひつくり返つており、破片が周辺の

床面に散乱している為、少なくともある程度の空間が確保された状態で倒壊したことがわかる。上

坑の底部 と壷109の外部埋設面に煤が付着しており、埋上では細かい炭化物が確認できる。壷109は

土坑内に埋設された状態で火を受けた可能性が有る。高不■0の 内側では何 らかの有機物溶液を煮

沸した際の痕跡が付着してお り、こばれたものが外面にも流れて付着している。高不■0は若干傾

いた状態で加熱されていたようだが外面に煤が付着していない為、直接火を受けてはいないと考え

る。炭火のような完全燃焼炎を間接的に受けた可能性が有る。甑形土器108は 内側の色調が淡灰色

を呈してお り、スス痕跡 とも考えられるが、あるいは土器焼成時の還元色かもしれない。もう 1基

の上九には灰が充填されており、石器が立位で検出されている。石製支脚の可能性があるが用途不

明である。

住居の廃棄時期はセットAの壺109よ り、V-4様 式 とおもわれる。

竪穴住居01(第23～25図 )

丘陵裾平坦部に位置する住居で、平面形は不整形の隅丸方形 と思われ、主柱は4本である。床面

の状況 と土層観察により竪穴住居10の建替え前の物 と思われるが遺物は確認出来なかった。中央付

近の床面は被熱し、硬化している。

住居の廃絶時期は竪穴住居10出現の直前 と思われる。

竪穴住居05(第27図 )

丘陵裾平坦部に位置する住居で、平面形態は円形又は多角形を呈す。後世の削平 と粘上採取によ

り遺構の大半を失つている。壁際で壁帯溝の一部を検出した。柱穴の一部は検出出来たが主柱の配

置は不明である。小型の甑形土器211が 出上した。良好な一括資料持たないため時期の確定は困難

だが、住居の廃棄時期は覆土出土遺物からV-3様 式前半頃と思われる。

上器溜り3・ 3'(第 28図上)

調査区北側に位置し、土器溜 り4の東側で検出された土器溜 りで、やや分散する広範囲な土器沼

り3と 、その中でも遺物の密集する土器溜 り3'を 検出した。土器溜 り3'は ミニチュア土器や高イ

等を豊富に合むが直接祭祀に関連するものは見当たらなかった。祭祀跡の可能性も考えられるが詳

細は不明である。
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土器溜り4(第 28図下)

調査区北側で単頭型土製支脚307や甕308な どがまとまって出上している。 ミニチュア土器等が見

られないことと、石器 S9。 S15な ど生活用具を伴 うため、住居内遺物の可能性も考えられる。し

かし、住居のプランを検出出来なかったので土器溜 りとして扱う。

3.Ⅳ・ V区

大溝 (第 29。 30・ 31図 )

調査区Ⅳ区とV区で東西に延びる一連の湿地性の有機物堆積層を確認した。丘陵裾から都治川方

面へ東西に微傾斜が下る幅23m長さ18m以上深さ lmほ どの谷地形の堆積だが、水場 と違い自然地

形に堆積している可能性もある。Wl～46(W40を除く)ほか大量の木製品と土器、石器が出上し

ている。木製品のほとんどは建築部材だが、若干の生活道具も混じっている。クワ属のAWV67は 一

本の丸太を細杭で水平に固定し、端部上面を平坦に加工している。一部は調査区の外に伸びている

ため長さは不明であるが、調査区内では長軸で4.7mま で測れた。木製品の素材か若しくは木道の

ような遺構なのか、判断はつかなかった。 S12・ S17・ S21。 S25を 始め大型のF_K石が多量に散乱

していた。人為的ならばその目的は不明である。

水場 と大溝で接合出来た資料が有る。装飾壷372と 絵画土器881である。両遺構は45m以上の距離

があり、地形が南北へ傾斜しているため、東西への自然な遺物の移動は起こらない。これらの遺物

は自然に廃棄されたものではなく、割れた装飾壼や絵画土器をわざわざ水場 と大溝へそれぞれ廃棄

した行動の結果 と考えられる。よって、この行動は土器を使つた祭祀行為 と認識した。なお、両遺

物は共にV-4様 式のものと思われ、弥生時代末期には土器を割って水場 と大溝に廃棄する祭祀が

定着していたと考えられる。上器の中に何が入っていたのかは不明である。遺構の使用者の意識に

おいては水場 と大溝が同列の意味を有していた事が窺える。

出土遺物は弥生後期から古墳後期まで出上しており、遺構の存続が長期に及んでいる。

なお、出土遺物実測図は、水場出土遺物を補完する程度の掲載に留めているので、出土遺物総計

表86で確認いただきたい。

4.Ⅵ区

段状遺構02-1(第 40図 )

丘陵裾平坦面端部に位置する建物で、コの字形に壁 と壁帯溝を検出した。建物の東側は流れたか、

もしくは、加工段のような性格を持つ奥行きの狭い建物だった可能性もある。一辺の壁の長さは竪

穴住居13と 同規模である。壁 と並行に並ぶ小型の柱穴を検出したが、建物に伴 うものなのか不明で

ある。

段状遺構02-2(第 40図 )

丘陵裾平坦面端部に位置する遺構で、段状遺構02-1と 並行しており、段状遺構02-1の建替え

の可能性を持つ。段状遺構02-1と 同様に壁帯溝を持つが、北側の壁は検出出来なかった。北側に

建替え後の溝を一条検出した。遺構の東側は流れたか、もしくは、加工段のような性格を持つ、奥

行きの狭い建物だった可能性もある。壁帯溝 と並行に並ぶ小型の柱穴列を検出したが、建物に伴 う
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柱であつたのか不明である。

段状遺構の廃棄時期は出土遺物から、古墳時代中期～後期ごろと思われる。

土器溜り5(第40図 )

丘陵裾に広がる弥生後期V-3様 式の上器溜 りである。土器溜 りに伴 う遺構は確認出来なかつた。

出土遺物には甕334な どが有る。

5.Ⅶ区

水場 (第38・ 39図 )

高所にあるⅥ区の平坦地が東へ落ち込む辺 りから遺構が始まっており、緩斜面をおよそ幅8.5m、

長さ30m、 深さ1.5mほ どにU字形に掘 り込んで人工的に溝を作つている。 この掘 り込みはⅧ区で

確認された旧河川に接続している。調査時にはⅥ区から常時流水があつたが、珪藻分析の結果から

当時の流水量はさほど多 くなく、遺構は乾湿を繰 り返していたようだ。雨水などが間欠的に流れ込

んでいたのかもしれない。

礫・砂粒層 と有機物堆積層の堆積がある程度繰 り返された後に遺構中央北寄 りに杭 と板を使つて

足場 と思われる平坦面を作つている。また、木材を用いた簡易な土手を築いて、ある程度水を溜め

ていたようで、木製品が水平に堆積している。

遺物は磨滅していない土器が多 く堆積しており、接合出来る物が多いが、個体の一部だけ磨滅風

化しているものもある。

遺構の使用期間は弥生時代後期から古墳時代後期までと思われるが、粘土採取時に掘 り崩した住

居から出上した土器などをここに廃棄している可能性がある。

出土遺物は槻ね下層が古 く上層が新しい傾向を示すが、土砂の堆積が流水の撹乱を受けつづけて

形成されているため、最下層で須恵器が出上し、上層でも弥生土器が出土しつづけている。

遺構北側で立木杉の根を検出した。 3層に根を張ってお り、 2層の堆積により埋没 した と思

われる。

東壁A― A'セ クション3層中の一括資料は、400・ 529な どであるが、現段階で壷400の時期確定

が出来ないので、この資料の一括性については保留する。

7層下層一括で検出した土器溜 りの構成は、341・ 350・ 363・ 373・ 397・ 462・ 484・ 489。 501・

514・ 524・ 546・ 550・ 552・ 556・ 574・ 646・ 677・ 682・ 739な どであるが、一括性が高いとは言い

難い。構成時期が弥生時代後期 と古墳時代初頭に大分出来る為、複数時期の一括資料が重なって検

出されたあとで、流水により撹乱された可能性も残す。

水場から大溝までの空間には遺物や遺構は確認されなかったが、遺構南側の調査区外には一段高

い所に広い平坦地が広がつており、遺物が表採される為遺構の存在する可能性が高い。

大溝の説明でも触れたが、装飾壷372と 絵画土器881は ここと大溝の間で接合できた資料である。

須恵器模倣の黒色磨研土器は大溝、水場、粘土採取場で出上しているが、古墳時代後期の赤彩土師

器は水場 と大溝でのみ出土している。おそらく祭祀行為に使用されたと思われる。水場 と大溝で執

り行われていた祭祀行為は弥生時代末期 と古墳時代後期では趣が違っているが、長期にわたり両方

の場所が祭祀を執 り行 う場所 として等しく扱われていた様である。
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6.I～ V区

粘土採取場 (第 33～ 36図 )

粘土採取場は竪穴住居群を掘 り崩しており、中世の柱穴群や段状遺構 3・ 4な どにより削平、撹

乱を受けている。今回現状保存できない箇所を1,300�ほど調査したが遺構の一部であり、おそら

く全体規模は2,000∬ 以上になると思われる。遺構には粘土 と土砂の混じった埋土が複雑に堆積し

ており、埋上を取 り除 くと縦横に掘 り込まれた採掘坑が無数に確認された。掘 り方は粘土を追いか

けての露天掘 りを基本 とし、所々で埋め戻された粘土混じりの上砂を掘 り直した痕跡も確認された

ので、個々の粘土採取にはあまり計画性が無かったのではないかと考えられる。しかし、粘土採取

場全体を見渡すと、調査区AI区では採掘坑が密に空いており、粘土採取場の中心部 と思われる。

V区の様に溝状の粘土脈を追いかけて掘削痕が溝状に伸びている場所もある。その先で確認された

粘土採取場-01では粘土採取坑がまばらに空き、その先には粘土を掘 り起こした形跡が見られない

ことから粘土採取場の西南端 と思われる。また、粘土採取場 -01で は土師器甕60Clが一個体分出土

している。北西側も竪穴住居11の東側あたりから採取坑はまばらになり、竪穴住居01の手前で粘土

採取は終了している。これらの状況から、粘土採取は初め、AI区を中心に行なわれ、だんだん採

取範囲を扇状に広げ、やがて粘上の採取を行なわなくなり、終焉を迎えた様子が認められる。

セクションB― B'で は17層掘 り込み底部で板状木製品W65が水平の状態で出上している (第 35

図)。 粘土採取場-02では焼成不良の須恵器甕1061がほぼ完形で出上している (第36図 )。 粘上の採

取時期は竪穴住居13が掘 り崩されているので遺構の切 り合い関係から少なくとも古墳時代中期には

粘土採取が行なわれており、段状遺構04の 削平を受けているため中世以前には終わつていると思わ

れる。しかし粘上の採取がいつ頃から行なわれていたのか不明である。出土遺物の時期が弥生時代

後期から古墳時代後期までなので古墳時代後期をその終焉 としてお く。ここか らの出土遺物は多

いが、出土土器の形式は水場又び大溝出土遺物 と槻ね変わらないので、実測図の掲載を控え、表

86で内容を表した。粘土採取の目的は、土器作成のためと思われるが、土器焼成遺構 も、須恵器

窯も確認出来なかった。今回の調査では粘土及び土器の胎上分析を行なえなかったが、今後の課

題 としたい。

第 2節 中世

1.I区～Ⅲ区

掘立柱建物 1～ 7(第41～46図 )

I区の柱穴群から7棟分の建物を復元した。

立地は丘陵裾部の緩斜面で、北側を後世の耕作により失っている。柱穴は密集しており、何度も

建替えを行なっていると思われる。柱穴出土遺物から、建物の時期は槻ね中世後期で収まっている

と思われる。

掘立柱建物 8～11(第 49～51図 )

調査区北側で建物の床面 と思われる浅い堀込 と建物の建替え若しくは柵列 と思われる柱穴列を4

組検出した。遺構面は炭化物が万遍無 く堆積しており、一部に火を受けた痕跡が認められる。おそ

らく板貼 りの床が焼失したものと思われる。建物は調査区の外に広がっており全体の規模や柱穴の
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配置は確認出来なかった。炭化物堆積面の周辺には不整形の浅い溝が沿つている。雨落ちの痕跡で

あろうか。炭化物の堆積中から陶磁器■14、 土師器■15～ 1117と 鉄族ll18及び、滑石製石鍋を転用

した温石l119が出上した。これらの遺物から12世紀後半から13世紀前半ごろに廃棄された建物 と思

われる。

掘立柱建物12(第 52図 )

調査区東寄 りの平坦地で北西軸に乗つて建てられた掘立柱建物を検出した。建物は北側に延びる

可能性が有る。柱穴の残存状況が悪 く、かなりの削平を受けていると思われる。そのため、包合層

も確認出来なかつた。柱穴規模及び建物の間尺から埋築遺跡 I区で検出した掘立柱建物群 と同時期

と考えるが、柱穴から遺物が確認されなかったので正確な時期は不明である。埋築遺跡同様凡そ13

世紀頃の建物 と仮定しておく。今後の調査例の増加により正確な時期が半J明すると思われる。

柱穴群 (第41図ほか)

建物 としては掲載できなかつたが、おそらく掘立柱建物になると思われる柱穴を多数検出した。

そのほか、河原石を充填したピット (第30図)や粘土採取坑 と思われる上坑 (第33図など)も確認

されたが、主な遺構を掲載している。

段状遺構04(第48図 )

粘土採取遺構が埋没した後で掘 り込まれている加工段で集石が伴 う。掘 り形は緩やかな弧を描き、

なだらかに掘 り下げられており壁 と床の区別が明確では無い。出土遺物から遺構の時期は中世後期

と思われる。遺構の性格は不明である。

段状遺構03(第48図 )

段状遺構04が埋没した後に掘 り込まれた加工段で集石が伴 う。掘 り形は緩やかな弧を描き、なだ

らかに掘 り下げられてお り壁 と床の区別が明確では無い。出土遺物から遺構の時期は中世前期以降

後期までと思われる。遺構の性格は不明であるが段状遺構04と 同様の性格を持つと思われる。

1号道 。2号道 (第 41～43図 )

中世遺構面第 1面で南北に延びる分岐する道を検出した。道は地形に沿つて路面が東西に傾斜

してお り、路肩に側溝を伴 う。 2本の道は寄 り添 うように同一方向に延びているため、 どちらか

が付け替え道 と思われる。正確な時期は不明だが、おそらく中世後期から近世にかけての遺構 と

思われる。

不明遺構 (第 47図 )

中世 2面からの掘 り込みで、素堀の土坑底部にレキと板を敷いている。井戸の可能性がある。遺

構掘 り込み面から時期は中世後期頃と思われるが遺物が確認できないため詳細は不明である。
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第 5章 調査の結果 2(遺物)

第 1節 小型遺構 に伴 う遺物

後述する水場や大溝などの大型遺構 と竪穴住居などの記述を分けるために、便宜上竪穴住居など

を小型遺構 と呼び、以下、それぞれの遺構出上遺物について報告する。

竪穴住居08・ 09(第53図 )

両住居跡の埋上に違いが見いだせず、プランでは両者の区別がつかなかった為、多 くの遺物は竪

穴住居08・ 09の覆土出土遺物 として取 り上げてある。識別された遺物は発達した複合口縁に擬凹線

で装飾を施した後で回縁部にナデ調整を施している甕 と全体にヨヨナデ調整されているものに分か

れるが、V-4様 式まで時期の下るものは無い。また、陵部が発達しているものと、発達していな

いものが混在する。甕は中型品が多 く、日縁陵部を垂下させた大型品が少数含まれている。日縁内

面に段を有しない甕12・ 13は顕部から口縁端部までを真つ直 く
ヾ
、若しくはやや外反させて作 り、口

縁複合部陵が発達せずヨヨナデ調整を施しているのが特徴で、頸部内側は鋭い陵を形成する。鼓形

器台29・ 30は直立外傾する受部を持ち、29は ヨヨナデ調整、30の施文はナデによりかすれているな

ど、擬凹線文の重要度は薄れている。高不27は 高津遺跡で通常見られるタイプで、竹管を用い脚中

に粘上を充填している。脚部にスカシを持つ高杯28は畿内系高不 と思われる。

竪穴住居08

1は端部が肥厚する甕又は壺の日縁で壁帯溝から出上している。 2は肥厚する端部の先端が先細

る。床面の資料である。 3・ 4の形態はV-3様 式だが、ヨヨナデにより調整されている。畿内系

と思われる高不脚部 5が出土しているが、覆土出上のため、住居廃棄後の混入品の可能性も有る。

竪穴住居08の床面遺物及び壁帯溝出土遺物はV-3様 式の土器なので、竪穴住居08の廃棄時期は

V-3様 式と思われる。

竪穴住居09

やや外傾する日縁に擬凹線を施した後でナデにより端部を調整する甕 6が壁帯溝から出上してい

る。甕 7は外反する日縁端部をややつまみ出しており、外反しヨコナデを施す鼓型器台と同様V―

4様式の特徴を有す。

竪穴住居09の壁帯溝出土遺物はV-3様 式前半頃の特徴を持つが、覆上の遺物はV-4様 式を合

む。住居の切 り合い関係も考慮して竪穴住居09の廃棄時期はV-3様 式と考える。

竪穴住居14・ 03・ 04(第54～55図 )

竪穴住居14か らは遺物は出上しなかった。

竪穴住居04は 03の覆土掘削中には認識されておらず、よって覆土調査中に取り上げた遺物は竪穴

住居03・ 04共通としている。甕63は、やや肥厚する日縁端部の内側にナデによって作られた沈線を

伴う面を持ち、肩部には波状文が廻る。甕底部64は薄作りの胴部を持ち、平底を呈す。図版の配置
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が紛 らわしいが、甕70と 同一個体である。真っ直 く
｀
伸びる日縁69は端部を若干つまみ出している。

甕70は緩やかに外反する日縁端部を丸 く収めている。畿内系の高不脚裾部73に はスカシが認められ

る。床面焼上中出土遺物の甕鶴 。64・ 70の時期がV-4様 式なので、住居の廃絶時期はV-4様 式

と思われる。

竪穴住居03の床面で両側穿孔の碧玉製管玉43や発達した日縁に擬凹線文を施した甕38、 鋭い列点

文を施した鼓型器台42や畿内系高不脚裾部40、 甑形土器4な どが検出された。覆上にはV-3様 式

前半のものやV-4様 式に合まれる51・ 52な ども認められ、床面からV-2様 式の上器も出上して

いるが、床面最新遺物の甕38の 時期から住居廃棄時期はV-3様 式 と考える。

竪穴住居07(第55図 )

床面の炭化物堆積層中で甕一個体74・ 75が出上している。覆土からV-2様 式から3様式にかけ

ての上器76～ 81と 上師器養86・ 87が出上しているが、住居廃棄後の流れ込みと思われる。山手の調

査区外にV-2・ 3様式 と古墳時代前期の遺構が存在すると考えられる。床面資料の最新時期は

V-4様 式である。よつて、住居の廃絶時期はV-4様 式と思われる。

住居内から焼粘上塊が出土している。住居焼失の際に被熱した住居構造材の一部か、若しくは付

近にあった土器焼成遺構の構造材が流れ込んだものと思われるが、詳細は不明である。

上器棺墓01(第56図 )

中型の甕94は上方に発達し緩やかに外反する日縁にナデ調整を行ない、端部を丸 く収める。陵部

は水平方向に弱 く突出する。薄作 りの胴部は肩の張る倒卵形を呈し、外側の調整には縦方向のハケ

メが認められるが肩部の調整は不明である。内側の調整は左上が りのヘラ削 りを行なう。底部にし

つか りとした面を持つ。大型の甕96は上方に厚 く発達した外反度の弱い口縁端部内側に強いナデに

よる沈線を伴いながら面を有す。ヨヨナデにより口縁陵部は鋭 く形成されるが突出していない。薄

作 りの胴部は肩の張る倒卵形を呈し、外側の調整には縦方向のハケメを施した後に、クシ状工具を

用いて一筆で波状文 と直線文を交互に施文している。内側の調整は左上が りのヘラ削 りを行なう。

底部にしつか りとした面を持つ。94の時期はV-4様 式である。よつて、甕93の時期もV-4様 式

と思われる。

高津遺跡ではこのセットを基に弥生時代の下限を設定しており、弥生時代末期～古墳時代初頭 と

思われる竪穴住居の廃棄時期が古墳時代まで下らない事の根拠 としている。 (第 6章第 3節参照)

竪穴住居01

住居跡に伴 う遺物が確認出来なかったため記載事頂はないが、竪穴住居10の建替え前の住居なの

で、遺構廃棄時期はおそらくV-3～ 4様式の間と思われる。

竪穴住居10(第 57図 )

甑形土器108は やや長めの日縁 と胴部の境に緩やかな段を有し、日縁 と脚端部を丸 く収める。環

状の把手は上下に一対ずつ差込みにより取 り付 く。上方の把手は小さめで肩部に寄って横向きに付

き、下方の把手は脚部に寄つて縦向きに付 く。長い胴部は上部 と下部の径にあまり差が無 く、やや
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寸胴傾向をとる。これは、内側で使用する壷が完形で使用されることを想定して、上部でも胴径を

小さく出来なかった為 と考えられる。胴部に数箇所の横に周る接合痕が認められることから、板状

の粘土を輪積みして胴部を形成していると思われる。外側の調整は縦方向のハケメで、脚裾際まで

ハケメを施す。内側の調整は横方向を指向するヘラ削りが右方向に為されている。重109は真つ直

く
゛
外傾する回縁端部に水平の面を持ち、陵部は鋭 く斜め下方へ突出している。胴部の中ほどが張 り、

しつか りした平底の底部を持つ。外側の調整は下方に縦方向のハケメを施し、上方は横方向のハケ

メを施す。頸部中ほどと肩部に沈線を廻 らせ、その間と下方に羽状文を施している。胴部下方は土

坑中に埋設された範囲が被熱しススが付着している。内側の調整は右上が りのヘラ削りを行なって

おり、底部形成時の指頭圧痕が残る。胴部内面には若干焦げの様なものが見受けられる。日縁端部

にも若千炭化物が付着している。高不110は 内湾した後で弱 く外反する不部を持つ。脚接合には刺

突を伴 う円盤充填を用いている。不部内面には有機物溶液を煮沸した際の焦げが炭化物のリング状

痕跡 として残つており、一部は吹きこばれた状態で外面にも付着している。脚は2次使用の際に取

り除かれており、吹きこばれた炭化物が除去後の脚断面を越えて流れている。

竪穴住居10の廃棄時期は出土遺物からV-4様 式と考えられる。

竪穴住居11(第 58～62図 )

甑形土器lllは やや短めの口縁 と胴部の境に緩やかな段を有し、日縁 と脚端部に面を持つ。環状

の把手は上下に一対ずつ差込みにより取 り付 く。上方の把手は肩部からやや下って横向きに付き、

下方の把手は上部に寄って縦向きに付 く。胴部は下部の径が下方把手の辺 りまで直立気味に立ち上

が り、上部の径が下部の径に比べ小さく作 られている。これは、内側で使用する甕が低部を打ち欠

き口縁を伏せて使用することにより、高不の設置高が低 く出来る事を想定して、上部径を小さく作

り、器高自体もやや低 く作った為 と考えられる。この工夫をすることにより、粘上の消費 と製作の

労力を抑えることが出来たと考える。外側の調整は縦方向のハケメだが、脚裾は下方把手下側をヨ

ヨナデ調整により仕上げている。内側の調整はヘラ削 りと思われるが風化のためか不明瞭である。

中型の甕112は 緩やかに外反するやや厚手の日縁端部をつまみ出し、複合部の陵は小さく斜め下

方に突出している。胴部調整は外側では下方タテハケメ、上方ヨヨハケメ後肩部にクシ描き直線文

と波頂間の広い緩やかな波状文を施 している。内側の調整は風化の為不明である。高不113は やや

深い不部が内湾した後端部が強 く外反している。脚部は欠如している。不部内面中ほどには炭化物

溶液の沸騰による炭化物が リング状に付着している。大型の甕114は、真つ直 く
$外

傾する厚い口縁

端部の内側に面を持ち、複合部陵は水平方向に突出する。胴部調整は外側では下方タテハケメ上方

ヨコハケメを施した後肩部にクシ描き直線文 と波頂間の広い緩やかな波状文を施している。内側の

調整は右上が りのヘラ削 りが顕部まで施されている。高不115は やや深い不部が内湾した後で端部

が強 く外反している。脚裾は欠如している。おそらく2次使用の際に取 り除かれたものと思われる。

不部内面中ほどには炭化物溶液の沸騰による炭化物がリング状に付着している。ヤリガンナ■6は

木質の把手に蔓を巻き付け鉄器本体 と結合している。口縁が内傾する甕l17は、凹線文を施 してい

る。118～ 121は 直立する日縁端部がやや上方に発達してお り、太い凹線文が施されている。122・

135は やや外傾する日縁がやや上方に発達している。123～ 129は先細る複合部を上方に拡張してい

る。126は 日縁部をヨヨナデ調整している。130～ 134は先細る複合部がやや外傾 して上方に発達し
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ている。136は 日縁内面に段を有しない甕でヨヨナデ調整が為されている。148～ 151は複合部が下

方にも発達している。152～ 157は複合部が上方にさらに発達している。160。 161は複合部の陵を薄

く貼 り付けている。163～ 167の 口縁複合部は外反しながら外傾している。164・ 165は 口縁端部を細

く作つている。壷、甕l18～ 192は薄造 りの複合口縁にヨヨナデ調整を施すものである。複合部は外

傾若しくは外傾外反し、日縁端部は先細るもの、丸 く収めるもの、端部内面に面を持つもの、端部

をつまみ出すもの、に分かれる。複合部陵はやや下方に突出させるものや、水平方向に鋭 く突出す

るもの、顕部のナデにより上方へ突出するものがある。端部の面はしつか りしたものが有るがすべ

て内側に面を持ち、水平になるもの及び端部外側に面を持つものはない。192～ 197は壷若しくは甕

の底部で平底を呈す。198は鉢である。199は鼓型器台の筒部で、若干縮約が始まっている。鼓型器

台200は 右傾の鋭い列点文が廻 る。201は 不類の口縁で、低脚不若 しくは小型の高不 と思われる。

202は脚中に粘上を充填する高不で充填には竹管を使用している。203。 204は鼓型器台で、受部調

整はヨヨナデである。

遺物は主にV-2か らV-3様 式とV-4様 式を中心に出上しており、住居廃棄時の遺物はV―

4様式なので建替え前の住居がV-3様 式を中心 とした時期、建替え後の住居がV-4様 式に廃棄

されたと考えられる。

竪穴住居05(第62図 )

日縁の未発達な甕205や複合部の陵が貼 り付けられている甕207・ 208の他に、甑形土器211が出土

している。211は 中膨 らみする胴部に下方口縁に達しないタテハケメを施 している。良好な出土資

料が無いため時期の確定は出来ないが、住居廃絶時期はV-2様 式から3様式にかけてと思われる。

竪穴住居12(第 62図 )

直口壺213が壁帯溝中より出上している。甕214は 口縁端部を上方につまみ出している。215は甕

胴部 と思われる。 3条の沈線で区画した左傾の列点文を施している。216は焼粘土塊である217は 短

い裾部をもつ脚 と思われるが、内面の調整が丁寧なので何らかの不部若しくは受部の可能性を持つ

遺構時期を確定するには資料数が,い もとないが、時期的にまとまりを持つので住居の廃絶時期は

V-1～ 2様式ごろと仮定しておく。

竪穴住居02(第63図 )

単純口縁甕218～2271ま 外傾する長めの回縁を持つ。222・ 2熟など口縁に若干複合口縁の名残を留

める個体が見受けられる。227の胴部は楕円形を呈し、内部調整のヘラケズリは頸部に達 しない。

228～241は小型の甕 と思われる。23と は強 く外傾する薄造 りの口縁を持つ。232・ 233の 回縁はよく

発達し、上方へ伸びている。234～241は短い口縁を持ち口縁はやや先細る。236は ミニチュア土器

で口縁は弱 く上方へ伸びている。242～258は高不である。邪部を二段階に作 り分ける不部は大きく

外傾する烈6な どと、狭 く外傾して上方へ伸び上がる251の系統に分かれる。また、段を持たない浅

い郷部がある。脚の接合には粘上を充填する盟5,253・ 254と 脚部を差し込んで不部 と固定する255

が見 られる。257は 脚部に穿孔を施している。259は 甑の把手である。260。 261は 移動式竃の胴部で

あるが、竪穴住居02は据付の炉 (用途は不明)と 中央土坑を持つており、両者が炊飯に使用されて
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いたなら移動式竃の出上に疑問を感じる。後世の流れ込みの可能性も考慮しておく。この住居から

は土製支脚は出土しなかった。須恵器蓋262は肩部に陵をもち、発達した口縁端部内面に強いナデ

を施している。

須恵器口縁263は端部を外反させ、面を持つ。267～269を除 く264～276は竪穴住居02の 床面精査

中に出上した弥生土器で、主に竪穴住居11覆上の遺物で構成されているが、主なもののみ掲載する。

住居の廃棄時期は柱穴出上の須恵器262か ら、古墳時代中期末～後期初頭 とする。

竪穴住居13(第 65図 )

床面の精査まで住居の建替えを認識できず、出土遺物は住居13-1。 2で まとめて報告している。

甕278は 日縁が外傾 して伸び、端部に面を持つ。282・ 283は外反しながら外傾する日縁を持つ。小

型壷囲内よ外傾する口縁端部が先細る。高不279～281は 郷部に段を有すが、281の不部は小さく段も

不明瞭である。286は高台を持つ碗で、日縁端部をつまみ出し強 く外反させている。甕の回縁 と高

不の特徴が古墳中期後半の特徴を有している為住居13-1の廃絶時期は古墳時代中期 と考える。ま

た、13-2は建替え時に13-1に よって切 られているため、住居13-2の廃棄時期は13-1改築前

と思われる。

段状遺構02(第65図 )

甕286は 口縁から胴部まで緩やかに外反しており、頸部内面に明確な陵を持たない。鉢287は 口縁

端部が肥厚し、軽 くつまみ出されている。肩部に陵を持ち、胴部外側には荒いハケメがタテに入っ

ている。碗2881ま 腰が深 く、平底を呈す。口縁端部は肥厚し、やや内湾傾向を示す。

おそらく古墳時代中期～後期にかけての資料 と思われる。

土器溜り03・ 03'(第 66図 )

甕289～291は直立外傾する単純口縁の端部が先細 り、胴部は球形である。甕298～295はやや外傾

度が強い。296～298は 小型壺で、口縁が内湾気味に外傾するものも見 られる。肩が張るミニチュア

土器299の 回縁はやや外傾して端部に面を持つ。腰の深い不300は 外面指押えで成形し、内面の調整

にはヘラミガキを用いている。口縁はやや内湾する。高イ301。 302の脚裾部は強 く折れ曲が り、短

く広がる。301は穿孔を伴 う。

高不や甕の形式から古墳時代中期の一括廃棄遺物 と考えられる。

甕303は 直立する回縁端部が外反している、土製勾玉310は両側穿孔されている。

上器溜り04(第66図 )

単頭式の上製支脚307と 小型壷308が出土している。土器堆積時期は古墳時代中期から後期頃と思

われるが単頭式上製支脚が山陰にいつ入ってきているのか不明である。よつて時期は不明としてお

く。石器は作業台 S9と磨 り石 S15が出上している。

その他の遺物 (第67図 )

312～331は 土器溜 り03と 竪穴住居01・ 10付近で出上した遺物で、おそらく312～320は 土器溜 り03

-17-



へ、321～ 3311ま 竪穴住居01・ 10へ、それぞれ帰属すると思われる。330は長 く鋭い刺突文が左右に

傾斜して施されている。3321ま 複合回縁の陵部が斜め下へ発達している。333は体部に掘 り込まれた

溝に突帯が差し込まれている。

なで肩の甕334は土器溜 り5出土遺物で、発達した複合口縁の端部が肥厚しており、擬凹線を施

文した後で日縁端部をなでている。

第 2節 大型の遺構出土遺物及び遺構外遺物

主に水場 (第68～103図)お よび大溝 (第 104～ 114図 )か ら出上した遺物を掲載する。その他粘

土採取場 (第 115～ 116図 )出土土器を若干掲載する。なお、掲載する遺物量は、直接遺構の性格に

反映しておらず、水場出土遺物を中心に掲載し、大溝出土遺物により補完している。遺物出土量な

どは表86を参照にしていただきたい。両遺構出土遺物はその性格上、高津遺跡の出土遺物を形式的

にほぼ網羅しており、両者を併せてみると高津遺跡全体の性格を表している。なお、遺物の掲載に

関しては、凡そその形式ごとにまとめているが、割付の都合上、また、調査員の観察ミスにより必

ずしも隣接していない。また、遺物掲載順序は土器編年には対応していない場合も有る。文章の記

述は第68図～116図を使い凡そ時代順に進めていくので、図版を前後する記述が現れる。大変読み

にくいと思われるがご容赦いただきたい。

1.弥生土器・土師器 (第 68～ 100・ 104～ 111図 )

弥生時代後期の容器は複合口縁を持つものを主体とし、日縁をなで調整で仕上げ、日縁内側に段

を有しないものと、回縁の複合部を丁寧に作り凹線文や擬凹線文を施すものに分かれるようである。

このような作り分けはV-1様式で既に認められる。日縁に施される擬凹線文はV-2様式から施

文後のナデによリー部消されてくる。壷は口縁複合部が内傾するものがV-2様式から見られる。

複合口縁の形状は、時期が下るにつれ複合部が上方へ発達し、やがて、施文具の形状に併せて外反

してくる。時期が下るにつれて日縁の施文が省略されていき、終末期に入リナデ調整が行なわれる

ようになると複合部はやがて外反しなくなる。日縁端部の調整は、丸く収めるもの、肥厚するもの、

先細るもの、外側につまみ出したり折り曲げたりするもの。内側に面を持つもの。水平な面を持つ

もの。外側に面を持つものがある。複合部の陵は、下方に発達するもの、水平方向に発達するもの、

意識せず自然にナデ調整を行なうものがある。胴内部のヘラケズリは顎部の際まで行なわれるよう

になる。ヘラケズリ調整のうち、壺甕胴部内側で良く見られる断面形状が弧状を呈すものは、二枚

貝を用いて調整を行なつている可能性がある。二枚貝を施文具として用いなくなる頃から、胴部内

側のヘラケズリの断面形状が平坦なものが現れる。板状の工具を使用している可能性がある。胴部

外面の調整は縦方向のハケメを基調とし、肩部調整にヨヨハケメを用いるものも現れる。終末期頃

には、クシ描き直線文の替わりにヨヨハケメ調整を行なうものが現れる。胴部の施文はクシ状若し

くは板状の工具を用いた刺突文から押し引き波状文、波状文と変化していき、押引き波状文もしく

は波状文が退化してクシ描き直線文へと移行していくようだ。

壷は装飾性が高く342の ように竹管文を施す器種が見られる。341は顕部に耳状の突帯を貼 り付け

ている。349は 日縁の発達具合はV-3様式だが、日縁の施文を含め二枚貝の刺突を用いている。

35Clは 日縁端部を内側に折り返し、水平に広い面を持つている。おそらくセットとなる蓋をすり合
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わせるための造 りと思われる。368は 頸部の槻観から壷 として掲載したが、顕部内面のヘラケズリ

を見ると、甕の可能性が考えられる。368を 甕 として扱うならば、高津遺跡で出土する口縁にナデ

調整を施 し口縁複合部内面に段を有しない容器の一群は、甕のみに現れる特徴 と言うことになる。

装飾壷372は顕部に蓋を紐で綴じ合わせるための穿子しを2個 1組で 1対持ち、施文後の胴部にも穿

孔を行なっている。日縁にヘラミガキ調整を施す。857は 容器の蓋である。注目付き壺385は 注目を

避けなが ら胴部施文が廻る。392は 日縁複合部の竹管文が間隔を開けて全周しているのに対し、頸

部の竹管文は三個一組で一箇所だけ施されている。特大の壺396は厚い器壁を持ち、頸部内面調整

にハケメを用いる。日縁内側から頸部内側にかけて炭化物が付着している。639は 696の 底部 と思わ

れる。赤色の吉備系装飾壷397に はスタンプ文が施されている。

長顕壷398～407は弥生時代後期から古墳時代前期頃のものと思われる。口縁が直行するもの、外

傾するもの、外反するものに分かれ、日縁端部は丸 く収めるもの、先細るもの、軽 く内湾するもの、

水平に面を持つものに分かれる。399は 口縁中ほどまでハケメ調整が行なわれている。甑形土器の

可能性がある。40Clは 肩部に波状文が 3周廻る。404は 胴部に焼成後の穿子とが認められる。

甕の肩部に施される施文はV-2様 式の段階では板状もしくは棒状工具を用いた刺突文が主流を

占める。工具が二枚貝に替わると、やがて押し引き波状文、波状文へ と肩部施文が変化していき、

クシ描き直線文へ と移行するようだ。

甕452は胴部外側 と頸部内側にヘラミガキを行なっている。壷の可能性を持つ。日縁部内側に明

瞭な段を持たずに内湾させて収める甕472の タイプは、日縁をヨヨナデ調整で仕上げる504な ども存

在している。甕478～ 503は 回縁内側に段を持たず、日縁調整にヨコナデを用いている。肩部施文を

省略するものが多いが、480の ようにクシ描き列点文などを施すものが若干ある。甕508は 若干装飾

性が高 く、肩部にヘラミガキを施し胴部に左傾 と右傾の刺突文を施す。514～ 516・ 528・ 542・ 545

は肩部若しくは胴部に刺突文をめく
゛
らす。518・ 534・ 542・ 545。 551な どは胴部内側のヘラケズリ

が下つている。546の 回縁端部調整はナデにより内側に面を持っている部分 と先細 る部分がある。

547の肩部施文は、工具を器面から離さずにクシ描き直線文 と波状文に描き分けられている。554の

胴部は倒卵形を呈し、底部はしつか りとした平底を形成する。胴部下半には直火により煮炊きされ

たと思われるススが万遍無 く付着しているが、底部周辺はススの付着しない部分が数箇所認められ

る。甕を火に掛ける際に何 らかの支持具を使用した痕跡 と思われる。古墳時代に入っても複合口縁

甕は弥生時代から継続して使われているが、肥厚した日縁端部外側に面を持ち、複合部の陵は水平

から上向きに変わって行き、やがて複合部が退化 し、最終的には単純口縁甕に収束していく。退化

時の口縁部調整には多 くのバリエーションが生じるが、製作技術の伝達不足による制作方法の不統

一の結果 と思われる。この中には複合部の陵を円筒埴輪のタガと同様の作成方法で取 り付ける資料

も見 られる。この、胴部に溝を作 り粘土帯を埋め込む技法は、時期は違うが移動式竃の廂の取 り付

けにも使われている。壺も弥生時代の複合口縁を継続して採用しているが、甕同様日縁部が退化し

てい く。須恵器が出現すると液体の貯蔵は須恵器主体に替わつていくようで、通常の大きさの壼は

見られなくなり、単純口縁の小型壺 として定着する。557～581は複合口縁が退化した甕若しくは壺

で、中には単純口縁 と呼べるようなものも合まれる。日縁複合部の表現方法は様々だが、大まかに、

日縁端部に強いナデを施し複合部をへこませて表現するものと、日縁中ほどに強いナデを施し複合

部を膨 らませて表現するものに分かれる。そのほかに、571の ように口縁に沈線文を施したり、572
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のようにナデにより器壁にアクセントをつけた りして複合部を表現している。小型奢578は 胴部内

側に丁寧なヘラミガキを施し底部が残る。これらの甕はやがて598以降の単純口縁甕に収束されて

い くと思われる。

単純日縁甕は薄造 りの布留系甕が現れ、端部つまみ出しの特徴を残しながら、器壁の厚いものや

頸部屈曲の緩やかな物が現れる。やがて通常の単純日縁甕に収東してい くと思われる。

胴内部調整のヘラ削りが頸部に達しない資料が有る。この内、胴部上半から頸部までを指押えす

るものと、ヘラミガキを施すもの、ナデているものなどが見 られる。

薄造 りの単純回縁甕582～585・ 587～590は布留式系統の甕 と思われる。やや内湾気味に外傾する

日縁の端部は上方へ軽 くつまみ出されるか、面を持つている。582は 頸部内側のヘラケズリ位置が

高 く、頸部内側に鋭い陵を持つ。その他の甕は頸部内側のヘラケズリ位置が下つており、顕部内側

の陵は鈍い。584は肩部にヘラ描き波状文が施されている。592は 回縁端部が外側につまみ出されて

いる。586・ 591・ 593～ 596は やや厚手に造 られ、肩部内側に指頭圧痕が残る。593・ 595。 596は 、日

縁端部が肥厚し、肩部に陵が残る。593は しっか りとした底部が残ることから、弥生土器 と思われ

る。597は 一条のヘラ描き沈線文が焼成前に施されている。古墳時代中期～後期の上師器容器の体

部である。

単純口縁甕598～600は 国縁端部を外側に強 く折 り返し複合口縁の名残を留めている。6CIClの 胴部

は球状を呈し、底部内側に指頭圧痕を残す。容器の体部は古墳時代中期までに球胴化していると思

われる。602は 内外面共に最終調整にヘラミガキを用いている。603～606は 口縁の発達が弱い。613

は最大径が胴部下半に来ており、粗いハケメ調整を行なっている。

613～ 619は 単純口縁の小型甕若しくは壷 と思われる。614は 回縁内側にハケメを施 し端部は内側

に折 り返されている。614は長胴の胴部へ焼成後に穿孔している。615・ 616・ 619は 内湾する日縁も

しくは日縁端部を内側に折 り返している。618は土器作成時の調整を省略して外側はヘラケズリ後

ヘラミガキを行つている。内狽1は輪積み粘上の痕跡が消されずにそのまま残つている。620～625は

ミニチュア土器 と思われる。大きさや調整方法は様々で、精緻なものから手捏ね品まで確認できる。

625は 口縁端部の一部を内側に折 り曲げ注ぎ口を造っている。

626～ 628・ 630・ 63と は壺の胴部である。631は 胴部最大径部分に稜線が入る。629は 縄文晩期の突

帯文土器体部突帯 と思われる。632・ 633,634～ 641は容器底部である。638は 痕跡的な底部を持つ

が、ほぼ丸底化している。古墳時代初頭から前期の土器 と思われる。639の 内側はヘラケズリ後ハ

ケメ調整が部分的に入る。640は底部に焼成前穿孔を行なっているが、内面に炭化物が付着してい

る。おそらく煮炊きに使用したと思われるが、調理方法は不明である。641低部は尖底を呈す。

642～671は 高不である。高邪は、日径が小型化し、腰が深 くなり、やがて不部を底部 と口縁部の

別作 りで成形するようになる。高不の最終調整はヘラミガキが多用されている。弥生時代後期から

古墳時代初頭の高不は、複合口縁状の段を持つものから次第に段をもたず口縁端部が外反するもの

へと移行する。脚部は径が大きく頑丈な造 りのものから器壁が薄 く華奢なものへと移行する。これ

は不部が重い物から軽い薄作 りのものへ変化 してい くことと対応 しなが ら生じる変化 と考える。

642は 複合回縁状に作 られた不端部が短 く上下に発達している。脚は柱状に作 り、中の粘上をケズ

リ取つて成形 している。制4は不部に穿孔された高杯 と思われる。645は不部を複合口縁状に作 り、

上方に発達した添外面にヘラによる鋸歯文風の暗文を施 している。646は不部の外反が強 くなり、
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浅 く広い造 りをしている。647の不部は複合部が退化 し、痕跡のナデによる段が残る。脚部652・

653な どの裾が開き、脚端部を外側に引き出す脚は646や647の脚になる可能性がある。高不654は 高

津遺跡でまとまった量が確認できる。その特徴は精製された滑らかな胎上に砂粒を合み、色調は乳

白色を呈す。真つ直 く
゛
筒状に伸びる脚中に竹管を用いて粘土を充填しており、そのせいかすべての

製品が焼成不良をおこしている。粘上の充填量で今後時期的な細分が行なえる可能性が有る。上部

構造は不部を伴 うが形態は不明である。645の ような不部を持つ可能性が有る。脚裾も接合できる

ものは無いが、同一個林 と思われる資料が見 られるので掲載している。脚裾に沈線が廻るものや、

端部に面を持つものがある。消長は掴めていないが、27・ 路 。88・ 89・ 202・ 272・ 274・ 273が住居

跡から出土してお り、主な使用時期はおそらくV-2～ 3様式を中心としている。この脚部は脚中

に粘上が充填されており、胎上に特徴があるため、小片でも他の遺物 と区別がつきやすい。

648は 浅い不部が内湾した後外反する。V-4様 式で普通に見られるタイプで、663の様な脚部を

持つ。649は 不若しくは高不 と思われる。深い邪の端部を折 り返している。650は 不部中ほどに段を

持つ。657は イ部を2回に分けて成形 している。658の 不部は内面にハケメ状の工具で不定方向にナ

デられている。659は畿内系の高不で、浅 く小さな郷部 と円錐状に広がる脚部を持つ。660～662は

脚部に円形のスカシ孔が開 く。665～671は 古墳時代後期の高杯 と思われる。不部は深 く碗状を呈し、

脚部は大 く粘土を充填している物が多い。調整はヘラケズリ後ヘラミガキか、ヘラミガキの前にハ

ケメを施すものがある。668は 須恵器有蓋高杯の模倣品と思われる。674は 弥生時代末期頃の低脚不

である。675～678は 鼓形器台である。鼓形器台は筒部の長いものから次第に宿約し、施文された受

け部脚部共に上下に発達するが、やがてナデ消され、縮小しながら無文化する。羽状文を施文する

677・ 865は筒部の縮約が始まった頃のものでV-3様 式 と思われる。680は畿内系の器台で、脚内

面にハケメを施している。679は 680に伴 う鉢 と思われる。

681は 大型の甑形土器の上部把手である。甑形土器682は筒状の粘土板を4段程度積み上げて成形

しており、土器成形時の指頭圧痕が残る。上下の日縁端部に面を持ち下部口縁は広 くヨコナデを行

つている。その為外面のハケメは上下口縁の端部までは達していない。内面調整はヘラケズリ後部

分的にナデている。土器内面は器高 8 cmか らから40cmあ た りまでが被熱酸化により赤変している。

また、器高20～30cmほ どから下方へ向かって炭化した煮沸物が飛び散つて流れ落ちている。下部口

縁まで流れ落ちた煮沸物の筋は、回縁端部に接する何かを伝つて日縁端部に拡散し、面的に付着し

ている。 このことから、煮沸物がこばれた際に682は地面に接地していたと考える。よつて、甑形

土器を使用する際に紐などを使って甑形土器を空中に吊るすことは考え難 く、第26図セットAの検

出状況を踏まえ、甑形土器は地面に接地して使用していたと考える。

683は やや扁平の筒部両端に不明品が付 くようである。体部の調整はハケメを用いる。

684は 平底の容器で内面に赤色顔料が付着している。685は 内湾する大型の鉢で、内面にススが付

着している。不686～707の 調整は主に手持ちヘラケズリ後ヘラミガキを行ない、ヘラミガキ前にハ

ケメ調整を施すものや、ヘラケズリ後ハケメを施 し、ヘラミガキを省略するものもある。形状は

686の ような碗状を呈すものと、639の ように回縁付近に陵を持つもの、696の ように須恵器不を模

倣するもの、706の ように浅 く薄造 りのものに分かれ、赤彩されるものとされないものに分かれる。

704は 高杯の不部の可能性を持つ。

黒色磨研土器708～752は須恵器の模倣品と思われ、器面に煤を吸着し、ヘラミガキ調整で煤を定
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着させている。器種は不が多 く、高邪や甕などが若干混じる。不は、708や729の ように須恵器蓋不

の不受け部を表現するもの (不 Aと 呼ぶ)と 、737の ように蓋を表現するもの (不 Bと 呼ぶ)に分

かれる。邪Aの 回縁は720の ように直立するもの、708の ように内湾するもの、740の ように外反す

るものに分かれ、体部の深いものと浅いものに分かれる。浅いものには外反する日縁が付 く。また、

体部の浅いものは744の ように日縁 と体部を強いヨヨナデで区画するものも見 られる。不 Bの 口縁

は内湾するのもが多 く、体部は深い。

高不749～ 752は 、749の ような体部に段の痕跡を持つ小型の不を伴い、脚部は低 くススが剥落し

ないように裏側も丁寧に調整を施している。これらの須恵器模倣土師器は、今回低湿地の調査でス

スを吸着した良好な資料を得 られたが、他の調査区ではススが剥落し、暗灰色の上師器不 として出

上している。

753～755は移動式竃である。確認できた移動式竃の日縁はすべて如意形を呈す。今回の調査では

焚き口に風防の付 く物は見 られなかった。755は背面に方形の窓を有す。856。 867は 注目土器の注

回部である。877は肩部に深い竹管文を施す。872は 口縁外面に面を持つ。875は複合部陵が丸みを

帯びている。古墳時代に入つてしばらくすると、日縁の複合部に対する土器作成の決まり事が曖味

になるようで、複合部の退化が始まる。873は 回縁複合部の退化が始まった頃の遺物で、複合部が

不明瞭になっている。881は緩やかに外反する単純口縁を呈し、肩部が張る。顕部内面は左方向の

ヘラケズリの位置が下が り、指頭圧痕が残る。外側の調整は、日縁まで細かいタテハケメが施され

ている。肩部外面にヘラ状工具を用いた絵画若しくは記号が描かれている。描画順序は、まず始め

に描画予定箇所のハケメをナデ消し、上下 2条の並行する直線を横方向に描き、その並行線を区画

するように縦方向に並行する直線を短 く刻んでい く。次に横に引いた 2条の並行線を区切るように

中央にもう一条の直線を横方向に引くが、中央の線は一周しているにも係 らず、途中で部分的にナ

デ消され、何度か線が修正されている。また、縦線の一部もこの時に描き直されている。この区画

された格子状の線の上に3本の縦線 と一本の横方向の斜線を組み合わせて何かを表す記号を描き込

んでいる。記号の描画順は横線、縦線である。この記号の解釈については、春成氏の研究によると、

和爾 。森本例を示し、建物の記号化されたものと解釈している (「絵画から記号へ・春成秀爾」国

立歴史民俗博物館研究報告 第35集 )。 仮にこの 3本の縦線 と1本の横線で表される記号を建物 と

すると、柵の中に 1棟の建物が建っているように見える。水場の祭祀に用いられている為、水 と稲

にまつわる作品かもしれない。描き終つた絵画は上からナデられて、作品の一部は焼成前に消えか

かつている。短径壷896・ 897は短 く直立した口縁を持つ。899は小さなイ部若しくは脚部であるが

器種は不明である。905は浅い邪部、若しくは脚部で、端部に面を持つ。908は小型のtThで、底部に

突起のようなものが付 く。調整は内外面共にヘラケズリが行なわれている。小型の高杯909は 古墳

時代後期の高杯のミニチュアのようで、太い脚部には粘上が充填されている。高杯916は脚部に円

形スカシが入る。高杯917は大型の不部 と小型の脚部を持つ。鼓形器台918は筒部の縮約が始まって

おり、やや低めの器高を持つ。鉢92/4は 内外面共にヘラケズリが施されており、日縁は不整形でゆ

がんでいる。不9861ま 内面にヘラ状工具で線が引かれている。短径壷935は 見込みにヘラ描きのX印

が 3条の直線で施されている。

上製支脚は941の ような 1方向突起 (単頭式)、 937・ 938・ 939。 940。 943の ような 2方向突起、

756・ 942の ような 3方向突起のものが確認された。954は 背面に円形の剥離痕跡 (ス クリーントー
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ン部分)を持つ。944・ 945,948は 甑である。甑は 1対の把手を持ち単孔式の低部蒸気孔が開き、

底部に桟木渡し用小円孔を持つものが確認された。把手は950の ような小型のものがある。同一回

体 と考えられる946。 947は 、甑形土器若しくは甑と思われる。956の 口縁は厚 く作られ、内側のヘ

ラケズリは大雑把に施されている。947は 外反する日縁 と中膨 らみする胴部を持つ。把手装着痕跡

が45° の角度で確認出来る為、把手が4方向に取 り付 くと思われる。日縁内側の調整はヘラケズリ

が胴部中ほどまで施され、横方向のハケメが施されている。

954～957は移動式竃である。体部は粘上の輪積みにより成形されているが、背面がタテに接合さ

れている956が確認出来た。951は 円形に加工した土器体部である。952は 手捏ねの端部で、土馬の

脚部、若しくは土器の底部 と思われる。953は 不明土器である、縄文土器のような浮文を施してい

る。

2.古墳時代以降須恵器 (第 101～ 103・ 112～ 114図 )

出上した須恵器はT K47並行の蓋杯を上限として、 T K217並行まで大量に出上し、ほぼ連続し

て形式を追える。しかし、飛鳥Ⅱ式の蓋不は確認できず、続 く奈良時代～平安時代にかけての須恵

器は極少量の出土 となる。

757～797は蓋不である。 T K47並行のものが確認できる最古の資料である。時期は、 6世紀初頭

頃と思われる。蓋の肩部に沈線などの特徴を有するものがある。758～762は 回縁端部に強いナデに

よる沈線を施す。小型の不772は 口唇部に強いナデによる沈線を施す。782や 796の ように大型のイ

底部に面を持つものが見られる。

798～ 8271ま 高杯 と思われる。高郷には有蓋 と無蓋の 2者が確認できる。また、802・ 806の ように

脚部に透かしを施すものなど確認できる。803は脚上に大型の碗のような器種がつ く。胴部調整は

カキメを施している。808は 重ね焼きを行なった際の溶着資料である。

829～834は甕である。甕は828の ように長い口縁に装飾を施すものと832～834の ように無文で短

い口縁を持つものに分かれる。835は大型の器種体部に大きな剥離痕跡が残る。

838・ 840・ 841は提瓶である。魅口縁842は 口縁端部に面を持ち、外面に波状文が密に廻る。短径

壷847～850は 日縁が発達するものと短 く上方へつまみあげるものに分かれる。胴部調整にカキメを

施すもの、沈線を肩部に施すもの、ヘラケズリのみ行なうものなどある。器種不明須恵器851は 扁

平な体部に突帯をめく
Sら

せる。内側に模様のような調整が施されている。852は壺 と思われる。沈

線文に区画された列点文が廻る。

985～ 983は 不蓋である。958は 体部に明瞭な陵を持つ。蓋口縁962・ 966は 回縁端部内面に強いナ

デによる沈線が廻る。981～983は つまみの付 く奈良時代の蓋である。日縁端部は下方へ発達し外面

に面を持つ。984～ 1003は 不身である。984の 回唇部は発達 し、端部内面に沈線が廻る。995は 底部

を平坦に作る。1004～ 1021は 高杯である。有蓋高杯1004は 脚部にカキメを施し三角形スカシが 4方

向に入る。邪部1005は体部に明瞭な陵を持つ。1008は小型の高杯である。1012は邪部見込みにヘラ

記号が記される。脚部は端部にアクセントを付け、端部に面を持つものと裾が広が り端部を丸 く収

めるものがある。l骸2は長脚高杯でスカシが入る。杯1023は 焼成前の見込みに「郡」字がヘラ描き

により描き込まれている。底部調整は静止糸切 り後、底部外周に回転ヘラケズリを施す。1028～
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1030は高台が付 く不で、高台内側に面を持つものや、外側に面を持つものが見 られる。長頚壷口

縁10331よ 口縁部に 5条の沈線が廻 る。短径壷1034は胴部陵上に沈線文を施す。1040～ 1042は庭で

ある。1044～ 1048は提瓶である。1049は須恵器製紡錘車で、全面にヘラミガキが施されている。

3.粘土採取場遺物 (第 115～ 116図 )

粘土採取場出土遺物は摩滅している細片が多 く、土器、土師器はほば非掲載 としたが、組成は

他の大型遺構 とあまり変化は無い、しかし、赤彩土器を使用 した祭祀は行なわれていなかったよ

うだ。以下、粘土採取場出土遺物を説明する。甑1056は把手の位置が左右非対称に取 り付けられ

ている。焼成不良の須恵器甕1061は体部内外面に円形の錆び痕のようなものが認められる。大型

の甕口縁1087は 3条の沈線に区画されてお り、上段に波状文、中段下段に斜行する刺突文を施 し

ている。横瓶1086は 外面に並行タタキを行つている。須恵器把手1092は 丁寧に面取 りされている。

第 3節 その他 の遺物

1.中世遺物 (第 117図 )

中世の遺物については主に写真 と表を用いて報告し、重要な遺物のみ図面を掲載した。

遺跡全域から不類が多数出上している。水簸されたと思われる滑 らかな胎土は、白色、淡黄色若

しくは茶色、橙色の三種類に分かれ、器種は大まかに大小の不に分かれる。江津では中世土師器の

編年が確立されていないが、胎上の色調から凡そ中世初頭は白色、中世前期は淡黄色若しくは茶色、

中世後期は橙色 と大雑把な傾向が認められる。

1) 陶磁器 (表 86・ グラフ 1・ 4)

貿易陶磁器は龍泉窯系青磁碗 I。 ■・Ⅲ・Ⅳ類・皿 I類・不Ⅲ類が認められる。同安窯系青磁は

碗 I類 。皿Ⅲ類が認められる。青磁碗■4は 見込み中央に花文様の施文が施されている。白磁碗は

Ⅱ oⅣ oV・ Ⅸ・�類が出上している。そのほか黄柚褐彩盤などが出土している。

天目茶碗 と思われる黒褐色柚陶磁器が出土している。

須恵器は備前須恵器貯蔵具及び鉢、亀山系貯蔵具、東播系鉢、産地不明の須恵器が確認できた。

陶器は常滑 と思われる甕器系陶器、備前貯蔵具及び信鉢が確認できた。その他産地不明陶器が若

干含まれる。

近世陶磁器は肥前系染付け、三島手象嵌磁器、萩系、陶胎染付け、唐津焼の貯蔵具や播鉢、石見

焼が確認できた。

2)その他

滑石製石鍋が 2点確認された。119は穿孔を施し温石に転用されている。

軟質の甕■25・ 1126は平底の低部を呈し、体部外面に並行タタキ、内面をナデ調整で仕上げている。

2.木製品 (第 118～ 124図 )

木製品は出土地区ごとに一括して報告する。

大溝及び水場から大量の木製品が出上した。主な構成は建築部材が占めており、若千の生活用具
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や農工具が確認された。しかし、大半の遺物は用途不明である。W4は山柄平鍬である。W7は栓

と思われる。下駄W10。 Wllは 古墳時代後期 と思われる。不明遺物W45は廃棄時には連結していた

ようだが、検出時には腐食の為 3分割されていた。農工具の未製品と思われるが、不明である。槽

W47は 両側面が欠損している。W48は桶である。W64は 中世掘立柱建物の柱痕である。外皮がつい

たままの丸太を柱 として使用している。W65は粘土採取場中から水平の状態で出上した。粘土採取

作業に伴 う目的で設置された可能性を持つ。W66は 黒色の漆器碗で、見込みに赤い花印が入る。中

世のものと思われる。

3.石器 (第125～129図 )

Slは小型の石鏃である。作業台は大型のものが多 く、大溝から大量に出上している。表面が滑

らかなものは砥石 として使用されていたようだ。 S13は 部分的に被熱している (ス クリーントーン

部分 )。 S17は大型の鉄器の調整に使用されている。砥石は小型のものも出上している。擦痕が細

く鋭いものは鉄器の調整に用いたと考えられる。石斧は打製石斧 S32が 1点確認できたが、 S28～

3と など磨製石斧が多 く出土した。軽石 S35は 磨滅して扁平になっている。石杵 S54は やや扁平だが

丁寧に作 られている。 S59は両端部にクビレを持つ。

第 6章 総

第 1節 遺跡の変遷 (表86・ グラフ 1～ 5)

1.埋築遺跡との関係

平成12年度に調査された埋築遺跡は本遺跡の下流500mに位置する弥生時代 と中世の複合遺跡で

あるが、そのうち、弥生時代の遺跡は前期の溝以外は遺物包合層であった。

包合層出土遺物から、埋築遺跡は弥生時代前期～末期にかけて存続し、そのピークをШ様式に求

めることが出来た。しかしⅣ様式の遺物は確認出来ず、集落は古八幡付近遺跡のようにおそらく丘

陵上に移動したのではないかと仮定した。その後V-1～ 4様式までの遺物が確認できているが数

量は減少し、古墳時代に入る前に集落は消滅している。高津遺跡では、弥生時代後期に集落の活動

が始まりV-3～ 4様式にかけて最初のピークを迎えている。

このことから、埋築遺跡で弥生時代前期に低地に出現した集落は弥生時代中期に繁栄し、R蔦式

に入ると何 らかの理由によリー度この地を離れ、V様式に再び出現した集落は規模を縮小し、埋築

遺跡 と高津遺跡などに分散したと思われる。

以降、埋築遺跡では集落は衰退廃絶し、高津遺跡では集落の規模が拡大していったと思われる。

なお、高津遺跡では古墳時代後期まで集落が存続した後に、飛鳥時代を迎えず廃絶している。次

にこの地に活動の痕跡が現れるのは中世に入ってのこととなる。中世に入ると高津遺跡では無数の

掘立柱建物が出現し、埋築遺跡では屋敷が構えられるようになる。

2.弥生時代

今回調査された住居は概ね調査区Aの丘陵裾部を中心に展開しており、V-1～ 4様式までの遺

物が確認できたが、V-1様 式の住居は確認出来なかった。V-1様 式では調査区外の丘陵上部に
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居住地が有ると思われる。V-2様 式の住居は竪穴住居05。 12で、丘陵裾から平坦面にかけてまば

らに展開している。建替えの跡は認められない。V-3様 式の住居は竪穴住居03・ 14・ 08・ 09。 で、

竪穴住居12の下方に確認され、拡張を含めた建替えを数度行なっている。調査区Cで V-3様 式の

上器溜 り5が確認されており、集落は調査区Cの辺 りまで拡散していると思われる。V-4様 式の

住居は竪穴住居10・ 01'04・ 07・ ■で、丘陵裾から平坦地へ続 く変換点より下方で確認された。

V-4様 式の住居04・ 07は 同じ場所で縮小傾向の建替えなどを行なっているが、甑形土器が出上し

た竪穴住居10・ 11は大型化している。この時期には集落内に土器棺墓を作つている。

これらの状況を見ると、弥生時代後期の集落は徐々に平坦地へ下ってい く状況が見受けられる。

また、弥生時代末には水場 と大溝で同時に祭祀を行なっていること力滑72や881の接合関係により

明らかとなった。

3.古墳時代

古墳時代の住居は初頭から前期のものは認められず中期から後期にかけてのものが丘陵裾部を中

心に確認出来た。また、住居は調査区Cで も確認されており、集落の拡散が認められる。中期から

後期にかけての住居は竪穴住居02・ 13。 段状遺構02で ある。古墳時代の建物は建替えが確認できる

ものはすべて等高線に沿つて並行に建替えを行つている。

前期 と後期の住居は確認出来なかつたが、包合層から大量の遺物が認められたため、調査区外の

丘陵に集落が存在していると思われる。

古墳時代後期の赤彩土器の出土状況に注目すると、水場及び大溝でまとまつた量が確認できるの

に対し、粘土採取場からは 1点の出土も無かった。おそらく赤彩土器は祭祀行為に結びつ く遺物で、

水場 と大溝では祭祀を行ない。粘土採取場では赤彩土器を使用する祭祀は行なわれなかったと考え

られる。水場 と大溝を祭祀の対象 とする思想は、弥生時代から続いていたと思われる。

4.飛鳥・奈良 。平安時代

明確な遺構は確認されておらず、少量の遺物が認められるのみであるが、中には「郡」ヘラ描き

上器1023の ように官衛関連と思われる遺物もみられる。周辺には波来浜遺跡があり、今後の調査に

より両遺跡間の関係を明らかにすることが出来るかもしれない。

5.中世

中世にはAI区に無数の中穴が確認でき、集落が中世を通して占地していた様子が窺える。

第 2節 山陰系甑形土器の使用について

今回の調査で山陰系甑形土器 (以下甑形上器と呼ぶ)の使用状況を復元できた。甑形土器は建物

中央に設けられた灰の充填された浅い土坑上で広い口縁を下にして接地した状態で使用されてお

り、使用に際しては有機物水溶液を満たした高不の不部とそれを受ける甕、又は壷を伴つていた。

また、使用の際には甑形土器内で壺や甕などを用いて高不を一定の高さに固定し、高不内の水溶液

に加熱を行なうことが確認された。石見部の遺跡では、沖丈遺跡 (2001)の S104出上高邪10が 内

容物の加熱による炭化物のリング状痕跡を持つ。セットBの甕は低部を打ち欠き器台のような使わ
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れ方をしてお り、伏せた状態で被熱している。水場や大溝で出土した壷や甕の中にも520の ように

国縁付近のみに内外 ともススが付着し、伏せた状態で有機物溶液の沸騰物が炭化して流れ落ちてい

る様子が確認できるので、当遺跡での通常の使われ方であったと認識する。甑形土器は常時使用さ

れる土器ではなく、使用されない時は住居の隅に安置されている (竹 ヶ崎遺跡 S109・ 塩津丘陵遺

跡群1998)。 V-3様 式まで211の ように小型だった甑形土器はV-4様 式で108の ように大型化し、

やがて682の ように再度小型化すると思われる。おそらく小型化 した後に、頸部に突帯を廻 らせて

上下に組んで使用されてい くようになると思われる (竹 ヶ崎遺跡 S106・ 塩津丘陵遺跡群1998,笠

見第 3遺跡現地説明会展示2002よ り)。 小型の甑形土器を上下に組む時、甑形土器内部で有機物溶

液がどのように加熱されるのかは不明である。把手の用途は、甑形土器を持ち運ぶ為の物 と思われ

るが、重要なのは内部で加熱されたものを取 り出す際に、一緒に熱せられた熱い甑形土器をどける

時の火傷を避ける為に把手が必要 とされていたためと考える。把手が必要無いくらい小型化した甑

形土器の上方に把手が残っているのも、火傷を避けるために必要であつたからではないかと考える。

今後の課題 として、まず一点目は、甑形土器の中で何が熱せ られていたのか。 2点 目は、なぜ、

高杯内部の溶液を加熱する際に甑形土器で覆う必要があつたのか。この 2点については高不内部の

内容物の科学分析を交え今後の研究課題 としたい。その他気になる点として、甑形土器の回縁が内

傾していることと顕部に見られる段の用途が上げられる。今回の調査では甑形土器の回縁や頸部に

何かが取 り付 く様子は認められなかった。しかし、V-4様 式に入ると大型の甑形土器は全てと言

って良いほど口縁を内傾させて顕部に段を有している。頸部の段はやがて突帯へと変化 してゆくよ

うである。なお、高津遺跡では頸部に突帯を廻らせる甑形土器は 1点 も出上しなかった。

第 3節 遺構 の時期決定 について

遺構の時期決定には、床面及び壁帯溝、柱穴資料を用い覆土出土資料を補助的に援用 した。今回

の報告では、明らかに時期の下る遺物 (例 えば、弥生住居床面の石見焼など)は床面資料であつて

も撹乱遺物 として扱い図面を掲載していない。

良好な床面資料の無い遺構については、覆土出土資料のうち、最新のものを含む量的に多い遺物

の時期を充てた。

土師器については『西川津遺跡Ⅷ』編年 (岩橋2001)を 主に用い、須恵器に関しては陶邑編年を

用いた。

弥生時代に関しては『弥生土器の様式 と編年 山陰・山陽編 (石見)「 (松本1992)を用い形式上

の時期決定を行なった。弥生時代の終末はV-4様 式とする。土器棺墓01のセットは、V-4様 式

においてその代表 とされる、ヨヨナデにより緩やかに外反する国縁が発達する94と 、日縁端部が肥

厚し、内面に片刃状の面を設ける甕93が併存するため、甕93は V-4様 式の範疇にあると考える。

ただし、形式的には甕94が甕93に先行すると考える。

よって建物11の甑形土器セットB・ B'び、炭化物層中遺物である竪穴住居04の 甕64-70灰 び中

央土坑の甕63、 竪穴住居07の炭化物面中遺物甕74・ 75は並行関係にあると認識する。また、竪穴住

居10で検出された壷109の 回縁端部は水平に面を持ち、水平に発達した複合部の陵と、平底の底部

を持つことから、V-4の 範囲に合む。従つて、高津遺跡では古墳時代初頭の住居は検出されてい

ないと結論する。なお、今後の研究により甕94が古墳時代の遺物 と確定された場合は上記結論を修
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正する。なお、日縁端部内側に面を持つ甕は、546の ように同一個体において端部調整が違うもの

が有るため、取 り扱いには注意を要する。また、その他の遺構や竪穴住居07覆土中の87な ど古墳時

代初頭の遺物が見 られるため、調査区外に遺構が存在すると考える。

第 4節 弥生時代後期～古墳時代初頭 にか けての壷・甕 について (表87・ グラフ 6・ 7)

水場から出上した弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての壺 と甕1095点 を分類カウントし、時

期ごとの出土量 と出土割合をグラフで表した。

時期ごとの上器出土総数はV-1か ら4様式にかけて増加を続け、古墳時代初頭には不自然に出

土量が減少する。これは集落規模が拡大した後で、一気に縮小したか、若しくは集落の移動が有つ

たことを表している。

器種 ごとの出土割合を見ると、V-2様 式ではこ と甕の出土割合は壷 :甕・ 3:7程 度だが、

V-3様 式から古墳時代初頭にかけては壷 :甕・ 1:9と、壷の出土割合が く
｀
んと下つている。こ

れは、壷の需要が減つたことを表しており、原因としては、貯蔵すべきものの量が減少したか、今

まで貯蔵していたものを貯蔵する必要があまり無 くなつたことが考えられる。

次に容量ごとの変化を見てい く。各時期を見ると一般の調理に使用されると思われる中型の甕が

良 く消費されてお り、中でも中型の無段甕の消費が注目される。しかし、V-4様 式を見ると、無

段甕の消費と入れ替わるようにして大型の奏が消費されている。

一度に大量の煮炊きを行なう大型の甕の消費量はV-2か ら4様式にかけて加速度的に増加す

る。大型の甕は単なる 1住居の調理具をこえて、ある程度の大人数がまとまつて共食するための煮

炊き具であつたと考える。V-4様 式に大型秦が増加する理由として、大型甕で調理できるほどの

食材の供給が有つた事 と、集落の構造に何 らかの変化が (例 えば集団作業に伴 う共食など)生じた

ことが考えられる。しかし、古墳時代初頭になると大型の甕の消費割合は減少している。

口縁をヨヨナデ調整で仕上げる口縁内側に段を持たない甕478～ 503な どを仮に「無段甕」と呼び、

通常の壷、甕 と分けて見ると、V-3様 式においてかなりの需要を得ている。無段甕は調整が簡易

な為、土器の製作時間が短縮できる。V-3様 式において中型の甕の需要に追いつ く為に簡易な

「無段甕」を供給しているように考えられる。

調査決び報告書作成について以下の文献資料を参考 とした

斐伊川放水路建設予 地内埋蔵文化 報告 書 Ⅸ  三 田
建設省中国地方建設局 島根県教育委員会

考参 文 献

谷 I遺跡 Vol

日本考 三重大会 シンポジウム1 水辺の
日本考古学協会二重県実行委員会

「木器集成図録
3611

近畿原始篇」
奈良国立文化財研究所

佐原員・小林違雄・甲元員之・町田章・日本長

文化財調査報告 本片子遺跡・木原 益田市教育委員会
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2001年 3月 前田遺跡
予定地内

島根県八雲村教育委員会

松 江 市 文 告書第78集 本庄 事業に 松江市教育委員会 財団法人松江

山懐地万における弥生

塩津丘陵遺跡群 (塩津 ・ TTケ ・柳遺跡・附 亀ノ 建設省松江国道工事事務所 島根県教育委員会1998年 3月  尾 古 墳 )                         湧 讀
・

ば れ 国 連 土 ■ 手 務
「

lT 島 4R県釈 膏 会 貝 雲

遺跡出上の焼成粘土塊…騨卵悧離土器片からみ

一般回道 9号松江道路建設予定地内 埋蔵女
1992年 3月  書区 (勝負遺跡)

妻木晩田遺跡発掘調査報告書 I・ I・ Ⅲ・Ⅳ 大山スイス村り 大山スイス村埋蔵文化財発掘調査国・鳥取県大

主要地方 良工事に伴う埋蔵文化財 本土木建築事務所 邑智町教育
200143

断自動車道広島浜田線建設
1992年 3月  査報告書Ⅳ

中.~~中●アヽ一■コヽ…… J……・J ―r― ^I‐和ンいtrw vw 
島根県教育委員会

「絵画から記号ヘー弥生時代1こおける農耕儀ネしの盛衰―」国立 士洋 工=
11月  遠重員仏億易語薪究義暮

ⅢW勢
馬薬

'1笥
晏稿膏革艶碁語文皇Fと 春成 秀爾

山陰の
2003年 8月  ら古墳時代の集落像一

不~ …いヤ企′口るイ J。 …Ⅲ期:W医刃J′コ 山陰考古学研究集会 於 :鳥取県西伯郡西伯町

「装飾壷・スタンプ文土器からみた弥生時代後期の出雲地域」 如_ 豊品

小―弥生時代後期か 山陰考古学研究集会 於 :鳥取県西伯郡西伯町2003年 8月  ら古墳時代の集落像―                   凹ゝ々口子嘲フB果云 刀ヽ :馬 」X県 四1日 石い四旧口J

財団法人 鳥取県教育文化財団 中部埋蔵文化

岩橋 孝典

谷 I遺跡・門生黒谷I遺跡・
α把昂型上万瞥日 島根県教育委員会

島根県教育委員会

日本考古学 第7号 「古墳時 ・調理
の

I

1980年 9月  試論―柳浦
中
覆二」  ~~力

.~Vい ′υに
^Ⅲ

珀tヽ客心コ
「

ツ44Uイ 松江考古学談話会

1997年 3月 進豊斐泥酔皇昂繁ぎ覇型≦

~奏
昂摂阜写

安来道路建設予定地内 島根県教育委員会

3

2002生F3
松江考古 第 3号  「出雲地方における歴史

代

埋蔵文化財発掘調査報告書 I(

～平城京出土土器を 大文化財研究所奈良文化財
10月  ～

島根県古代文化センタ 山陰古代出土文

松江考古 第 3 における歴史時代須恵器の編年試

3回 山陰中世土器検討会 資料集 中世須恵器の生産と流 山陰中世土器検討会rIIIttILナ 本 凸 fド 、f― ヽ2003年 10月 通  (山陰地方を中心に)                 山膿IPい 工否快討云

理威又化財発孤訓査敢告再 I(屈伏山・半田浜西・二宮C遺跡 建設省浜田工事事務所 島根県教育委員会1995年 3月  ・久本奥窯跡〉                      差嵌目洪四上事書初,ッ I 局TIR月 獄ヽ日安貝雰

「山陰地域の古墳時代後期～奈良時代の炊飯具について」古代 些振 ↓凸… … ― … ― … 一 ‐
… …

′V・  れ ヽ
一 …コ .～ ― ′ンヽ必 本 1~― ν ヽ 」 H■

 岩 橋  孝 典2003年 3月  文化研究 2003 Mar血 1l                 jF
「山陰地域の古墳時代後期～奈良時代の炊飯具についてψ泊 古 岩橋 孝典2004有三3月  イt5t化石干究  2004 Mar No12                              千

地内埋蔵文化財発掘調査
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第 7章 科学分析

第 1節 高津遺跡発掘調査 に係 る自然科学分析

渡 辺 正 巳 (文化財調査コンサルタント蜘 )

はじめに

本報告は、文化財調査ヨンサルタント株式会社が江津市教育委員会の委託を受けて実施・報告し

た調査報告書の概報である。

高津遺跡は島根県西部、江津市都治町地内に位置し、遺跡周辺の植生変遷、堆積環境変遷などの

古環境変遷や 「地山」の堆積年代を推定するために、発掘調査に伴つて露出した各地点より採取し

た試料を対象 として花粉分析、珪藻分析を行った。

分析試料について

各分析試料は江津市教育委員会 と協議の上、文化財調査コンサルタント株式会社が採取した。図

1に示す 3地点で試料を採取した。各ダイアグラムに、各地点の柱状図および分析結果を総合した

ものを示す。柱状図右側には採取層準に試料番号を、左側には出土遺物から推定されている堆積年

代を示している。

分析方法

花粉分析処理は渡辺 (1995a)、 珪藻分析処理は渡辺 (1995b)に 従つた。プレパラー トの観察・

同定は、光学顕微鏡により通常400倍で、必要に応じ600倍あるいは1000倍を用いて行つた。また花

粉粒の同定にあたり、中村 (1974)に 従い、イネ科をイネを合む可能性の高いイネ科 (40ミ クロン

以上)と、イネを合む可能性の低いイネ科 (40ミ クロン未満)に細分している。花粉分析では原則

的に木本花粉総数が200個体以上になるまで観察・同定を行い (同時に検出される草本 。胞子化石

の同定も行つた。)、 珪藻分析では同定総数が200個体以上になるまで観察 。同定を行つた。しかし、

一部試料では、各化石の合有量が少なかったために、木本花粉化石総数あるいは珪藻化石総数で

200を 越えることができなかつた。

分析結果

花粉分析結果を図 2～ 4の花粉ダイアグラムに示す。花粉グイアグラムでは、同定した木本花粉

総数を基数にした百分率を各々の木本花粉、草本花粉について算出し、スペクトルで表した。また

検出数の少ない試料では、出現した種類を 「*」 で示した。さらに花粉ダイアグラム右側に、「針

葉樹花粉」、「広葉樹花粉」、「草本花粉」に「胞子」を加えた総合ダイアグラムを示している。総合

ダイアグラムでは、計数値の合計を基数にそれぞれの百分率を算出し、累積百分率で示してある。

珪藻分析結果を図 5～ 10の珪藻ダイアグラム、珪藻総合ダイアグラムに示す。珪藻グイアグラム

では検出総数を基数 として各分類群毎に百分率を算出し、白抜きスペクトルで示している。検出量

の少ない試料については出現した種類を「*」 で示している。また珪藻総合ダイアグラムで表した

5つのグラフの内、左端の 「生息域別グラフ」では同定した全ての種類を対象にそれぞれの要因

(生息域)毎に百分率で表した。そのほかの4つのグラフでは、淡水種についてそれぞれの要因毎
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に百分率を算出し、累積百分率で示してある。

また、各観察用プレパラー トを用いてそのほかの化石他について槻観した結果を、表 1に微化石

概査結果 として示す。

花粉分帯

花粉組成の特徴から、以下のように地域花粉帯を設定した。ただしh3地点は、分析した 1試料

の花粉検出量が少なかったことから、地域花粉帯の設定対象から除いた。以下に各花粉帯の特徴を

示す。また、本文中では花粉組成の変遷を明らかにするために、下位から上位に向けて記載し、試

料配も下位から上位に向かって記した。

(1)V帯 :血 l地点試料血 10、 血 2地点試料血 10

スギ属が卓越するほか特に高率を示す種類はない。

(2)Ⅳ帯 :血 l地点試料血 9～ 7、 血 2地点試料血 9～ 7

マツ属 (複維管東属 )、 スギ属が卓越傾向にある。またh2地点ではトチノキ属がマツ属 (複

維管束亜属 )、 スギ属に迫る高率を示す。

(3)Ⅲ帯 :血 2地点試料h6～ 4

花粉化石の合有量が少ないものの、 3試料共にマツ属 (複維管束亜属)ん 卓ゞ越 し、スギ属を伴

う。

(4)Ⅱ帯 :血 1地点試料血 6～ 2、 血 2地点試料h2、 1

スギ属が卓越 し、マツ属 (複維管束属 )、 アカガシ亜属を伴 う。

(5)I帯 :hl地点試料陥 1

マツ属 (複維管束亜属)が卓越するほか、スギ属、ヨナラ属を伴 う。

珪藻分帯

各地点共に珪藻組成の変化に乏しかった。このため各地点共に、 1帯の地域珪藻帯を設定した。

以下に各地点毎に珪藻帯の特徴を示す。また、本文中では珪藻組成の変遷を明らかにするために、

試料血を下位から上位に向かって記した。

(1)hl地 点

Dl― I帯 :試料h10～ 4

全ての種類が淡水種であり、底生種が70～80%を 占める。

(2)血 2地点

D2-I:試 料胤 9～ 3

検出数が少なかったが、検出できた珪藻のほとんどが淡水種である。陸生種の打anttscttβ

alr2phfoxysが卓越する傾向にあるほか、底生種の労 mbcガa属やPfnコ yね河覆属を伴 う。

(3)胤 3地点

試料血 1:検出数が少なかったが、検出で きた全ての珪藻が淡水種である。底生種の

0‐わchb属やP′nn口ねガa属が卓越する傾向にある。
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h2地点の堆積環境

血 2地点は図5-1に 示すように、極めて規模の小さい谷の出口に位置している。分析 した 8試

料か らの珪藻化石検出量は少ないものの、検出できたいずれの試料でも陸生種のFraコ ιzsctta

鬱阿pttο1/sが卓越し、底生種のC/mbera属やPfnnuFattθ 属を伴つていた。また雄積物は、炭

片が混じりかつやや腐植質であるが、様々な粒径の礫を合み、明瞭なラミナの無いシル ト～粘上で

あつた。

珪藻化石の合有量が少なく、陸生珪藻が卓越することから、堆積時に常時 「湿地」状態であつた

とは考えにくく、乾燥傾向が強かつたと考えられる。また、含まれる礫の粒径が不揃いで、イング

リケーションも認められず、ラミナも不明瞭であることから、堆積ユニット毎に一挙に溜まつた可

能性が指摘できる。以上のような事柄から、沼沢湿地環境は否定できないものの乾燥傾向が強 く

(常時湿地状態ではな く、干上がることが多かったと考えられる。)、 雨水 と共に周辺の尾根部より

細屑物 (堆積物)が流れ込み、堆積していつたのではなかろうか。

血 3地点の堆積時期について

配 3地点では、堆積時期を判断するために花粉分析を実施していた。しかし、花粉化石の検出量

が少なく、有意な結果を得ることが出来なかつた。

古環境変遷

ここでは、花粉帯毎に遺跡周辺の古環境を推定する。

(1)V帯期

①堆積環境

血 1地点では底生種の珪藻化石がほとんどを占めることから、沼沢湿地での堆積が推定される。

また、草本花粉でイネ科 (40ミ クロン以上)が高率を示すことから、水田で堆積した可能性もある。

ただし、堆積物が腐植に富む様子はなく、珪藻化石が上位から混入した可能性もある。

h2地点は、珪藻化石が検出できなかったために、堆積環境は不明である。堆積状況から考える

と前述のように、沼沢湿地環境は否定できないものの乾燥傾向が強 く (常時湿地状態ではなく、千

上がることが多かったと考えられる。)、 雨水 と共に周辺の尾根部より細屑物 (堆積物)が流れ込む

状況が推定される。

②森林植生

スギ属花粉が卓越することから、遺跡近辺の低地、あるいは斜面にスギ林が分布していた可能性

が高い。また血 2地点では、アカガシ亜属花粉の出現率がやや高率であり、背後の山々にはカシ類

を主要素 とする照棄樹林が分布していた可能性がある。

③草地植生

草本花粉組成はhl、 2地点で大きく異なる。胤 1点ではイネ科 (40ミ クコン以上)が比較的高

率を示し、稲作が行われていた可能性が示唆される。しかし堆積環境で述べた珪藻化石同様、草本

花粉も上位から混入した可能性が残る。調査地点が湿地であったと考えると、イネ科、カヤツリグ
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サ科などが生育し、やや乾燥した場所にはタンポポ亜科などが生育していたと考えられる。

一方血 2地点では、イネ科、カヤツリグサ科などが生育し、やや乾燥した場所にはヨモギ属など

が生育していたと考えられる。

(2)Ⅳ帯期

①堆積環境

各地点共に珪藻組成に大きな変化がないことから、堆積環境にも大きな変化があったとは考えに

くい。前述のように血 1地点では底生種の珪藻化石がほとんどを占めることから、沼沢湿地での堆

積が推定される。また、イネ科 (40ミ クロン以上)花粉はさほど高率を示さず、水田であつた可能

性は低 くなる。ただし、堆積物は腐植に富み、珪藻化石、花粉化石共に本質的なものであると考え

らヤ化る。

血 2地点は、試料血 9でのみ珪藻化石が検出された。堆積状況を加味すると前述のように、沼沢

湿地環境は否定できないものの乾燥傾向が強く (常時湿地状態ではなく、千上がることが多かった

と考えられる。)、 雨水と共に周辺の尾根部より細屑物 (堆横物)が流れ込む状況が推定される。

②森林植生

スギ属花粉が卓越し、遺跡近辺の低地、あるいは斜面に引き続きスギ林が分布していた可能性が

高い。またマツ属 (複維管東亜属)が急増し、周辺でアカマツ林が急激に広がったことが示唆され

る。一般にアカマツ林は、人間による植生破壊の跡に遷移林として広がる傾向にあることから、周

辺の開発がⅣ帯期以降急激に進んだ可能性が指摘できる。一方でアカガシ亜属、シイノキ属―マテ

バシイ属花粉の出現率は低率ではあるが安定しており、背後の山々にはカシ類を主要素とする照葉

樹林が分布域を狭めながらも引き続き分布していたと考えられる。

また陥 2地点では、 トチノキ属花粉が高率を示す。一方血 1地点では、わずかに検出されるのみ

である。 トチノキは虫媒花で花粉の散布域が狭いことから、血 2地点近辺にトチノキが生育してい

た可能性が高い。

③草地植生

血 1地点では、イネ科 (40ミ クロン以上)花粉はさほど高率を示さず、水田であった可能性は低

くなる。調査地点には湿地が広がリイネ科、カヤツリグサ科などが生育し、やや乾燥した場所には

ヨモギ属などが生育していたと考えられる。

一方血 2地点では、堆積環境がやや安定したためか前の時期より生育する種類が豊富になり、キ

ンポウゲ科やアブラナ科も生育するようになったと考えられる。

(3)Ⅲ帯期

h2地点でのみ、花粉帯 (堆積物)ん 認ゞめられる。

①堆積環境

前述のように、沼沢湿地環境は否定できないものの乾燥傾向が強く (常時湿地状態ではなく、千

上がることが多かつたと考えられる。)、 雨水と共に周辺の尾根部より細屑物 (堆積物)が流れ込む
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状況が推定される。

②森林植生

マツ属 (複維管束亜属)花粉が卓越することから、開発に伴い近辺でアカマツが分布を広げたと

考えられる。マツ属 (複維管束亜属)花粉の減少に伴いスギ属花粉が増加する。このことは、スギ

属の分布拡大と捉える事も可能であるが、すでに人為による植生の破壊が始まっていることから、

アカマツの減少に伴うスギ属の相対的な増加と考える方が妥当であろう。

③草地植生

より安定した堆積環境になり、草本花粉の割合が高くなる。最上部でアカザ科―ヒユ科が急増し、

近辺に生育していたことが解る。

(4)Ⅱ 帯期

①堆積環境

前述のようにhl地点では底生種の珪藻化石がほとんどを占める。また、イネ科 (40ミ クロン以

上)花粉が高率を示すことから、水田環境下での堆積が推定される。また血 2地点でもイネ科 (40

ミクロン以上)が高率を示すようになり、水田環境下での堆積が推定される。

②森林植生

スギ属花粉が卓越し、遺跡近辺の低地、あるいは斜面に引き続きスギ林が分布していた可能性が

高い。またマツ属 (複維管束亜属)は さほど高率にならない。前の時期で一時的に増えた近辺のア

カマツが無くなり、安定した森林環境が続いたと考えられる。背後の山々にはアカマツにヨナラ類

を交えた林やカシ類を主要素とする照葉樹林が引き続き分布していたと考えられる。

③草地植生

草本花粉の種類も割合も多くなる。イネ科 (40ミ クコン以上)花粉が卓越するほか、特に水田雑

草を合むオモグカ属やセリ科が出現するようになり、この時期から血 1、 2地点共に稲作が行われ

たと考えられる。前述のオモグカ属、セリ科などは水田雑草と考えられる。

また血 1地点試料h3、 2ではソバ属も検出され、二毛作やイネと同時に畦で、あるいは体耕田

での栽培が推定される。

(5)I帯期

hl地点でのみ分析を行い、花粉帯 (堆積物)を確認した。

①堆積環境

発掘調査時の観察で現代耕作土とされた層である。花粉組成ではイネ科 (40ミ クロン以上)が卓

越し、水田環境下での堆積が推定される。
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②森林植生

マツ属 (複維管束亜属)ん 卓ゞ越 し、ヨナラ属、スギ属を伴 う。マツ属 (複維管束亜属 )、 ヨナ

ラ亜属は、アカマツ林、ヨナラ林などのいわゆる「里山」 として広い範囲での分布が考えられる。

またスギ属は、現在見られる様に植林 として分布していたと考えられる。

③草地植生

前時期同様にイネ科 (40ミ クロン以上)が卓越するが、その他の草本花粉は減少傾向にある。引

き続き稲作が行われ水田が広がっていたと考えられるが、技術の進歩などによって、Ⅱ帯期に比べ

雑草が減つたと考えられる。

一方でソバ属栽培は引き続き行われたと考えられる。

まとめ

初期の目的である血 3地点の堆積時期推定は、花粉化石が得られなかったことから、出来なかった。

高津遺跡において実施した各種分析を基に、以下の局地化石帯を設定した。

(1)花粉組成変遷から、 I～ V帯の局地花粉帯を設定した。

(2)珪藻組成変遷から各地点毎に I帯の局地珪藻帯を設定した。

各種分析結果、および調査に伴 う地層観察などから、局地花粉帯に基づ く時期毎に周辺の古環

境を推定した。主な事柄は、以下に示す通 りである。

(1)胤 1、 2地点の堆積環境は大きく異なった。hl地点では沼沢湿地状態が続いたのに対し、

配 2地点では乾燥傾向が強 く (常時湿地状態ではなく、干上がることが多かったと考えられる。)、

雨水 と共に周辺の尾根部より細屑物 (堆積物)ん 流ゞれ込む状況が推定された。

(2)遺跡内では■帯期以降水田耕作が行われた。Ⅳ、V帯期でも水田耕作が行われた可能性はあ

るが、低ヤゝ。

(3)V～ Ⅱ帯期まで、周辺地域はスギが卓越する森で被われていた。遺跡内のほば全域が水田化

したのは、Ⅲ帯～Ⅱ帯の間であると考えられる。

律)Ⅱ帯上部よリソバ属花粉が検出されており、この時期以降のソバ栽培が示唆される。

引用文献

中村 純 (1974)イ ネ科花粉について, とくにイネを中心 として。第四紀研究,13,187-197.

渡辺正巳 (1995a)花粉分析法。考古資料分析法,84,85。 ニュー・サイエンス社

渡辺正巳 (1995b)珪藻分析法.考古資料分析法,86,87.ニ ュー・サイエンス社
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十 ~~Nα 2
No.1地 点

図1 試料採取地点

表1 概査結果

地点No. 試料No. 花 粉 山灰 植物片 珪 藻 火山ガラス プラント・オパール

1 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

△ ×

△

△

△ X

O
O

△ ×

△

△ ×

○

△ ×

△

△

△

△

△

△

△

〇

〇

◎

Ｏ

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

△ ×

△

△ ×

△ X

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ X

△

Ｏ

Ｏ

△

〇

〇

△

△

△

〇

2 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

◎

◎

△ X

△

△

△

△

〇

〇

◎

○

○

○

O
O
△

△

△

△

△ ×

△

△

△ X

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△ ×

△

○

○

△

△ ×

×

△ X

×

X

△

X

△

△

△ ×

△ ×

△

△ X

△

△ ×

△

△

◎

△

△

△

〇

〇

〇

〇

〇

△ X

1 △ × △ X △ X △ O △

◎
○
△
離
×

十分な数量が検出できる

少ないが検出できる

非常に少ない

極めてまれに検出できる

検出できない
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高津遺跡配3地〕煮
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高津遺跡血2地 J煮
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第 2節 高津遺跡発掘調査 に係 る樹種鑑定

渡 辺 正 巳 (文化財調査コンサルタント仰)

古 野   毅 (島根大学総合理工学部 )

はじめに

高津遺跡は島根県西部、江津市都治町地内に位置する。

本報は、江津市教育委員会が文化財調査ヨンサルタント株式会社に委託して実施した出土木質遺

物 (柱材他)の樹種鑑定結果の概報である。

試料について

樹種鑑定を行つた試料の一覧を表 1に示す。表 1に は、同時に鑑定結果も示してある。

永久プレパラー トは渡辺 (2000)に 従い作成した。また作成した永久プレパラー トには整理番号

を付け、文化財調査コンサルタントlMlに て保管管理をしている。

作製した永久プレパラー トを、光学顕微鏡下で40倍～600倍 の倍率で観察し記載を行つた。記載

にあたって同一分類群は一括して記載し、代表的な試料の 3断面の顕微鏡写真を付けた。また用語

などは基本的に島地ほか (1985)に 従つた。

樹種の鑑定結果 と記載

各分類群毎に記載を行い、表 1に鑑定結果を示した。また、巻末に最も特徴的な個体の顕微鏡写

真を示した。

コウヤマキ Sc力 Jop■四 krと FCrF′β協 (Thumb.)Sieb.et zucc.

試料血 :563

記載 :構成細胞は仮道管、放射柔網胞からなる。早材から晩材への移行はゆるやかで、晩材の

幅は極めて狭い。分野壁孔は窓状であるが、多 くは壁孔膜が劣化し窓状に広が り、不明瞭 となっ

ている。放射組織は大部分が 5細胞高以下であり、高さが非常に低い。以上の組織上の特徴から、

コウヤマキと同定した。

スギ C,甲どοmerraブ甲 OttCa D.Don

試料h:502、 503、 770、 771、 774、 778

記載 :構成細胞は仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞からなる。早材から晩材への移行はやや緩や

かあるいはやや急で、晩材の幅は広い。樹脂細胞は主に移行部から晩材部に分布している。また、

分野壁了とはスギ型で 2～ 3個存在することなどから、スギと同定した。

ヒノキ属 ? cf.αttmaccttarrS Sp.

試料血 :702

記載 :構成網胞は仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞からなる。早材から晩材への移行はゆるやか

で、晩材の幅は狭い。樹脂細胞は移行部に認められる。分野壁孔は不明瞭であるが、小型のもの

が 2～ 3個存在するなど、ヒノキ属 と類似する特徴を持つ事から、ヒノキ属 ?と した。

クリ  Casをanca crenaを覆Sieb.et Zucc.

試料血 :823,824
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記載 :環子し材で円形ないし楕円形の長径400～ 300 μ m程度の道管が単独で多列に配列し、孔圏

部の幅はかなり広い。孔圏外の道管は30～ 100μ m程度で、放射状に配列する。道管せん孔は単

せん孔でる。また、道管にはチロースが顕著に認められる。孔圏道管の周 りには周囲仮道管が存

在する。軸方向柔細胞は単接線状に配列するのが認められる。放射組織は単列同性型である。以

上の組織上の特徴からクリと同定した。

クワ属 Moras sp.

試料h:500,779

記載 :径200あ るいは300～350μ m程度の道管が単独あるいは2個複合して孔圏に多列 (1～ 5

列)に並ぶ環孔材である。孔圏外では径50μ m程度までの小道管が不規則に小塊状に複合し、散

在している。道管せん孔は単せん孔で、道管相互壁子しは交互状を示す。小道管にはらせん肥厚が

認められる。また、道管内にはチロースがよく発達している。放射組織は 1～ 8細胞幅で、上下

端に 1～数個の直立細胞や方形細胞を持つ、異性 I型である。放射組織は600～ 900、 あるいは

1400 μ mに達する3～ 8細胞幅の紡錘形を示すものが多い。軸方向柔細胞は、孔圏部の大道管お

よび孔圏外の集団管孔を取 り囲む周囲柔組織をなす。以上の特徴からクワ属 と同定した。

カキノキ属 Dゴοtsp/ros sp.

試料血 :267

記載 :径100～ 300μ m程度の道管が単独ないし放射方向に2～ 3個複合して、散在状に分布す

る散孔材である。道管の分布数は少ない。道管せん孔は単せん孔で、道管相互壁孔は交互状を示

す。道管壁は厚壁である。放射組織は 1、 2細胞幅の異性で、高さが10細胞高前後のものが階層

状に規則的に配列しているのが特徴的である。軸方向柔細胞は顕著な 1列の接線状、および周囲

状である。また周囲柔網胞は、木部繊維より径が大きい。以上の組織上の特徴からカキノキ属 と

同定した。

用材 (柱)についての特徴

前述の様に11本の柱について樹種鑑定を行った結果、 コウヤマキが 1本、スギが 5本、ヒノキ

属 ?が 1本、クリが 2本、クワ属が 1本、カキノキ属が 1本確認できた。

針棄樹のうち、スギ、ヒノキ属は柱材 としてよく使用される樹種である。伊東ほか (1987)、 山

田 (1993)の 集成で見ると、ヨウヤマキは柱、棺材 として主に近畿地方での記載があるが、島根県

下では初の報告例 となる可能性がある。

広葉樹の内クリは、伊東ほか (1987)、 山田 (1993)の集成で見ると柱に用いられることが多 く

はないが、島根県内では出雲国府跡 (渡辺・古野,2003)な どで多数記載されている。また、クワ

属はヤマグワとしての記載があるが多 くはない。島根県下での記載も数例日であろう。カキノキ属

の記載はほとんど無 く、島根県下では初の報告となる可能性がある。
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表1.樹種鑑定結果

試料番号 整理番号 樹 種 名 遺構 (取上番号 ) 種  別 備 考

W0311
（
Ｖ カキノキ属 BⅣ区 (」 an-45) 柱材 弥生後期～古墳後期

（
υ W0311 705 クワ属 B区 柱材 弥生後期～古墳後期
＾
Ｖ W0311 704 スギ B区 柱材 弥生後期～古墳後期
（
Ｖ W0311 802 ス ギ B区 柱材 弥生後期～古墳後期

W03 1
（
Ｖ コウヤマキ BⅣ区 (27) 柱材 弥生後期～古墳後期

（
Ｖ W03 1 801 ヒノキ属 ? B VttE(58) 柱材 弥生後期～古墳後期

770 W03 1 804 スギ BⅣ区 (36) 柱材 弥生後期～古墳後期
（
Ｖ

Ｗ
Ｗ 1

（
Ｖ ス ギ BⅣ区 柱材 弥生後期～古墳後期

774 W03 1

（
Ｖ スギ BⅣ区 (26) 柱材 弥生後期～古墳後期

823 W03 1

（
Ｖ ク リ AI区 (173) 柱材 中世

824 W03 1 701 ク リ AI区 (145) L材 中世

W03 1
＾
Ｖ スギ CⅧ区 自然木 弥生後期～古墳後期

W03 1
（
Ｖ クワ属 BV区 素材 弥生後期～古墳後期
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ヨウヤマキ Scね JopFtys ye府た,格ta(Thumbう Sieb.et Zucc.

試料No i 563(W03111706)

スギ Cryptomeri9」aponんθD.Don

試料NQ:502(W03111704)

横断面

ヒノキ属 ? cf.C/7amaeCPa「 ,s sp.

試料NQ:702(W03111801)

面

脚
脚
脚
鰯
闇
Ⅷ
醐
珊

接線断

接線断面 放射断面

放射断面

放射断面
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クリ  Casttnea c「 er9ata Sieb.et Zucc

試料No:824(W03111701)

横断面

クワ属 Mοras sp.

試料Nα :779(W03111807)

横断面

カキノキ属 DわSpy「Os sp.

試料No:267(W03111703)

放射断面

接線断面 放射断面

横断面 接線断面 放射断面
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第1表 竪穴住居12計測表

竪穴住居07計測表

第3表 竪穴住居03計測表

第4表 竪穴住居14計測表

竪穴住居04計測表

平面形 多角形

規模
上面 下面

5.85(7.5)rn 5.45m
34cm

(cm)
百
田 深 さ

傲
ｍ

番号 1

上面径 (cm)

底面標高 (m)

柱間距離 (m)
1-2 2-3 3-4 4-5

平面形 多角形 (五角形・隅丸方形)

規模
上面 下面

5.06m～ (A:5.Om)(B:5.6m) 5.01m―
壁高 53cm

帯溝 (cm)
百
田 架さ ―

傲
＜ｃｍ＞

番号 I 2

上面径 (cm)

底面標高 (m) 24.36

柱間距離 (m)
1-2 2-3

2.35

央
坑

中

土

主 軸 N-71V ―W
径 (m) 1.08× 0.68

深さ (cm)

平面形 多角形

規模
上面 下 面

6.89～ (9m) 6.73rn^ψ

壁高 25cm
(cm) 幅 10 深 さ

畝
＜ｃｍ＞

番号 1 3

上面径 (cm)

底面標高 (m)

柱間距離 (m)
1-2 2-3

平面形 多角形

規模
上 下 面

2.55^Ψ (6m) 2.56m―
壁高 10cm

壁帯溝 (cm) 幅  ― 衆さ ―

檄
ｍ

番号 コ

上面径 (cln)

底面標高 (m)

柱間距離 (m)
4-5

平面形

規模
上面 下面

壁高

壁帯溝 (cm 幅  10 深 さ  ―

檄
＜ｃｍ＞

番 ;

上面径 (cm)

底面標高 (m)

柱間距離 (m)
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第6表 竪穴住居13-1計測表

竪穴住居08計測表

第9表 竪穴住居09-1計測表

平面形 方 形

規模
上面 下面

5.43m(4.4m) 5.25rn

壁高

壁帯溝 (cln) 幅 45 深さ ―

麒
師

番号 1

上面径 (cm)

底面標高 (m)

柱間距離 (m)
1-2 1-3
1.77

第7表 竪穴住居13-2計測表

平面形 形

規模
上面 下 面

4.58m .5m) 4.52m

壁高

帯溝 (cm) 中冨 20 深 声  ―

檄
くｃｍ，

番号

上面径 (cm)

底面標高 (m)

柱間距離 (m)

土坑

主軸 N-47-W
径 (m) 1.04 Xl.23

深さ (cm)

平面形 多角形

規模
上面 下面

8.4m～ 8.21 rn―

壁 高 1 0cm

帯溝 (cm) 則昌 25 深さ 6

傲
師

番号 1

上面径 (cm)

底面標高 (m)

柱間距離 (m)
1-2
3.33

平面形 多角形

規模
上 面 下面

4.2m～ 3.9m～

壁高 12cm

壁帯溝 (cm) 幅 42 深さ 引

傲
鰤

番号

上面径 (cm)

底面標高 (m)

柱間距離 (m)

第10表 竪穴住居09-2計測表

平面形 多角形

規模
上面 下 面

4.81 rn― 4.7rn―

壁

nm 幅 29 深さ ―

畝
ｍ

署學;

上面径 (cm)

底面標高 (m)

柱間距離 (m)
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第11表 竪穴住居11-1計測表
平面形 多角形

規模
上 面 下面

5.12m 4.99m
壁高 10cm

掲 帯溝 (cln) 中畠 30 深さ 7

檄
ぐｃｍ，

番号 1

上面径 (cm)

底面標高 (m) 22.8 22.35 22.43

柱間距離 (m)
1-2 2-3
3.75 3.65

央

坑

中
土

主軸 N-1げ ―E

径 (m) 1.2× 1.73

深 さ (cm)

第12表 竪穴住居11-2計測表
平面形 多角形

規模
上面 面

5.12～ (6.Om) 4.99rn

10cm
(cm) 中目 30 深さ 7

傲
ｍ

番号 5 7

上面径 (cm)

底面標高 (m) 22.33

柱間距離 (m)
4-5 4-6 5-7 6-8 7-9

3.23 2.65

第13表 竪穴住居02計測表
平面形 方 形

規模
上面 下面

4.68m(4.7m) 4.53rn

壁高 30cm
壁帯溝 (cm) 中冨 22 深さ 8

檄
鰤

番 号 1 3 5 6 7 9
上面径 (cm)

底面標高 (m) 23.78 23.77 23.71 23.55

柱間距離 (m)
1-2 2-3 1-4 4-6 3-5 5-8 6-7 7-8

中央

土坑

主軸 N-5『 ―W
径 (m) 0,75XO.84

深 バ frm〕

第14表 竪穴住居01計測表
平面形 隅丸方形

規模
上面 下面

3.98m― (6.Om) 3.88rn

壁高 34cm
壁帯溝 (cm 中目 13 深さ 5

畝
帥

番:

上面径 (cln)

底面標高 (m) 21.52 21.59

柱間距離 (m)
6-7
2.43

第15表 竪穴住居10計測表
平面形 多角形 (6角形 )

規模
上面 下面

4.44m～ (6.6m〕 42.4rn～

壁高 25cm
壁帯溝 (cm) 幅  ― 宋 ご  ―

檄
ぐｃｍ，

番号 1 2

上面径 (cm)

底面標高 (m) 22.2 21.46

柱間距離 (m)
1-2 2-3 3-4 4-5

3.09 2.57
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第16表 竪穴住居05計測表

平面形 円形

規模
上面 下面

5.03rn― 4.94rn^ψ

壁 高 22.65cm

(crn
百
田 深 さ

献
くｃｍ，

番 ; 1

上面径 (cm)

底面標高 (m) 22.5 22.64 22.39

柱間距離 (m)
1-2 2-3

1.22

第17表 掘立建物01計測表

規模
梁行 き 桁行き

2昂尋(3.76) 4F∃ (9.56)

ゴ三車由 N-54▼ ―W

檄
ぐｃｍ＞

番号 1 7

上面径 (cm) 26× 23 RR× R6 34× 34 31× 27 ワR× クR 26× 22 34X34 37× 27

底面標高 (m) 24.55

柱問距離 (m)
1-2 2-3 3-4 4-5 1-6 5-7 7-8

第18表 掘立建物02計測表

規模
き き

5晶尋(6.9m) (4.56m)

主軸 N-42‐ ―E

檄
＜ｃｍＪ

番号 1 7 8

上面径 (cm) 56× 39 22× 18 33× 27 38× 33 20× 14 33× 32 28× 26 ■1× 79

底面標高 (m) 24.93 24.55

番号

上面径 (cm) 33× 33

底面標高 (m)

柱間距離 (m)
1-2 2-3 3-4 4-5 5-6 1-7 6-8 8-9

1.66

第19表 掘立建物03計測表

規模
梁行き 桁行き

3間 (7.51m) 1間 (3.29m)

主軸 N-2ず ―E

献
くｃｍ＞

番号 1

上面径 (cm) 38× 38 41× 40 47× 33 51× 49 21× 21

底面標高 (m)

柱間距離 (m)
1-2 2-3 3-4 4-5

3.29

掘立建物04計測表

規模
梁行き 桁行き

2問 (2.83m) 4間 (9.09m)

主 軸 N-23.げ ―WV

檄
師

署]; 1 3 5 6 7

上面径 (cm) 46× 44 60× 57 40× 40 34× 34 27× 23 37× 36 48× 43

底面標高 (m) 24.36 24.73 24.4 24.63

柱間距離 (m)
1-2 2-3 3-4 4-5 1-6 6-7

2.57

第21表 掘立建物05計測表

規模
梁 き 桁行き

2間 (3,08m) 4間 (8.09m)

主 軸 N-55▽ ―X/V

檄
ｍ

番号 1 3 4 5 6 7

上面径 (cm) 29× 28 27× 27 26× 24 20× 19 28× 26 40× 34 34× 34

底面標高 (m) 24.73 24.53

柱間距離 (m)
1-2 2-3 3-4 4-5 5-6 6-7

2.02 2.37
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第22表 掘立建物06計測表

規模
梁行き 桁行き

3間 (3.08m) 1間 (3,33m)

主軸 N-5ず ― E

傲
ｍ

番号 1 7

上面径 (cm) 48× 40 39× 33 54× 45 43× 40 61× 56 24× 23 29× 28

底面標高 (m)

柱間距離 (m)
1-2 2-3 -7 1-4 4-5 5-6 6-7

3.33 3.02 2.62 3.40

第23表 掘立建物07計測表

規模
梁イ子き 桁行き

lP∃ (3.72m) 3間 (7.75m)
主軸 N-4[ ― E

檄
ｍ

番号 1

上面径 (cm) 148× 78 59× 59 58× 54 43× 41 49× 43 51× 46 37× 34 39× 36

底面標高 (m)

柱間距離 (m)
1-2 2-3 3-4 1-5 4-8 5-6 6-7 7-8

1.62 3.72 2.21

第24表 掘立建物08計測表

規模
梁 き 桁行き

3間 (8.36m) 1間 (3.01m)
主軸 N-3.5Ψ ―W

畝
鰤

番号 1 2

上面径 (cm) 24× 23 38× 24 57× 52 29× 20 18X18
底面標高 (m) 22.29 22.29 22.32 22.23 22,13

柱間距離 (m)
1-2 2-3 3-4 4-5
2.95 2.72 2.69

掘立建物09計測表

第26表 掘立建物10計測表

規模
き 桁行き

1間 (2.6m) 3間 (8.引 m)
主軸 N-85.げ ―E

檄
＜ｃｍ＞

番 号 1

上面径 (cm) 37× 27 21× 16 26× 17 27× 25 18× 12

底面標高 (m) 22.24 22.28 22.27 22,27

柱間距離 (m)
1-2 2-3 3-4 1-5
2.65 2.66 2.80

規模
梁行き rrT き

1間 (3.01m) 3間 (8,47m)

主 軸 N-7ば ―E

檄
＜ｃｍ＞

番号 1 2 3 4

上面径 (cm) 38× 29 25× 23 33× 23 27× 23 16× 13

底面標高 (m) 22.31

柱間距離 (m)
1-2 2-3 3-4 1-5
3.39 3.22

第27表 掘立建物11計測表

規模
梁行き 桁4 き

3間 (8.lm) lP∃ (2.82m)

ヨ三車由 N-42‐ ―E

檄
ぐｃｍ，

番号 1 2 3 4 5

上面径 (cm) 38× 28 49× 43 48× 38 24× 24 15× 12

底面標高 (m) 22.26 22.21 22.24 22.00

柱間距離 (m)
1-2 2-3 3-4 1-5
2.72 2.71
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第28表 掘立建物12計測表

規模
梁行さ ,そ千斉

4昆司(8, 04m) 2間 ( .3m

主軸 N-4グ ーE

恢
ぐｃｍ，

番号 1 2 7 8

上面径 (cm) 55× 45 67× 55 54× 47 40× 31 59× 51 38× 35 58× 57 57× 37

底面標高 (m) 22.31 22.11 22.19 22.01 22.18

番号 11

上面径 (cm) 82× 33 72× 54 55× 38 52× 39 33× 31 30× 27

底面標高 (m) 22,09

柱間距離 (m)
1-2 2-3 3-4 1-5 5-7 4-6 6-刊 7-3
1.92 2.32 2.45 2.28

柱間距離 (m)
8-9 9-10 10-11 悧-12
2.25

第29表 土器棺墓01計測表

憶名 平面形 主軸 縦 (cm) 横 (cm) 深さ(cm)

土 憎墓 01 たまる型 N-24マ ーlAr

第30表 段状遺構計測表

遺構名 ]三軍由 長さ(m) 幅 (m) 深さ(cm)

段状還構 01 N-29▽ ―VV

段状遺構02 N-5げ ―W
段】犬! こ構03 N-2げ 一lA/ 100.0

島烈犬丈滓雪04 N-5σ ―W

第31表 大型遺構計測表

遺構名 主軸 長 さ (m) 幅 (m) 深さ(cm)

大 溝 N-43.げ ―E 23.0

水場 N-45.5▽ ―E

遺構名 長さ (m) 幅 (m) 深さ(m) 周長 さ (m) 面積 (請 ) 体積 (∬ )

粘土採取場 67.3 平均1.08 215.8 2910.6 3143.5

第32表 不明遺構01計測表

遺構名 主軸 土器わく直径 (cm) 縦 (m) 横 (m) 深さ(m)

不明遺構01 N-31.5▽ ―hA/ 56.5

第33表 卜 2号道計測表

1号道

計沢」値は凡その平均値である

2号道

熊 等高線に沿う円弧型

N-50.5コ ーVV 標高 (m) 24.8

全長 (m) 13.6 全幅 (m)

路面幅 (m) 路面角度 (度 )

左側溝幅 (cm) 82.0 右側溝幅 (cm)

片溝底幅 (cm) 右溝底幅 (cm)

左溝深 (cm) 約 9 右溝深 (cm)

形 等高線に沿う L字型

N-56コ ーW 標高 (m)

全長 (m) 35.62 今1印邑(m)

路面幅 (m) 70.0 路面角度 (度 )

左側溝幅 (cm) 49,0 右側溝幅 (cm)

左溝底幅 (cm) 24.0 右溝底幅 (cm)

左溝深 (cm) 約4 右溝深 (cm)

計測値は凡その平均値である
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凹
線

文
V-3

第
53図

3
AI区

竪
穴

住
居

03
賢

土
旅
生

土
器

賞
合

口
縁

養
嚢
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く
侵
め

る
。

20 7
50～

や
や

粗
・
lmm以

上
の

丸

砂
を

多
く
含

む
。

淡
黄

自
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

V-2～
3

第
53図

4
AI区

監
穴

住
居

08
登
土

麻
生

土
器

嚢
合

口
縁

甕
宴
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く
使
め

る
。
口
縁

部
強

い
ナ

デ
。

51～
や

や
粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

淡
責

自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-3～
4

第
53図

5
AI区

竪
穴

住
居

08
量
土

ホ
生
土
器

言
不

子
孔

脚
端

部
:面

を
持

つ
。

18～
な

め
ら
か
・
lmm程

の
砂

粒
を

含
む

。
炎
茶

自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明

不
明

畿
内

系

第
53図

AI区
竪
穴

住
居

09
警
帯

溝
麻
生

土
器

隻
合

口
縁

謹
口

縁
端

部
丸

〈
収

め
る

。
ク

シ
描

き
直

線
文
・
風

化
。

38～
や

や
粗

炎
茶

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
・
ク
シ
描

直
線
文

V-3～
4

第
53図

7
AI区

岳
穴

住
居

09
ミ
ル

ト
`生

土
器

隻
合

口
縁

甕
喘
部

先
細

る
。

29～
密
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
含
む

。
炎
橙

自
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
53図

AI区
翌

穴
住

居
09

霞
土

弥
生

土
器

Я
合

口
縁
輩

隻
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

又
め

る
。

41～
や

や
粗
・
3mm程

の
砂

粒

を
多

く
含

む
。

淡
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
ぃ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
下

明
V-2

第
53図

9
AI区

堅
穴

住
居

09
覆

土
弥

生
上

器
茂
形

器
台

瑞
部

丸
(収

め
る

。
42～

や
や

粗
・
2mm程

の
丸

砂

を
含

む
。

淡
貢

自
色

良
・
た

だ
し
一

部
厘

イ と
し
て

い
る

。
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
53図

AI区
竪

穴
住

居
08・

0
9

ト
レ

ン
チ

弥
生

土
器

複
合

口
縁

霊
複

合
口
縁

外
傾

す
る

。
46～

咀
・
3mm以

上
の

砂
粒

を

う
〈
含

む
。

乳
白

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ヨ
コ
ナ
デ

擬
凹

線
文

V-2

第
53図

11
AI区

器
穴

住
居

08・

)9
憂

土
祢
生

土
器

腹
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

〈

収
め

る
。

36～
や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒
を
含

む
。

暗
茶

色
不

良
・
風

化
し
て

t

る
.

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ
・
擬

回
線

文
V-2

第
53図

AI区
壬
穴

住
居

08・

覆
土

な
生
土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
日
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

41～
や

や
粗
・

l mm程
の

砂
業

を
含

む
。

淡
橙

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

V-2

第
53図

AI区
竪
穴

住
居

08・

19
買
土

ホ
生
土
器

褒
合

口
縁

甕
喘
部

丸
〈
収

め
る

。
33～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
白

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ゆ
る
い
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-2

第
53図

AI区
蛋
穴

住
居

08・

Ю
憂
土

弥
生

土
器

実
合

口
縁

甕
瞑
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

使
め

る
。

48～
認
・
2mm以

下
の

砂
粒

を
多

く
含

む
。

乳
白

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
擬

四
線

文
?

V-2

第
53図

AI区
竪

穴
住

居
08・

09
覆

土
弥

生
土

器
妄
合

口
縁

甕
喘
部

肥
厚

し
丸

く
収

め
る

。
28～

や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
灰

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
ぃ

不
明

不
明

V-2～
3

第
53図

AI区
竪

穴
住

居
08

09
覆

土
弥

生
土

器
複

含
口

縁
甕

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

153
62～

や
や

粗
・
5mm以

下
の

砂

位
を

多
く

含
む

。
炎
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
?

V-2

第
53図

17
AI区

堅
穴

住
居

08・

09
覆

土
弥

生
土

器
複

合
口

縁
重

又
は

警
端

部
先

細
る

。
33～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

位
を

含
む

。
登
茶

色
良
・
た

だ
し
風

1と
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ
?

ヨ
コ
ナ
デ
?

V-2

第
53図

AI区
墾
穴

住
居

08

)9
覆

土
弥

生
土

器
複

合
口

縁
壷

又
は

壷
端

部
丸

く
収

め
る

。
31～

や
や

粗
・
3mm以

下
の

砂

位
を

多
く

含
む

。
炎
橙

自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ
・
擬

回
線

文
?

V-2

第
53図

AI区
翌
穴

住
居

08・

)9
覆

土
弥

生
土

器
複

合
口
縁

壷

又
は

甕
端

部
肥

厚
し
丸

く
収

め
る

。
130

33～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒
を
含

む
。

突
橙

白
色

や
や

不
艮
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ
・
擬

回
線

文
V-3

第
53図

AI区
堅

穴
住

居
08・

覆
土

弥
生

土
器

複
合

口
縁

肇
複
合
口
縁
外
傾

し
端
部
先
細

る
。

54～
や

や
粗
・
3mm以

下
の

砂

粒
を

多
く
含

む
。

決
茶

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
凹
繰
文

V-3

第
53図

AI区
墾
穴

住
居

08・

)9
覆

土
ホ
生
土
器

優
合

口
縁

重

又
は

甕

複
合

口
縁

端
部

丸
く
収

め

る
。
垂

下
170

37～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
貢

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文

V-3

第
53図

AI区
墾
穴

住
居

03

19
覆

土
h生

土
器

腹
合

口
縁

壺

マ
「
士
馨

複
合

口
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
強

い
ナ

デ
39～

や
や

粗
・
2～

3mmの
丸

砂
を

含
む

。
寧
L白

色
や

や
不

良
・
風

化
L

て
い

る
。

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ

デ
擬

凹
線

文
V-3

第
53図

AI区
竪
穴

住
居

08・

19
覆

土
林
生

土
器

複
合

口
縁

嚢
複
合

口
縁
端
部
肥
厚

し
丸

〈
収
め
る
。強

い
ナ
デ

42～
や

や
粗
・
3mfF以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
色

や
や

不
良
・
風

化
に

て
い

る
ぃ

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ
ナ

デ
擬

凹
線

文
V-3

第
53図

AI区
登

只
仁

居
98・

覆
土

体
生

土
器

複
合

口
縁

甕
嚢
合

口
縁

直
立

し
端

部
丸

く
収

心
る
。
口
縁

内
側

に
強

い
ナ

デ
。

29 8
7 1～

や
や

粗
・
3mm程

の
丸

砂

を
多

〈
含

む
。

乳
白

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文

V-3

第
53図

AI区
呂
穴

住
居

08・

Ю
憂

土
ホ
生
上
器

寃
合

口
縁

甕
貨
合

口
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
49～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
茶

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-3

第
53図

AI区
竪
穴

住
居

08・

Ю
曼
土

体
生

土
器

実
合

口
縁

壷

又
は

甕
38～

や
や

粗
・
3mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

黄
自

色
や

や
不

良
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
不

明
V-1～

3

第
53図

AI区
選
穴

住
居

08・

買
土

小
生

土
器

言
郵

卸
中

に
粘

土
充

填
。

56～
な

め
ら
か
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
含

む
。

天
自

色
や
や
不
良

風
化

し
て
い
る
。

不
明

下
明

祢
生

後
期

第
53図

AI区
蟹
穴

住
居

08・

Ю
震
土

小
生

土
器

笥
杯

即
に

ス
カ

シ
25～

密
・
lmm以

下
の

砂
粒

を

含
む

。
炎
橙

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明

V-3～
4

畿
内

系

第
53図

AI区
墾
穴

住
居

08・

〕9
含

土
弥

生
土

器
茂
形

器
台

喘
部

先
細

る
。

47～
や

や
粗
・
あ

ま
り
砂

粒
含

ま
な

い
。

瞥
茶

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

V-3～
4
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遺

物
観

察
表

(2)

図号

挿番

物号

遺番
地

区
遺

構
土

層
、
No

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

止
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
53図

AI区
竪
穴

住
居

03・

Ю
ト
レ

ン
テ

麻
生

土
器

ま
型
器
台

複
合

口
縁

端
部

丸
く
収

め

る
。
擬

凹
線

文
ナ

デ
消

し
55～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
ケ
合

よ
、

_
乳

白
色

良
・
た

だ
し
一

部
煽

1と
し
て

い
る

。

ミ
ガ
キ
若

し
く

は
ヨ
コ
ナ
デ

疑
凹

線
文
・
ナ

デ
消

し
V-2

第
53図

AI区
滑

ト
レ

ン
チ

小
生

上
器

鼓
型

器
台

30～
や

や
粗
・
2mm以

上
の

丸

砂
を

多
く
含

む
。

乳
自

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明

V-2～
3

第
53図

AI区
壬
穴

住
居

08
憂
土

体
生

上
器

下
明

口
縁

端
部

垂
下

。
内

面
に

炭

水
化

物
。

10～
密
・
lmm以

下
の

砂
粒

を

含
む

。
淡

黄
白

色
良
・
た

だ
し
風

化
L

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
54図

AI区
竪
穴

住
居

03
末

面
林
生

土
器

複
合

口
縁

萎
復
合

口
縁

外
傾

し
端

部
先

細
38～

M・
3mm種

の
凡

υ
を

ラ

く
含

む
。

淡
茶

白
色

普
通
・
た

だ
し
風

イ ヒ

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
4条

の
ク
シ
描
沈
線
文

V-2

第
54図

AI区
竪
穴

住
居

03
警
帯

溝
体
生

土
器

復
合

口
縁

甕
ク
シ
に
よ
る
沈
線
。上

方
は

ナ
デ
。退

化
始

つ
て
い
る
。

18～
lE・

2mm程
の

砂
粒

を
多

く
含

む
。

淡
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ
・
ク

シ
に

よ
る

沈
線

V-2?

第
54図

AI区
竪
穴

住
居

03
12

VFI生
上
器

鼓
型

器
台

複
合

日
縁

端
部

肥
厚

し
丸

く
収

め
る
。
ヨ
ヨ
ナ

デ
後

ク
シ
描

き

沈
線

。 上
方

は
磨

滅
し
て

い
る
。

34～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

白
色

や
や

不
良

風
化

し

て
い

る
。

不
明

ヨ
コ
ナ
デ
・
ク
シ
構

茂
線
文

V-2～
3

第
54図

AI区
竪
穴

住
居

03
11

弥
生

土
器

複
合

口
縁

壷

又
は

甕

複
合

口
縁

端
部

丸
く
収

め

る
。
4条

の
ク

シ
描

沈
線

確

認
上

方
は

不
明

。

170
30～

や
や

粗
淡

橙
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明
・
ヘ

ラ
ケ

ズ

リ
?

4条
の

ク
シ

描
沈

線
文

V-2～
3

第
54図

AI区
竪

穴
住

居
03

弥
生

土
器

腹
合

口
縁

亜
複

合
口
縁

端
部

丸
く
収

め
る
。

日
縁

施
文

退
化

み
ら
れ

る
。

39～
電 ・

3mm程
の

砂
粒

を
含

淡
橙

茶
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
6条

の

ク
シ
描

沈
線

文
V-3

第
54図

Al区
竪

穴
住

居
03

床
面

弥
生

上
器

夏
合

口
縁

霊
腹
合

口
縁

端
部

丸
く
収

め

る
。
口

縁
上

部
ナ

デ
。

や
や

粗
・
な

め
ら
か

の
丸

砂
を
含

む
。

淡
茶

自
色

良
好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。
ナ

デ
疑
凹

線
文

V-3

第
54図

AI区
竪

穴
住

居
03

弥
生

土
器

こ
又
は
璽

※
外

面
2次

的
に

被
熱

橙
色

を
呈

す
。

22～
阻 ・

2mm程
の
砂
粒

を
含

b。
焚
茶

色

良
好
・
た

だ
し
風

イ
t

し
て

い
る

。
(2次

H
に

火
)

指
頭

圧
痕

下
明

V-4

第
54図

AI区
堅

穴
住

居
03

床
面

弥
生

土
器

菖
芥

畿
内

系
?・

吉
墳

前
期

か
?

却
端

部
面

を
持

つ
。

22～
督
・

な
め

ら
か

な
胎

土
。

炎
茶

色
良

好
・
た

だ
し
風

1と

し
て

い
る

。

ナ
デ
・
ヘ
ラ

ミ
カ

キ
?

ナ
デ
・
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
?

V-3～
4

脚
端

部
:強

い
ナ

デ
く
帽

む
・
面

を
持

つ
。

第
54図

AI区
堅

穴
住

居
03

床
面

弥
生

土
器

掻
形

土
器

大
型

の
胴

部
。

74～
や
や

粗
炎
茶

色
隻
好
・
た

だ
し
風

イ を

し
て

い
る

。
不

明
ケヽ

メ
V-4

第
54図

AI区
竪

穴
住

居
03

床
面

弥
生

上
器

ま
型
器
台

コ
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
55～

や
や

粗
淡

茶
色

良
好
・
た

だ
し
風

1と

し
て

い
る

。
ケ
ズ

リ ・
ナ
デ

ナ
デ
・
二
枚
貝
刺
突
文

V-3

第
54図
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AI区

堅
穴

住
居

03
E製

品
雪

玉
き
玉
製

孔
:12

ミ
さ
:27

幅
:10

長
さ
:27

農
緑

色
穿

孔
・

ミ
ガ

キ
体
生

後
期

面
倒

穿
孔

第
54図

AI区
登
穴

住
居

03
霊
上

麻
生

土
器

度
飾

壷
1ヽ
型
・
2枚

貝
押

引
・
2条

の
沈

泉
1条

づ
つ

2枚
貝

押
引

文
。

28～
や

や
粗

淡
黄

茶
色

良
好
・
た

だ
し
風
t

し
て

い
る

。
不

明
三

枚
貝

押
引

き
・
三

条
の

沈
繰

文
1条

づ
つ

V-3～
4

第
54図

AI区
竪
穴

住
居

03
憂
土

麻
生

土
器

長
合

口
縁

鉢
隻
合

口
縁

直
立

し
端

部
丸

〈

慄
め

る
。

133
49～

阻 ・
3mm程

の
砂
粒

を
多

く
含
む
。

炎
橙

茶
色

晋
通
・
た

だ
し
風

■

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
54図

AI区
竪
穴

住
居

03
憂
土

麻
生

土
器

隻
合

曰
縁

甕

複
合

口
縁

端
部

丸
く
収

め
る
。

7条
ク

シ
描

沈
線
・
陵

接
合

痕

有
り
、取

れ
る

と
陵

無
し
タ

イ
プ

と
同

形
に

な
る
。

46～
粗
・
2mm程

の
砂

粒
を

多

く
含

む
。

淡
茶

自
色

普
通
・
た

だ
し
風

土

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
7条

ク

シ
描

沈
線

文
V-2～

3

第
54図

AI区
竪
穴

住
居

03
憂

土
体
生

土
器

貨
合

口
縁

菫
複

合
口

縁
端

部
丸

く
収

め

る
。
小

型
品

25～
密
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
含

む
。

橙
白

色
や

や
不

良
。

ナ
デ

擬
凹

線
文

V-2～
3

小
型

品

第
54図

AI区
竪
穴

住
居

03
震

土
体
生

土
器

複
合

口
縁

壷

又
は

菱

複
合

口
縁

端
部

丸
く
収

め
る

口
縁

開
く

。
20 2

30～
粗
・
赤

色
土

粒
を
含

む
。

淡
黄

白
色

て
い
る
。

不
明

ヨ
コ
ナ
デ
・
ク
シ
描

沈
線
文

V-3?

第
54図

AI区
竪
穴

住
居

03
覆

上
林
生

土
器

複
合

口
縁

妻

複
合

日
縁

端
部

丸
〈
収

め
る

。

施
文

後
ナ

デ
。
太

い
ク

シ
状

エ

具
。
施

文
2周

。

45～
や
や
粗

淡
赤

自
色

や
や
不
良
・
風
化

L

て
い
る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ
・
太

い
ク

シ
状

工
具

V-3

第
54図

AI区
翌
穴

住
居

03
覆

土
体
生

土
器

複
合

日
縁

萎

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。細

い
ク

シ
状

工
具

陵

退
化

、内
側

段
を
持

た
な

い
。

42～
粗
・
2mm程

の
丸

砂
を

多

く
含

む
。

炭
茶

自
色

良
好
・
た

だ
し
風

1
し
て

い
る

。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ヨ
コ

ナ
デ
・
細

い
ク

シ
状

工
具

V-3
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AI区
竪

穴
住

居
03

弥
生

土
器

複
合

口
縁

輩
複

含
口

縁
端

部
丸

〈
収

め

る
。
陵

退
化

。
46～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

含
む

。
菱
橙

色
や

や
不

艮
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
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AI区
堅

穴
住

居
03

覆
上

弥
生

土
器

複
合

口
縁

霊
複

合
口
縁

端
部

つ
ま

み
出

す
。
陵

退
化

。
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43～
や

や
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の

υ
和

と
赤

色
土

粒
を
含

む
。
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茶
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色
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不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ
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コ

ナ
デ

V-4
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AI区
竪

穴
住

居
03

覆
土

弥
生

土
器

高
イ

脚
中

粘
土

充
填

42～
よ
め

ら
か
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下
の

vL・
対

井
含

お
_

炎
茶

白
色
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面
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色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明
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生

時
代

第
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AI区
竪

穴
住

居
03

覆
土

弥
生

土
器

高
沐

脚
端

部
面

を
持

つ
。

33～
や

や
粗
・

1～
2mm砂

粒
を

含
む

。
髄馳 橙部

炎喘

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

体
生

後
期
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住

居
03

覆
土

弥
生

土
器

目
不

側
端

部
面

を
持

つ
。
穿

孔
16～

な
め

ら
か
・
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の
砂

粒
を
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む

。
淡

橙
色
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好
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だ
し
風

イ を

し
て

い
る

^

ナ
デ
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デ
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生

後
期
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束
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篭
内

系

第
54図

AI区
竪

穴
住

居
03

覆
土

弥
生

土
器

高
卵

脚
端

部
面

を
持

つ
。

1 1～
な
め

ら
か

,2mm以
下
の
砂

粒
と
キ

ン
ウ

ン
モ

を
含

む
叉
茶

自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ナ
デ

?
ナ
デ

?
体
生

後
期

路
内

系
?

第
54図

AI区
竪

穴
住

居
03

覆
土

弥
生

土
器

吉
邦

19～
や
や

粗
2mm程

の
砂

粒
・

ウ
ン
モ

等
を
含

む
。

炎
茶

自
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

不
明

下
明

林
生

後
期

～
末

HR

第
54図

AI区
墾
穴

住
居

03・

〕4
弥

生
土

器
複

合
口

縁
壷

又
は

嚢
口

縁
端

部
丸

く
収

め
る

。
25～

'や
粗
・
2mm以

下
の

砂

位
を

含
む

。
炎
茶

色
良

ナ
デ

ナ
デ

V-2

第
54図

AI区
竪

穴
住

居
03・

弥
生

土
器

複
合

口
縁

重

又
は

萎

日
縁

端
部

肥
厚

し
丸

く
収

め

る
。

36～
巴
・
2mm以

下
の

砂
粒

を

多
く
含

む
。

炎
茶

白
色

や
や

不
良

ヨ
コ
ナ
デ

疑
凹

線
文

V-3

第
54図

AI区
竪

穴
住

居
03・

04
弥

生
上

器
複

合
口

縁
甕

榎
合

口
縁

外
傾

し
端

部
肥

厚

し
丸

〈
収

め
る

。
45～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

丸

砂
を

含
む

。
,し
白
色

良
好
・
た

だ
し
風

1と

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-2～

3

第
54図

AI区
竪

穴
住

居
03・

04
ベ

ル
ト

弥
生

土
器

複
合

口
縁

壷

又
は

甕

複
合
口
縁
端
部
強
い
ナ
デ
で

く
ば
む
。

35～
や
や

粗
・
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砂
粒

と
赤

色
土

粒
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含

む
。

災
茶

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ナ
デ

ナ
デ

V-2

第
54図

AI区
〕4

弥
生

土
器

複
合

口
縁

壷

又
は

甕
複

合
口
縁

端
部

丸
く
収

め
る
。

53～
や

や
粗
・
2mm程

砂
粒

を

含
む

。
炎
茶

白
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ

デ
擬

凹
線

文
?

V-3

第
54図

AI区
竪

穴
住

居
04

)D01-No
弥

生
土

器
複

合
口
縁

甕
複

合
口
縁
E立

し
口
縁

端
部

内
側

に
面

を
持

つ
。

154～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒
を

含
む

。
炎
橙

自
色

不
良
・
風

化
し

て
し

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
波
状
文

第
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翌

穴
住

居
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〕4B5覆
土
・
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4・
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9
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土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口
縁

端
部

丸
く
収

め
る
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二

次
的

に
被

勲
。

99～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

赤
白

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ
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同

一
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竪
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覆
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体
生

土
器

腹
合

口
縁

誕
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
_

23～
粗
・
2mm程

の
丸

砂
を

含
む

淡
赤

白
色

や
や

不
良
・
風

化
t

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

?
ヨ
コ
ナ
デ

?
V-2

第
55図

AI区
竪
穴

住
居

04
琵
土

林
生

土
器

複
合

口
縁

壷

又
は

変

褒
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く
1▼

あ
ス

^
29～

粗
・
3mm程

の
砂

粒
と

ウ
ン

モ
を
含

む
。

淡
橙

黄
色

や
や

不
良
・
風

化
に

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

ヨ
ナ

デ
?

V-2

第
55図

AI区
番
穴

住
居

04
警
帯

溝
な
生
土
器

複
合

口
縁

萎
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

43～
や

や
粗
・
2mm以

下
の

砂
粒

を
含

む
。

淡
黄

自
色

良
好
・
た

だ
し
風

■

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

擬
凹
線
文

V-3

第
55図

AI区
竪
穴

住
居

04
ホ
生
土
器

宴
合

口
縁

甕
復
合

口
縁

端
部

丸
く
収

め
る
。

日
縁

外
側

強
い
ナ

デ
。

36～
密
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
含

む
。

乳
白

色
良

た
だ

し
風

化
L

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
55図

AI区
竪
穴

住
居

04
憂
土

体
生

土
器

蔓
合

口
縁

蓑
喘
部

つ
ま

み
出

し
。

216
55～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
と

赤
色

止
粒

を
含

む
。

炎
茶

白
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
55図

AI区
竪
穴

住
居

04
憂

土
ホ
生
土
器

貨
合

口
縁

甕
褒
合

日
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

瞑
め

る
。

172
52～

や
や

粗
・
稀

に
2mm程

の

砂
粒

を
含

む
。

淡
黄

色
→

淡

赤
自

色
や

や
不

良
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-4
'4と

同
一

第
55図

AI区
蚤
穴

住
居

04
小
生

土
器

榎
合

口
縁

重

又
は

襲
膏
部

櫛
描

き
文

。
43～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
橙

自
色

良
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
.

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ハ

ケ
メ
・

ク
シ

猫
直

線
文

V-4

第
55図

AI区
詈
穴

住
居

04
3

小
生

土
器

雹
又

は
甕

こ
枚

貝
押

引
文
・
右

(R)傾
斜

。
3 1´

ψ
粗
・
2mm以

下
の

丸
砂

を

含
む

。
砦
茶

色
や

や
不

良
不

明
不

明
V-2～

3

第
55図

AI区
竪
穴

住
居

04
夏
土

小
生

土
器

言
郷

却
端

部
面

を
持

つ
。
穿

子
と

20～
な

め
ら

か
lmm程

の
砂

粒
を

含
む

。
炎
茶

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ナ
デ

ナ
ギ

V-4
畿

内
系

第
55図

AI区
竪

穴
住

居
07

弥
生

土
器

寝
合

口
縁

甕
復
合

口
縁
外
傾

し
端
部
先
細

る
。

104～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂
炎
茶

白
色

晋
通
・
た

だ
し
風

イ と

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
]転

ナ
デ
・

ク
シ

描

宣
線

文
・

波
状

文
V-4

第
55図

AI区
竪

穴
住

居
07

(上
器
CD)

(土
器
CD)

壁
帯

溝
弥

生
土

器
毒
又

は
甕

87～
16

粗
・
3mm以

下
の

砂
粒

を

含
む

。
淡

橙
白

色
や

や
不

良
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
下

明
V-4

第
55図

AI区
堅

穴
住

居
07

覆
土

弥
生

土
器

榎
合

口
縁

壷

又
I丈

幕
複

合
口
縁

端
部

丸
く
収

め
る
。

35～
咀 ・

3mm程
の

丸
砂

を
含

「
、

_
淡

茶
白

色
普

通
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
V-2

第
55図

77
AI区

竪
穴

住
居

07
弥
生

土
器

複
合

口
縁

羹

複
合

口
縁

直
立

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
日

縁
部

:ク
シ

描
擬

凹
線

文
後

、
ナ

デ
消

す
。

38～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

位
を

含
む

。
淡

茶
白

色
普

通
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・

ク
シ

摘

凝
凹

線
文
・
ナ

デ
消

し
V-3

第
55図

AI区
翌
穴

住
居

07
覆

土
祢
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
日
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
42～

,や
粗
・
2～

3mmの
砂

位
を

含
む

。
淡

橙
色

風
好
・
た

だ
し
風

イ ヒ

し
て

い
る

ぃ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

ヨ
ナ

デ
・
ク

シ
摘

Ш

線
文

(貝
含

む
)

V-3

第
55図

79
AI区

翌
穴

住
居

07
覆

土
祢
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

52～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
黄

白
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
・
ク

シ
描

凹

侯
文

(負
)

V-3

第
55図

AI区
壬
穴

住
居

07
憂

土
体
生

土
器

複
合

口
縁

肇
複

合
口

縁
端

部
丸

〈
収

め
る

。
42～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

序
含

む
^

淡
茶

自
色

普
通

た
だ

し
風

化

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

ヨ
ナ

デ
。擬

凹
線

文
V-2～

3

第
55図

AI区
翌
穴

住
居

07
覆

土
称
生

土
器

複
合

口
縁

甕

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
先

細

る
。
ク

シ
描

き
沈

線
・
風

化
の

為
、施

文
不

明
瞭

。

22 2
36～

粗
・
3mm程

の
砂
粒
を
含

む
。

淡
茶

自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・

ク
シ

描
沈

線
文

V-2～
3
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遺
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地
区

遺
構

土
層

、
No

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
55図

AI区
竪
穴

住
居

07
憂

土
ホ
生
土
器

複
合

口
縁

警
複

合
口

縁
外

傾
し
端

紬
く

収
め

る
。

50～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂
粒

ケ
含

む
。

淡
橙

色
良
・
た

だ
し
風

化
に

て
い

る
。

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

や
や
ゆ
が
み
有

り
。

第
55図

AI区
竪
穴

住
居

07
覆

土
ホ
生
土
器

複
含

口
縁

霊
複

合
口

縁
端

部
先

細
る

。
小

占
43～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

明
橙

色
良

好
・
た

だ
し
風

1
し
て

い
る

。
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
55図

AI区
竪
穴

住
居

07
土

師
器

腹
合

口
縁

壷

又
は

甕
29～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
存

含
む

ぃ
炎

茶
白

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

第
55図

AI区
竪
穴

住
居

07
覆

土
土

師
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
面

を

持
つ

。
173

46～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。

,L白
色

ホ
面

:淡
橙

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
ハ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ

V-4

第
55図

AI区
垂
穴

住
居

07
土

師
器

複
合

口
縁

甕
35～

や
や

粗
・
ウ

ン
モ

を
多

く

含
む

。
炎
茶

自
色

良
好

。た
だ

し
風

lt

し
て

い
る

。
ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

雪
墳

時
代

初
頭

第
55図

AI区
翌

穴
住

居
07

覆
土

土
師

器
複

合
口

縁
霊

複
合

口
縁

直
立

し
端

部
水

平
に
面

を
持

つ
。 

※
直

立
外

傾
50～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
橙

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
ぃ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

時
代

初
頭

第
55図

AI区
竪

穴
住

居
07

覆
土

弥
生

土
器

高
不

圧
痕

64～
よ
め

ら
か
・
lmm程

の
砂

炎
橙

自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
圧

痛
不

明
V-4

第
55図

AI区
堅

穴
住

居
07

覆
土

弥
生

上
器

高
杯

脚
端

部
に

面
を

持
つ

。
1 5～

な
め

ら
か

2mm以
下

の

砂
粒

を
含

む
。

炎
灰

白
色

不
良
・
風

化
し

て
し

ナ
デ
?

ヨ
コ
ナ
デ

?
V-4

第
55図

AI区
竪

穴
住

居
07

覆
土

粘
土

塊
焼

粘
土

塊
不
整
形

壁
材

窯
材
か

?〈
ぼ
み

器
高

幅
:

18
直

径
:38

幅
20

く
ぼ
み
径

:

10

や
や

粗
・
あ

ま
り
砂

粒

を
含

ま
な

い
。

盾
糟

色
不

良
・
風

化
し
て

し

る
。

第
55図

AI区
竪

穴
住

居
07

中
央

土
坑

粘
土

塊
焼

粘
土

塊
不

整
形
・
壁

材
・
窯

材
か

?
直

径
65

幅
60

咀
,あ

ま
り
砂
粒

を
含

ま
な

′ヽ
2mm程

の
小
石
含

む
。

炎
橙

色
不

良
V-4

第
55図

AI区
堅

穴
住

居
07

覆
土

粘
土

塊
焼

粘
土

塊
不

整
形

壁
材

窯
材

か
?

直
径

40
幅
:35

粗
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま

な
い

。

炎
橙

色

内
面

i黒
色

不
良
・
風

化
し
て

し

る
。

第
56図

AI区
土

器
棺

墓
01

弥
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口
縁

外
傾

し
縁

端
部

内

側
に

面
を
持

つ
。

27 0
72

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
貢

白
色

や
や

不
良

風
化

し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

ヨ
ナ

デ
・
タ

テ
ハ

ケ
メ

(細
)・

波
状

文
・

櫛
描

直
線

文
V-4

外
面

に
ス

ス
・
内

面
に

炭

化
物
・
土

器
棺

墓
01の

9Z

と
セ

ッ
ト
。

第
56図

AI区
土

器
棺

墓
OH

弥
生

土
器

貨
合

口
縁

甕
複

合
口
縁

外
傾

し
外

反
す

る
。
端

部
丸

く
収

め
る

。
23 2

32 0
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

営
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ

ヨ
ヨ
ナ
デ
・
タ
テ
′

メ
・
ミ
ガ
キ

?
V-4

肩
部
外
面

に
ミ
ガ
キ

?・
施

文
な

し
・
ゆ
が
み

有
り
。 上

器
植
墓

01の
93と

セ
ッ
ト
。

第
57図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

10
弥

生
土

器
寝
合

口
縁

壷
隻
合

口
縁

端
部

丸
〈
収

め
る

。
26～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
黄

自
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

不
明

不
明

V-2

第
57図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

10
弥

生
土

器
隻
合

口
縁

甕
賞
合

口
縁

直
立

し
端

部
丸

〈

瞑
め

る
。

53～
や

や
粗

2mm程
の

砂
和

淡
橙

黄
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明

V-2

第
57図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

10
弥

生
土

器
復

合
口

縁
重

又
は

甕

曼
合

口
縁

端
部

肥
厚

し
丸

く

使
め

る
ぅ

30～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
黄

自
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る

.
ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ
・
擬

凹
線

文
V-2～

3

第
57図

AI区
堅

穴
住

居
10

弥
生

土
器

復
合

口
縁

壺

又
は

甕
褒
合

口
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
29～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粕
淡

橙
自

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

F明
不

明
V-2

第
57図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

01
弥

生
土

器
復

合
口

縁
甕

嚢
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

摂
め

る
。

174
38～

や
や

粗
・
lmm程

の
丸

砂

と
赤

色
土

社
を

含
む

。
乳

白
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

Sそ
ら
く
ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
擬

凹
線

文
V-2

第
57図

AI区
竪
穴

住
居

01
体
生

土
器

嘆
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
直

立
し
端

部
丸

く

収
め

る
。
円

形
慕

発
痕

跡
42～

や
や

粗
・
3mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

白
色

外
面

:淡
橙

白

色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文

V-2～
3

事
滅

第
57図

A工
区

壬
穴

住
居

10
体
生

土
器

複
合

口
縁

壷

又
は

甕
複

合
口
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
140

34～
や

や
粗

引
mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ
・
擬

凹
線

文
V-3

第
57図

102
AⅡ

区
竪
穴

住
居

10
体
生

土
器

復
合

口
縁

亜

又
は

率

複
合

口
縁

端
部

肥
厚

し
丸

く

収
め

る
。

138
47～

粗
・
2mm以

下
の

砂
粒

を
含

と
,ハ

乳
自

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ

ナ
デ
・
擬

凹
線

文
V-2～

3

第
57図

A■
区

竪
穴

住
居

10
体
生

土
器

壺
又

は
甕

荒
れ

て
い

る
(不

整
形

)
33～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
灰

白
包

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-2～
3

第
57図

AI区
墾
穴

住
居

01
体
生

土
器

壺
又

は
糞

円
形

蒸
発

痕
跡

長
さ
:30

幅
23

幅
:23

景
さ
:065

や
や

粗

外
面

:淡
赤

白

色内
面

:乳
自

色

や
や

不
良

風
化

し

て
い

る
。

第
57図

AI区
墾
穴

住
居

01
ホ
生
土
器

鼓
型

器
台

口
縁

端
部

肥
厚

し
面

を
持

つ
。

29～
や

や
粗

2mm程
の

砂
粒

と
赤

色
土

粒
を

含
む

。
淡

橙
自

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

疑
凹

線
文

V-3

第
57図

A工
区

竪
穴

住
居

01
称

生
土

器
鼓

型
器

台
口

縁
端

部
丸

く
収

め
る

。
216

25～
や

や
粗

,あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
淡

橙
自

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

不
明

ヨ
コ
ナ
デ

?
V-4

第
57図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

10
弥

生
土

器
蔑
型

器
合

32～
や

や
粗
・
2mm程

の
丸

砂

を
含

む
。

炎
茶

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明

V-2～
3
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第
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遺

物
観

察
表

(5)

番
号

遺
物

番
号

地
区

遺
構

土
層

、
No

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

上
色

調
暁

成
内

外
時

代
備

考

第
57図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

10
土

器
溜

り
小
生

上
器

甑
形

土
器

109・
110と

セ
ッ

ト
。
日
縁

端
部

丸
く
収

め
る
。 ハ

ケ
メ
下

端
ま

で

入
る
。顎

部
く
び

れ
が

な
だ

ら
か

。

82 0
39 6

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
黄

白
色

や
や

不
良
・
風

化
L

て
い

る
。

ヨ
コ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

中
央

土
坑
・
高

不
110・

藍
109と

セ
ッ

ト
。
住

居
床

面
に

て
倒

壊
。

第
57図

109
AI区

竪
穴

住
居

10
中
央

土
坑

ホ
生
土
器

貨
合

口
縁

壺
褒
含

口
縁

外
傾

し
端

部
つ

ま
み
出

し
面

を
持

つ
・
底

部
残

る
。

26 5
34 0

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
繕

白
色

や
や

不
良
・
風

化
L

て
い

る
。

指
押

さ
え

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・

羽
状

文
・

ヘ
ラ

描
沈

線
文

V-4
内

面
に

ス
ス
・

内
面

炭

化
物

。

第
57図

AI区
竪
穴

住
居

10
土

器
溜

り
林
生

土
器

寄
不

口
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
内

側
に

蒸
発

痕
残

る
。

25 7
63～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
自

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て

い
る
。
(2次

的
に
火

)

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
58図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
■
央
土
坑

体
生

土
器

lR形
土
器

日
縁
端
部
に
面
を
持
つ
。頸

部
く
ぴ
れ
は
や
や
な
だ
ら
か
。

137
52 0

707
42 5

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
黄

白
色

や
や

不
良
・
風

化
L

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
と

思
わ
れ
る

ハ
ケ
メ
・
ヨ
コ
ナ
デ

V-4
中
央

主
現

驚
高

イ
と
セ

ツ

ト
。 住

居
床

面
に

て
側

壊
。

第
58図

AI区
番
穴

住
居

11
中
央

上
坑

小
生

土
器

復
合

口
縁

甕

実
合

口
縁

外
傾

し
端

部
面

を

寺
つ

。

残
は

垂
下

気
味

20 8
165～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

黄
白

色
良

好
・
た

だ
し
風

■

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
タ
テ
ハ
ケ
メ
・
ク
シ

描
直
線
文
・
波
状
文

V-4

外
面

に
ス

ス
。
内

面
に

炭

化
物

。
高

杯
113と

セ
ッ

ト

高
杯

115甕
114よ

り
先

行
し
て

使
用

さ
れ

た
。

第
58図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
中
央

上
坑

ホ
生
上
器

蔚
坪

口
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。

内
面

:中
央

は
荒

れ
て

い
る

(2次
的

)

暗
茶

色
帯

(2次
的

)

23 4
70～

や
や

粗
・
lmm程

の
長

石
・

石
英

等
を

含
む

。
淡

茶
自

色
良

好
・

た
だ

し
風
1

し
て

い
る

。

ヨ
ヨ

ナ
デ
・

ミ
ガ

キ
?

ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
′

ケ
メ

V-4
※

内
面

で
液

体
が

蒸
発

し
て

い
る

。外
面

は
火

を
受

け
て

い
な

い
。

第
58図

A工
区

選
穴

住
居

11
中
央

土
坑

小
生

土
器

褒
合

口
縁

甕

復
合

口
縁

外
傾

し
端

部
厚

く
内

側
に
面

を
持

つ
。端

部
折

り
返

さ
な

い
。
陵
上

向
き
か

げ
ん

に

水
平

突
1同

中
ほ

ど
で
張

る
。

25 8
28 9´

ヤ
や

や
粗

引
mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
自

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ

ハ
ケ
・
タ

テ
ハ

ケ
・

ヨ
コ

ナ
デ

,直
線

文
・
波

状
文

V-4
71面

に
ス

ス
付

着
。
面

適

寺
つ

。

第
58図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

11
中

央
土

坑
弥

生
土

器
罰
杯

ヨ
縁

端
部

丸
〈
収

め
る

。

臀
茶

色
帯

(2次
的

)

成
熱

赤
変

(2次
的

)

24 8
160～

や
や

粗
・
lmm程

の
自

色

砂
粒

を
含

む
。

良
好
・
た

だ
し
風

1と

し
て

い
る

。

不
:ナ

デ
・
ヘ

ラ

ミ
ガ

キ
?

脚
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

不
:ヨ

ヨ
ナ

デ

脚
フ

ケヽ
メ

V-4

内
面

で
液

体
が

蒸
発

?
3カ

所
の

赤
変

は
火

を
使

用
し
た

痕
か

?外
面

は
火

を
受

け
て

い
な

い
て

第
58図

AЦ
区

堅
穴

住
居

11
床

面
鉄

器
▼
リ
ガ
ン
ナ

つ
る
ま
き

長
さ
:77

全
長

:51
刃

長
:24

幅幅

全刃

全
体

厚
さ

:

08
厚

さ
:05

V-4
木

質
残

る
。

蔓
残

る
。

第
59図

AI区
竪

穴
住

居
11

弥
生

土
器

腹
合

日
縁

甕
34～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

井
含

む
^

乳
自

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・

回
線

文
V-1

第
59図

AI区
竪

穴
住

居
11

称
生

土
器

複
合

口
縁

蓑
複

合
口

縁
直

立
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

150
31～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文

V-1

第
59図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
北

西
体
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

21～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒
を

多
く
含

む
.

淡
黄

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ
・

凹
線

文
V-1

第
59図

AⅡ
区

竪
穴

住
居
H

末
面

称
生

土
器

腹
合

口
縁

甕
榎

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

44～
や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂
位
を

含
む

。

外
画

1黒
色

断
面

:淡
茶

自
色

良
好
・
た

だ
し
風

イ と

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

第
59図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
東
南

包
含

層
ホ
生
土
器

復
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

214
26～

0や
粗
・
2mm以

下
の

砂
↓
非

含
む

^

淡
橙

自
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・

凹
線
・
刺

突
文

V-1

第
59図

AⅡ
区

壬
穴

住
居

11
林
生

上
器

嘆
合

口
縁

蓑
隻
合

口
縁

端
部

丸
く
収

め
る

30～
や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

黄
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-2

第
59図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
葛

東
林
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

含
口

縁
端

部
丸

く
収

め
る

30～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒
明

橙
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
ハ

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-2

第
59図

AI区
堅
穴

住
居

11
町

東
体
生

土
器

寅
合

口
縁

甕
頃
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く
!vお

ス
_

32～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
黄

灰
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

擬
凹
線
文

V-2

第
59図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
ク

ロ
小
生

上
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
肥

厚

し
丸

く
収

め
る

。
45～

粗
・
2mm程

の
砂

粒
を

含
む

。

画面

外内色

暗
茶

色

淡
茶

黄
や

や
不

良
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文

V-2

第
59図

AI区
堅

穴
住

居
11

西
南

包
含

層
1

弥
生

土
器

寅
合

口
縁

甕
夏
合

口
縁

外
傾

し
端

部
肥

厚
し
丸

〈
収

め
る

^

30～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
自

色
や

や
不

艮
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-2

第
59図

AI区
堅

穴
住

居
11

弥
生

土
器

隻
合

口
縁

菱

又
は

壷
貫
合

口
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
12 1

33～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

存
含

む
.

淡
茶

自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ
・
擬

凹
線

文
V-2

第
59図

AⅡ
区

堅
穴

住
居
H

弥
生

土
器

嚢
合

口
縁

甕
褒
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く
38～

や
や

粗
・
lmm程

の
丸

砂

を
含

む
。

淡
黄

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文

V-2

第
59図

AI区
堅

穴
住

居
11

弥
生

土
器

褒
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
直

立
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

50～
や

や
粗
・
5mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
自

色
不

良
・
風

化
し
て

し

る
^

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ

ナ
デ

擬
凹

線
文

刺
突

文
V-2

第
59図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

11
西

北
包

含
層

1
弥

生
土

器
隻
合

口
縁

霊
榎

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く
」vお

ス
_

29～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
少

量
含

む
。

炎
橙

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-2

第
59図

A■
区

竪
穴

住
居

11
西

北
包

含
層

1
弥

生
土

器
榎

合
口

縁
壷

又
は

華
複

合
口

縁
端

部
丸

く
収

め
る

。
27～

や
や

粗
・
2mm程

の
丸

砂
を

含
む

。
淡

茶
白

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
.

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ
・
擬

凹
線

文
V-3
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遺

物
観

察
表

(6)

図号

挿番

物暑

遺番
地

区
遺

構
土

層
、
No

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

言
底

径
胎

土
色

調
暁

成
内

外
時

代
備

考

第
59図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

11
化
西

包
含

層
1

忠
生

土
器

複
合

口
縁

輩

又
は

壷

嚢
合

口
縁

端
部

肥
厚

し
丸

く
17お

ム
_

29～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒
井

全
お

_
淡

茶
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-2

第
59図

AI区
蛋
穴

住
居

11
葛
東

ホ
生
上
器

寃
合

口
縁

甕
嚢
合

口
縁

端
部

肥
厚

し
丸

く

摂
め

る
。

50～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒
と
赤

色
上

粒
を

含
む

。
淡

橙
自

色
良
・
た

だ
し
風

化
ヒ

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-3

第
59図

AI区
蛋
穴

住
居

11
lL西

小
生

土
器

複
合

口
縁

菱
複

合
口

縁
端

部
丸

く
収

め
る

。
162

46～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
橙

色
や
や
不
良
・
風
化

に
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-2

第
59図

A工
区

竪
穴

住
居

11
騒
南

包
含

層
1

体
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
端

部
先

細
る

。
35～

や
や

粗
・
2mm程

の
丸

砂

を
含

む
。

淡
茶

自
色

や
や

不
良
・
風

化
L

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
不

明
V-2

第
59図

A工
区

竪
穴

住
居

11
憂

止
ホ
生
土
器

嘆
合

口
縁

霊
曳
合

口
縁

端
部

丸
く
収

め
る
。

44～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

非
含

む
ぅ

淡
茶

白
色

や
や

不
良

風
化

し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
?

ヨ
ヨ
ナ
デ
?

V-2

第
59図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
林
生

上
器

複
合

口
縁

嚢
腹

合
口

縁
端

部
先

細
る

。
45～

や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
橙

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文

V-2

第
59図

AI区
翌
穴

住
居

11
体
生

上
器

複
合

口
縁

複
合

日
縁

端
部

丸
〈
収

め
る

。
37～

や
や

粗
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
茶

白
色

0や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文

V-2

第
59図

AI区
竪

穴
住

居
11

南
東

弥
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

47～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
橙

白
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-2

第
59図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

百
床

面
弥
生

土
器

複
合

口
縁

輩
複

合
口
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
37～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒
炎
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ

疑
凹

線
文

V-2

第
59図

A■
区

竪
穴

住
居

11
弥

生
上

器
複

合
口
縁

霊
複

合
口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

22 8
52～

や
や
粗
・
3mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
橙

自
色

良
好
・
た

だ
し
風

イと

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
擬

凹
線

文
V-2

第
59図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
床

面
弥

生
上

器
複

合
口
縁

菱
榎

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

55～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
橙

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

擬
回
線
文

V-3

第
59図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

11
南

弥
生

上
器

複
合

口
縁

甕
複

合
日

外
傾

し
端

部
丸

く
収

め
る

^

42～
や

や
租

・
Zmm程

の
砂

種

を
含
む
。

炎
責

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
下

明
V-2

第
59図

AI区
堅

穴
住

居
11

西
南

包
含

層
1

弥
生

土
器

複
合

口
縁

壷
複

合
口
縁

端
部

月 日
厚

し
丸

(

収
め

る
。

37～
や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

″
含

む
_

炎
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-3

第
59図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

11
西

北
包

含
層

1
弥

生
土

器
複

含
口

縁
輩

又
は

壺

複
合

口
縁

端
部

肥
厚

し
丸

(

収
め

る
。

14 1
34～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
茶

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-2

第
60図

AI区
竪

穴
住

居
11

弥
生

土
器

複
合

口
縁

肇

又
は

壷
複

合
口

縁
端

部
丸

〈
収

め
る

。
155

40～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
茶

白
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ
・
擬

凹
線

文
V-3

第
60図

147
AI区

堅
穴

住
居

11
48北

面
弥

生
土

器
複

合
口
縁

養
腹

合
口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く
56～

粗
・
2mm程

の
丸

砂
を
含

む
。

決
茶

白
色

や
や

不
良

風
化

し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
擬

凹
線
・

波
状

文
V-2

第
60図

AI区
竪

穴
住

居
11

西
南

包
含

層
1

弥
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口
縁

端
部

丸
く
収

め
る
。

40～
や

や
粗
・
3mm程

の
砂

粒
炎
橙

自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-3

第
60図

149
AI区

堅
穴

住
居

11
北

西
弥

生
土

器
複

合
口
縁

甕
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

38～
や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
多

く
含
む
。

炎
橙

色
良

好
・
た

だ
し
風
t

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・
ナ

デ
V-3

第
60図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
西

南
包

含
層

‖
弥

生
土

器
宴
合

口
縁

甕
隻
合

日
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
38～

や
や

粗
・
2mm程

の
丸

砂

を
含

む
。

男
橙

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
四
線

押
引
直
線
文

V-2

第
60図

A工
区

堅
穴

住
居

11
弥

生
上

器
隻
合

口
縁

復
合
口
縁
外
傾

し
端
部
肥
厚

し
丸

く
収
め
る
。

51～
や

や
杷

・
3mm軽

の
砂

和

を
含

む
。

淡
黄

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-3

第
60図

A工
区

竪
穴

住
居

11
弥

生
土

器
隻
合

口
縁

甕
嚢
合

口
縁

端
部

丸
く
収

め
る
。

48～
や

や
粗
・
2mm程

の
丸

砂

を
含

む
。

乳
自

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
擬

凹
線

文
V-3

第
60図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

11
弥

生
土

器
隻
合

口
縁

甕
複

合
口
縁

端
部

丸
く
収

め

る
。
擬

凹
線

2周
47～

や
や

粗
・
3mm程

の
砂

粒

井
金

trh_
淡

橙
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-3

第
60図

AⅡ
区

蚤
穴

住
居

11
1

弥
生

土
器

複
合

口
縁

甕
現
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

恨
め

る
。

25 0
68～

や
や

粗
・
5mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

黄
自

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

ヨ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-3

第
60図

AI区
壬
穴

住
居

11
体
生

土
器

複
合

口
縁

甕
55～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

責
白

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文

V-3

第
60図

AI区
竪
穴

住
居

11

'3

ホ
生
土
器

隻
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

60～
粗
・
2mm程

の
丸

砂
を

含
淡

茶
色

良
好
・
た

だ
し
風

イヒ

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ

デ
・
擬

回
線

文
V-2～

3

第
60図

AI区
竪
穴

住
居

11
13・

南
東

林
生

土
器

嚢
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
肥

厚

し
丸

く
収

め
る

。
60～

粗
・
2mm程

の
丸
砂

を
含

む
。

淡
黄

自
色

良
好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-3

第
60図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
林
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口
縁

端
部

丸
く
収

め
る
。

51～
や
や

粗
・
2mm程

の
丸

砂

を
含

む
。

淡
黄

色
良
好

た
だ

し
風

イ と

し
て

い
る

_
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-2～

3

第
60図

AI区
壬
穴

住
居

11
至
南

包
含

層
1

体
生

土
器

複
合

口
縁

壷
42～

や
や

粗
・
3mm程

の
丸

砂

を
含

む
。

淡
茶

自
色

不
良
・
風

1ヒ
し

て
t

ス
_

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
擬
凹
線
文

V-3

第
60図

A工
区

竪
穴

住
居

11
西

南
包

含
層

1
弥
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
端

部
肥

厚
し
丸

〈

収
め

る
。

130
38～

や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

と
ウ
ン
モ
含
む
。

淡
茶

自
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文

V-3



第
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遺

物
観

察
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|

ωし
つ|

図号

挿番

物号

遺番
地

区
遺

構
土

層
、
No

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
60図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

11
西

南
包

含
層

1
弥

生
土

器
復

合
口

縁
嚢

41～
や

や
粗
・
2mm以

下
の

丸

砂
を

含
む

。
乳

白
色

や
や

不
艮
・

風
化

し

て
い
る
。

ヨ
コ
ナ
デ

疑
凹

線
文

V-3
疑
凹

線
磨

減

第
60図

AI区
堅

穴
住

居
11

弥
生

土
器

複
合

日
縁

甕
複

合
口

縁
端

部
先

細
る

。
37～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒
を

含
む

.
店
紫

茶
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
ヨ

ナ
デ

ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
繰

文
V-2

第
60図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
弥

生
土

器
複

合
口

縁
甕

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

37～
や

や
粗
・
3mm程

の
丸

砂

を
含

む
。

炎
黄

自
色

や
や

不
良

風
化

し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文

V-3

第
60図

AI区
墾
穴

住
居

11
〕4

弥
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口
縁

端
部

先
細

る
。

42～
粗
・
2mm程

の
砂

粒
を
含

む
。

失
茶

自
色

良
好
・
た

だ
し
風

1と

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

ヨ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-3

第
60図

AI区
垂
穴

住
居

11
西

南
包

含
層

1
祢
生

土
器

複
合

口
縁

甕
腹

合
口

縁
端

部
先

細
る

。
35～

や
や

粗
・
2mm程

の
丸

砂

を
含

む
。

炎
黄

色
0や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文

V-3

第
60図

AⅡ
区

翌
穴

住
居

11
化

ホ
生
土
器

複
合

口
縁

壼
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

56～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒
を
含

む
ハ

明
橙

色
や

や
不

良
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文

V-3
ゆ

が
み

有
り

。

第
60図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
称
生

土
器

複
合

口
縁

霊
寝

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く
|▼

あ
ス

_
70～

や
や

粗
・
5mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
自

色
や

や
不

良
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文

V-4

第
61図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
末

面
ホ
生
土
器

複
合

口
縁

簑
複

合
口
縁

外
傾

し
端

部
先

細
る

。
45～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
を
含

む
_

淡
茶

白
色

や
や

不
良
・
風

化
に

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

ョ
ナ

ギ
V-4

第
61図

AⅡ
区

蚤
穴

住
居

11
憂

土
体
生

土
器

複
含

口
縁

警
寃
合

口
縁

端
部

先
細

る
。

40～
や

や
粗
・

lmm程
の

砂
柚

を
含

む
。

盾
橙

色
艮
好
・
た
だ

し
風
■

し
て
い
る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
61図

A■
区

選
穴

住
居

11
憂
±

33
ホ
生
土
器

寅
合

口
縁

賽
褒
合

口
縁

外
傾

し
端

部
先

細
る
ぃ

63～
や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
を
含

む
。

淡
黄

自
色

や
や

不
良

風
化

し

て
い

る
。

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
61図

AI区
選
穴

住
居

11
ミ
南
包
含
層

1
麻
生

土
器

賃
合

日
縁

窒
夏
合

日
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
139

35～
や

や
粗

lmm以
下

の
砂

粒
と
赤
色

土
粒

を
含

む
。

淡
橙

白
色

や
や
不
艮
・
風
化

し
て
い
る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
61図

AⅡ
区

番
穴

住
居

11
未
面

祢
生

土
器

隻
合

口
縁

甕
隻
合

口
縁

端
部

丸
〈
収

め
る

。
38～

や
や

粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
赤

橙
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

V-4

第
61図

A工
区

堅
穴

住
居

11
床

面
弥

生
土

器
蔓
合

口
縁

甕
Я
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

又
め

る
。

132
61～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
61図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

11
覆

土
弥

生
土

器
夏
合

口
縁

甕
腹
合

口
縁

端
部

丸
〈
収

め
る

。
127

32～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

附
歩

合
よ
、

_
増

橙
色

不
良
・
風

化
し
て

し

る
。

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
61図

A工
区

墾
穴

住
居

11
弥

生
上

器
複

合
口

縁
嚢

複
合

口
縁

端
部

先
細

る
。

36～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
黄

白
色

や
や

不
良

風
化

し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
61図

AI区
墾
穴

住
居

11
J

赤
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

含
口

縁
端

部
軽

く
つ

よ
み

出
し
、
陵

部
す

る
ど

く
水

平
に

突
。

170
53～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
明

橙
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

V-4

第
61図

177
AⅡ

区
竪
穴

住
居

11
】
ヒ

林
生

土
器

複
合

口
縁

嚢
複

合
口

縁
端

部
軽

く
つ

ま
み

出
す

。
43～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂
生
を

含
む

。
淡

橙
自

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

第
61図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
林
生

土
器

寝
合

口
縁

蓑
褒
合

口
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
48～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

V-4

第
6,図

AⅡ
区

番
穴

住
居

11
体
生

土
器

複
合

口
縁

甕
隻
含

口
縁

ゆ
る

〈
外

反
し
端

部
丸

く
収

め
る

。
や

や
粗

lmm程
の

砂
粒

を
含

む
。

明
橙

色
不

良
・
風

化
し
て

し

る
。

下
明

不
明

V-4

第
61図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
東

南
包

含
層

1
体
生

土
器

貨
含

口
縁

甕
寃
合

口
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
33～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
と

ウ
ン

モ
含

む
。

淡
茶

白
色

良
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
ヨ

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
61図

AI区
竪

穴
住

居
11

弥
生

土
器

隻
合

口
縁

甕

復
合

口
縁

直
立

し
端

部
つ

ま
み

出
し
ゆ

る
く
外

反
。
陵

部
や

や
下

向
き

に
突

。
77～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
橙

黄
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
・
ヨ
コ
ノ

ケ
メ

V-4

第
6,図

AH区
竪

穴
住

居
H

弥
生

土
器

嚢
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

156
48～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
橙

白
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
61図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
弥

生
上

器
複

合
口

縁
甕

腹
合

口
縁

端
部

強
く
折

り
返

し
、
つ

ま
み

出
す

。
46～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
現
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
.

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

V-4

第
61図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

11
14、

東
南

包

含
層

1
弥

生
土

器
複

合
口

縁
甕

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
つ

ま
み

出
す

水
平

に
突

出
。

172
60～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
と
赤

色
土

粒
含

む
。

月
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ

V-4

第
61図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

11
柱

穴
29

弥
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複
合
口
縁
端
部
弱

く
つ
ま
み

出
す
。

38～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
赤

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
ぃ

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

V-4

第
61図

AI区
墾

穴
住

居
11

称
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
端

部
つ

ま
み

出
す

。
50～

や
や

粗
・

lmm以
下

の
砂

粒
と

赤
色

土
粒

を
含

む
。

炎
橙

色
良

た
だ

し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
61図

A工
区

墾
穴

住
居

11
祢
生

土
器

複
合

口
縁

蓑
複

合
口

縁
端

部
内

側
に

面
を

持
つ

。
47～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
橙

自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

V-4

第
61図

A江
区

竪
穴

住
居

11
西

北
包

含
層

称
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
端

部
丸

く
収

め
る

。
40～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂
央
黄

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
61図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
17

称
生

土
器

複
含

口
縁

襄
複

合
口

縁
端

部
つ

ま
み

出
し

弱
い

。
50～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
黄

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ



第
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遺

物
観

察
表

(8)

|

0ふ

|

図号

挿番
遺

物

番
号

地
区

遺
構

土
層

、
Nは

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
61図

A工
区

壬
穴

住
居

11
覆

土
ふ
生
土
器

嚢
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
端

部
内

側
に

面
を

持
つ

。
20 5

44～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

情
茶

橙
色

や
や

不
良

風
化

し

て
い

る
。

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

V-4

第
61図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
東

南
包

含
層

1
体
生

土
器

複
合

口
縁

華
複

合
日

縁
端

部
丸

〈
収

め
る

。
20 8

50～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

約

を
含

む
。

淡
橙

色
て
い
る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
ギ

V-4

第
62図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
末

面
体
生

土
器

複
合

口
縁

蓑
複
合
口
縁
端
部
ナ
デ
に
よ

り
く
ば
む
。

45～
や

や
粗

lmm以
下

の
砂

粒
を
含

む
。

淡
赤

灰
色

や
や

不
良
・
風

化
t

て
い

る
.

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

V-4

第
62図

AI区
壬
穴

住
居

11
化
西

包
含

層
1

体
生

土
器

嚢
又

は
壷

28～
や

や
粗
・
2mm程

の
丸

砂

を
含

む
。

淡
茶

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
不

明
V-2～

3

第
62図

A■
区

竪
穴

住
居

11
林
生

土
器

甕
又

は
壷

32～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

黒
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
不

明
V-4

第
62図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
未

面
h生

土
器

壷
又

は
萎

平
底

の
底

部
26～

や
や

粗
2mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
茶

色
R好

・
た
だ

し
風
イ
t

し
て
い
る
。被

熱
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ

デ
V-2～

3

第
62図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
東

南
包

含
層

1
祢
生

土
器

壼
又

は
甕

17～
や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
橙

色
や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
不

明
V-2～

3

第
62図

AI区
翌

穴
住

居
11

南
東

称
生

土
器

壺
又

は
委

底
部

成
形

時
の

指
押

さ
え

残
16～

や
や
粗
・
lmm以

下
の
砂

粒
を
含
む
。

炎
黄

白
色

良
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
不

明
V-4

第
62図

A■
区

竪
穴

住
居

●
Jヒ
西

弥
生

土
器

鉢
60～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
歩

合
お

_
月
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

F明
V-2～

4

第
62図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
弥

生
土

器
鼓

型
器

台
66～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
橙

白
色

や
や

不
艮
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-2

第
62図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
東

南
包

含
層

1
弥

生
上

器
鼓

型
器

台
刺

突
文

20～
や

や
粗

lmm程

を
含

む
。

の
砂

粒
,L白

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

Fl突
文

V-3～
4

第
62図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
床

面
弥

生
土

器
低

脚
杯

口
縁

端
部

丸
〈
収

め
る

。
25～

,や
粗
・
lmm以

下
の

砂

位
を

含
む

。
,と
自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

V-4

第
62図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
7

弥
生

土
器

高
邦

169～
な

め
ら
か

lmm程
の

砂

粒
を
含

む
。

月
橙

白
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

即
:竹

管
押

え
V-2～

3

第
62図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

11
弥

生
土

器
複

合
口

縁
輩

口
縁

内
側

に
段

を
持

た
な

い
39～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
橙

自
色

良
好
・
た

だ
し
風

イ と

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-2

第
62図

AI区
堅

穴
住

居
11

弥
生

土
器

鼓
型

器
台

口
縁

内
側

に
段

を
持

た
な

い
。

40～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

黄
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

下
明

V-4

第
62図

AI区
堅

穴
住

居
05

弥
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
外

傾
す

る
。

(152)
37～

粗
・
3mm程

の
砂

粒
と

赤

色
土

粒
を

含
む

。
淡

茶
自

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-1
(風

化
)欠

損

第
62図

A工
区

堅
穴

住
居

05
弥

生
土

器
複

合
口

縁
奏

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

36～
や

や
粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
赤

白
色

や
や

不
良

風
化

し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

擬
凹
線
文

V-2～
3

第
62図

AI区
堅

穴
住

居
05

弥
生

土
器

複
合

口
縁

霊

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
二

枚
貝

に
よ

る
平

行
線

文
。

60～
岨 ・

2mm程
の
砂
粒

を
含

む
。

炎
茶

色
普
通

た
だ

し
風
北

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
・
貝

平
行

線

文
V-2～

3

第
62図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

05
弥

生
土

器
嚢
合

口
縁

甕

腹
合

国
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
二
枚

民
に

よ
る
平

行
線

文
・
複

含
部

陵
貼

張
付

け
・
内
側

に
明

瞭
な
段

表
わ

さ
な

い
。

35～
粗
・
3mm程

の
赤

色
土

粒

を
含

む
。

淡
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ

デ
・
貝

平
行

線

文
V-3

第
62図

209
AI区

竪
穴

住
居

05
弥

生
土

器
隻
合

日
縁

甕
実
合

口
縁

端
部

丸
く
収

め
る
。

48～
粗
・
2mm程

の
角

レ
キ

を

含
む

。
淡

茶
白

色
旨
通
・
た

だ
し
風
1

し
て

い
る

。
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-3

第
62図

A工
区

竪
穴

住
居

05
弥

生
土

器
壷
又

は
萎

16～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

和

を
含

む
。

悟
赤

茶
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
不

明
V-2～

3

第
62図

A工
区

竪
穴

住
居

05
弥

生
土

器
領
形

上
器

天
地

逆
の

可
能

性
有

。
185～

や
や
粗
・
赤
色
土
粒
を
含

む
。

明
橙

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

V-2～
3

第
62図

AⅡ
区

監
穴

住
居

05
胚
生

土
器

張
形

土
器

喘
部

丸
く

収
め

る
。

46～
密
・
あ
ま

り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

暗
橙

色

内
面

:淡
黄

自

色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

下
明

不
明

V-4

第
62図

AI区
竪
穴

住
居

12
輩
帯

溝
ベ

ル

ト ・
覆

上
体
生

土
器

直
口

壷
喘
部

丸
〈
収

め
る

。
78

132～
や

や
粗
・
3mm以

下
の

丸

砂
を

含
む

。
淡

橙
自

色
不

良
・
風

化
し
て

し

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-2

第
62図

AI区
竪
穴

住
居

12
買
土

体
生

土
器

複
合

日
縁

甕
複

合
口

縁
端

部
上

方
に

つ
ま

み
出

す
。

181
29～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

黄
自

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-2

第
62図

AI区
竪
穴

住
居

12
憂

土
ホ
生
土
器

壷
又

は
養

42～
0や

粗
・
2mm以

下
の

砂

位
を

含
む

。
暗

茶
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明

V-1～
2

第
62図

AI区
竪
穴

住
居

12
覆

土
階
土

塊
暁
粘

土
塊

長
さ

:雪
幅
:15

や
や

粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
暗

橙
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
整

形
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物
観

察
表
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図号

挿番

物号

遺番
地

区
遺

構
土

層
、 Nc

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
暁

成
内

外
時

代
備

考

第
62図

A工
区

堅
穴

住
居

05
覆

土
土

器
不

明
剛
端

部
丸

〈
収

め
る

。
37～

100
や

や
粗

暗
茶

色
艮

好
・
た

だ
し
風

■

し
て

い
る

。
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ

角
側

に
ス

ス
。

第
63図

A■
区

竪
穴

住
居

02
柱

穴
1

土
師

器
単

純
口

縁
霊

単
純

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

75～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒
を
含

む
。

淡
橙

色
や

や
不

良
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
ハ

ケ
メ

吉
墳

中
期

第
63図

AH区
堅

穴
住

居
02

柱
穴

1
土

師
器

単
純

口
縁

甕
当
純

口
縁

端
部

丸
〈
収

め
る

。
34～

を
多

く
含
む
。

淡
橙

自
色

良
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

中
期

第
63図

220
AI区

堅
穴

住
居

02
西

南
壁
・

炭
化

物
面

土
師

器
単

純
口

縁
壷

又
は

甕

単
純

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

35～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒
を
含

む
。

淡
茶

自
色

良
好
・
た

だ
し
風
1

し
て

い
る

。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

吉
墳

中
期

第
63図

A工
区

竪
穴

住
居

02
土

師
器

幸
純

口
縁

甕
単

純
口

縁
外

反
し
端

部
先

細

る
。

69～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

画面

外内色

明
橙

色

淡
茶

黄
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

吉
墳

中
期

第
63図

222
AI区

竪
穴

住
居

02
柱

穴
1

土
師

器
単
純

口
縁

甕
≧
純

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く
I▼
あ

ス
_

78～
や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒
を
含

む
。

決
黄

茶
色

良
好

ラ
ケ
ズ

リ
タ
テ
ハ
ケ
・
ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

中
期

第
63図

223
AI区

竪
穴

住
居

02
床

面
土

師
器

早
VL口

稼
重

又
は

輩

単
純

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

70～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
不

明
古

壌
中

期

第
63図

224
AI区

堅
穴

住
居

02
壁

帯
滞

土
師

器
幸
純

口
縁

華
単

純
口
縁

外
反

し
端

部
丸

〈
J▼

ぬ
ス

^
48～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
を

含
む

。
男
橙

色
不
良
・
風
化

し
て
し

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

古
壌

中
期

第
63図

A工
区

竪
穴

住
居

02
土

師
器

単
純

口
縁

甕
単
純

口
縁

や
や

外
反

す
る

。
54～

粗
2mm程

の
砂

粒
を

含

む
。

炎
黄

茶
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ハ

ケ
メ

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

吉
墳

中
期

第
63図

226
AⅡ

区
堅

穴
住

居
02

上
師

器
口
縁

外
反

し
端

部
丸

〈
収

め

る
。

20 2
66～

や
や

粗
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
白

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

中
期

第
63図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

02
ヨ臣

1
土

師
器

単
純

口
縁

甕
単

純
口

縁
外

反
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

200～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ナ

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

吉
墳

中
期

第
63図

228
AI区

堅
六

住
居

02
S K05

土
師

器
小

型
壼

77～
や

や
粗
・
3mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
下

明
吉

墳
中

期

第
63図

AI区
堅

穴
住

居
02

床
面

土
師

器
単

純
口

縁
重

口
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
32～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
を
含

む
。

炎
貢

茶
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

吉
墳

前
期

～
中

期

第
63図

230
AⅡ

区
竪

穴
住

居
02

柱
穴

3
土

師
器

高
鉢

18～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
赤

構
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明

古
墳

中
期

～
後

期

第
63図

AI区
堅

穴
住

居
02

床
面

上
師

器
単

純
口

縁
壷

口
縁

端
部

丸
〈

収
め

る
。

152
33～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
炎
茶

色
や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
^

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
?

ヨ
コ
ナ
デ

吉
墳

中
期

第
63図

A工
区

竪
穴

住
居

02
床

面
土

師
器

単
純

口
縁

壷

又
は

蓋

単
純

口
縁

外
反

し
端

部
丸

〈

収
め

る
。

45～
や

や
粗
・

lmm程
の

砂
粒

と
赤

色
土

粒
を

含
む

。
旨
赤

橙
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

中
期

第
63図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

02
S Tl

土
師

器
単

純
口

縁
重

又
は

奪

単
純

口
縁

外
反

し
端

部
先

細
74

42～
や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
と
含

む
。

炎
橙

色
や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

中
期

第
63図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

02
上

師
器

単
純

口
縁

甕
単

純
口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

56～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
茶

自
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

前
期

～
中

期

第
63図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

02
西

包
含

層
土

師
器

小
型

壷
75～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

と
赤

色
土

粒
を

含
む

。
炎
橙

色
不

良
・
風

化
し
て

し

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
不

明
吉

墳
中

期

第
63図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

02
床

面
土

師
器

小
型

壷
(単

純
口

縁
)

単
純

口
縁

直
立

し
端

部
丸

〈

収
め

る
。

57～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
月
橙

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ナ
デ

ナ
ギ

=墳
中

期

第
63図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

02
床

面
土

師
器

単
純

口
縁

壼

又
は

奪
端

部
丸

く
収

め
る

。
28～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
と
含

む
。

月
橙

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ナ
デ

ナ
デ

古
墳

中
期

第
63図

A江
区

竪
穴

住
居

02
床

面
土

師
器

単
純

口
縁

壷

又
は

甕

端
部

先
細

る
。
日
縁

:中
ぶ

く

ら
み

。
28～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
含

む
。

炎
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

前
期

第
63図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

02
床

面
土

師
器

単
純

口
縁

亜
口
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
38々

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
橙

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ナ
デ

ナ
デ

古
墳

中
期

第
63図

AI区
翌

穴
住

居
02

床
面

土
師

器
単

純
口

縁
壼

又
は

嚢
口

縁
端

部
丸

く
収

め
る

。
30～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

ホ
面

:暗
茶

色

対
面

:淡
橙

色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

雪
境

前
期

～
中

fR
ス

ス
付

着
。

第
63図

AI区
竪
穴

住
居

02
炭

化
物

面
土

師
器

ミ
ニ

チ
ュ

ア
土

器
口

縁
端

部
つ

ま
み

出
す

。
34～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
を
含

む
。

炎
橙

色
孝

た
だ

し
風

1と
し

て
い

る
.

手
捏

ね
手

捏
ね

雪
墳

中
期

第
63図

AI区
竪
穴

住
居

02
7①

土
追市

器
高

不
口

縁
端

部
丸

〈
収

め
る

。
40～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
含

む
。

炎
黄

自
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

=墳
中

期

第
63図

AI区
竪
穴

住
居

02
土

師
器

高
郷

口
縁

端
部

丸
〈

収
め

る
。

42～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
橙

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

雪
墳

中
期

第
64図

A工
区

竪
穴

住
居

02
壁

帯
溝

02
土

師
器

高
杯

口
縁

端
部

先
細

る
。

45～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒
を

含
む

。
炎
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明

吉
墳

中
期

第
64図

AI区
竪

穴
住

居
02

土
師

器
高

坪
15～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
を
含

む
。

炎
橙

色
貫
・

た
だ

し
,風

1ヒ
し

て
い
る
。

下
明

不
明

古
墳

中
期

松
山

編
年

高
杯

B
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遺

物
観

察
表

10
図号

挿番
遺

物

番
号

地
区

遺
構

土
層

、 No
種

別
器

種
特

徴
口

径
最

大
径

器
高

底
径

胎
土

色
調

焼
成

内
外

時
代

備
考

第
64図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

02
土

師
器

高
不

口
縁

端
部

先
細

る
。

47～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
橙

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明

雪
墳

中
期

第
64図

AI区
竪

穴
住

居
02

土
師

器
高

不
35～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
橙

白
色

良
・
た

だ
し
風

1と
し

て
い

る
。

不
明

不
明

古
墳

中
期

第
64図

AI区
竪

穴
住

居
02

土
師

器
高

郷
49～

や
や
粗
・
2mm以

下
の
砂

粒
を
含
む
。

炎
橙

自
色

貫 ・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ナ
デ

ケヽ
メ
・
ナ
デ

古
墳

中
期

松
山

編
年

高
不

8

第
64図

A工
区

堅
穴

住
居

02
土

師
器

高
FTN

50～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
橙

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ナ
デ

ケヽ
メ

古
墳

中
期

第
64図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

02
中

央
上

坑
上

師
器

高
不

口
縁

端
部

つ
ま

み
出

す
。

177
46～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
赤

橙
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

中
期

第
64図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

02
土

師
器

高
不

62～
や
や
粗

lmm程
の
砂
粒

を
含
む
。

夫
橙

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

占
墳

中
期

～
後

第
64図

AI区
竪

穴
住

居
02

土
師

器
不

端
部

先
細

る
。

147
33～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
橙

色
不

長
・
風

化
し
て

し

る
。

不
明

不
明

古
墳

中
期

～
後

HH

第
64図

A工
区

堅
穴

住
居

02
土

師
器

高
不

30～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
橙

白
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

不
明

不
明

古
墳

中
期

松
山

編
年

高
不

B

第
64図

AⅡ
区

堅
六

住
居

02
1

上
師

器
高

必
28～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂
粒

を
含

む
。

淡
橙

白
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

不
明

ハ
ケ
メ

吉
墳

中
期

松
山

編
年

高
不

B・
松

山

氏
 

接
続

法
β

第
64図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

02
土

師
器

高
郷

53～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明

古
墳

前
期

～
中

第
64図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

02
上

師
器

高
不

44～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

災
橙

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
不

明
古

墳
中

期

第
64図

AH区
堅

穴
住

居
02

土
器
A

上
師

器
高

杯
即
端

部
丸

く
収

め
る

。
83～

を
含

む
。

月
橙

色
不

良
・
風

化
し

て
し

不
明

下
明

古
墳

中
期

第
64図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

02
西

包
含

層
土

師
器

罰
郭

25～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒
弁

全
お

_
淡

茶
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明

古
墳

被
熱

第
64図

259
AⅡ

区
竪

穴
住

居
02

上
師

器
50～

や
や
粗
・

l mal程
の
砂
粒

を
含
む
。

炎
茶

色
良

。た
だ

し
風

化
し

て
い

る
。

手
握

ね
古

墳
中

期
～

後
被

熱

第
64図

A■
区

堅
穴

住
居

02
上

師
器

多
動

式
カ

マ
ド

54～
や

や
粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
黄

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明

吉
墳

中
期

～
後

珈

第
64図

A■
区

竪
穴

住
居

02
床

面
土

師
器

カ
マ

ド
?

51～
や

や
粗
・
3mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明

吉
墳

中
期

～
後

期

第
64図

A■
区

堅
穴

住
居

02
須

恵
器

蓋
口
縁

端
部

内
側

に
面

を
持

ち

〈
ぼ

む
。

26～
密

青
灰
色

断
面

iセ
ピ
ア
色

良
婿

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

TK47平
行

6世
紀

初
頭

第
64図

263
AⅡ

区
竪

穴
住

居
02

床
面

須
恵

器
蓋
又

は
輩

ヨ
縁

端
部

外
側

に
面

を
持

つ
。

45～
密

情
灰

色
良

回
転
ナ
デ

タ
タ
キ
・
ナ
デ

古
墳

後
期

第
64図

264
AⅡ

区
竪

穴
住

居
02

床
面

弥
生

土
器

壷
又

は
甕

平
底

15～
や
や
粗
・
2mm程

の
砂
釉

を
含
む
。

淡
橙

自
色

艮
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明

弥
生

末
期

～
古

墳
初

頭
堅

穴
住

居
11の

遺
物

第
64図

AI区
堅

穴
住

居
02

床
面

土
師

器
蓋
叉

は
甕

平
底

1 8～
26

や
や

粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
乳

自
色

罠
好
・
た

だ
し
風

■

し
て

い
る

。
下

明
不

明
堅

穴
住

居
11の

遺
物

第
64図

AI区
堅

穴
住

居
02

覆
土

弥
生

土
器

言
杯

B
口

縁
端

部
丸

く
収

め
る

。
1 9～

な
め

ら
か
・
lmm程

の
砂

対
歩

合
か

_
乳

灰
白

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

下
明

不
明

V-4

第
64図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

02
西

南
壁

炭
化

物
面

と
師

器
雪

杯
17～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

明
橙

色
罠
好
・
た

だ
し
風
1

し
て

い
る

。
下

明
不

明
古

墳
中

期
松

山
氏
 

接
続

法
β

第
64図

AⅡ
区

壬
穴

住
居

02
E百

壁

え
化

物
面

土
師

器
笥

郵
23～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

古
墳

中
期

松
山

氏
 

接
続

法
β

第
64図

AI区
壬
穴

住
居

02
■
央
上
坑

土
師

器
笥

杯
18～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
赤

橙
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

下
明

不
明

吉
墳

中
期

第
64図

AI区
壬
穴

住
居

02
憂
土

上
師

器
雪

杯
51～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
淡

橙
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ

デ
古

墳
中

期

第
64図

A■
区

番
穴

住
居

02
匈
向

璧

売
化

物
面

と
師

器
雪

不
68～

や
や

粗
・
lmm程

砂
粒

と

赤
色

土
粒

を
含

む
。

淡
橙

自
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ズ
リ

不
明

古
墳

中
期

第
64図

AⅡ
区

-1 1
ベ
ル

ト
ホ
生
土
器

葺
不

80～
や

や
粗
・
3mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

明
橙

色
や
や
不
長
・
風
化

し
て
い
る
。

不
明

第
64図

AI区
竪
穴

住
居

02
ト
レ

ン
チ

西
倒

林
生

土
器

高
不

底
部

:竹
管

連
続

刺
突

114～
よ
め
ら
か
。2mm程

の
砂

位
を
含
む
。

淡
茶

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

V-4

第
64図

AⅡ
区

竪
穴

住
居

02
ト
レ

ン
チ

西
側

林
生

土
器

高
」

TN

=部
:径

1竹
管

で
連

続
刺

突
102～

な
め

ら
か

。3mm以
下

の

砂
粒

を
少

し
含

む
。

淡
黄

白
色

不
良
・
風

化
し
て

し

る
。

V-4
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遺

物
観

察
表

11)

図号

挿番

タロ可

還番
地

区
遺

構
土

層
、
No

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
暁

成
内

外
時

代
備

考

第
64図

AⅡ
区

堅
穴

住
居

02
床

面
弥

生
上

器
蔑
型

器
台

二
枚

貝
列

点
文

38～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

と
赤

色
土

粒
を

含
む

。
淡

茶
白

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
2枚

貝

列
点

文
V-3～

4

第
64図

A工
区

竪
穴

住
居

02
称
生

土
器

甑
形

土
需

100～
や
や
粗

2mm以
下
の
砂

tを
含
む
。

淡
茶

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ケヽ
メ

V-2～
3

第
64図

AI区
翌
穴

住
居

02
西

包
含

層
体
生

土
器

競
形

土
器

90～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂
淡

茶
白

色
良

好
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
下

明
V-4

第
65図

AI区
番
穴

住
居

13
土

坑
-2

土
師

器
壷

又
は

輩
単

純
口

縁
外

反
し
端

部
面

を

持
つ

。
48～

咀 ・
2mm程

の
砂

粒
を

含

b。
淡

茶
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

?・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
?

ヨ
ヨ

ナ
デ
?

吉
墳

中
期

第
65図

AI区
竪
穴

住
居

13
土

坑
-2

土
師

器
高

郷
口

縁
端

部
丸

〈
収

め
る

。
51～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

.
明

橙
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明

吉
墳

中
期

第
65図

280
AI区

竪
穴

住
居

13
土

師
器

高
杯

接
合

痕
47～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂
位
を

含
む

。
淡

橙
自

色
不

良
・
風

化
し

て
し

不
明

不
明

吉
境

中
期

第
65図

AI区
翌
穴

住
居

13
土

師
器

高
不

口
縁
・
脚

端
部

丸
〈
収

め
る

。

充
填

部
指

お
さ

え
。

112
や

や
粗
・
2mm以

下
の

砂

位
を

含
む

.
淡

橙
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

不
明

ナ
デ

吉
墳

中
期

第
65図

AI区
竪
穴

住
居

13
土

師
器

単
純

口
縁

萎
単

純
口
縁

直
立

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
頸

部
接

合
痕

87～
や
や

粗
・
3mm以

下
の

砂
立
を

含
む

。
明

橙
色

不
良

風
化

し
て

し

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ̀
ナ

デ
?

ナ
デ

?
古

墳
中

期

第
65図

AI区
竪
穴

住
居

13
1

土
師

器
単

純
口

縁
壷

又
は

甕

単
純

口
縁

直
立

し
端

部
先

細

る
。

106～
や

や
粗
・
2mm以

下
の

砂
明

橙
色

や
や

不
良

風
化

し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

中
期

第
65図

AI区
垂
穴

住
居

13
土

師
器

単
純

口
縁

壷
単

純
口

縁
端

部
先

細
る

。
小

型
品

45～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

いア
ナ

デ
古

墳
中

期

第
65図

AI区
堅
穴

住
居

13
と
師

器
沐

盲
台

が
付

く
61

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂
明

橙
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

下
明

不
明

古
墳

中
期

第
65図

CⅥ
区

隻
状

遺
構

02
憂

土
土

師
器

単
純

口
縁

甕
単

純
口

縁
ゆ

る
(外

反
し
端

部
丸

(収
め

る
。
ナ

デ
肩

96～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒
を

含
む

。
現
橙

色
や

や
不

良
風

化
L

て
い

る
。

不
明

ハ
ケ

メ
占
墳

中
期

～
後

朗
外

面
に

ス
ス

内
面

に
旗

化
物

。

第
65図

CⅥ
区

段
状

遺
構

02
覆

土
土

師
器

ム
ロ
甕

口
縁

端
部

肥
厚

す
る

。
126～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
橙

色
や

や
不

艮
・
風

化
し

て
い

る
^

不
明

ヨ
コ
ナ
デ

荒
い
ハ

ケ
メ

吉
墳

中
期

～
後

期

ll面
に

ス
ス
・

外
面

に
所

形
。

第
65図

238
CVI区

段
状

遺
構

02
覆

土
土

師
器

不
口

縁
端

部
肥

厚
し
丸

く
収

め

る
。
平

底
の

腰
の

深
い

不
。

163
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
自

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明

占
墳

中
期

～
後

朗

外
面

に
ス

ス
・

内
面

に
旗

化
物

。

第
66図

AⅡ
区

土
器

溜
り
03

土
師

器
単

純
口

縁
甕

単
純

口
縁

外
反

し
端

部
先

細
る

。
153～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
を

含
む

。
男
橙

色
不

良
・
風

化
し

て
し

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ハ

ケ
メ

(荒
い

)
古

墳
中

期
ホ
面
に
ス
ス
。

第
66図

200
AⅡ

区
土

器
沼

り
04

土
師

器
単
純

口
縁

甕
単

純
口

縁
外

反
し
端

部
先

細
86～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

月
橙

色
不

良
・
風

化
し
て

し

る
。

不
明

下
明

占
墳

中
期

第
66図

AI区
土
器

溜
り

03・

〕
3´

土
師

器
単

flt口
縁

甕
単
純

口
縁
外
反

し
端
部
先
細

る
。

59～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒
を
含

む
。

月
橙

色
不

良
・
風

化
し
て

し

る
.

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
下

明
吉

墳
中

期

第
66図

A工
区

土
器

溜
り
03

土
師

器
小

型
壷

31～
や

や
粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
臀
茶

色
良

手
握

ね
=墳

時
代

第
66図

AⅡ
区

土
器

溜
り
03′

土
師

器
壷

又
は

甕

単
純

口
縁

外
反

し
端

部
先

細

る
。

中
ぶ

く
ら
み

の
口
縁

。

44～
や

や
粗

,lmm以
下

の
砂

粒
を

含
む

。
月
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
古

墳
中

期

第
66図

AΠ
区

土
器

溜
り
03

土
師

器
霊

又
は

甕
単

純
口
縁

外
反

し
端

部
丸

〈

収
め

る
。

62～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
月
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ

宙
墳

中
期

第
66図

AⅡ
区

土
器

溜
り
03

土
師

器
単

純
口

縁
甕

単
純

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

tを
含

む
。

月
橙

色
不

良
風

化
し
て

し

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
不

明
古

墳
中

期

第
66図

AⅡ
区

土
器

溜
り

03′
土

師
器

壷
又

は
霙

胴
が

張
る

直
日

の
壼

。
114

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
橙

色
や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
主
墳

中
期

第
66図

AⅡ
区

土
器

溜
り

03′
土

師
器

単
純

口
縁

甕
単

純
口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

47～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
茶

白
色

不
良
・
風

化
し
て

t

る
。

下
明

不
明

子
墳

中
期

第
66図

AⅡ
区

土
器

溜
り
03′

土
師

器
直

口
壺

単
純

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

52～
や

や
粗

lmm以
下

の
砂

粒
を

含
む

。
失
茶

白
色

不
良
・
風

化
し

て
し

ξ
墳

中
期

第
66図

AⅡ
区

土
器

溜
り
03′

土
師

器
小

型
壺

単
純

口
縁

外
反

し
口
縁

端
部

面
を
持

つ
。
肩

が
張

る
。

68～
や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

明
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

指
押

さ
え

ナ
デ

j壌
中

期

第
66図

300
AⅡ

区
土

器
溜

り
03´

上
師

器
婉

口
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
58～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
橙

色
不

艮
・
風

化
し

て
し

ラ
ミ
ガ
キ

不
明

=墳
中

期

第
66図

AⅡ
区

土
器

溜
り

03´
上
師

器
高

坪
即

に
3カ

所
穿

孔
。

86～
や

や
粗

→
mm以

下
の

砂

粒
弁

含
む

^

明
橙

色
不

良
・
風

化
し
て

し

る
。

不
明

不
明

写
墳

中
期

第
66図

AⅡ
区

上
器

溜
り

03′
土

師
器

高
lTN

即
端

部
丸

く
収

め
る

。
90～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
色

不
良
・
風

化
し
て

し

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
不

明
●
墳
中
期

第
66図

303
AⅡ

区
土

器
溜

り
03′

土
師

器
単

純
口

縁
甕

単
純

口
縁

外
反

し
口
縁

上
方

を
折

返
す

。
62～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
白

色
や

や
不

良
・
風

化
に

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
不

明
古

墳
中

期
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物号
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地

区
遺

構
土

層
、
Nα

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
66図

AⅡ
区

土
器

溜
り

03′
土

師
器

雪
杯

脚
端

部
先

細
る

。

大
き

く
届

曲
し
広

が
る
裾

部
。

70～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
男
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
不

明
古

墳
前

期
～

中

期

第
66図

AⅡ
区

と
器

溜
り
03

上
師

器
雪

郵
四

】輛
封

'う

EIWる
。

杯
部

段
を

有
す

。
725～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

黄
白

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
側

:ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

前
期

～
中

期

第
66図

AШ
区

!層
・

ト
レ

ン

テ
72層

上
師

器
罰

不

脚
端

部
面

を
持

つ
。

側
裾

部
付

近
に

浅
い

沈
線

が

回
る

ハ

28～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

面面

外内
赤

色

黒
灰

色

や
や

不
良

風
化

し

て
い

る
。

不
明

不
明
・
沈

線
弥

生
末

期
～

首

墳
前

期

第
66図

や
や
粗

.lmm程
の
砂
粒

を
含
む

淡
責

色
良

子
捏

ね

第
66図

308
AⅡ

区
上

器
溜

り
04

土
師

器
小

型
重

単
純

口
縁

外
反

し
端

部
先

組

る
。

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
を
含

む
。

明
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ハ
ケ
メ
・
ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

前
期

～
中

期

第
66図

AI区
!層

下
体
生

土
器

注
目

土
器

先
細
る
注
ぎ
口
。

長
さ
:54

幅
:23

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
含

む
。

淡
黄

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

不
明

弥
生

末
期

第
66図

AⅡ
区

2層
上

土
師

器
土

製
勾

玉
両

側
穿

孔
長

さ
455

幅
封

5
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
含

む
。

淡
黄

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

古
墳

時
代

第
66図

AЩ
区

南
層

土
師

器
小

型
壷

胴
が
張
る

(77)
74～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
自

色
や

や
不

艮
・
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ナ

デ
古

墳
前

期
～

中

期

第
67図

AⅡ
区

を層
土

師
器

壷
又

は
甕

単
純

日
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

82～
露

'あ
ま

り
砂

粒
を
含

ま
な

い
。赤

色
土

粒
を
含

む
。

淡
橙

色
不

良
・
風

化
し

て
し

ヽ
ラ

ケ
ズ

リ
(単

立
不

明
)

ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

後
期

第
67図

AI区
層

土
師

器
壷

又
は

甕
単

純
口

縁
外

反
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

51～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

歩
合

お
_

着
橙

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

苗
墳

中
期

～
後

期

第
67図

AI区
と層

土
師

器
壷

又
は

萎
単
純

口
縁
外
反

し
端
部
丸

く
H又
め
る
。

47～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

と
赤

色
上

粒
を

含
む

。
晴

橙
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

白
環

甲
期

～
僚

期

第
67図

A■
区

層
土

師
器

小
型

嚢

単
純

口
縁

直
立

し
端

部
先

細

る
。

指
頭

圧
痕

77
46～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

位
を

含
む

。
淡

橙
色

良
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
?

ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

中
期

～
後

期

第
67図

AI区
!層

ム
生
土
器

甑
形

上
器

56～
や

や
粗
・
3mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

下
明

不
明

第
67図

AⅡ
区

層
土

師
器

高
坪

脚
端

部
丸

く
収

め
る

。
脚

部

穿
乳

63～
や

や
粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
PH・

橙
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明

古
墳

中
期

～
後

期

第
67図

AⅡ
区

層
土

師
器

高
昂

即
端

部
丸

〈
収

め
る

。
ゆ

が

み
有

り
。

74～
や
や

粗
■
mm程

の
砂

粒
音

種
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ケ
ズ

リ
?

ナ
デ

古
墳

中
期

～
後

期

第
67図

AI区
2層

土
師

器
鎖

ミ
さ
i42

幅
(33

56～
や

や
粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

手
担

ね
古

墳
中

期
～

後

期

第
67図

320
AⅡ

区
層

上
師

器
甑

小
型

貫
さ
:43

幅
:25

26～
密
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま

な
い

。
淡

橙
色

良
,た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

手
捏

ね
古

墳
中

期
～

後

第
67図

A工
区

層
称
生

土
器

鼓
型

器
台

71～
や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
多

く
含

む
。

淡
橙

茶
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ラヽ
ケ
ズ

リ ・
ナ

デ
?・

ミ
ガ
キ

?
ナ

デ
・
指

頭
圧

痕
V-2～

3

第
67図

AI区
を層

体
生

土
器

鼓
型

器
台

口
縁

端
部

丸
〈

収
め

る
。

213
74～

や
や

粗
・
2mm程

の
丸

砂

を
含

む
。

乳
自

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ

艇
凹

線
文

V-3

第
67図

A工
区

を層
赤
生

土
器

鼓
型

器
台

69～
や
や

粗
・
3mm以

下
の

丸

赴
歩

合
お

_
乳

自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

疑
凹

線
文

V-2

第
67図

AI区
層

称
生

土
器

鼓
型

器
台

62～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
黄

白
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
・
ナ

デ
?

第
67図

AI区
!層

弥
生

土
器

鼓
型

器
台

34～
雪
引

mm以
下

の
砂

粒
を

雪
む

。
淡

茶
白

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
.

ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

日
状

文
V-4

第
67図

AⅡ
区

S101付
近

祢
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

〈

収
め

る
。
日

縁
に

ゆ
が

み
有

。
33～

や
や

粗
・
2mm以

上
の

丸
淡

責
白

色
や

や
不

良
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
凹
線

才
?

V-2

第
67図

AⅡ
区

S101付
近

弥
生

土
器

壷
又

は
甕

平
底

42～
咀

2mm程
の

砂
粒

を
含

「
、

_
淡

黄
白

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
下

明
V-2～

3

第
67図

A■
区

】101付
近

弥
生

土
器

llTN

口
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
混

合
粘

土
(赤

・
白

)

全
体

的
に

ゆ
が

み
有

り
。

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

と
赤

色
土

粒
を

含
む

。
淡

橙
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

手
握

ね
・

指
お

さ
手
握

ね

第
67図

AⅡ
区

'101付
近

称
生

土
器

高
イ

1 7～
な

め
ら

か
・
lmm程

の
砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
自

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ナ
デ

「ア
V-4

第
67図

AI区
J冒

弥
生

上
器

と型
41～

'や
粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
淡

茶
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

不
明

ラ
描

女
V-4

第
67図

AI区
劇
冒

土
器

こ
又
は
甕

平
底

16～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
歩

含
む

^

暗
橙

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

不
明

下
明
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遺

物
観

察
表
00

挿
図

番
号

遺
物

番
号

地
区

遺
構

土
層

、 Nc
種

別
器

種
特

徴
口

径
最

大
径

器
高

底
径

胎
土

色
調

焼
成

内
外

時
代

備
考

第
67図

A皿
区

層
サ

ブ
ト

レ
土

師
器

一霊
髭
い

陵
部

。
28～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
橙

自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明

弥
生

末
期

～
古

墳
初

頭

卜
片

の
為

、
天

地
傾

き
不

月
。

第
67図

AШ
区

〕層
サ

ブ
ト

レ
と
師

器
寃
合

口
縁

壷
唆
部

は
胴

に
切

り
込

み
を

入

れ
て

貼
り

付
け

る
。

34～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
含

む
。

淡
橙

自
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヨ
コ
ナ
デ

不
明

百
墳

前
期

～
中

第
67図

CM区
土

器
溜

り
05

麻
生

土
器

妄
合

口
縁

甕
嚢
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

伎
め

る
。
な

で
肩

。
15 3～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
自

色
不

良
・
風

化
し
て

し

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
擬

凹
線

文
V-3

風
化

の
為

調
整

不
明

瞭
`

第
67図

335
AI区

!層
上

器
土

錘
佃
長

い
。

長
さ
:425

幅
:13

や
や

粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
淡

茶
色

や
や

不
良
・
風

化
t

て
い

る
。

下
明

手
捏

ね
不

明

第
68図

CⅦ
区

水
場

ト
レ

ン
チ

3
体
生

土
器

寝
合

口
縁

壷
喘
部

丸
〈
収

め
る

。 綾
部

垂
下

71～
や

や
粗
・
2mm以

下
の

丸

砂
を

含
む

。
決

黄
白

色
良

好
。た

だ
し
風

■

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
タ
テ
ハ
ケ
メ

V-2

第
68図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
体
生

土
器

復
合

口
縁

壷
短

い
口
縁

。
複

合
口

縁
外

傾

し
端

部
丸

〈
収

め
る

。
46～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
黄

茶
色

良
た

だ
し
風

化
L

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
・
凝

凹
線

文
V-2

第
68図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

ホ
生
土
器

腹
合

口
縁

重
榎

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

63～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
黄

自
色

良
・
た

だ
し
風

化
に

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
・
タ

テ
ハ

ケ

メ
擬

凹
線

文
V-2

第
68図

CⅦ
区

lk場
ク

ロ
下

層
体
生

土
器

複
合

口
縁

菫

頸
部

に
鋭

〈
刺

突
が

連
続

し

て
入

る
。
複

合
口

縁
外

傾
し

端
部

丸
く
収

め
る

。

90～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

外
面

:明
橙

色

肉
面

:黒
灰

色

良
好
・

た
だ

し
一

封

風
化

し
て

い
る

。
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
ク

シ
原

体

擬
凹

線
文

V-2
口
縁

内
側

2次
的

に
被

熱
。

第
68図

340
CMl区

水
場

ク
ロ
下
層

林
生

土
器

複
合

口
縁

壷
瞑
合

口
縁

外
恨

し
端

部
丸

く
81～

や
や

粗
・
2mm程

の
丸

砂

歩
合

お
_

淡
茶

白
色

や
や
不
良
・
風
化

L

て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-2

第
68図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
下

層
一

括
小
生

土
器

嚢
合

口
縁

壷

頸
部

に
1対

の
粘

土
帯

貼
付

け
。
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部

肥
厚

す
る

。

84～
や

や
粗

。2mm程
の

砂
粒

を
含

む
。

淡
茶

白
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文

押
引

文
粘

土
帯

貼
付

け
V-2

口
縁

端
部

施
文

後
ナ

デ

粘
土

帯
は

施
文

後
貼

付

け
。

第
68図

CⅦ
区

lk場
表

ク
ロ

体
生

土
器

複
合

口
縁

壷
複

合
口

縁
外

反
し
端

部
肥

厚

す
る

。
60～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
ぃ

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
擬

凹
線

文
V-3

第
68図

GⅦ
区

水
場

ク
ロ

下
層

ム
生
土
器

貨
合

口
縁

壷

口
縁

施
文

後
中

央
に

ナ
デ

。
頸

部
荒

い
タ

テ
ハ

ケ
メ

。複
合

ロ

縁
外

反
し
端

部
丸

〈
収

め
る

。

77～
や

や
粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
と

ウ
ン

モ
を

含
む

。
淡

茶
白

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
荒

い
タ

テ
ハ

ケ
メ
・
擬

凹
線

文
V-3

第
68図

344
CⅦ

区
＼

場
ト
レ

ン
チ

3
麻
生

土
器

褒
合

口
縁

壷
口

縁
中

ほ
ど

ま
で

施
文

。複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
肥

厚
す

る
。

28 4
91～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
責

自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-3

第
68図

CⅦ
区

水
場

苛
ク

ロ
麻
生

土
器

嚢
含

口
縁

壷
ヨ
縁

の
施

文
稚

拙
。複

合
口

象
直

立
し
端

部
丸

く
収

め
る
。

89～
や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粗
井

合
す
、

_
淡

茶
自

色
や

や
不

良
・
風

化
L

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
・
波

状
文

V-2

第
68図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
下

層
h生

土
器

妄
合

口
縁

壷

長
い
頸

部
を
持

つ
。 頸

部
ヨ

コ

ナ
デ

後
一

部
タ
テ

ナ
デ

。
日
縁

施
文

後
に
ナ

デ
。複

合
口
縁

直
立

し
端

部
丸

く
収

め
る

。

65～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

災
橙

自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
ツヽ

ケ
メ
・
タ

テ
ハ
ケ
メ ・

擬
凹
線
文

V-2

第
68図

CⅦ
区

k場
ク
ロ
・
南
ク
ロ

麻
生

土
器

宴
合

口
縁

壷

口
縁

に
波

状
文

。
長

い
頸

部
に

沈
線

文
。複

含
口
縁

外
反

し
端

部
肥

厚
す

る
。

85～
や

や
粗
・
3mm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

災
黄

自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

指
押

さ
え

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

ヨ
コ
ナ

デ
・
波
状

文
・
沈

線
文

V-2～
3

第
68図

CⅦ
区

k場
罠
下

層
南

体
生

土
器

複
合

日
縁

壷

頸
部

2段
に

竹
管

文
。
日

縁
に

押
引

文
後

中
央

ナ
デ

。複
合

口

縁
外

傾
し
端

部
丸

〈
収

め
る

。

79～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

面　面

外色内

淡
茶

白

暗
茶

色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

指
押

さ
え
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ヨ
コ

ナ
デ
・
押

引
文

竹

旨
文

V-2
勺
側

に
赤

色
顔

料
。

第
68図

349
CWI区

水
場

ク
ロ

下
層

ふ
生
土
器

複
合

口
縁

壷

厚
い

口
縁

三
枚

貝
原

体
刺

突

文
。複

合
口

縁
外

傾
し
端

部

丸
く
収

め
る

。

90～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

決
茶

白
色

良
・
た

だ
し
風

化
L

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

ヨ
ナ

デ
・
二

枚
貝

刺

突
文

V-3

第
68図

CVII区
水

場
ク

ロ
最

下
層

小
生

土
器

時
殊

口
縁

壷

複
合

口
縁

内
婉

し
端
部
水

平
に

面
を
持

つ
。頸

部
に

1対
の

2
穴
穿

孔
有
す

。高
台
付

く
。

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

刺
突

文
V-1～

2
本
面

に
ス

ス
。

第
68図

CⅦ
区

k場
葛
ク

ロ
麻
生

上
器

賞
合

口
縁

壼

膏
部

に
沈

線
様

の
文

様
か

?。

貨
合

口
縁

外
反

し
端

部
丸

〈

慣
め

る
。

98～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
黄

白
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
タ

テ
ハ

ケ

メ
・
擬

四
線

文
V-3

第
68図

CⅦ
区

k場
南

ク
ロ
・

ク
ロ

下
層

弥
生

土
器

復
合

口
縁

壷

複
合

口
縁

外
傾
外
反

し
端
部

丸
く
収

め
る
。
日
縁

の
陵
下
方
へ
垂

下
す

る
。
口
縁
施
文

ご
ナ
デ

る
。

32～
や

や
粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
と

赤
色

土
粒

を
含

む
。

淡
茶

白
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文

V-3

第
69図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

下
層

ホ
生
土
器

複
合

口
縁

壷
萱
立

す
る

短
い

口
縁

。複
合

口
95～

や
や

粗
・
3mm程

の
砂

粒
と
赤

色
土

粒
を
含

む
.

淡
茶

自
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-2

第
69図

CⅦ
区

k場
東

カ
ベ

崩
体
生

土
器

複
合

口
縁

壷
宣
立

す
る

口
縁

。
複

合
口
縁

宣
立

し
端

部
丸

く
収

め
る

。
60～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

と
赤

色
土

粒
を

含
む

。
淡

茶
白

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文

V-2

第
69図

CⅦ
区

水
場

我
下

層
ホ
生
土
器

喪
合

口
縁

壷
頃
合

口
縁

外
傾

し
端

部
肥

厚
す
る

。
72～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
和

を
含
む
。

淡
茶

色
良

た
だ

し
風

化
し

て
い

る
。

ラヽ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・

波
状

文
V-2
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遺

物
観

察
表

|つ

挿
図

物号

遺番
地

区
遺

構
土

層
、 Nc

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
69図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
・
南
ク
ロ

弥
生

土
器

複
合

口
縁

壷

頸
部

に
ク

シ
描

直
線

文
。
肩

部
に

竹
管

文
廻

る
。複

合
口

縁
外

反
し
端

部
丸

く
収

め
る

。

105～
や

や
粗
・

lmm程
の

砂
粒

を
含

む
。

炎
茶

自
色

良
好
・
た

だ
し
風

イ
[

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

ヨ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・
ク

シ
描

直
線

文
・
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管

文
V-3
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場
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ロ

下
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弥
生

土
器

複
合

口
縁

壷

口
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に
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枚
貝

押
引

文
後

ナ
デ

。複
含

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く
収

め
る

。
77～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
茶

白
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
押

引
文
・

刺
突

文
(左

傾
)

V-3
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区

水
場

ク
ロ

下
層

弥
生

土
器

複
合

口
縁

壷
複

合
口

縁
長

〈
外

反
し
端

部
丸

《
収

め
る

。
83～

'や
粗
・

lmm程
の

丸
砂

,L白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
^

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-3

第
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CⅦ
区

水
場

最
下

層
北
・
ク

ロ
下

層
弥

生
土

器
複

合
口

縁
壷

頸
部

に
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。複

合
口

縁
外

反
し
端

部
水

平
に

面
を

持
つ

。
88～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
橙

白
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

ヨ
ナ

デ
・
タ

テ
ハ

ケ
メ
・
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ
・

凝
凹

線
文

V-3

第
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区

水
場

弥
生

土
器

複
合

口
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壷

口
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内
側

に
波

状
文
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肩

部
に

竹
管

文
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擬

凹
線

ナ
デ

消

し
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合
口

縁
直

立
し
端

部

丸
く
収

め
る

。

77～
や

や
粗
・
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の

砂
粒

を
含

む
。
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茶

白
色
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・
た

だ
し
風
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し

て
い

る
。
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ラ
ケ
ズ

リ
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コ
ナ

デ
・
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線

文
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場

ク
ロ
下
層
・
ク

弥
生

土
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を
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だ
し
風
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し
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デ
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に
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沈

線
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や
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粒
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む
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風
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し

て
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合
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複
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縁
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や
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茶
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い
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ラ
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コ
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デ
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線

文
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生

土
器
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合
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壷

複
合
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や
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粗
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下
の

砂

粒
を
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風
化

し
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ラ
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ナ

デ
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擬
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線
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に
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ス
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風

化
し

て
い

る
。

指
押

さ
え
・
ヘ

ラ
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デ
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デ
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線
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口
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る
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器
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く

収
め

る
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77～
や

や
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の
砂

粒

を
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む
。
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色
良

好
・
た

だ
し
風
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し
て

い
る

。

指
押
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え
・
ヘ

ラ
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ズ
リ
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デ
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土

器
複

合
口

縁
壷
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合

口
縁

直
立

し
端

部
丸

〈

収
め

る
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に
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の
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粒
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む
。
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化
に
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る
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面

に
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合
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む
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色
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風

1
し
て

い
る
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押
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ヨ
コ
ナ
デ
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ケ
メ

V-4
口

縁
端

部
に

ス
ス
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だ
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風
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し
て

い
る
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押

さ
え
・
ヘ

ラ
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デ

V-4

第
70図

CⅦ
区

水
場

最
下

層
・
ク

ロ

下
層

体
生

土
器
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め
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色

良
・
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だ
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風

化
に
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い

る
。
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ラ
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ヨ
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デ
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タ

テ
ハ

ケ
メ
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波
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文
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描
直

線
文
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土
器

複
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突
文
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合
口
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外
傾
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端

部
つ

ま
み

出
す
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57～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
着

茶
色

良
好
・
た

だ
し
風
4

し
て

い
る

。

指
押
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え

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
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文
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CD変
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土
器
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合
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長

頸
。
複

合
口

縁
外
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し
端

部
丸

〈
収

め
る

。
132～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
黄

色
良
・
た

だ
し
風

化
に

て
い

る
。

指
押

さ
え
・
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ヨ
コ
ナ

デ
・
タ

テ
ハ

ケ
メ
・
波

状
文

ヘ
ラ
描

直
線

文
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CⅦ
区

水
場

ト
レ

ン
チ

3
体
生

上
器

複
合

口
縁

壷
複

合
口
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立
し
端

部
丸

く

収
め

る
^

67～
粗
・
2mm程

の
砂

粒
を

含
着

茶
色

や
や

不
良
・
風

化
に

て
い

る
^

指
押

さ
え

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-2
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面

に
ス

ス
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場

ク
ロ

ふ
生

土
器
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含

口
縁

壷

複
合

口
縁

外
反
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端

部
強

く

折
り
返

す
。
肩

に
タ

テ
ハ

ケ
メ

。

72～
や

や
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・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

乳
自

色
良

好
・
た

だ
し
風
1

し
て

い
る

。
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ば

り
・
指

お
さ

え
・
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デ
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デ
・
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ハ
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メ
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め
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粒
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む
。
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黄

白
色

良
好
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た
だ

し
風
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て
い
る
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デ
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ロ
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生

土
器
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合
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口
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外
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部
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め
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や
や

粗
・
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下
の

砂

粒
と
赤

色
土

粒
を
含

む
。

炎
茶

自
色

良
好
・
た
だ

し
風

lt

し
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い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
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タ
テ
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ラ

ミ
ガ
キ
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ク

ロ
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ク

ロ
下

層
ホ
生
土
器
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合

日
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壷
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合

口
縁

外
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端

部
丸

〈

反
め

る
。

93～
や

や
粗
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の
砂

粒

を
含
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。

炎
橙

白
色

良
好
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た
だ

し
風
北

し
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い
る
。
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ラ
ケ
ズ

リ
ハ
ケ
メ
の
ち
ナ
デ
・
ヨ

コ
ナ
デ
・
タ
テ
ハ
ケ
メ
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第
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区

k場
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ク
ロ

麻
生

土
器

褒
合

口
縁

壷
復
合

口
縁
内
傾

し
端
部
先
細

る
。
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77～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

7し
自
色

良
好
・
た
だ

し
風
t

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-4
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区
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ト
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チ

3
体
生

土
器

複
合

口
縁

壷
複

合
口
縁

内
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

60～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
黄

白
色

良
好
・
た
だ

し
風
壮

し
て
い
る
。

指
押

さ
え

ヨ
コ
ナ
デ

V-4
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CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下
層

ホ
生
土
器

復
合

回
縁
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貨
合
口
縁
内
傾

し
端
部
つ
ま

な
出
す
。

89～
や
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粗
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砂
粒

を
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む
。
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面
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色
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デ
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テ
ハ
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メ
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文
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縁
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収
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粒
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色
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前
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ラ
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デ
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タ
テ
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。
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ラ
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器
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外
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部
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や
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描

直
線

文
・
三

枚
貝

列

点
文

V-4

第
71図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
土

師
器

腹
合

日
縁

壷
複
合
口
縁
外
反

し
端
部
水
平

に
面
を
持
つ
。

91～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

色
良

好
・
た

だ
し
風
1

し
て

い
る

。

指
押

さ
え
・
ヘ

ラ

ケ
ズ

リ

ヨ
コ
ナ
デ

,タ
テ
ハ

ケ
メ ・

ク
シ
描
直
線
文

古
墳

前
期

第
71図

CMl区
水

場
ク
ロ
下
層

ふ
生
土
器

複
合

口
縁

壷

複
合

口
縁

外
反

し
端

部
丸

〈

収
め

る
。
羽

状
文

施
文

後
、沈

線
文

を
一

条
廻

す
。

264～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。

外内

淡
茶

白
色

淡
茶

白
色

良
好

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
羽

状
文
・

ク
シ

描
直

線
文

外
面

に
ス

ス
。

第
71図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下
層

祢
生

土
器

複
合

日
縁

壺
複

合
口
縁

外
傾

し
端

部
を
つ

ま
み

出
し
、内

側
に
面

を
持

つ
86～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
橙

白
色

良
好

た
だ

し
風

1
し
て
い
る
。

指
押

さ
え

ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
′

ケ
メ
・
ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
72図

CⅦ
区

水
場

ト
レ
ン
チ

3

南
ク
ロ

弥
生

土
器

複
合

口
縁

壷

複
合

口
縁

直
立

し
端

部
を

つ
ま

み
出

し
、
内

側
に

面
を
持

つ
。
沈

線

82～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
黄

色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

第
72図

Cul区
水

場
ク

ロ
・
ク

ロ
下

層
土

師
器

複
合

口
縁

壷
複

合
口
縁

直
立

し
端

部
水

平

に
面

を
持

つ
。

98～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

失
黄

白
色

良
好
・
た
だ

し
風

It

し
て
い
る
。

指
押

さ
え
・
ヘ

ラ

ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

守
墳

初
頭

第
72図

GⅦ
区

水
場

ク
ロ

弥
生

土
器

複
合

口
縁

甕

複
合

口
縁

外
反

し
端

部
つ

ま

み
出

し
、水

平
に

面
を

持
つ

。

肩
部

に
ヘ

ラ
描

沈
線

文
。

90～
や
や
粗
・
3mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
茶

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
デ

ナ文
コ線

ヨ沈

ヘ
ラ
描

V-4

第
72図

CⅦ
区

水
場

最
下

層
北

土
師

器
複

合
口

縁
重

複
合

口
縁

外
反

し
端

部
丸

〈

収
め

る
。
国
縁

に
竹

管
文

頸
部

に
3個

の
竹

管
文

。

24 0
120～

や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
茶

色
良

好
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

雪
壌

前
期
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ヽ
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第
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遺

物
観

察
表

中
⑥

図号

挿番

物号

遺番
地

区
遺

構
土

層
、
No

種
別

器
種

特
徴

日
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
72図

GⅦ
区

水
場

ク
ロ

弥
生

土
器

複
合

口
縁

壷

複
合

口
縁

外
反

し
端

部
丸

〈

収
め

る
。
パ

レ
ス

ス
タ

イ
ル

壷
。

38～
や
や
粗
・
lmm以

下
の
砂

粒
を
含
む
。

乳
自

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

弥
生

末
期

～
古

墳
初

頭

口
縁

後
合

部
は

景
1離

し

て
い

る
可

能
性

有
。

第
72図

CⅦ
区

水
場

ト
レ

ン
チ

3
弥

生
土

器
複

合
口
縁

直
口
壷

複
合

口
縁

外
反

し
端

謳
口

気
味

に
開

く
。

81～
や

や
粗

lmm程
の

砂
粒

を
含

む
^

淡
橙

白
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

V-4

第
72図

CⅦ
区

水
場

ト
レ
ン
チ

3
土

師
器

複
合

口
縁

直

口
重

複
合

日
縁

外
傾

し
端

部
や

や

開
く

口
縁

陵
部

。
ハ

ケ
メ

残
る

t

66～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ナ
デ
?

ナ
デ
?ハ

ケ
メ

吉
墳

前
期

第
72図

396
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
・
ク

ロ
下

層
上

師
器

復
合

口
縁

壷

複
合

口
縁

外
反

し
端

部
水

平
に

面
を
持

つ
。
639と

同
一

と

思
わ

れ
る

。

7～
や
や

粗
淡

黄
自

色
良
好
・
た
だ

し
一
剖

風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
′

ケ
メ

ヨ
ヨ
ナ
デ ・

タ
テ
ハ
ケ
メ

雪
境

前
期

口
縁

内
面

ス
ス

。

第
72図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下
層
・
最

下
層
南
・
ク

ロ
,

南
ク

ロ
弥

生
土

器
雪
備

系
装

飾
腹

合
口

縁
内

傾
す

る
。

13
4～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
多

く
含

む
。

赤
橙

色
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
指

お
さ
え

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
施
文

弥
生

末
期

～
古

噴
前

期

第
73図

398
CM区

水
場

ク
ロ

下
層

弥
生

土
器

卜
型

直
口

重

1単
純

口
縁

)

単
純

口
縁

直
立

し
端

部
丸

〈

瞑
め

る
。

90～
や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
茶

白
色

良
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
網

な
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ナ
デ

V-2～
3

第
73図

399
CMl区

水
場

ク
ロ

下
層

弥
生

土
器

単
純

口
縁

直
立

し
端

部
水

平
こ
面

を
持

つ
・
口
縁

中
程

ま
で

ケヽ
メ
。

172～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒
を
含

む
。

炎
茶

白
色

良

指
押

さ
え
・
ヘ

ラ

ケ
ズ

リ
・
ナ

デ
、

若
し
く
は

ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
ハ
ケ

メ
・
ナ
デ
、若

し
く
は

ミ
ガ
キ

V-3～
4

甑
形

土
器

の
可

能
性

。

第
73図

CⅦ
区

水
場

東
駐

セ
ク

シ
ョ

ン
3層

―
括

弥
生

土
器

単
純

口
縁

壷

単
純

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

慣
め

る
。
肩

部
施

文
3周

く
ら

,｀
回

る
。

145～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
黄

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
ハ

ケ
メ
・

波
状

文
V-4

外
面

に
ス

ス
。

第
73図

CMl区
力

ベ
セ

ク
シ

ョ

ン
3層

一
括

弥
生

土
器

自
口

壷
単
純

口
縁

外
反

し
端

部
や

や

[厚
す

る
。

115
90～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
茶

白
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ ・

ナ
デ
?

下
明

V-4

第
73図

CMl区
水

場
ク
ロ
下
層

土
器

自
口

壷
婁
純

口
縁

外
1頃

し
jin部

丸
く

慣
め

る
。

100～
や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を

含
む
・
赤
色

土
粒

を
含
む

。
炎
茶

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

指
押

さ
え

ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

時
期

不
明

口
縁

部
内

側
被

熱
 

ス

ス
付

着
。

第
73図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
・
ク
ロ
下

層
・
東
カ
ベ
崩

弥
生

土
器

宣
日

壷
単
純

口
縁
直
立

し
端
部
内
側

こ
面
を
持
つ
。

104～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
橙

茶
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヨ

コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
73図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下
層

弥
生

土
器

自
口

壷

単
純

口
縁

や
や

外
傾

し
端

部

対
側

に
面

を
持

つ
。
肩

ま
で

ケヽ
メ

入
れ

る
。

7´
Ψ

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

予 と
白

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
′

ケ
メ

ケヽ
メ
・
ヨ
コ
ナ
デ

V-4
焼

成
後

ハ
ク

リ
。

第
73図

CⅦ
区

水
場

南
ク
ロ

弥
生

土
器

宣
口

壷
婁
純

口
縁

外
恨

げ
言
い

端
部

再
側

や
や

く
ば

む
。

73～
や

や
粗
・
2mm程

の
丸

砂

粒
を

含
む

。
炎
茶

灰
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
?

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

V-2～
3

外
面

に
ス

ス
 

内
面

に

炭
化

物
。

第
73図

CⅦ
区

水
場

土
器

溜
り
06

上
師

器
宣
口

壷
単
純

口
縁

外
反

し
大

き
く
開

く
日

縁
端

部
つ

ま
み

出
す

103～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
茶

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
不

明
古

墳
前

期

第
73図

CⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
土

師
器

自
口

壷
華
純

口
縁
外
傾

嚇
部
外
側

こ
面
を
持
つ
。

179～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

男
橙

色
良

好
・
た

だ
し
風
t

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

細
い
ヨ
コ

ハ
ケ
メ

古
墳

前
期

第
73図

CⅦ
区

水
場

土
器

自
口

壷

単
純

口
縁

端
部

内
湾

し
丸

く

収
め

る
。
内

側
:口

縁
中

ほ

ど
ま

で
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

56～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。

面　面

外色内色

暗
赤

茶

淡
茶

自

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

指
押

さ
え

ナ
デ
・
タ
テ
ハ
ケ
メ

不
明

口
縁

内
側

に
ス

ス
。

第
74図

409
CⅦ

区
k
場

ク
ロ

下
層

弥
生

土
需

賞
合

口
縁

甕

隻
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

惧
め

る
。
肩

部
に

二
枚

貝
原

本
の

刺
突

文
。

131
37～

や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

外
面

:淡
黄

白

色内
面

:黒
灰

色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

?

凹
線
文
・
刺
突
文

V-2

第
74図

CⅦ
区

k場
罵
カ

ベ
崩

小
生

上
器

褒
合

口
縁

蓑
宴
合
口
縁
外
傾

し
端
部
丸

〈
皮
め
る
。
日
縁
上
部

を
ナ
デ

.

34～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

,し
自
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
擬

凹
線
・

上
部

ナ
デ

V-2

第
74図

CVL区
k場

ク
ロ
下

層
・
ク

小
生

土
器

隻
合

口
縁

甕
実
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

慣
め

る
。

49～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
茶

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
ハ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
?・

3条
の

凹
線
・

刺
突

文
V-2

外
面

に
ス

ス
断

面
一

部

ス
ス

。

第
74図

GVI区
k場

ト
レ

ン
チ

1

`生

土
器

夏
合

口
縁

甕
夏
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

慣
め

る
。

23～
や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂
決

茶
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
ヨ
ナ
デ

疑
凹

線
(2条

)・
刺

突

=
V-2

外
面

に
ス

ス
。

第
74図

CⅦ
区

k場
ト
レ
ン
チ

3
小
生

土
器

褒
合

口
縁

甕
頃
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く
38～

や
や

粗
・
3mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
茶

自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
凹
線
・

刺
突
文

V-2

第
74図

CⅦ
区

k場
葛
ク

ロ
小
生

上
器

貨
合

口
縁

甕
寝
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

限
め

る
。
短

い
口
縁

。
26～

や
や

粗
・
3mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
茶

自
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-2

第
74図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
下

層
ふ
生

土
器

妄
合

口
縁

聾
褒
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

〈

使
め

る
。

28～
や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

弁
含

む
.

淡
黄

白
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・

三
枚

貝
列

点
文

V-2

第
74図

CⅦ
区

k場
ク
ロ
下
層

麻
生

土
器

隻
合

口
縁

嚢
憂
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

使
め

る
、
陵

は
丸

く
な

で
る

.

33～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
擬
凹
線
・

慎 1突
文

V-2
全
面

に
ス

ス
。
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遺

物
観

察
表

|⊃

挿
図

番
号

遺
物

番
号

地
区

遺
構

土
層

、
No

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
74図

CⅦ
区

水
場

肇
下

層
北

林
生

土
器

捜
合

日
縁

甕
嚢
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

恨
め

る
。
肩

に
刺

突
文

。
42～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
凹
線

文
・
刺
突
文

V-2
本
面

に
ス

ス
。

第
74図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
下

層
・

南
ク

ロ
胚
生

土
器

複
合

口
縁

番
実
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

〈

惧
め

る
。

20 2
48～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
擬
凹
線

文
・
束
J突

文
V-2

第
74図

CⅦ
区

k場
南

ク
ロ
・
ク

下
層

小
生

土
器

頃
合

口
縁

養
複

合
日

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

71～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
凹
線

文
・
束
J突

文
V-2

外
面

に
ス

ス
。

第
74図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
・

拶
F土

体
生

土
器

複
合

回
縁

萎
只

貸
rH稼

外
限

し
踊

部
肥

厚

す
る
。短

く
直
立
す
る
日
縁
。

36～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

乳
白

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・
押

引
文

V-2
ホ
面
に
ス
ス
。

第
74図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
小
生

土
器

貨
合

口
縁

萎
実
合

回
縁

外
傾

し
端

部
丸

〈
Ivぬ

ス
_

43～
や

や
粗
・
2mm程

の
丸

砂
と
赤

色
土

粒
を

含
む

。
淡

橙
白
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ラヽ
ケ
ズ

リ
擬

凹
線

文
・
押

引
文

V-2

第
74図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
下

層
・

最
下

層
弥

生
上

器
慎

合
口

縁
萎

複
合

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
日
縁

施
文

後
ナ

デ

る
。

42～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
'ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・
ナ

デ
V-3

口
縁

外
面

剥
離

後
ス

ス

付
着

。

第
74図

CⅦ
区

水
場

東
カ
ベ
崩
・
Ⅳ

区
ク

ロ
・
Ⅳ

区

ク
ロ
下
層

弥
生

土
器

寃
合

口
縁

甕

貞
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

狽
め

る
。
口

縁
端

部
施

文
後

ナ
デ

。

59～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

白
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・
押

引
文

V-2～
3

外
面

及
び

口
縁

内
側

に

ス
ス

。

第
74図

424
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
弥

生
土

器
寃
合

曰
縁

萎

隻
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

侃
め

る
。
日
縁

施
文

後
、 一

部
ナ

デ
消

す
。

83～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
責

自
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
タ

テ
ハ

ケ

メ
・
擬

凹
線

文
・
ナ

デ
・

押
引

文

V-3
勺
側

に
炭

化
物

。

第
74図

CⅦ
区

水
場

弥
生

土
器

嘆
合

回
縁

萎
夏
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

快
め

る
。

20 0
43～

や
や

租
・

∠
mm種

91り
桓

を
含
む
。

災
貢

自
色

や
や

不
艮
・
風

1ヒ
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・
刺

突
文

V-2

第
74図

CⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
弥

生
上

器
複

合
口

縁
巽

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

(

収
め

る
。
短

く
開

く
回
縁

。

胴
部

タ
テ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

152
79～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
と
赤

色
土

粒
を
含

む
。

淡
茶

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
・
擬
凹
線

文
・
押
引
文

V-2
ホ
面
に
ス
ス
。

第
74図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

弥
生

土
器

複
合

日
縁

萎
榎

合
口

縁
直

立
し
端

部
丸

〈

収
め

る
。

49～
9や

杷
・
Zmm任

の
抄

種

を
含
む
。

炎
茶

自
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
凝

凹
線

文
・
ク

シ
拍

直
接

文
V-2

第
74図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

弥
生

土
器

複
合

口
縁

養
複

合
口

縁
短

く
直

立
し
端

部

丸
く
収

め
る

。
6～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

位
と

ウ
ン

モ
を
含

む
。

炎
茶

色
良
好
。た

だ
し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
ハ

ケ
メ
・
擬
凹
線
文

V-2
小
面

に
ス

ス
。

第
74図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

弥
生

土
器

複
合

口
縁

萎

複
合

口
縁

短
く
直

立
し
端

部
丸

く
収

め
る

。
国
縁

に
擬

凹

線
文

2周
廻

る
。

4 7～
や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
茶

色
良
・
た

だ
し
風

1と
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
凹
線

文
・
波
状
文

V-2
■
面

に
ス

ス
。
日
縁

に
赤

勿
顔

料
付

着
。

第
74図

GⅦ
区

水
場

ク
ロ
下
層

弥
生

土
器

複
合

口
縁

甕

複
合

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
口

縁
上

部
は

施
文

し
な

い
。

72～
や

や
粗
・
3mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
茶

白
色

や
や

不
良
・
風

1と
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
ナ

デ
・

凝
凹

線
文

V-2
対
面

に
ス

ス
。

第
75図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

弥
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
外

反
し
端

部
丸

〈

収
め

る
。

196
116～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
黄

白
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
ハ
ケ
メ

騒
凹
線
文
・
押
引
文

V-2
ホ
面

に
ス

ス
・
内

面
に

炭

ヒ
物

。

第
75図

CMl区
水

場
ク
ロ
下
層

弥
生

上
器

複
合

口
縁

萎
複
合
日
縁
外
反

し
端
部
肥
厚

す
る
。

55～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

と
赤

色
土

粒
を

含
む

。
炎
茶

自
色

や
や
不
良
・
鳳
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・
押

引
文

V-3
肥

文
風

化
の

為
不

明
瞭

。

第
75図

CⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
弥

生
上

器
複

合
口
縁

萎

複
合

日
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
厚

造
り
。
肩

部
に

広
く
施

文
。

114～
や
や
粗
・
2mm以

下
の
砂

位
を
含
む
。

炎
茶

橙
色

不
良
・
風
化

し
て
し

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・
ク

シ
描

直
線

文
V-2

琳
面

に
ス

ス
。
内

面
黒

色
。

第
75図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

弥
生

土
器

複
合

口
縁

萎

複
合

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
日
縁

施
文

後
立

部
。

陵
部

に
ナ

デ
。

72～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
茶

白
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・
波

状
文

V-3
琳

面
に

ス
ス

。

第
75図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

下
層

弥
生

土
器

複
合

口
縁

姦

複
合

日
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
擬

凹
線

文
ナ

デ
に

よ
り
つ

ぶ
れ

る
。

55～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
茶

自
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・

ハ
ケ

メ
・
刺

突
文

V-2～
3

外
面

に
ス

ス
 

回
転

台
左

回
り
。

第
75図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下
層

土
器

複
合

口
縁

奎

複
合

日
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
肩

部
文

様
風

化
の

為
、押

部
分

の
み

残
る

。

96～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
茶

自
色

良
好
・
た

だ
し
風

化
し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
外

面
に

ス
ス

。

第
75図

CMl区
水

場
ク

ロ
祢
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

117
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
橙

自
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ

デ
ツ

ケヽ
メ
・
擬

凹
線

文
・
2枚

貝
刺

突
文

V-3
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物
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図口▼

師番
逗

靱

番
号

地
区

遺
構

土
層

、
No

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
75図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
・
南

ク
ロ
・

ク
ロ
下

層
麻
生

土
器

貨
合

日
縁

菱
嚢
合
口
縁
外
反

し
端
部
丸

く
使
め
る
。
日
縁
施
文
後
ナ
デ
。

71～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

決
茶

白
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・

ナ
デ
・
押

引
文

か
ら
波

状
文

ヘ
V-3

本
面

に
ス

ス
。
内

面
に

文
化

物
。

第
75図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
下

層
ホ
生
土
器

真
合

口
縁

甕

貫
合

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く
収

心
る
。直

立
し
外

反
す

る
口
縁

。

甲
引
文

か
ら
波
状

文
へ

。

75～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

自
色

良
好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文

V-2～
3

ホ
面
に
ス
ス
。
日
縁
端

部
に
施
文
後
ナ
デ
。

第
75図

CⅦ
区

k場
ト
レ
ン
チ

3
小
生

土
器

隻
合

日
縁

嚢

複
合

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
日
縁

施
文

後
上

部

ナ
デ

肩
部

施
文

左
傾

。

20 5
69～

な
め

ら
か
・
2mm程

の
丸

砂
を
含
む
。

乳
白
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ

デ
擬

凹
線

文
・

二
枚

貝
刺

突
文

(押
引

文
か

?)
V-2～

3
本
面

に
ス

ス
。

第
75図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
・
ク
ロ
下

層
ホ
生
土
器

貨
合

口
縁

甕

慎
合

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
日
縁

施
文

後
ナ

デ

消
す

。

100～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
白
色

良
好
。た

だ
し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・

ナ
デ
・
押

引
文

か
ら
波

状
文

ヘ

V-3
外

面
に

ス
ス

。

第
75図

CⅦ
区

k場
莉
ク

ロ
ふ
生
土
器

隻
合

口
縁

嚢

複
合

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
日
縁

施
文

後
ナ

デ
。

押
引

文
～

波
状

文
。

115～
や
や
粗
・
2mm程

の
砂
約

を
含
む
。

淡
茶

白
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
タ

テ
ハ

ち

メ
・

ヨ
コ
ハ

ケ
メ
・
押

引
文

か
ら
波

状
文

へ
V-3

外
面

に
ス

ス
。

第
76図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

下
層

小
生

上
器

妄
合

口
縁

甕
隻
合

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

侵
め

る
。

85～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

和
歩

合
よ
、

淡
茶

白
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・

押
引

文
V-3

外
面

に
ス

ス
。

第
76図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
麻
生

土
器

貨
合

口
縁

萎

複
合

口
縁

外
反

し
端

部
肥

厚

す
る

。
日

縁
内

側
上

部
ヨ

コ

ナ
デ

。
胴

部
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

115～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

色
良
・
た
だ

し
風

1と
し

て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ

V-2
外

面
に

ス
ス

。
内

側
下

方
炭

化
物

。

第
76図

CⅦ
区

k場
″
口
・
南

ク
ロ
・

ク
ロ
下

層
小
生

土
器

復
合

口
縁

蓑

貞
合

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

使
め

る
。
日
縁

施
文

後
上

部
こ
ナ

デ
。

22 4
45～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

外
面

:渋
灰

色

内
面

:淡
橙

色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ ・

擬
凹
線
文
・

押
引
文

V-2

第
76図

CⅦ
区

k場
ク
ロ
・
ク

ロ
下
層

小
生

土
器

実
合

口
縁

甕

復
合

口
縁
外
反

し
端
部
肥
厚

す
る
。短

く
ひ
ら
く
日
縁
。

日
縁
部

1擬
凹
線
文
後
、 一

部
ナ
デ
消
す
。

21 3
48～

や
や

粗
・
3mm以

下
の

砂

粒
と
赤

色
土

粒
を
含

む
。

淡
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・

一
部

ナ
デ

V-3
本
面

に
ス

ス
。

第
76図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
下

層
ホ
生
土
器

隻
合

口
縁

萎

復
合

口
縁

外
反

し
端

部
肥

厚

す
る

。
日
縁

施
文

後
一

部
ナ

デ
。

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・

押
引

文
V-3

外
面

に
ス

ス
。

第
76図

CⅦ
区

k場
東

カ
ベ

崩
h生

土
器

夏
合

口
縁

甕

復
合
口
縁
外
反

し
端
部
丸

く
H又
め
る
。
日
縁
施
文
後
、中

ほ
ど
を
ナ
デ
る
。

177
105～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
約

を
含
む
。

淡
茶

白
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ
・

擬
凹
線
文
・
押
引
文

V-3
本
面

に
ス

ス
。

第
76図

CⅦ
区

水
場

柔
カ

ベ
崩

麻
生

土
器

貨
合

口
縁

甕
隻
合

口
縁

外
反

し
端

部
肥

厚

す
る
。
日
縁

端
部

ナ
デ

。
64～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粕
歩

合
よ
Ⅲ̂

淡
茶

色
艮
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ
・

擬
凹
線
文
・
押
引
文

V-3
外

面
に

ス
ス

。

第
76図

CⅦ
区

k場
苛
ク

ロ
ホ
生
土
器

寅
合

口
縁

甕

寃
合

日
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
外

傾
外

反
す

る
日

尿
。

172
11 9～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粕

を
含

む
。

淡
茶

白
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
・
タ

テ
ハ

ケ

メ
・
擬

凹
線
・
刺

突
文

若
し

く
は
押

引
文

V―
?

本
面

ハ
ク

リ
後

ス
ス

付

旨
肩

部
施

文
風

化
の

た

ゆ
不

明
り

ょ
う
。

第
76図

CⅦ
区

k場
苛
ク

ロ
体
生

土
器

複
合

口
縁

甕

複
合

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。頸

部
内

部
ミ

ガ
キ

c

押
引

文
左

傾
。
日
縁

施
文

中

央
を

ナ
デ

る
。

86～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

色
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

ヨ
コ
ナ

デ
・
押

引
文

か
ら
波

状

文

V-3
外

面
に

ス
ス

。

第
76図

CⅦ
区

水
場

葛
ク

ロ
小
生

土
器

貨
合

口
縁

養

複
合

口
縁

外
反

し
端

部
肥

厚

す
る

。
日
縁

に
波

状
文

を
2周

廻
し
中

央
を

ナ
デ

る
。

210～
や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
橙

黄
色

良
好
・
た
だ

し
風

1ヒ

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

V-3
ホ
面
に
ス
ス
。

第
76図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
ホ
生
土
器

複
合

日
縁

萎

複
合

口
縁

外
反

し
端

部
丸

(

収
め

る
。
押

引
文

は
途

中
で

波
状

文
に

な
る

。頸
部

内
側

に
ハ

ケ
メ

。

94～
や
や
粗
・
2mm程

の
砂
約

を
含
む
。

明
橙

色
良
・
た
だ

し
風

1と
し

て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

ヨ
ナ

デ
・
ハ

ケ
メ
・

擬
凹

線
・
押

引
文

～

波
状

文

V-3
被

熱
変

色
す

る
。
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図号

挿番

物号

遺番
地

区
遺

構
上

層
、
No

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

上
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
77図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
・
ク
ロ
下

層
弥

生
土

器
夏
合

口
縁

甕

兵
合

口
縁

外
反

し
端

部
丸

〈

反
め

る
。
日
縁

施
文

後
、
日

縁

|ほ
ど

に
ナ

デ
。

184～
や

や
粗
・
3mm以

下
の

丸

砂
と

ウ
ン

モ
を

含
む

。
淡

黄
自

色
良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
=

枚
貝
原
体
か

ヨ
コ
ナ
デ
擬
凹
線
文

押
引
文
・
ハ
ケ
メ

V-3
外

面
に

ス
ス

。

第
77図

CⅧ
区

水
場

南
ク

ロ
弥

生
土

器
良
合

口
縁

甕
夏
合

日
縁

外
反

し
端

部
丸

く

使
め

る
。

73～
や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

決
茶

色
や

や
不

良
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
擬

凹
線

文
・
ク

シ
描

直
線

文
V-3

外
面

に
ス

ス
。

第
77図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

弥
生

上
需

寃
合

日
縁

甕
夏
合

口
縁

外
反

し
端

部
肥

厚

ナ
る

。
79～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

と
赤

色
土

粒
を

含
む

。
淡

茶
白

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・

皮
状
文

V-3
外

面
に

ス
ス

。

第
77図

CⅦ
区

k場
苛
ク

ロ
小
生

土
器

貞
合

口
縁

甕
隻
合

口
縁

外
反

u市
部

つ
ま

み
出

す
。

54～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
黄

自
色

良
好
・
た
だ

し
風

1ヒ

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文

端
部

ナ
デ

V-2～
3

第
77図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
・
南

ク
ロ

小
生

土
器

褒
合

口
縁

甕

寝
合

口
縁

外
反

し
端

部
丸

〈

瞑
め

る
。
口

縁
施

文
後

一
部

ナ
デ

。

55～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

男
橙

色
や
や
不
良
・
風

1と
し

て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文
・

一
部
ナ
デ

V-3
外

面
に

ス
ス

。

第
77図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
・
南

ク
ロ

小
生

土
器

褒
合

口
縁

甕

慎
合

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
日

縁
施

文
後

上
部

ナ
デ

る
。

14 1
125～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
責

白
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ナ

デ
(胴

中
ほ
ど

)

ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
状

工
具
ナ
デ
?波

状
文

V-3

第
77図

CⅦ
区

k場
小
生

土
器

寃
合

日
縁

甕

複
合

口
縁

外
反

し
端

部
肥

厚

す
る

。
日
縁

の
施

文
は

2周
廻

る
。

23 1
99～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
白
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ

デ
擬

凹
線

文

波
状

文
V-3

第
77図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
・
南

ク
ロ

小
生

土
器

寃
合

口
縁

嚢

実
合
口
縁
外
反

し
端
部
つ
ま

み
出
す
。
施
文
後
口
縁
端
部

こ
ナ
デ
。

60～
や

や
粗
・
2mm程

の
丸

砂

と
赤

色
上

粒
を

含
む

。
炎
茶

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-3

第
77図

CⅦ
区

k場
ク
ロ
下
層
・
ク

ロ
下
層
―
括

小
生

土
器

寃
合

回
縁

甕

複
合

口
縁

外
反

し
端

部
肥

厚

す
る

。
日

縁
内

倒
ミ
ガ

キ
。端

部
は

ナ
デ

調
整

。

58～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
茶

白
色

良
好

た
だ

し
風

1ヒ

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヨ
ヨ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-3

ボ
色
顔
料
付

く
。外

面
こ
ス
ス
付
着
。

第
78図

CⅦ
区

k場
～
カ
ペ
崩
・
俳

と ・
ク

ロ
下
層
・

ク
ロ
カ
ベ
下

層

麻
生

土
器

宴
合

口
縁

甕
良
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く
収

心
る
。
ク

シ
原

体
擬

凹
線

文
。

184～
や
や
粗
・
3mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

乳
白

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ

デ
・
押

引
線

文

荒
い
ハ

ケ
メ
・
粗

な
ナ

デ

V-2

第
78図

GVl区
k場

ク
ロ
下

層
林
生

土
器

妄
合

国
縁

甕
褒
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

〈

瞑
め

る
。

77～
や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

白
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文
・

再
中

す
V-2

ホ
面
に
ス
ス
。

第
78図

465
CⅦ

区
k場

ト
レ

ン
チ

3

ク
ロ
・
ク

ロ
下

層

体
生

上
器

複
合

口
縁

奏

複
合

日
縁
外
傾

し
端
部
肥
厚

す
る
。
日
縁
施
文
後
上
部
ナ

デ
る
。

132～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
橙

色
や
や
不
良

`風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ
・

刺
突
文

V-2

第
78図

CⅦ
区

k場
麻
生

上
器

複
合

口
縁

甕
復

合
口
縁

直
立

し
端

部
面

を

持
つ

。
77～

や
や

粗
・
5mm程

の
砂

粒

分
含

む
。

淡
茶

自
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
擬
凹
線
文
・

椰
引
文

V-2

第
78図

CⅦ
区

卜
場

葛
ク

ロ
洛
生

土
器

寅
合

口
縁

甕
現
合

日
縁

直
立

し
端

部
丸

く

使
め

る
。
口

縁
に

密
に

施
文

。
58～

や
や

粗
・
lmm程

の
丸

砂

を
含

む
。

淡
茶

白
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・

押
引

文
V-2

本
面

に
ス

ス
。

第
78図

CⅦ
区

＼
場

葛
ク

ロ
ム
生
土
器

複
合

口
縁

甕

複
合

口
縁

直
立

し
端

部
肥

厚

す
る

。
日
縁

施
文

後
中

央
ナ

デ
。

87～
や

や
粗
・
3mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
自

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
擬
凹
線
文
・

押
引
文

V-2

第
78図

469
CⅦ

区
k場

ク
ロ
下
層

小
生

土
器

複
合

口
縁

萎

貨
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

〈

収
め

る
。
胴

部
施

文
後

ヨ
コ

ナ
デ

。

168～
や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

色
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
施
文

V-3

第
79図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
ク

ロ
下

層
体
生

土
器

複
合

口
縁

甕
唖
く
開

く
口
縁
。

62～
や
や
粗
・
2mm程

の
砂
柚

と
ウ
ン
モ
を
含
む
。

淡
黄

白
色

良
。た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ

デ
・
ク

シ
描

直

線
文
・
波

状
文

V-2

第
79図

CⅧ
区

水
場

ク
ロ

ホ
生
土
器

妄
合

口
縁

蓑

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

日
縁

施
文

後
、 ナ

デ
。

149～
や

や
粗

3mm程
の

砂
粒

を
含

む
。

淡
茶

白
色

良
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ

デ
擬

凹
線
文

タ
テ
ハ

ケ
メ
・
ナ

デ

ナ
ナ

メ
ハ

ケ
メ
押

引
文

V-2～
3

第
79図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

h生
土
器

腹
合

口
縁

霊
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。
日

縁
内

側
碗

状
27 3

68～
や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

色
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-3
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種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
70図

CⅦ
区

水
場

ト
レ
ン
チ

3
称
生

土
器

複
合

口
縁

奏

複
合

日
縁

外
傾

し
端

部
丸

〈

収
め

る
。
日
縁

中
ほ

ど
を

ナ

デ
る

。

272
172～

や
や

粗
・
5mm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

淡
橙

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
荒
い
ハ
ケ

メ
・
ナ
デ

'擬
凹
線
文
・

押
引
文

V-2～
3

外
面

に
ス

ス
。

第
79図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
弥

生
上

器
腹
合

口
縁

甕

腹
合

口
縁

直
立

し
端

都
丸

く

収
め

る
。
日
縁

中
ほ

ど
を
ナ

デ
る

。

30 5
97～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
資

色
良
・
た
だ

し
風

1ヒ
し

て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

擬
凹
線
文

,

押
引
文

V-3
外

面
に

ス
ス

。

第
79図

475
CⅦ

区
水

場
ク
ロ
・
ク
ロ
下

屠
・
東
カ
ベ
節

弥
生

土
器

貨
合

口
縁

甕
実
合

日
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

限
め

る
。

268
92～

や
や

粗
3mm程

の
丸

砂

と
赤

色
土

粒
を
含

む
。

炎
茶

白
色

や
や
不
良

風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
擬

凹
線
文
・

押
引
文

V-3
大

型

第
80図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
下

層
麻
生

土
器

復
合

日
縁

甕
復

合
口
縁

外
傾

し
口

縁
端

部

丸
く
収

め
る

。
117～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

色
良

短
(連

続
す
る

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
不

整
形

ナ
デ
・
ヨ

コ
ナ

V-3
外

面
に

ス
ス

。

第
30図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
ホ
生
上
器

複
合

口
縁

甕

複
合

日
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
口

縁
ナ

デ
に

よ
り

外
反

す
る

。

2～
や

や
粗

■
mm程

の
砂

粒

と
赤

色
土

粒
を

含
む

。
淡

黄
自

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
ハ
ケ

メ
・
二
枚
貝
押
引
文

V-3

第
80図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

南
ク
ロ

土
器

複
合

日
縁

墾

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
厚

い
口

縁
内

側
な

だ
ら
か

。

145
94～

や
や
粗

引
mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

男
橙

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

内
面

上
炭

水
物

。
外

面

に
ス

ス
。

第
80図

CⅦ
区

水
場

ト
レ
ン
チ

3
弥

生
土

器
複

合
口

縁
甕

複
合

口
縁

直
立

し
端

部

丸
く
収

め
る

。
内

側
無

段
131

38～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
黄

白
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-2～
3

第
80図

CⅦ
区

水
場

排
土
・
南
ク
ロ
・

ク
ロ

土
器

複
合

口
縁

嚢

複
合

国
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
肩

部
に

二
枚

貝
腹

縁
に

よ
る
連

続
刺

突
文

。

76～
や

や
粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
盾
灰

色
良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

ヨ
ナ

デ
・
連

続
束
1突

文
本
面

に
ス

ス
。

第
80図

481
CⅦ

区
水

場
東

カ
ベ

崩
・
百

ク
ロ

土
器

隻
合

口
縁

甕
嚢
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

〈

慣
め

る
。

57～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

男
橙

色
良

た
だ

し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ

第
80図

CⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
土

器
複

合
口
縁

萎
複
合
口
縁
外
傾

し
端
部
先
細

る
。

52～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

現
橙

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ

米
面

に
ス

ス
。

第
80図

GⅦ
区

k場
ク
ロ ・

ク
ロ
壁
・

東
カ
ベ
崩

上
器

塩
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

60～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

白
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

外
面

に
ス

ス
。

第
80図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
・
ク

ロ
下

層
―

括
上

器
複

合
口

縁
甕

1同
部

ミ
ガ

キ
177

75～
や
や
粗
・
lmm以

下
の
砂

笠
を
含
む
。

淡
黄

色
良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

V-3

第
30図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
・
ク
ロ
下

層
土

器
複

合
日
縁

甕
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

〈

収
め

る
。

78～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
黄

自
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

第
80図

CⅦ
区

水
場

南
ク
ロ
他

(7

6)
弥

生
土

器
隻
合

口
縁

蓑
冥
合

回
縁

外
傾

1琳
部

丸
く

惧
め

る
内

側
。

65～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

と
赤

色
土

粒
を
含

む
。

決
黄

白
色

不
良
・
風

化
し
て

し

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
二

枚
貝

押

引
文

V-2～
3

第
80図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

土
器

寃
合

回
縁

甕
腹
合
口
縁
外
傾

し
端
部
先
細

る
。

91～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
茶

自
色

良
好
・
た
だ

し
風

1ヒ

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ
若

し
く
は
ミ
ガ
キ

外
面

に
ス

ス
。

第
30図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
下

層
土

器
褒
合

日
縁

蓑
復
合
日
縁
外
傾

端
部
折

り
返
す
に
ぶ
い
陵
。

75～
や
や
粗

lmm程
の
砂
粒

を
含
む
。

拐
橙

色
良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ

蓋
の

可
能

性
有

り
。

第
80図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
下

層
・
ク

ロ
下

層
一

括
土

器
褒
合

口
縁

弩
複
合
口
縁
外
傾

し
端
部
つ
ま

み
出
す
。

174
88～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

明
橙

色
良

好
・
た

だ
し
風

1ヒ

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

第
80図

CⅦ
区

水
場

雪
ク

ロ
・

ク
ロ

土
器

複
合

日
縁

養

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
R同

外
面

:幅
広

の
エ

具
を
用

い
た

ミ
ガ

キ
状

調
整

。

3～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

暗
繕

色
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

第
81図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

下
層

土
器

複
合

口
縁

蓑
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

109～
や
や
粗

lmm程
の
砂
粒

を
含
む
。

炎
黄

色
良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

外
面

に
ス

ス
。

第
31図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

下
層

土
器

複
合

口
縁

甕

複
合

回
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。胴

部
:タ

テ
に

ナ
デ

若
し

く
は

ミ
ガ

キ
。

210
165～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
黄

白
色

禅
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ー

部
ナ

デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
・
タ
テ
ナ

デ
若

し
く
は

ミ
ガ
キ
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特
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口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

上
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
81図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
土

器
蔓
合

口
縁

甕
貞
合
口
縁
外
傾

し
端
部
丸

く
lRめ

る
。

104～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

盾
茶

色
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
―

部
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
不
定
方
向

ナ
デ
若

し
く
は

ミ
ガ

キ

第
81図

494
CⅦ

区
k場

ク
ロ
・
ク
ロ
下

曙
・
南
ク
ロ

上
器

賞
合

口
縁

甕
実
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

〈

便
め

る
。

21 8
139～

や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

月
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

第
81図

GⅦ
区

k場
ト
レ
ン
チ

3
と
器

貞
合

口
縁

萎
長
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

限
め

る
。

171
67～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
黄

白
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

第
81図

CⅧ
区

卜
場

ク
ロ

と
器

貨
合

口
縁

霊
隻
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

使
め

る
。

70～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
黄

白
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ

第
31図

CⅦ
区

k場
タ
ロ
・
ク
ロ
下

目 ・
南
ク
ロ

土
器

寝
合

口
縁

甕
貨
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

瞑
め

る
。

20 0
77～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
責

白
色

良
好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

第
81図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

土
器

隻
合

日
縁

甕

腹
合

口
縁

外
傾

し
端

部
先

細

る
。
日
縁

内
側

な
だ

ら
か

。

に
ぶ

い
陵

172
50～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
茶

白
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

第
31図

CⅦ
区

水
場

百
ク
ロ

土
器

良
合

口
縁

輩
貞
合

日
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

又
め

る
。

63～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
黄

白
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ラヽ
ミ
ガ
キ
・
ヨ
コ
ナ
デ

第
81図

CⅦ
区

水
場

ト
レ
ン
チ

3・

ク
ロ
・
ク
ロ
下

層
土

器
腹
合

口
縁

蓑
腹
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

82～
や

や
粗

,lmm程
の

砂
粒

を
含

む
。

;し
白

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

第
81図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
・
雨
ク
ロ ・

ク
ロ
下
層
―
括

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

68～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

と
ウ
ン
モ
を
含
む
。

乳
白

色
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

第
81図

CⅦ
区

水
場

ト
レ

ン
チ

3拡

張
1層

土
器

複
合

口
縁

輩

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
頸

部
に

二
枚

貝
原

体
に

よ
る

連
続

束
J突

文
。

27 0
69～

や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
黄

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
三

枚
貝

刺

突
文

第
81図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
・
ク

ロ
下

層
土

器
腹
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
内

側

に
面

を
持

つ
。

257
61～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

tを
含

む
。

淡
黄

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

第
82図

504
GⅧ

区
水

場
ク

ロ
下

層
林
生

土
器

腹
合

日
縁

甕

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
肥

厚

し
丸

く
収

め
る
現

部
内

側
ミ

ガ
キ

。

180
83～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

白
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ ・
ク
シ
描
直
線
文

V-4

第
82図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

体
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。
肩

部
束
J突

文
108～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

乳
白
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
刺

突
文

V-4

第
82図

606
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
・
南

ク
ロ

林
生

土
器

腹
合

口
縁

墾

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
口

縁
内

側
に

か
え

り
持

つ
。

20 6
95～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
黄

白
色

良
好
・
た

だ
し
風

1ヒ

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
波
状
文

V-2

第
32図

CⅦ
区

水
場

葛
ク

ロ
林
生

土
器

複
合

口
縁

輩
複

合
口
縁

外
傾

し
端

部
つ

ま

み
出

し
・
胴

部
肩

に
波

状
文

。
67～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
自

色
良

好
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
ハ
ケ

メ ・
波
状
文

V-4
外

面
に

ス
ス

。

第
82図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

下
層

体
生

土
器

複
合

口
縁

甕

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
つ

ま

み
出

す
。
反

転
す

る
刺

突
文
・

肩
部

に
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

90～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

灰
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
・
ハ

ケ
メ
・
ク

シ
描

直
線

文
・
刺

突
文

V-4～

第
82図

GⅦ
区

水
場

ク
ロ

体
生

土
器

複
合

口
縁

萎
複
合
口
縁
外
傾

し
端
部
先
細

る
。

99～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

睾
L自

色
良

好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

ヨ
ナ

デ
・
ク

シ
描

直

線
文
・
波

状
文

V-4
外

面
に

ス
ス

。

第
82図

GⅦ
区

水
場

ク
ロ

体
生

土
器

実
合

口
縁

甕
曳
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

〈

慎
め

る
。指

紋
付

着
22 0

62～
や

や
粗

淡
責

茶
色

艮
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4
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特
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最
大

径
器

高
底

径
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土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
82図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
ホ
生
上
器

複
合

口
縁

嚢

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
頚

部
波

状
文
 

肩

部
に

ク
シ
描

直
線

部
。

91～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

自
色

良
好
。た

だ
し
風
化

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ ・

波
状
文
・
ク
シ
描
直
線
文

V-4

第
82図

GⅦ
区

水
場

ク
ロ
・
ク
ロ
下

層
体
生

土
器

腹
合

口
縁

養
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

〈

収
め

る
。

91～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
茶

白
色

良
好

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

V-4～
外

面
に

ス
ス

。

第
82図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

下
層

祢
生

土
器

複
合

口
縁

萎
複

合
口
縁

直
立

し
端

郡
丸

〈
収

め
る
。肩

に
ク

シ
描

直
線

文
。

71～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

炎
茶

白
色

貫 ・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-4
■
面
に
ス
ス
。

第
82図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
・
下

層
・
ク

ロ
下

層
一

括

弥
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

99～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
月
橙

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

ヨ
ナ

デ
・
ク

シ
描

直
線

文
・
ハ

ケ
メ
・
列

点
文

V-4

第
82図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

弥
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
日
縁

外
傾

し
端
部

丸
く
収

め
る
。列

点
文

は
全
周

し
な

い
。

91～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
茶

自
色

良
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
列
点
文
・
ク

シ
描
直
線
文

波
状
文

V-4

第
82図

CⅦ
区

水
場

弥
生

土
器

複
合

口
縁

甕

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
肥

厚

し
丸

く
収

め
る

。
肩

に
7条

の

刺
突

文
。

115～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

色
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ

デ
・
タ
テ

ハ
ケ

メ
・
波

状
文
・
ク

シ
描

直
線

文
・
刺

突
文

V-4

第
83図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

土
器

複
合

口
縁

甕

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
肩

部
に

ハ
ケ

メ
密

に
入

る
。

210
105～

や
や

粗
炎
茶

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ョ
ナ
ず

,ヨ
コ
ハ
ケ
メ

第
83図

CⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
弥

生
土

器
複

合
口
縁

奎
複
合
口
縁
外
傾

し
端
部
先
細

る
。

173
3～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

月
橙

色
良

好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。

指
押

さ
え
・
ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
ハ
ケ

メ
ク
シ
描
直
線
文
→

波
状
文
・
肩

を
ヨ
コ
ナ
デ

V-4
ll面

に
ス

ス
。

第
33図

GⅦ
区

水
場

弥
生

土
器

複
合

口
縁

甕
夏
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く
JIF

心
る
。
陵
部

は
水

平
に
突

出
。

91～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

灰
白

色
良

好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
′

ケ
メ
・
波
状
文

V-4
本
面

に
ス

ス
。

第
83図

CⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
・
ク

ロ

下
層

弥
生

土
器

腹
合

日
縁

甕
寃
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

瞑
め

る
。

20 2
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

責
自

色
良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

IIナ
ギ
・
タ

テ
ハ

ケ
メ
・
ク

シ
描

直
線

文
・
波

状
文

V-4
l同
部

外
面

に
ス
ス

。頸
部

応

面
に
煮
沸

に
よ
る

コ
ゲ
痕

て

天
地
逆

で
2次

使
用

の
為

t

第
83図

CⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
他

弥
生

土
器

褒
合

口
縁

養
復
合
日
縁
外
傾

し
端
部
先
細

る
。

135～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

子し
自
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
ク

シ
描

直
線

文
・
ハ

ケ
メ
・
波

状
文

V-4
ケヽ

メ
後
細

く
ヨ
ヨ
ナ

デ

iヾ
入

る
。波

状
文
の
割

付
帰

うヽ
?外

面
下
部

に
ス
ス

。

第
83図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
弥

生
土

器
隻
合

日
縁

蓑
隻
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

〈

炭
め

る
。
細

か
波

状
文

。
23 2

75～
や

や
粗
・
2mm程

の
丸

砂

を
含

む
。

淡
茶

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
波

状
文

V-4～
ホ
面
に
ス
ス
。

第
83図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
弥

生
土

器
隻
合

口
縁

甕
隻
合

口
縁

外
傾

し
端

郡
つ

ま
み

と
し
丸

く
収

め
る
。陵

部
垂

下
207

56～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

灰
色

R好
・
た
だ

し
風

1ヒ

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ク
シ
描

直
線
文

V-4
外

面
に

ス
ス

。

第
83図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
・
ク
ロ
下

層
―
括

弥
生

上
器

妄
合

口
縁

甕
貞
合
口
縁
直
立

し
端
部
つ
ま

み
出
す
。

88～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

瞳
茶

色
良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
タ
テ
ハ
ケ
メ
・
ク
シ

描
直
線
文

V-4
外

面
に

ス
ス

。

第
83図

CⅦ
区

水
場

ト
レ
ン
チ

3
小
生

土
器

妄
合

日
縁

甕
複
合
日
縁
外
傾

し
端
部
強
い

ナ
デ
。

67～
や

や
粗
・
2mm程

の
丸

砂

弁
含

む
.

淡
茶

白
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
ク

シ
描

直
線

文

V-4～
首

墳

前
期

回
転
台
・
右
回

り ・
外
面

に
ス
ス
。

第
83図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
・
南

ク
ロ

体
生

土
器

複
合

口
縁

甕

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

〈

収
め

る
。
日
縁

強
く
折

り
曲

げ
る

。

23 6
67～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

白
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
83図

CⅦ
区

lk場
ク

ロ
下

層
土

器
腹
合

回
縁

甕

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

(

収
め

る
。
口

縁
強

い
ナ

デ
。
に

ぶ
い

陵

102～
や
や
粗
・
lmm以

下
の
砂

位
と
赤
色
土
粒
を
含
む
。

淡
橙

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

タ
テ
ハ
ケ
メ

古
前

末
若

し
く
は
V-4

第
83図

CⅦ
区

水
場

覇
ク

ロ
体
生

土
器

腹
合

口
縁

番
腹
合

口
縁

外
傾

し
端

部
つ

ま

み
出

ず
。
陵

水
平

に
突

出
。

88～
や
や
粗
・
lmm以

下
の
砂

立
を
含
む
。

外
面

:淡
資

白

色内
面

:淡
橙

白

色

良
好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
タ

テ
ハ

ケ
メ
・
束
J突

文
・
ク

シ

店
直

線
文

V-4
内
面

に
ス
ス
ゆ

が
み

有
。

日
縁
器

壁
厚

に
バ

ラ
ツ
キ

。

第
84図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
・
南

ク
ロ
・
東

カ
ベ

崩
・
セ

ク
シ

ョ

ン
3層

―
括

弥
生

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口
縁

外
傾

し
端

部
肥

厚

し
丸

く
収

め
る

。
球

胴
210

148～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
橙

色
良
好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

IHナ
デ
・
波
状
文
・

ク
シ
描
直
線
文

V-4



第
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遺

物
観

察
表

鬱
0

|

預O

|

図号

挿番

靱号
還番

地
区

遺
橋

土
層

、
No

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
84図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
・
ク
ロ
下

層
・
南
ク
ロ

称
生

土
器

複
合

日
縁

甕
直

立
す

る
日

縁
端

部
を

つ
ま

み
出

し
、
内

側
に

面
を
持

つ
。

79～
や

や
粗

lmm程
の

砂
粒

を
含

む
。

卜
面

:淡
責

白

月
面

:淡
茶

白

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ラヽ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

V-4

第
84図

CⅦ
区

k場
南

ク
ロ
・
東

力
ぺ

崩
ホ
生
土
器

複
合

口
縁

姿
複
合
口
縁
直
立

し
端
部
つ
ま

み
出

し
面
を
持
つ
。陵

退
化

170～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
;し
白
色

良
好

たヽ
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
タ

テ
ハ

ケ
メ
・
波

状
文
・
ク

シ
描

直
線

文

V-4
外

面
に

ス
ス

。

第
84図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
下

層
亦
生

土
器

複
合

口
縁

姿

複
合

日
縁

外
傾

し
端

部
面

を

持
つ

。
ク

シ
描

直
線

文
を
2段

め
ぐ

ら
し
、
波

状
文

。

72～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡
黄

白
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ ・

ハ
ケ
メ ・

波
状
文
・
ク
シ
描
直
線
文

V-4
外

面
に

ス
ス

。

第
84図

CⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
・
東

方
べ

崩
杯
生

上
器

腹
合

回
縁

甕
複
合
日
縁
外
傾

し
端
部
に
面

を
持
ち

く
ば
む
。

222～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
黄

自
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
タ

テ
ハ

ケ
メ
・
波

状

文
・
ク

シ
描

直
線

文

第
84図

CⅦ
区

水
場

覇
ク

ロ
土

師
器

複
合

口
縁

奎
複

合
日
縁

外
傾

し
端

部
つ

ま

み
出

し
面

を
持

つ
。

175
76～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
黄

色
良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

指
押

さ
え
・
ヘ

ラ

ケ
ズ

リ

ヨ
コ
ナ

デ
・
タ

テ
ハ

ケ
メ
・
波

状
文
・
ク

シ
描

直
線

文
占
墳

初
頭

第
84図

CⅦ
区

代
場

ク
ロ

上
師

器
複

合
日

縁
姿

宴
合

口
縁
外

傾
し
端
部

つ
ま
み

出
し
画

を
持

つ
。施

文
し
な

い
。

183～
や

や
粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
と
赤

色
土

粒
を
含

む
。

営
茶

橙
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

指
押

さ
え
・
ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

古
境

初
頭

外
面

に
ス

ス
。

第
84図

CⅦ
区

k場
苛
ク

ロ
・
ク

ロ
ホ
生
土
器

貞
合

口
縁

蓑
貞
合
口
縁
外
傾

し
端
部
つ
ま

み
出

し
面

を
持
つ
。

128～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
橙

色
良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ
・

波
状
文
・
直
線
文

V-4
本
面

に
ス

ス
。

第
84図

GⅦ
区

k場
輔
ク

ロ
 
ク

ロ

下
層

ホ
生
土
器

蔓
合

口
縁

萎
蔓
合
口
縁
直
立

し
端
部
内
側

こ
面
を
持
つ
。

20 3
135～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

決
橙

白
色

や
や

不
良

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
ツヽ

ケ
メ ・

ク
シ
描
直
線
文
・
波
状
文

V-4

第
85図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
下

層
弥
生

土
器

寃
合

口
縁

甕
貞
合
口
縁
外
傾

し
端
部
や
や

亙
を
持
つ
。

28 3
76～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
黄

白
色

良
好
・
た
だ

し
鳳
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
85図

CⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
・
ク

ロ
弥

生
土

需
褒
合

日
縁

奎

貞
合

日
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

使
め

る
。
肩

部
波

状
文
・
ク

シ

宙
直

線
文

。

234
13

2～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

炎
橙

自
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ
・
波

状
文
・
ク
シ
描
直
線
文

V-4
ヘ
ラ
に
よ
る
ケ
ズ

リ
。

第
35図

GⅦ
区

水
場

ク
ロ
・
ク
ロ
下

層
弥

生
土

器
蔓
合

日
縁

萎
宴
合

口
縁

直
立

し
端

部
丸

く

瞑
め

る
。

163～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
橙

色
良

好
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
タ

テ
ハ

う
メ
・
ク

シ
描

直
線

文
・

波
状

文

V-4

第
85図

GⅦ
区

水
場

ク
ロ
・
ク
ロ
下

層
弥

生
土

器
夏
合

日
縁

萎
Я
合
口
縁
外
傾

し
端
部
丸

く
尿
め
る
。厚

い
日
縁
。

27 8
30 0～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

,と
自
色

良
好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
,テ

ハ
ケ
メ
・
ク
シ

贈
直
線
文
・
波
状
文

V-4
外

面
に

ス
ス

。

第
85図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
弥

生
土

器
夏
合

口
縁

甕

複
合

日
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
肩

部
に

大
が

ら
な

連
続

刺
突

文
。

11
6～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

白
色

良
好
・
た
だ

し
鳳

1ヒ

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ

デ
・
波
状

文
・
ク

シ
描

直
線

文
・
刺

突
文

V-4

第
86図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
・
ク
ロ
下

層
弥

生
土

器
複

合
口
縁

嚢
複

合
日
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
肩

に
波

状
文

。
24 2

63～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
白

色
良
。た

だ
し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-4
外

面
に

ス
ス

。

第
86図

544
GⅦ

区
水

場

ク
ロ
下

層
・
最

下
層
・
ク

ロ
・

南
ク

ロ
体
生

土
器

複
合

回
縁

萎
複
合
口
縁
直
立

し
端
部
つ
ま

み
出
す
。

172～
や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

乳
白

色
良

好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
タ

テ
ハ

ケ
メ
・
ク

シ
描

直
線

文
・

波
状

文

V-4
外

面
に

ス
ス

。

第
86図

CⅦ
区

lk場
ク
ロ
下
層
・
南

ク
ロ

体
生

土
器

僕
合

口
縁

甕

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

〈

収
め

る
。
肩

部
連

続
刺

突
文
・

波
状

文
・
ク

シ
描

直
線

文
。

25 0
162～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

明
橙

白
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

指
押

さ
え
・
ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

ヨ
コ

ナ
デ
・
ハ

ケ
メ

連
続

刺
突

文
・
波

状

文
・
ク

シ
描

直
線

文

V-4
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第
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遺

物
観

察
表
ゆ
つ

凶号

輝番

物号

違番
地

区
遺

構
土

層
、
No

種
別

器
種

特
徴

日
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

上
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
86図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
・
ク

ロ
下

層
―

括
・

ク
ロ
・
南

ク
ロ

ホ
生
土
器

複
合

口
縁

襲
複

合
口
縁

直
立

し
端

自
晩

細

る
が

一
部

面
を

持
つ

。
195～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
茶

白
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

ヨ
ナ

デ
・
タ

テ
ハ

ケ
メ
・
波

状
文
・
ク

シ

描
直

線
文

V-4
外

面
に

ス
ス

。

第
86図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下
層
・
南

ク
ロ

ホ
生
土
器

腹
合

口
縁

甕
複
合
口
縁
外
傾

し
端
部
内
側

に
面

を
持
つ
。

218
210～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
黄

白
色

良
好

た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ
・
波

状
文
・
ク
シ
描
直
線
文

V-4
ホ
面
に
ス
ス
。

第
87図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下
層

土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口
縁

外
傾

し
口
縁

端
部

面
を
持

つ
。

26 9
213～

や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

男
橙

色
良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
タ

テ
ハ

ケ
メ
・
波

状
文
・
2段

の
ク

シ
描

直
線

文

同
部

外
面

に
ス

ス
。

第
87図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下
層

弥
生

土
器

複
合

日
縁

菱
複
合
日
縁
外
傾

し
口
縁
端
部

面
を
持
つ
。

163～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
黄

白
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ ・

波
状
文
・
ク
シ
描
直
線
文

弥
生

末
期

～
古

墳
初

期

第
87図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
―

括
・
ク

ロ
弥

生
土

器
腹
合

口
縁

萎
複
合

日
縁
外
傾

LE3縁
端
部

面
を
持
つ
。陵

は
に
ぶ
い

210
107～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

乳
白

色
良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
タ

テ
ハ

ケ
メ
・
波

状
文
・
ク

シ

描
直

線
文

V-4
小
面

に
ス

ス
。

第
87図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

弥
生

土
器

良
合

回
縁

甕
腹
合
口
縁
外
傾

し
口
縁
端
部

に
面
を
持
ち

く
ば
む
。

22 8
0～

や
や
粗
・
2mm以

下
の
砂

生
を
含
む
。

淡
橙

白
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

指
押

さ
え

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

ヨ
コ
ナ

デ
・
タ
テ

ハ
ケ

メ
・
ク

シ
描

直
線

文
・

波
状

文

V-4
日
縁

外
面

に
ス

ス
。

第
87図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
―
括

弥
生

土
器

曳
合

口
縁

萎
夏
合
口
縁
外
傾

し
口
縁
端
部

こ
面
を
持
つ
。

87～
や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

自
色

良
好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ

デ
・
タ

テ
ハ

ケ

メ
・
波

状
文
・
ク

シ
描

直
線

文

V-4

第
87図

CⅥ
区

土
器

溜
り
05

土
師

器
夏
合

口
縁

養
良
合

日
縁

外
傾

し
口

縁
端

部

を
細

る
。

105
62～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

立
を

含
む

。
淡

茶
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

古
墳

前
期

第
88図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
・
南

ク
ロ

弥
生

土
器

曼
合

口
縁

甕

腹
合

日
縁

外
傾

し
日
縁

端
部

に
面

を
持

つ
。肩

の
張

る
倒

卵

形
肩

の
施

文
は

左
方

向
2段

目

心ヽ
ら
は

直
線

文
と
波

状
文

続

き
で

後
ナ

デ
で

文
様

を
区
切

る
。

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

面面

外内色

乳
白
色

淡
橙

白
良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ラヽ
ケ
ズ

リ

ヨ
コ

ナ
デ
・
波

状
文
・

ク
シ
描

直
線

文
・
波

状
文

V-4
ホ
面

に
ス

ス
。 底

部
3ケ

lJf支
え

具
使

用
痕

。

勺
面

に
炭

化
物

。

第
88図

CWI区
k場

ク
ロ
・
ク
ロ
下

層
土

師
器

良
合

国
縁

壽

良
合

口
縁

外
傾

し
口
縁

端
部

百
を

持
つ

。

同
球

状
を
呈

す
。

17
9´
ψ

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

淡
黄

白
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
タ

テ
ハ

ケ
メ
・
波

状
文
・
ク

シ

描
直

線
文

古
墳

前
期

第
88図

CⅦ
区

k場

ク
ロ
・
ク

ロ
下

層
一

括
・
南

ク

ロ

と
師

器
寃
合

口
縁

甕
貞
合
口
縁
外
傾

し
口
縁
端
部

ホ
面
に
面
を
持
つ
。

91～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
自
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ ・

波
状
文
・
ク
シ
描
直
線
文

古
墳

初
頭

本
面

に
ス

ス
。

第
89図

CⅦ
区

k場
葛
ク

ロ
・
ク

ロ
上
師

器
寝
合

口
縁

甕

夏
合

日
縁

外
傾

し
端

部
つ

ま

み
出

す
。

コ
縁

強
い

ナ
デ

で
複

合
部

を

震
す

。

52～
や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

色
良

好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

中
期

口
縁

退
化

外
面

に
ス

ス
。

第
89図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
下

層
土

師
器

受
合

口
縁

甕

腹
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

強
い

ナ
デ

で
複

合
口
縁

を
表

す
。

や
や
祖
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

赤
茶

色
艮

好
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

中
期

口
縁

退
化

外
面

に
ス

ス
。

第
89図

559
CⅦ

区
k場

ク
ロ

上
師

器
貨
合

日
縁

甕

貞
合

口
縁

直
立

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
強

い
ナ

デ
は
複

合

ヨ
縁

の
名

残
り
。

54～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

色
良

好
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

中
期

第
89図

CⅦ
区

水
場

苛
ク

ロ
・
ク

ロ
土

師
器

宴
合

日
縁

甕

復
合

口
縁

直
立

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
日
縁

継
足

し
て

強

く
ナ

デ
る

。

56～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
橙

色
良

好
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

中
期

口
縁

退
化

外
面

に
ス

ス
。
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第
89図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

土
師

器
貨
合

口
縁

甕
褒
合

日
縁

外
傾

し
口
縁

端
部

こ
強

い
ナ

デ
。

54～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
橙

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ケヽ
メ

ヨ
ヨ
ナ
デ

吉
墳

中
期

回
縁

退
化

第
39図

CⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
土

師
器

単
純

日
縁

甕

単
純

口
縁

直
立

し
端

部
つ

ま

み
出

す
。
強

い
ナ

デ
に

よ
り

復
合

口
縁

を
造

る
。

47～
や

や
粗
・
あ

ま
り
砂

粒
は

含
ま

な
い
。

淡
茶

色
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

ョ
ナ

デ
苗

墳
中

期
外

面
に

ス
ス

。

第
89図

CMl区
水

場
南

ク
ロ

土
師

器
単

純
口
縁

甕

単
純

口
縁

直
立

し
端

部
つ

ま

み
出

す
。
口

縁
中

ほ
ど

を
強

く
ナ

デ
陵

を
意

識
す

る
。

42～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
古

墳
中

期

第
89図

CⅦ
区

水
場

土
師

器
単

純
口
縁

甕
単
純

口
縁
外
傾

し
口
縁
端
部
強

く

ナ
デ

る
。複

合
口
縁
の
名
残

り
。

53～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

明
橙

色
不

良
・
風

化
し
て

い

る
。

下
明

不
明
お
そ

ら
く
ナ
デ

古
墳

中
期

第
89図

CⅦ
区

水
場

葛
ク

ロ
・
ク

ロ
土

師
器

貨
合

口
縁

養
貨
合
口
縁
外
傾

し
口
縁
端
部

こ
強
い
ナ
デ
。

38～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
橙

色
や
や
不
良
・
風

1と
し

て
い
る
。

ケヽ
メ

ヨ
ヨ
ナ
デ

古
墳

中
期

口
縁

退
化

第
89図

CⅦ
区

k場
ト
レ
ン
チ

3
土

師
器

単
純

日
縁

甕

単
純

回
縁

外
傾

し
水

平
に

面

を
持

つ
。
日

縁
強

い
ナ

デ
で

複
合

口
縁

を
造

る
。

56～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
橙

色
や

や
不

良
・
風

1と
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ

古
墳

中
期

第
89図

CⅦ
区

水
場

土
師

器
単

純
口
縁

甕
単
純

日
縁

外
傾

し
端

部
先
細

る
。強

い
ナ

デ
で

陵
を
表

わ
す

。
725～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

色
良

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

中
期

赤
色

顔
料

付
着

第
89図

CⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
土

師
器

復
合

日
縁

甕
夏
合

口
縁

外
傾

し
口
縁

端
部

陰
い

ナ
デ

。
71～

を
含
む
。

淡
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
・

荒
い
ハ
ケ
メ

古
墳

中
期

口
縁

退
化

第
89図

CⅦ
区

水
場

土
師

器
受
合

口
縁

甕
復

合
口
縁

直
立

し
口

縁
端

部
つ

蔽
み

出
す

。
107～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
橙

自
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
ハ
ケ
メ

古
境

中
期

口
縁

退
化

第
89図

570
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
下

層
土

師
器

隻
合

口
縁

甕
複
合

口
縁

外
傾

し
口
縁

中
ふ

く

ら
み

し
、端

部
を
外

反
さ
せ

る
。

216
102～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

淡
橙

色
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
?

ヨ
コ
ナ
デ

?・

タ
テ
ハ
ケ
メ

古
境

中
期

口
縁

退
化

風
化

の
為

、調
整

不
明

。

第
89図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
上

師
器

単
純

口
縁

甕

単
純

口
縁

外
傾

し
端

部
先

細
る

。複
合

口
縁

の
名

残
り

口

縁
中

ほ
ど

を
強

く
ナ

デ
稜

を

作
る

。

20 5
52～

や
や

粗
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

男
橙

色
良

た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

吉
墳

中
期

第
89図

CⅦ
区

水
場

土
師

器
単
純

口
縁

甕
単
純

口
縁

外
傾

し
端

部
に
面

´
持

つ
_構

会
□
霧

の
え
鵜

明
216

55～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂
対

歩
合

お
_

暗
灰

色
や
や
不
良

,風
化

し
て
い
る
。

不
明

ヨ
コ
ナ
デ
?

吉
墳

中
期

第
90図

CMl区
水

場
ク

ロ
土

師
器

複
合

口
縁

養

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
口

縁
中

ほ
ど
強

く

な
で

る
。

170
54～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
茶

白
色

良
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

中
期

ヨ
縁

退
化

第
90図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
・
ク

ロ
下

層
一

括
・
ク

ロ

下
層

土
師

器
単

純
口
縁

壺
単
純

口
縁
直
立

し
日
縁
端
部

や
や
上
方
へ
つ
ま
み
出
す
。

118～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

角
面

:乳
白

色

断
面

:黒
灰

色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
孝旨
押

さ
え

ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

古
墳

前
期

第
90図

CⅦ
区

水
場

土
師

器
単

純
日
縁

菱

単
純

口
縁

直
立

し
端

部
つ

ま
み

出
す

。
強

い
ナ

デ
で

陵
を

表
わ

す
。

212
7～

や
や

糧
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
橙

茶
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
タ
テ
ハ
ケ
メ

古
境

前
期

～
中

期
同
部

外
面

に
ス

ス
。

第
90図

CⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
土

師
器

単
純

口
縁

妻
単
純
日
縁
外
傾

し
端
部
つ
ま

み
出
す
。複

合
El縁

の
名
残
り
。

24 8
237～

や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
橙

色
良

好

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
部

分
的

に
ナ

デ
・
口

縁
内
倒

に
ハ

ケ
メ

タ
テ
ハ
ケ
メ

古
境

中
期

ホ
面

に
ス

ス
・
湯
甕

。

第
90図

CⅦ
区

水
場

土
師

器
単

純
口

縁
甕

単
純

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
日
縁

中
ほ

ど
強

く

ナ
デ

。
陵

部
を
意

識
す

る
。

65～
や
や
粗
・
Imm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ
?

占
墳

中
期

小
面

に
ス

ス
。

第
90図

CⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
土

師
器

小
型

萎
単

純
口
縁

直
立

し
口

縁
端

部

折
り
返

す
。

118
37

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

本
面

:淡
灰

色

角
面

:茶
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
若

し
く
は
ハ
ケ
メ

古
墳

中
期

ヨ
縁

退
化

直
部

や
や

平
ら

。

第
90図

GⅦ
区

水
場

雨
ク
ロ

土
師

器
単

純
口

縁
萎

単
純

回
縁

外
傾

し
口

縁
端

部

面
を

持
つ

。
69～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

本
面

:明
橙

色

角
面

:淡
茶

白
良

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

百
墳

前
期

～
中

期

第
90図

CⅦ
区

水
場

再
ク
ロ

土
師

器
単

純
口

縁
養

単
純

口
縁

直
立

し
端

部
先

細

る
。
日
縁

中
ほ

ど
を

強
く
ナ

デ
陵

を
作

る
。

33～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

炎
茶

色
良

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

中
期

ホ
面
に
ス
ス
。

第
90図

CⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
土

師
器

複
合

口
縁

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く
収

め
る
。
日
縁

強
く
ナ

デ
く
ば
む
。

3～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

月
橙

色
良

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
タ
テ
ハ
ケ

雪
墳

中
期

ヨ
縁

退
化

第
91図

CⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
土

師
器

単
純

口
縁

甕
単

純
口
縁

外
傾

し
口

縁
端

部

面
を

持
つ

。
44～

を
含
む
。

炎
橙

白
色

良
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
ハ
ケ

メ
・
ヨ
コ
ナ
デ

与
墳

初
頭

小
面

に
ス

ス
。
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調
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代
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第
91図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
・
ク

土
師

器
単

純
口

縁
甕

革
純

口
縁

外
傾

し
回

縁
端

部
つ
ま

み
出

し
面

を
持

つ
。

20 0
69～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
′

占
墳

初
頭

第
91図

CⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
弥

生
土

器
単

純
口

縁
萎

妻
純
口
縁
外
傾

し
日
縁
端
部

上
方
に
つ
ま
み
出
す
。薄

造
り

60～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

灰
白

色
良

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
ハ

ケ
メ
ヘ

ら
描
波
状
文

弥
生

末
期

～
吉

墳
前

期
畿

内
系

第
91図

CⅦ
区

水
場

ト
レ
ン
チ

3
土

師
器

単
純

日
縁

蓑
単
純

口
縁
外
傾

し
端
部
内
湾

す
る
。 薄

造
り

655～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
白

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヨ
コ
ハ

ケ
メ

古
墳

前
期

畿
内

系
 

口
縁

に
ス

ス
。

同
部

外
面

に
ス

ス
。

第
91図

CMl区
水

場
ト
レ
ン
チ

3
な
生
土
器

単
純

口
縁

萎
単
純
口
縁
外
傾

し
口
縁
端
部

に
面
を
持
つ
。

65～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

指
押

さ
え

ヨ
コ
ナ
デ

弥
生

末
期

～
盲

墳
前

期
畿

内
系
 

外
面

に
ス

ス
。

第
91図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

小
生

土
器

単
純

口
縁

委

単
純

口
縁

外
傾

し
口

縁
端

部

上
方

へ
弱

く
つ

ま
み

出
す

。

厚
い

器
壁

85～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
自

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
′

ケ
メ

弥
生

末
期

～
吉

墳
前

期
畿

内
系

第
91図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
土

師
器

単
純

口
縁

義
単
純

口
縁
外
傾

し
口
縁
端
部

つ
ま
み
出

し
画
を
持
つ
。

33～
0や

粗
・
lmm以

下
の

砂

生
を

含
む

。
暗

茶
色

良
好

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
古

墳
初

頭
畿

内
系
・
外

面
に

ス
ス

。

第
91図

CⅦ
区

lk場
ト
レ

ン
チ

3

1層
上

師
器

単
純

口
縁

萎
単

純
口

縁
外

傾
し
口
縁

端
部

先
細

る
。

64～
や
や
粗
・
lmm以

下
の
砂

位
を
含
む
。

淡
橙

自
色

不
良
・
風

化
し
て

し
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
不
明

古
墳

前
期

第
91図

CⅦ
区

lk場
土

師
器

単
純

口
縁

蓑
単
純

口
縁
外
傾

し
口
縁
端
部

つ
ま
み
出
す
。

62～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
.

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヨ
コ
ハ

ケ
メ

古
墳

前
期

畿
内

系

外
面

に
ス

ス
。

第
91図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

祢
生

土
器

単
純

口
縁

萎
単

純
口
縁

外
傾

し
口

縁
端

部

内
部

に
小

さ
く
折

り
返

す
。

150
93～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

位
を

含
む

。
淡

橙
自
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
指
押

さ
え

ヨ
コ
ナ
デ
・
ヨ
コ
′

ケ
メ

林
生

末
期

～
百

質
前

期

畿
内

系

外
面

に
ス

ス
。

第
91図

CⅧ
区

水
場

ト
レ

ン
チ

3

1層
土

師
器

単
純

口
縁

甕
単

純
口
縁

外
傾

し
口
縁

端
部

外
側

に
折

り
返

す
。

155
715～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂
位
を

含
む

。
淡

茶
白
色

良
・
た

だ
し
風

1と
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ
デ

?
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ヨ
コ
ハ

ケ
メ

吉
墳

前
期

畿
内

系

第
91図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
最

下
層

弥
生

土
器

単
純

口
縁

甕
単
純

日
縁
外
傾

し
端
部
肥
厚

し
丸

く
収
め

る
。
日
縁
内
側

く
ぼ
む
。

27
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
橙

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ナ
デ

V-4
底
部
比
熱
還
元
 
布
留

傾
向
輩
に
類
似
す
る
。

第
91図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

土
師

器
単
純

口
縁

養
単
純

口
縁

外
傾

し
端

部
先

細

る
。
胴

内
倒

上
部

ナ
デ

る
。

72～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
橙

色
良
・

た
だ

し
風

化
し

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
指
押
さ
え
・
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ
?

古
墳

前
期

～
中

期
外

面
に

ス
ス

。

第
91図

CⅦ
区

水
場

最
下

層
土

師
器

整
純

回
縁

甕
革
純

口
縁

外
傾

し
端

部
は

内

沓
す

る
厚

い
口
縁

。
99～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

本
面

:淡
橙

色

対
面

:淡
茶

白
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
ナ
ラ

体
生

末
期

～
古

賞
初

頭
外

面
に

ス
ス

。

第
91図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

土
師

器
単
純

口
縁

蓑
単
純
口
縁
外
傾

し
端
部
内
湾

す
る
厚
い
口
縁
。

89～
や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

外
面

:明
橙

色

内
面

:淡
茶

白

色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・

指
押

さ
え

ヨ
コ
ナ
デ
・
荒
い
ハ

ケ
メ
?

古
境

前
期

～
中

期
?

第
91図

CⅥ
区

南
ク

ロ
土

師
器

霊
―

条
の

線
刻

。
73～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
橙

色
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

吉
墳

中
期

～
後

期

第
92図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
土

師
器

早
IIB口

稼
J｀

型
甕

単
純

口
縁
直
立

し
端
部
外
反

す
る
。

133～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

災
橙

色
や
や
不
良
・
風

1と
し

て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
?

古
墳

中
期

第
92図

CⅦ
区

7k場
ク
ロ
・
ク
ロ
下

土
師

器
単
純

口
縁

輩
旱

翻
口

稼
外

憬
し

凹
稼

甲
荏

い
ら
折

り
返
す
。

55～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

炎
橙

白
色

良
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

吉
墳

前
期

～
中

期
ホ
面
に
ス
ス
。

第
92図

600
BV区

佑
土

採
取

場
-01

と
師

器
単

純
口

縁
甕

単
純
口
縁
直
立

し
端
部
先
細

る
。

170
24 7

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

色
良

好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。

指
押

さ
え
・
ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
ハ

ケ
メ

吉
墳

中
期

外
面

に
ス

ス
。

温
わ

か
し
用

第
92図

CMl区
k場

ク
ロ

上
師

器
単
純

口
縁

甕
単
純

口
縁
外
傾

し
、 ゆ

る
(

外
反
す
る
日
縁
。

20 0
70～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂
男
橙

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
タ

テ
ハ

ケ
メ

(粗
)

古
墳

後
期

第
92図

CMl区
水

場
ク

ロ
下

層
土

師
器

単
純

口
縁

甕
単
純

口
縁
外
傾

し
口
縁
端
部

つ
ま
み
出
す
。

176
25 8

170～
や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
雑
に

ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
ハ

ケ
メ
・
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

占
墳

前
期

～
中

HR

第
92図

CMl区
水

場
ク

ロ
土

師
器

辛
純

口
縁

輩
単

純
日
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

103～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
白

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・

指
押

さ
え

ヨ
コ
ナ

デ
・
荒

い
ハ

ケ

メ
=墳

中
期

外
面

に
ス

ス
。

第
92図

CVI区
水

場
葛
ク

ロ
土

師
器

辛
純

口
縁

姿
単
純
口
縁
直
立

し
端
部
先
細

る
。ナ

デ
肩
。

71～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

明
橙

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
荒
い
タ

テ
ハ
ケ
メ

子
墳

後
期

第
92図

CⅦ
区

水
場

苛
ク

ロ
土

師
器

単
純

口
縁

輩
単

純
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。
肩

が
張

る
。

625～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒
井
ィ蟹

す
、

_
淡

茶
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

子
墳

後
期

外
面

に
ス

ス
。

第
92図

CMl区
水

場
ク

ロ
土

師
器

単
純

日
縁

甕
単
純

口
縁
直
立

し
短

く
外
反

す
る
日
縁
・
ナ
デ
肩
。

61～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
決

茶
色

良
好

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ナ

ヨ
コ
ナ
デ
・
荒
い
ハ
ウ

メ
・
ナ
デ

守
墳

後
期

外
面

に
ス

ス
。

第
92図

CMl区
水

場
ク

ロ
上

師
器

単
純

口
縁

甕
単
純

口
縁
外
傾

し
短

く
外
反

す
る
日
縁
。

65～
や

や
粗
・
2mm以

下
の

砂
附

歩
合

よ
、

_
明
橙

色
や
や

不
良

風
化

し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

与
墳

後
期

外
面

に
ス

ス
。

第
92図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

上
師

器
単

純
口

縁
萎

単
純

口
縁

外
傾

し
強

〈
外

反

す
る

短
い

口
縁

。
47～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
茶

橙
色

良
好

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
強
い
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
ハ

ケ
メ

古
墳

後
期



第
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物
観

察
表

?⊃

|

CO∞

|

図号

挿番

物号

遺番
地

区
遺

構
上

層
、
Nα

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
93図

609
GⅦ

区
k場

ク
ロ

と
師

器
単
純

口
縁

甕
単
純
口
縁
外
傾

し
短

く
外
反

す
る
日
縁
・
球
胴

24 0
243～

や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
茶

色
良

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ ・

荒

い
ミ
ガ
キ

若
し

く

は
ナ

デ

ヨ
コ
ナ
デ
・
荒
い
タ
テ

ハ
ケ
メ

古
墳

中
期

～
後

期

第
93図

CⅦ
区

水
場

ト
レ
ン
チ

3

ト
レ
ン
チ

4
土
師

器
単
純

口
縁

甕
単
純

口
縁
直
立

し
短
い
口
縁

小
反
す

る
。

100～
や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
橙

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ
タ
テ
ハ
ケ

メ
(荒

)
古

墳
後

期

第
93図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

上
師

器
単
純

日
縁

甕
単
純

日
縁
直
立

し
短

〈
外
反

す
る
日
縁
。

52～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
茶

自
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
孝旨
押

さ
え

ヨ
コ
ナ
デ
・
指
押
さ
え

古
墳

後
期

巴
な

造
り
。

第
93図

CⅦ
区

水
場

上
師

器
単
純

口
縁

甕

単
純

日
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
胴

部
最

大
径

下
が

る
。

26 0
277～

や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

色
良

好
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
荒
い
タ
テ

ハ
ケ
メ

古
境

後
期

同
部

外
面

下
方

に
ス

ス
・

対
面

底
部

に
炭

化
物

。

第
93図

CⅦ
区

水
場

土
師

器
宣
口

壺
皐
純

口
縁

外
傾

し
日
縁

端
郡

勺
側

に
折

り
返

す
。

44～
や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

位
を

含
む

。
盾
茶

色
や

や
不

良
ヨ
コ
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

前
期

全
面

に
ス

ス
付

着
。

第
93図

CⅦ
区

水
場

ト
レ
ン
チ

1
土

師
器

」ヽ
型

丸
底

壷
同
部

最
大

径
下

が
る

。
140～

や
や

粗
」
mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

月
橙

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

指
押
さ
え
・

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

不
明

古
墳

中
期

～
後

期

同
部

中
ほ

ど
に
内
倒

か
ら

発
成
後
穿

孔
。

第
93図

CⅦ
区

水
場

ト
レ

ン
チ

3拡

張
1層

土
師

器
卜
型

丸
底

壷
単
純

口
縁

外
傾

し
内

湾
す

る
ヨ
縁

。
薄

い
器

壁
113

78～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
橙

自
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
ヨ
ナ
デ ・

ヨ
コ
ハ
ケ
メ

古
墳

初
頭

第
93図

GⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
土

師
器

卜
型

丸
底

壷
常
純

日
縁
外
傾

し
口
縁
端
部

内

則
に

く
ぼ
み
ハ

ケ
メ
密

に
廻

る
。

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

炎
茶

色
艮
好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
指
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

古
墳

前
期

第
93図

GⅦ
区

水
場

ク
ロ

土
師

器
卜
型

丸
底

壺
119

91～
や

や
粗
・

lmm以
下

の
砂

粒
を

含
む

。
旨
茶

色
良

'た
だ

し
風

1と
し

て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ナ

デ
又
は
ミ
ガ
キ

荒
い

ハ
ケ

メ
・
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

古
墳

前
期

～
中

期

中
央
に
焼
成
後
穿
子
と。

(

か
ら

)

第
93図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
・
ク

ロ
下

層
土

師
器

と霊
享
い

造
り

130～
85～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

明
橙

色
良
好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。
ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
・
ヘ
ラ

ケ
ズ

リ ・
ナ
デ

古
境

後
期

粘
土

帯
接

合
有

り
。
外

面

ス
ス

。

第
93図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

下
層

土
師

器
小

型
鉢

単
純

日
縁
外
傾

し
短

く
内
湾

す
る
口
縁
。

31～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
色

不
良
・
風
化

し
て
し

る
。

不
明

不
明

雪
境

前
期

～
中

期
風

化
の

為
調

整
不

明
。

第
93図

620
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
土

師
器

小
型

壷
単

純
日
縁

外
傾

し
強

い
ナ
デ

に
口
縁

外
反

、端
部

丸
く
収

め
る
。

70～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
橙

白
色

風
好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ ・

ナ
デ ・

底
部
指
お
さ
え

悟
押

さ
え
・
ハ

ケ
メ
・

ヨ
コ

ナ
デ

=墳
中

期
～

後

釧
外

面
赤

綾

第
93図

CⅦ
区

水
場

ト
レ
ン
チ

3
土

師
器

ミ
ユ
チ
ュ
ア

上
器
甕

手
握

ね
や
や

粗
'あ

ま
り
砂

粒
を

雪
ま

な
い

。
黒

灰
色

堅
緻

七
お

さ
え
・

ミ
ガ

キ
言
お

さ
え
・
研

き
吉

墳
後

期
か

?
全
面
に
ス
ス
吸
着

ミ
ガ
キ
で

定
着
。黒

色
磨
研
上
器
か
?

第
93図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
土

師
器

小
型

番
底

部
高

台
状

の
上

げ
底

。
51～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
含

む
。

暗
茶

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

指
ナ

デ
上

げ
七
押

さ
え
・
上
部

ケヽ
メ
・
ヨ
コ
ナ
デ

内
・
外

面
に
ス
ス

、炭
化
物

。

第
93図

CⅦ
区

k場
ト
レ

ン
チ

5拡

振
東

1層
土

師
器

小
型

鉢
腰
が

深
〈
内

湾
す

る
国
縁

。
53～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

位
を

含
む

。
決

茶
白
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

蔑
部

指
お

さ
え

ミ
ガ
キ
若

し
く
は
ナ

デ

自
部

は
荒
れ

て
い
る

外
面

に
ス

ス
。

第
93図

CⅦ
区

水
場

ト
レ
ン
チ

3
土

師
器

小
型

鉢
腰
が

深
い

胴
部

。
や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
橙

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
苗

墳
中

期
～

後

期
外

面
底

部
に

ス
ス

。

第
93図

CⅦ
区

代
場

覇
ク

ロ
上
師

器
ル
ツ
ボ

手
樫
ね

口
縁
折

り
返

し
て
注

ぎ
日
を
作
る

`

0や
粗
・
lmm程

の
砂

粒
序

合
よ
、

_
明

橙
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ナ
デ

脂
押

さ
え

吉
墳

中
期

日
縁

内
面

に
煮

沸
痕

。

第
94図

CⅦ
区

k場
ク

ロ ・
南

ク
ロ
・

ク
ロ
下
層

土
師

器
士璽

波
状

文
密

に
め

ぐ
る

。
105～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

位
を

含
む

。

面面

外内
明

橙
色

暗
灰

色

や
や

不
長
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ナ
デ

タ
テ
ハ
ケ
メ

古
墳

初
頭

第
94図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
林
生

土
器

壷

ヘ
ラ

描
沈

線
文

を
右

回
り
に

3条
廻

し
、
二

枚
貝

東
1突

文

を
施

す
。

59～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
橙

白
色

良
ラヽ
ケ
ズ

リ ・
ナ
デ

タ
テ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

ヘ
ラ

描
沈

線
文
・
ニ

枚
貝

刺
突

文
(左

傾
)

V-3～
4

第
94図

GⅦ
区

水
場

ト
レ
ン
チ

4
上
師

器
〓更

62～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
黄

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
吉

境
前

期
肩

部
に

突
帯

。

第
94図

拶
F土

電
文

土
器

梁
鉢

同
部

突
帯

に
ミ
ガ

キ
。

54～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
含

む
。

音
茶

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

下
明

ナ
デ

縄
文

晩
期

央
帯

文
土

器

第
94図

CⅦ
区

k場
ク
ロ
・
ク
ロ
下

層
弥

生
上

器
131～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
乳

白
色

良
・
た

だ
し
風

1ヒ
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ナ
デ

タ
テ
ハ
ケ
メ
・
4条

の
沈
線
文

弥
生

末
期

～
古

墳
初

頭

月
画

部
分

的
に

鉄
分

付

音
。

第
94図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
下

層
h生

上
器

壷
又

は
甕

そ
ろ

ば
ん

玉
状

の
1同

部
。

20 9
88～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

黄
自
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ラヽ
ケ
ズ

リ ・
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ ・

ハ
ケ
メ ・

ク
シ
描
直
線
文
・
波
状
文

V-4
殉
面

に
炭

化
物

。

第
94図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
h生

土
器

壼
又

は
萎

大
型

品
の

底
部

。
37～

を
含
む
。

淡
茶

色
や

や
不

艮
・
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
タ
テ
ハ
ケ
メ

弥
生

後
期

盛
部

末
調

整
。

第
94図

CⅦ
区

k場
苛
ク

ロ
ホ
生
土
器

霊
又

は
妻

ナ
デ
に
よ
る
仕
上
げ
。

36～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

黄
自

色
良

好
・
た

だ
し
風

1と

し
て

い
る

。
L方

ヘ
ナ

デ
タ
テ
ナ
デ

弥
生

末
期

～
吉

曽
Brt期
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特
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径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
94図

634
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
称
生

土
器

壷
又

は
蓑

底
部

ナ
デ

。
28～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

乳
自

色
や
や
不
良

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ナ
デ

ナ
デ
・
立
て
ハ
ケ
メ

第
94図

CⅦ
区

水
場

南
ク
ロ

祢
生

土
器

壷
又

は
葦

底
部

く
ば

む
。

535～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

菱
茶

色
良

好
・
た

だ
し
風

1ヒ

し
て

い
る

。
下
定

方
向

ナ
デ

タ
テ
ハ
ケ
メ

V-3～
4

内
面

に
炭

水
物

。

外
面

に
ス

ス
。

第
94図

CMl区
水

煽
ト
レ

ン
チ

3
弥

生
土

器
重

球
形

の
胴

部
。

44～
や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
茶

灰
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ

デ
V-4

琳
面

に
ス

ス
。

第
94図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

下
層

弥
生

土
器

壷
又

は
甕

底
部

上
げ

底
。

127～
la,3mm程

の
砂

粒
を

含
淡

茶
色

良
好

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

指
お

さ
え

タ
テ
ハ
ケ
メ

V-3～
4

本
面

に
ス

ス
。

第
94図

CMl区
水

場
(D01中

ト
レ

ン
チ

3
弥

生
上

器
壼

又
は

甕
痕

跡
的

な
底

部
。

81～
や

や
粗
・
3mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

白
色

や
や

不
艮
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ
デ
・
タ
テ
ハ
ケ
メ

吉
境

初
頭

第
94図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

土
師

器
大
型

品
149～

や
や

粗
2mm程

の
砂

粒

と
赤

色
土

粒
を

含
む

。
淡

橙
自

色
良

婿
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・
指

押
さ

え
・
ハ

ケ
メ

タ
テ
ハ
ケ
メ
・
底
部

ナ
デ

古
墳

前
期

196の
底

部
と
思

わ
れ

る

第
94図

GⅦ
区

k場
ク

ロ
土

器
甕

自
部

焼
成

前
穿

孔
穿

孔
径

:

09
32～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

色色

茶茶

淡橙

面面

外内

良
・
た

だ
し
風

1と
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ ・
ラ

ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ

不
明

外
面

に
ス

ス
内

面
に

炭

化
物

。穴
の

開
い

た
土

器

で
煮

た
き

を
し
て

い
る

。

第
94図

CMl区
k場

ク
ロ

ホ
生
土
器

壷
又

は
甕

尖
底

0 5cmの
底

部
痕

跡
。

59～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

井
全

す
|_

淡
茶

自
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ラヽ
ケ
ズ

リ ・
ナ
ギ

タ
テ
ハ
ケ
メ

V-2～
3

外
面

に
ス

ス
。

第
95図

CⅦ
区

lk場
南

ク
ロ

体
生

土
器

高
不

口
縁

短
〈

立
ち

上
が

る
。
脚

中
粘

土
充

填
118～

や
や

粗
・
2mm程

の
丸

砂

を
含

む
。

淡
茶

白
色

良
・
た

だ
し
風

1と
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
・

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

タ
テ
ハ
ケ
メ

ナ
デ
・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

V-2

第
95図

CMl区
水

場
ク

ロ
下

層
弥

生
土

器
高

tT・
94～

や
や
粗
・
2mm程

の
丸
砂

を
含
む
。

茶
色

良
好
。た

だ
し
風
化

し
て
い
る
。

琳
:ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

脚
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

タ
テ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

V-2
杯

内
ス

ス
・
脚

部
外

面
ス

ス
.

第
95図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

下
層

弥
生

土
器

笥
杯

92～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
責

色
良
・
た

だ
し
風

1ヒ
し

て
い

る
。

不
:ヨ

コ
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

脚
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

疑
凹

線
文
・
タ
テ

ミ
ガ

キ
V-2～

3
杯

、脚
内

面
黒

色
・
脚

差

し
込

み
・
中

央
に

焼
成

前

穿
子

。

第
95図

645
CMl区

水
場

司
ク

ロ
・

ク
ロ

下
層

弥
生

土
器

笥
イ

ヨ
縁

端
部

面
を

持
つ

。
212

脚
部

径
:

50
82～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
と
赤

色
粘

土
粒

を
含

む
。

炎
茶

白
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

郵
上

iヨ
コ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・
接

合
部

ヨ
ヨ

ナ
デ

昂
下

:タ
テ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・
杯

上
部

波
状

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
郷

下
部

斜
め

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・
脚

部
タ

テ
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

V-2
郷

内
部

剥
離

第
95図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
・
ク

ロ
下

層
―

括
ホ
生
土
器

雪
坪

2段
の

日
縁
・
杯

全
面

に
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

24 4
48～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
色

良
好
・
た

だ
し
内

面

風
化

し
て

い
る

。

内
湾
部

:ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ミ
ガ
キ

外
反

部
:不

明
・
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

V-3

第
95図

CMl区
lk場

衰
下

層
北

体
生

土
器

喜
不

ゆ
る
や
か
に
2段

に
な
る
。

22 0
48～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ ・

タ
テ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

段
の
上
下
に
そ
れ
ぞ

れ
タ
テ
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

V-3

第
95図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
カ
ベ

体
生

土
器

高
ITN

ゆ
る
く
外
反
す

る
日
縁
。

49～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

と
ウ

ン
モ

を
含

む
。

淡
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

V-4

第
95図

649
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
弥
生

土
器

高
不

深
い

杯
部
 

口
縁

端
部

つ
ま

み
出

し
面

を
持

つ
。

73～
や

や
粗

lmm以
下

の
砂

粒
と

ウ
ン

モ
を
含

む
。

決
黄

白
色

良
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
・
ナ
デ
若

し
く
は

ミ
ガ
キ

ふ
生
末
期
～
首

責
初
期

第
95図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

土
師

器
高

杯
体

部
に

段
を
持

つ
。

口
縁

端
部

つ
ま

み
出

し
。

64～
や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

&を
含

む
。

断
面

:淡
茶

色
良
好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

吉
墳

中
期

～
後

期
勺
外

赤
彩

第
95図

CⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
弥

生
土

器
富

杯
脚

部
短

い
。

5 85´
Ψ

な
め

ら
か

3mm以
下

の

ひ
池

を
含

む
。

炎
茶

白
色

不
良
・
風

化
し
て

し

る
。

ナ
デ

(中
心

)・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
不

明
V-2～

3

第
95図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

下
層

弥
生

土
器

爵
坪

109～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

黄
色

良
・
た
だ

し
風

1ヒ
し

て
い
る
。

不脚

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
不

明
・
脚

裾
ヨ

コ
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

V-2～
3

第
95図

CVE区
水

場
晟

下
層

北
弥

生
土

器
不

一［司
即

ひ
る

が
る

。
116～

157
や

や
粗
・
3mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
!不

定
方

向
ナ

脚
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

タ
テ
ミ
ガ
キ
・
ヨ
コ
ナ

V-2

第
95図

CMl区
k場

ク
ロ
下
層

ホ
生
土
器

ヨ
邪

脚
中

に
竹

管
で

粘
土

充
填

。

外
面

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
ヘ

ラ
刺

突

廻
る

(文
様

か
)

90～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

と
赤

色
土

粒
を
含

む
。

淡
茶

自
色

や
や

不
良
・
風

1と
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
ヘ

ラ
刺

突
浅

い
弥

生
後

期
～

充
填

さ
れ

た
粘

土
は

隙

間
が

空
く
。

第
95図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
下

層
土

師
器

高
杯

太
い

脚
部

。
63～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
橙

茶
色

良
好

不
:粗

い
ミ
ガ
キ
・

即
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
荒
い
タ
テ

ミ
ガ
キ

古
墳

中
期

第
95図

CMl区
水

場
ク

ロ
土

師
器

高
不

脚
ケ

ズ
リ

出
し

。
63～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

外
面

:明
橙

色

内
面

:淡
茶

色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

側
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ナ

デ
吉

墳
中

期

第
95図

CMl区
水

場
ク

ロ
土

師
器

言
杯

102
や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

性
を
含

む
。

月
橙

色
良
好
・

た
だ

し
風

化

し
て

い
る

。
]転

ナ
デ

]転
ナ

デ
古

墳
中

期
松

山
編

年
高

杯
B・

松
山

氏
 

接
続

法
β
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第
62表

 
遺

物
観

察
表

像
9

凶口有

揮番

物号

遺番
地

区
遺

構
土

層
、
No

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

訓
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
95図

GⅦ
区

k場
覇
ク

ロ
土

師
器

器
台

角
面

に
朱

。
135～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

ヒ
と
赤

色
土

粒
を

含
む

。
乳

自
色

良
'た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ハ
ケ
メ
・
ヨ
コ

ナ
デ

ナ
デ

V-4
畿
内

系

第
95図

CMl区
水

場
土

師
器

罰
llTN

完
い

不
部

。
48～

や
や

粗
淡

橙
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
・

ヘ
ラ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

古
墳

前
期

畿
内

系
 
杯

内
面
荒
れ

る
(

第
95図

CMl区
水

場
ク

ロ
下

層
弥

生
土

器
雪
杯

ま
っ
す

ぐ
開

く
脚
裾
。

60～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

淡
茶

橙
色

良
好

イ
:ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

即
:ヨ

ヨ
ハ

ケ
メ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

V-4～
古

墳

初
頭

畿
内

系
・
4カ

所
穿

孔
。

第
95図

CⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
土

師
器

寄
獅

2ヶ
所

に
穿

部
。

52～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

苗
墳

前
期

～
中

期
全

面
に

赤
彩

。

第
95図

CⅦ
区

水
場

土
師

器
坪

一［司
脚

部
に

竹
管

痕
跡

。

穿
孔

に
竹

管
使

用
。

795～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

と
赤

色
土

粒
を
含

む
。

淡
橙

色
良

好
ラヽ
ケ
ズ

リ ・
ナ

デ ・
鉢

ミ
ガ
キ

杯
ハ

ケ
メ
・
脚

ヨ
コ

ナ
吉

墳
前

期
4カ

所
穿

孔
。

第
95図

CⅦ
区

水
場

ト
レ
ン
チ

3
上
師

器
雪
郭

¬
盤

充
填

78～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

乳
白

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
不

明
古

墳
初

頭
?

公
山

氏
 

接
続

法
α

第
95図

CⅦ
区

k場
ト
レ
ン
チ

3
上
師

器
雪
獅

70～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
赤

白
色

や
や

不
艮
・
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
不

明
古

墳
前

期
公
山

氏
 

接
続

法
β

第
96図

CMl区
水

場
ク
ロ
・
南

ク
ロ

土
器

雪
郵

内
傾

ぎ
み

に
直

立
し
外

反
す

る
日
縁

。
114

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

色色

橙茶

淡淡

画面

外内
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

杯
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

脚
:不

定
方

向
ナ

デ

不
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ ・

ミ

ガ
キ
 

脚
サ
旨
ナ

デ
上

げ
・
端

部
ナ

デ

全
面

に
赤

彩
。

ITN外
面

ス
ス

。

第
96図

GⅦ
区

水
場

ト
レ
ン
チ

4
土

師
器

罰
ITh

147
101～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

面面

ホ内

淡
橙

色

淡
茶

色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
・

指
押
え

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

中
期

～
後

期

全
面

に
赤

彩
。

側
底

部
を

除
く

第
96図

CⅦ
区

水
場

土
師

器
罰
昂

角
湾

す
る

深
い

外
部

。
104～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

男
橙

色
良
好

た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

下
タ
テ
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ
・
上

ヨ
コ
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

下上

タ
テ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

古
墳

中
期

～
後

期
a部

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

第
96図

CⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
土

師
器

言
杯

須
恵

器
模

倣
品

。
77

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヨ
コ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・
短

い
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

粗

ハ
ケ
メ
・
ヨ
コ
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
ハ
ケ
メ
・

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

全
面

に
赤

彩
。

第
96図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下
層

土
師

器
露
郭

深
い

郵
部

を
持

つ
。

77～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

中
央

指
お

さ
え

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

不
内

面
荒

れ
る

。

第
96図

CⅦ
区

水
場

上
師

器
高

郵
面
を
持
つ
。

85～
115

や
や
粗
・
lmm以

下
の
砂

粒
を
含
む
。

登
茶

色
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

放
射
状
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

粗
い
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
・
タ

テ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
・
ヨ
ヨ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

古
墳

中
期

～
後

期

底
部

を
の

ぞ
く
全

面
に

赤
彩

。

第
96図

BⅣ
区

ト
レ
ン
チ

5
土

師
器

高
杯

短
く
太

い
脚

。
116～

119
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

色
貫 ・

た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ハ
ケ

メ
・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

中
期

～
後

期

ハ
ケ
メ
・
全
面
に
赤
彩

し
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
。

第
96図

CMl区
水

場
ト
レ
ン
チ

3
上

師
器

高
不

短
く
太

い
脚

。
50～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

脱
を
含

む
。

炎
橙

自
色

良
好

ナ
デ
も
し
く
は

ミ
ガ
キ

回
転

ナ
デ
・
タ
テ

ハ
ケ

メ
占
墳

後
期

公
山

氏
 

接
続

法
β

第
96図

CⅦ
区

水
場

ト
レ
ン
チ

3
上

師
器

低
脚

lTh
厚

い
造

り
。

70～
や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

性
を
含

む
。

炎
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

謝
:ナ

デ
ナ

デ
古

墳
中

期

第
96図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

弥
生

土
器

低
脚

不
38～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

と
赤

色
土

粒
を
含

む
。

本
面

:明
橙

色

角
面

:決
茶

自
良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

不
明

即
ヨ
コ
ナ
デ

V-4

第
96図

CⅦ
区

水
場

弥
生

土
器

鼓
型

器
台

日
縁

施
文

後
ナ

デ

'肖

す
。

91～
や

や
粗
・
2mm程

の
丸

砂

を
含

む
。

炎
茶

白
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・
―

部
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
・

口
縁

ヨ
コ

ナ
デ

疑
凹
線
・
ナ
デ
消

し ・

ラヽ
ミ
ガ
キ

V-2
勺
側

に
黒

は
ん

。

第
96図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下
層
・
南

ク
ロ

弥
生

土
器

鼓
型

器
台

大
き

く
ひ

ら
く
受
部
。

日
縁
施
文
後
ナ
デ
消
す
。

81～
,や

粗
・
2mm以

下
の

砂

位
を

含
む

。
炎
黄

白
色

ミ
好

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

凝
凹
線
・
ナ
デ
消

し
・

ヨ
コ
ナ
デ

V-3

第
96図

GⅦ
区

水
場

南
ク

ロ
・
ク

ロ

下
層

―
括

弥
生

土
器

鼓
型

器
台

筒
部

脚
部

に
羽

状
文

。
177

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
橙

色
貫
好

受
部
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
・
脚
部
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

ヨ
ヨ
ナ
デ
・
羽
状
女

V-3～
4

却
部

に
赤

色
顔

料
・
赤

弔

と
器

。

第
96図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下

層
弥

生
土

器
鼓

型
器

台
小

型
・
縮

約
し
た

筒
部

。
77～

'や
粗

lmm程
の

砂
粒

を
含

む
。

炎
茶

色
良

好
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ

V-4
・
下

内
倒

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

。

第
96図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
・
ク
ロ
下

層
弥

生
土

器
鉢

41～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

Fし
自
色

良
好

た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ミ
ガ
キ
若

し
く

は
ナ
デ

下
方

タ
テ

ハ
ケ

メ
・

上
方

ヨ
ヨ

ハ
ケ

メ

V-4～
古

墳

初
頭

鵠
内

系

第
96図

CⅦ
区

水
場

ト
レ
ン
チ

3
土

師
器

器
台

脚
部

3ヶ
所

に
穿

部
。

43～
,や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
,合

お
_

炎
橙

色
良

た
だ

し
風

1と
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ ・

ヨ
コ

ナ
デ ・

ヨ
コ
ハ
ケ
メ

タ
テ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
・

コ
ナ
デ

古
墳

初
頭

髪
肉

系
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第
63表

 
遺

物
観

察
表
00

図号

挿番

物号

遺番
地

区
遺

構
土

層
、
Nα

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
肉

外
時

代
備

考

第
97図

CⅦ
区

k場
斬
ク

ロ
小
生

土
器

領
形

土
器

大
型

の
把

手
。

49～
や
や
粗
・
2mm砂

粒
を
含
む
。

唐
茶

色
良

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ナ
デ

ケヽ
メ

体
生

後
翔

～
末

甑

第
97図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
下

層

最
下

層
南

と
師

器
観
形

土
器

ヨ
縁

端
部

に
面

を
持

つ
。

617
や

や
粗
・
3mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
橙

自
色

良
好

指
押

さ
え
・
タ

テ
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・

丁
寧

な
ナ

デ
ケヽ
メ
上
下

V-4～
古

墳

初
頭

外
面

に
ス

ス
。

内
面

に
炭

化
物

。

第
97図

CⅦ
区

k場
上
器

「
明

土
器

長
さ
:120

幅
:40

35～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

と
ウ

ン
モ

を
含

む
。

瞥
茶

色
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ

不
明

笥
の

両
側

に
土
器

が
乗

る

第
98図

684
CⅦ

区
k場

ト
レ
ン
チ

3
小
生

土
器

い
喘
部

肥
厚

し
丸

く
収

め
る

。
50～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

本
面

:淡
橙

自

内
面

:淡
橙

色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ

デ
弥

生
後

期
為
面

に
朱

。

末
を

入
れ

る
容

器
。

第
98図

CⅦ
区

k場
ト
レ
ン
チ

4
と
器

膵
月
湾

し
口
縁
端
部
に
ヨ
コ

ナ
デ
を
施
す
。

172
61～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂
対

歩
合

よ
、

_
淡

橙
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
ハ
ケ

不
明

勺
面

に
ス

ス
。

第
98図

CⅦ
区

k場
ク
ロ
下
層

上
師

器
蕗

角
湾

し
肥

厚
す

る
口

縁
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

茶
色

や
や
不
良
・
風
化

L

て
い
る
。

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・

上
部

ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ
荒
い
タ
テ
ハ
ケ

メ
・
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

第
98図

CⅦ
区

k場
上
師

器
イ

角
湾

し
端

部
丸

く
収

め
る

。
全
体

に
雑

な
作

り
。

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

現
橙

色
や
や
不
良
・
風
化

L

て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ ・

荒
い

ナ
デ
・
上
部
ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

中
期

～
後

期
自
部

被
熱

第
98図

CMl区
k場

ト
レ
ン
チ

3
麻
生

土
器

ミ
ニ
チ
ュ
ア

土
器

喘
部

丸
く
収

め
る

。
れ
虚

111
62

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

自
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ナ
デ
・
指

押
さ

え
方方

下上
タ
テ
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ハ
ケ
メ

V-4～
百

境

初
頭

本
面

に
ス

ス
。

第
98図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
上
師

器
不

喘
部

肥
厚

し
丸

く
収

め
る

。
110

52～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

ハ
淡

橙
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
・
口
縁

ヨ
コ
ナ
デ

吉
墳

中
期

～
後

卸
全

面
に

赤
彩

。

第
98図

690
CⅦ

区
k堀

ク
ロ

と
師

器
杯

喘
部

先
細

る
。

53～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。

外
面

:赤
色

内
面

:黒
色

断
面

:淡
茶

色

良
好
・
た
だ

し
風
t

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

古
墳

中
期

～
後

期

本
面

に
赤

彩
。

為
面

に
ス

ス
。

第
98図

CⅦ
区

k場
写
ク

ロ
と
師

器
杯

ヨ
縁

端
部

内
へ

折
り
返

し
。

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

ホ
面

:淡
茶

色

対
面

:淡
資

色

良
・
た
だ

し
内
風
t

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
吉

墳
中

期
～

後

期
全
面

に
赤

彩
。

第
98図

CⅦ
区

k場
と
師

器
不

151
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
茶

色
長
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

中
期

～
後

期
全
面

に
赤

彩
。

第
98図

CⅦ
区

k
場

と
師

器
不

再
湾

気
味

に
立

ち
上

が
る

厚
□ヽ

縁
苗

虐

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂
附

弁
合

お
_

炎
茶

白
色

良
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

後
期

全
面

に
赤

彩
。

第
98図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
下

層
と
師

器
不

ヨ
縁

端
部

内
湾

。
や

や
粗
・
2mm以

下
の

砂
附

歩
合

お
_

71
面

:明
橙

色

角
面

:淡
茶

色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ

ナ
デ

吉
墳

中
期

～
後

蜘

第
98図

CⅦ
区

水
場

再
ク

ロ
上
師

器
不

ヨ
縁

く
り
上

げ
る

。
41～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

外
面

:赤
色

内
面

:赤
色

断
面

:淡
茶

白

色

良
好
・
た
だ

し
風

lt

し
て
い
る
。

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

全
面

に
赤

彩
。

外
面

底
部

に
ス

ス
。

第
98図

CⅦ
区

水
場

上
師

器
不

ヨ
縁

く
り
上
げ
る
。

48～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。

茶
赤

色

断
面

:淡
茶

白

但

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
・
ナ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ ・

ハ
ケ
メ

占
墳

後
期

赤
彩

第
98図

CⅦ
区

k場
ク
ロ
・
ク

ロ
下

冒
と
師

器
不

ヨ
縁

回
転

ナ
デ

に
よ

る
つ

ま

4出
し
。

47～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。

本
面

:赤
色

角
面

:赤
色

断
面

:淡
橙

佳

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

回
転
ナ
デ

,ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

全
面

に
赤

彩
。

外
面

底
部

に
ス

ス
。

第
98図

CⅦ
区

k場
と
師

器
不

口
縁

端
部

内
湾

し
丸

く
収

め

る
。
陵

を
持

つ
。

46～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

と
赤

色
土

粒
を
含

む
。

本
面

:赤
茶

色

角
面

:赤
茶

色

断
面

:淡
橙

色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

示
明

古
墳

後
期

赤
彩

第
98図

CⅦ
区

k場
ク
ロ
下
層

と
師

器
不

ヨ
縁

内
湾

す
る

。
49～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
茶

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ハ
ケ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ハ
ケ

メ
ー
部
ナ
デ

古
墳

時
代

第
98図

700
CⅦ

区
k場

ク
ロ
下

層
と
師

需
不

や
や
内
湾
す
る
。
日
縁
端
部

ナ
デ
仕
上
げ
。

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂
附

歩
合

か
_

炎
灰

橙
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
 

単

位
不

明
瞭

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ ・

ヨ
コ
ナ
デ

吉
墳

後
期

第
98図

CⅦ
区

k
場

ク
ロ
・
ク
ロ
下

層
と
師

器
不

口
縁

端
部

内
湾

し
丸

く
収

め

る
。
陵

を
持

つ
。

51～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。

ホ
面

:淡
赤

色

殉
面

:赤
色

断
面

:明
橙

色

や
や
不
良
・
外
面
履

|と
し
て
い
る
。

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

下
明

古
墳

後
期

赤
彩

第
98図

CⅦ
区

k場
ク
ロ
下
層

と
師

器
不

口
縁

端
部

内
湾

し
丸

く
収

め

る
。
日
縁

に
陵

を
持

つ
。

124
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
と
赤

色
土

粒
を
含

む
。

ll面
:赤

色

ん
面

:赤
色

析
面

:淡
茶

白

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

占
境

後
期

全
面

に
赤

彩
。

外
面

底
部

に
ス

ス
。
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特
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口
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最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
98図

CWI区
k場

土
師

器
不

口
縁

を
折

り
返
す
。

5 05´
ψ

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。

外
面

i赤
色

内
面

:赤
色

断
面

:淡
茶

色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ

吉
墳

後
期

全
面

に
赤

彩
。

外
面

底
部

に
ス

ス
。

第
98図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

土
師

器
野

ヨ
縁

端
部
・
や

や
ふ

く
ら
む
・

ヨ
い

造
り
、

151
59～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

黒
灰

色

断
面

:淡
茶

色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

タ
テ
ハ
ケ
メ
・
ナ
デ

若
し
く
は

ミ
ガ
キ

不
明
・
古

墳
時

代

か
?

第
98図

CⅦ
区

k場
覇
ク

ロ
土

師
器

不
口
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
50～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

外
面

:淡
茶

色

内
面

:淡
黄

色
や

や
不

良
ラ
ケ
ズ

リ ・
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
・
ゆ
ぴ

お
さ
え
・
ヨ
コ
ナ
デ

苗
墳

中
期

～
後

期

第
98図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

下
層

土
師

器
イ

薄
造

り
の

浅
い

不
。

51～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂
対

手
合

お
_

淡
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヨ
コ

ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

吉
墳

時
代

勺
面

前
面

に
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

第
98図

CⅦ
区

水
場

土
器

溜
り
06

と
師

器
口

縁
端

部
肥

厚
し
丸

く
収

め

る
。
浅

い
。

141
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒
弁

FⅢ
よ
、̂

外
面

!赤
色

内
面

1淡
橙

色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

下
明

ミ
ガ
キ
・
ハ
ケ
メ

古
墳

中
期

～
後

HR
外

面
に

赤
彩

ス
ス

。

第
98図

708
CⅦ

区
lk場

覇
ク

ロ
黒

色
磨

研

土
器

ITN
長

い
口

縁
は

内
傾

す
る

。
深

い
不

部
を
持

つ
。

54～
や

や
粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
黒

灰
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・
不

明
古

墳
後

期
全

面
に

ス
ス

吸
着

。

第
98図

CⅦ
区

ヽ
場

覇
ク

ロ
土

器
不

(145)
49～

や
や

粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
淡

茶
色

不
良
・
風

化
し
て

し
ラヽ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
吸

着
。

第
98図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

黒
色

磨
研

土
器

節
36～

0や
粗
・
あ
ま
り
砂
粒
を

gま
な
い
。

晴
灰

色
や

や
不

良
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ハ
ケ
ク

・
ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
吸

着
。

第
98図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

黒
色

磨
研

土
器

イ
長

〈
立

ち
上

が
る

口
縁

。
深

い
不

部
。

55～
0や

粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
淡

茶
色

や
や

不
良

風
化

し

て
い

る
。

ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ハ
ケ
ク

・
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

古
境

後
期

丁
寧

な
造

り
、 全

面
に

ス
ス

吸
着

。

第
98図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

黒
色

磨
研

土
器

郵
深

い
杯

部
。
ミ

ガ
キ

は
上

部
が

密
。
下

部
は

粗
。

46～
0や

粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

冬
ま

な
い

。
淡

灰
色

や
や
不
良

風
化

し
て
い
る
。

ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ

古
境

後
期

口
縁

端
部

欠
損

。

第
99図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

黒
色

磨
研

土
器

坪
口

縁
内

傾
し
端

部
丸

く
収

め
ス

_

0や
粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

害
ま

な
い
。

黒
灰

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ラ
ミ
ガ
キ

吉
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
吸

着
薄

t

造
り
。

第
99図

CMl区
水

場
ク

ロ
黒

色
磨

研

土
器

不
口

縁
内

傾
し
端

部
や

や
肥

厚

し
丸

く
収

め
る

。
30～

0や
粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

雪
ま

な
い

。
淡

灰
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
ヨ

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
不
明

ミ
ガ
キ
残
る

古
墳

後
期

全
面
に
ス
ス
・
ミ
ガ
キ
剥
落
。

第
99図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

黒
色

磨
研

土
器

不
口
縁

内
傾

し
端

部
丸

く
収

め

る
。

39～
や
や

粗
晴

灰
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
吸

着
。

第
99図

CMl区
水

場
ク

ロ
黒

包
磨

朗

土
器

不
口

縁
直

立
し
端

部
丸

く
収

め
5 3～

や
や

粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

等
ま

な
い

。
黒

灰
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
^

ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
吸

着
。

第
99図

717
CⅦ

区
水

場
ト
レ

ン
チ

3
黒

色
磨

研
ITN

口
縁
直
立

し
端
部
や
や
先
細

る
。

39～
や
や

粗
あ

ま
り
砂

粒
を

雪
ま

な
い

^

淡
茶

色
不

良
・
風

化
し

て
し

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
ほ

ど
剥

落
。

第
99図

BⅣ
区

南
ク

ロ
黒

色
磨

研
土

器
杯

口
縁

直
立

し
端

部
丸

く
収

め

る
。
黒

色
磨

研
土

器
と

同
様

の
手

方
に

て
作

成
さ
れ

る
。

45～
や

や
粗

淡
茶

色
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

全
面

に
赤

彩
。
ミ
ガ

キ
で

定
着

さ
せ

る
。

第
99図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

黒
色

磨
研

土
暴

不
口
縁

外
反

す
る

。
(127)

50～
や
や

粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

雪
ま

な
い

。
淡

灰
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
吸

着
。

第
99図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

黒
色

磨
研

土
器

不
口
縁

直
立

し
長

く
立

ち
上

十ず

る
端

部
。
体

部
厚

い
。

32～
や
や

粗
・
少

量
の

砂
粒

を
晴

灰
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
吸

着
。

第
99図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

黒
色

磨
研

土
器

不
ヨ
縁

や
や

外
傾

し
端

部
丸

く

皮
め

る
。

44～
や
や

粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い
。

培
灰

色
不

良
・
風

化
し
て

し

る
。

不
明

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ハ
ケ

メ
・
ミ
ガ
キ

雪
境

後
期

ス
ス

吸
着

後
剥

落
。

第
99図

722
CMl区

水
場

ク
ロ

黒
色

磨
研

土
器

不

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

〈
収

め

る
。強

い
ナ

デ
に

よ
り

口
縁

と
体

部
を

区
回

。
日
縁

長
く

立
ち

上
が

る
。

26～
や

や
粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
黒

灰
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
ヨ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

子
境

後
期

全
面

に
ス

ス
吸

着
。

第
99図

CⅦ
区

水
場

萄
ク

ロ
黒

色
磨

研
十

繋
否

口
縁

内
傾

し
端

部
や

や
肥

厚

し
丸

く
収

め
る

。
139

39～
や

や
粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

全
士

/.・
Iヽ

_
炎
茶

白
色

不
良
・
風

化
し
て

し

る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ケヽ
メ ・

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

雪
境

後
期

全
面

に
ス

ス
吸

着
。

第
99図

CⅦ
区

水
場

萄
ク

ロ
黒

色
暦

研

土
器

不
ヨ
縁

や
や

内
傾

し
端

部
丸

く

慄
め

る
。

42～
や
や

粗
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
炎
茶

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ

=墳
後

期
全

面
に

ス
ス

吸
着

。

第
99図

CⅦ
区

k
場

苛
ク

ロ
黒

色
層

研

土
器

不
ヨ
縁

直
立

し
端

部
丸

く
収

め
45～

や
や

粗
あ

ま
り
砂

粒
を

き
ま

な
い

。
炎
茶

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
'ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

吉
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
吸

着
。

第
99図

CⅦ
区

k場
輔
ク

ロ
盈
色

磨
研

不
ヨ
縁

や
や

内
傾

し
端

部
丸

く

便
め

る
。

40～
や

や
粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
決

灰
自

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
吸

着
。

第
99図

AI区
3層

ミ
色

磨
研

十
素

不
ヨ
縁

直
立

し
端

部
先

細
る

。
33～

や
や

粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
炎
茶

色
不

良
・
風

化
し
て

し

る
。

不
明

不
明

古
墳

後
期

瓜
化

の
為

、
調

整
不

明
。

第
99図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
黒

色
磨

研

土
器

不
口

縁
内

傾
し
端

部
肥

厚
し
丸

〈
収

め
る

。
26～

や
や

粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
黒

灰
色

艮
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
。

第
99図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

黒
色

磨
研

上
器

杯
口
縁
直
立

し
端
部
丸

〈
収
め

る
。
ご
く
浅
い
坪
。

27～
や

や
粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
黒

灰
色

不
良
・
風

化
し

て
し

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
不
明

古
墳

後
期

為
面

に
ス

ス
吸

看
外

面

よ
不

明
。
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図号

挿番

物号

遺香
地

区
遺

橋
土

層
、
No

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

上
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
99図

730
CⅦ

区
k場

ク
ロ

下
層

黒
色

磨
研

土
祟

不
完
ぃ

4TN部
。
短

い
口

縁
は

外

更
す

る
。

142
34～

や
や

粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
営
灰

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

吉
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
吸

着
。

第
99図

CⅦ
区

К
場

需
色

暦
研

土
器

不
莞
い

不
部

。
短

い
口

縁
は

外

更
す

る
。

35～
や

や
粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
雫
灰

色
良

。た
だ

し
風

化
し

て
い

る
ハ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
不
明

雪
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
吸

着
。

第
99図

GⅦ
区

k場
黒

色
磨

研

土
器

不
莞
い

rTN部
。
短

い
外

反
す

る

コ
縁

。
140

29～
や

や
粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
盾
灰

色
良

。た
だ

し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
。不

明
吉

墳
後

期
風

化
の

為
ミ

ガ
キ

剥
落

。

第
99図

Cm区
k場

黒
色

磨
研

と
器

不
口
縁

や
や

外
反

し
丸

く
収

め

る
。

122
28～

や
や

粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
盾
灰

色
き

た
だ

し
風
化

し
て
い
る
ぃ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

吉
墳

後
期

咸
化

の
為

、
調

整
不

明
。

第
99図

734
CⅦ

区
k場

葛
ク

ロ
黒
色

磨
研

と
器

不
ヨ
縁

や
や

肥
厚

。
46～

や
や

粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
黒

灰
色

良
好

。た
だ

し
風
t

し
て

い
る

。

ヨ
コ
ナ
デ

ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヨ
コ

ナ
デ
・
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

吉
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
付

着
。

第
99図

CⅦ
区

k場
苛
ク

ロ
ミ
色

磨
研

と
器

不
ヨ
縁

や
や

内
湾

し
端

都
や

や

肥
厚

し
丸

く
収

め
る

。
56～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

黒
灰

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

端
部

iヨ
コ
ナ
デ
 
体
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
不
明

吉
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
付

着
。

第
99図

CⅦ
区

k場
ト
レ

ン
チ

3
需

色
磨

研

土
器

イ
口

縁
や

や
内

湾
し
端

部
先

細

る
。

122
40～

や
や

粗
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
淡

茶
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

日
縁

|ヨ
コ
ナ
デ
 
体
部

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
不
明

古
墳

後
期

木
面

の
み

ス
ス

吸
着

。

第
99図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

下
層

黒
色

磨
研

土
器

不
口

縁
内

湾
し
端

部
肥

厚
し
丸

く
収

め
る

。
蓋

模
倣

品
か
?

37～
や

や
粗

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
ミ
灰
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
'不

明
古

墳
後

期
全

面
に

ス
ス

付
着

。

第
99図

CⅦ
区

k場
覇
ク

ロ
黒

色
磨

研

土
器

不
ヨ
縁

や
や

外
反

し
端

部
丸

く
39～

や
や

粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
暗
灰

色
不

良
・
風

化
し
て

し

る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ

古
墳

後
期

竺
面

に
ス

ス
吸

着
。

第
99図

CⅦ
区

k場
ク

ロ
下

層
―

括
黒

色
磨

研

十
黒

芥
口

縁
や

や
外

反
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

142
51～

や
や
粗
・
あ
ま
り
砂
粒
を

黒
灰

色
や
や
不
艮
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ

デ
・
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・
ハ

ケ
メ
・
不

明
吉

墳
後

期
全

面
に

ス
ス

付
着

。

第
99図

CⅦ
区

k場
黒

色
暗

研

土
器

不
べ

き
く
外

反
す

る
口

縁
内

狽
!

か
段

は
な

く
な

る
。

176
33～

や
や

粗
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
黒

灰
色

不
良
・
風

化
し
て

し

る
。

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ

ナ
デ
・
不
明

宙
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
吸

着
。

第
99図

AI区
省
土

採
取

場
D-1

黒
色

磨
研

土
器

杯
口
縁

短
く
直

立
し
端

部
先

細

る
。

42～
や

や
粗

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
淡

茶
色

不
良
・
風

化
し
て

し

る
。

不
明

不
明

古
墳

後
期

風
化

の
為

、
調

整
不

明
外

亙
底

に
重

ね
焼

き
の

痕
。

第
99図

CⅦ
区

水
場

覇
ク

ロ
黒
色

磨
研

上
器

不
ヨ
縁

短
く
外

反
し
端

部
丸

〈

摂
め

る
。

25～
や

や
粗

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
炎
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

不
明

古
墳

後
期

風
化

の
為

ミ
ガ

キ
剥

落
。

第
99図

CMl区
k場

葛
ク

ロ
黒
色

磨
研

と
器

イ

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く
収

め
る

。
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
上

部
密

。 下
部

粗
。

口
縁

端
部

短
く
立

ち
上

が
る

。

117
118

36～
や

や
粗

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
淡

灰
自

色
不

良
・
風

1と
し
て

し

る
。

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
吸

着
。

第
99図

CⅦ
区

k場
黒

色
磨

研

土
器

不

口
縁

や
や

内
湾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
強

い
ナ

デ
に

よ
り

口
縁

と
体

部
を

区
画

す
る

。

31～
や

や
粗

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
暗
灰

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ハ
ケ
に
よ
る
ヨ

コ
ナ
デ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

不
明

古
墳

後
期

内
面

ス
ス

吸
着

外
面

は

ス
ス

剥
落

。

第
99図

CMl区
水

場
黒

色
磨

研

土
器

不

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く
収

め

る
。
強

い
ヨ

コ
ナ

デ
に

よ
り

口
縁

と
体

部
を

区
画

す
る

。

22～
や

や
粗

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
黒

灰
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ハ
ケ

メ
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・
不

明
古

墳
後

期
全

面
に

ス
ス

吸
着

。

第
99図

CⅦ
区

水
場

黒
色

磨
研

土
器

小
型

甕
口
縁

外
反

し
端

部
丸

く
収

め

る
。

68～
や

や
粗

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
淡

灰
茶

色
不

良
・
風

化
し
て

し

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ー

部
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ケヽ
メ
・
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

吉
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
付

着

ほ
「
ぎ
景
1落

。

第
99図

BⅣ
区

棄
ク

ロ
黒

色
磨

研

土
器

不
明

喘
部

丸
く
収

め
る

。
1 6～

や
や

粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
瞥
灰

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
ヨ

ナ
デ

首
墳

後
期

器
種

不
明

の
口

縁
。

第
99図

GⅦ
区

水
場

ク
ロ

黒
色

磨
研

土
器

不
明

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く
収

め

る
。

32～
や

や
粗

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
課
灰

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

吉
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
吸

着
。

第
99図

BⅣ
区

東
ク

ロ
黒

色
磨

研

土
器

雪
杯

日
縁

や
や

外
反

し
端

部
丸

〈

収
め

る
。
厚

い
不

部
は

中
ほ

ど
に

段
の

痕
跡

を
残

す
。

45～
や

や
粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
淡

茶
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
付

着
。

第
99図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

黒
色

磨
研

土
器

雪
不

C(外
反

す
る

脚
裾

。
44～

70
や

や
粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

淡
茶

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

杯
!ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

脚
iヘ

ラ
ケ

ズ
リ

・
ナ

デ

杯
:ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
 
脚

:

タ
テ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

盲
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
吸

着
。

第
99図

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

黒
色

磨
研

土
器

喜
杯

脚
は

短
く

ら
、ん

ば
る

。
54～

粗
・
2mm程

の
砂

粒
を
含

む
。

黒
灰

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
|ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

脚
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

・
ヨ

コ
ナ

デ
か

イ
:ヨ

コ
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

脚
:夕

,ハ
ケ

メ
タ
テ

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

吉
墳

後
期

脚
中

を
粘

土
充

填
。

全
面

に
ス

ス
吸

着
。

第
99図

CⅦ
区

К
場

葛
ク

ロ
黒

色
磨

研

土
器

言
杯

低
い

脚
は

裾
が

若
干

ひ
ら

く
48～

72
や

や
粗

。あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い
。

黒
灰

色
や

や
不

長
・
風

化
し

て
い

る
。

杯脚
不

明
ヨ

コ
ナ

デ
郷

不
明

脚
:タ

テ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

吉
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
吸

着
。

第
100

図
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
土

師
器

移
動

式
カ

マ
ド

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く
収

め

る
。
如

意
口

縁
。

183～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

橙
色

良
タ
テ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヨ
ョ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

荒
い

タ
テ

ハ
ケ

メ
・

コ
ナ

デ
吉

墳
中

期

第
100

図
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
土

師
器

移
動

式
カ

マ
ド

芝
付

く
・
風

防
は

付
か

な
し

310～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粕

歩
合

か
_

淡
橙

色
良

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・
ハ

ケ
メ
・
指

押
さ

え

ヘ
ラ
キ

リ ・
ハ
ケ
メ
・

ヨ
ヨ
ナ
デ

古
墳

中
期

～
後

期

第
100

園
CⅦ

区
水

場
ト
レ

ン
チ

3・

葛
ク

ロ
土

師
器

移
動

式
カ

マ
ド

背
面

に
煙

出
し

の
小

窓
造

り

は
丁

軍
。

煙
出

し
高

さ
i90

煙
出

し
幅

:

140
253～

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
橙

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ナ

ケヽ
メ

古
墳

中
期

角
側

上
部

に
ス

ス
・
外

側

霞
出

し
上

に
ス

ス
。
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第
66表

 
遺

物
観

察
表
09

凶口巧

輝番

物号

遺番
地

区
遺

構
土

層
、 Nc

種
月

1
器

種
特

徴
日

径
最

大
径

器
高

底
径

胎
土

色
調

焼
成

内
外

時
代

備
考

期図
CⅦ

区
水

場
土

師
器

土
製

支
脚

142～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

児
橙

色
'や

不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
指

な
で

一
部

ハ
ケ

メ
苗

墳
中

期
～

後
期

全
面

に
ス

ス
。

釧図
CⅦ

区
水

場
ト
レ
ン
チ

3
買
恵

器
蓋

口
縁

外
反

し
端

部
内

側
段

状

に
仕

上
げ

る
。

128
28～

普
通
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含

ま
な
い
。

炎
灰

色
良

好
]転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

守
墳

後
期

翔図
CⅦ

区
代
場

ク
ロ

下
層

須
恵

器
口

縁
直

立
し
端

部
内

側
に

沈

線
を

入
れ

、
段

を
持

つ
。

38～
天

色
良
好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。
回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

与
墳

後
期

強
い
ナ

デ
ヘ

こ
む

。 一
条
C

沈
線

一
部

2重
に
回

る
。

第
101

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

買
恵

器
口

縁
内

湾
し
端

部
内

側
に

ゆ

る
い

段
を

持
つ

。
34～

雪 ・
少

量
砂

粒
を
含

む
。

天
色

貫
好
・
た
だ

し
風
イ
[

し
て
い
る

_
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

守
墳

後
期

知図
CⅦ

区
水

場
苛
ク

ロ
買
恵

器
蓋

口
縁
や
や
外
反

し
端
部
内
側

に
段
を
持
つ
。

34～
密
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

炎
灰

色
良
好
。た

だ
し
風

1と

し
て
い
る
。

目
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

=墳
後

期

瓢図
CⅦ

区
代

場
ク

ロ
須

恵
器

口
縁

や
や

内
湾

し
端

部
内

側
に

EC井
持

つ
_

43～
店
灰

色
良
好
・
た

だ
し
風

化

し
て

い
る

。
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

与
墳

後
期

沈
線

第
101

CⅦ
区

水
場

斬
ク

ロ
買
恵

器
蓋

日
縁

内
湾

し
端

部
内

側
に

段

を
持

つ
。

30～
密
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

寺
灰

色
貫 ・

た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

]転
ナ

デ
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

=墳
後

期

細図
CⅧ

区
水

場
ク

ロ
買
恵

器
善

日
縁

や
や

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

密
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

寺
灰

色
ミ ・

た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヨ
転

ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
与
墳

後
期

瓢図
CⅦ

区
k場

ク
ロ

須
恵

器
蓋

ヨ
縁

や
や

外
反

し
端

部
丸

〈

瞑
め

る
。

25～
肇

lmm以
下

の
砂

粒
を

含
む

。
黒
灰

色
R好

・
た
だ

し
し
て
い
る
。

風
イと

]転
ナ

デ
回
転
ナ
デ

●
墳

後
期

陰
い
ナ
デ

く
ば
む
。

細園
CⅦ

区
k場

ト
レ
ン
チ

4
須

恵
器

ヨ
縁

や
や

直
立

し
端

部
丸

く

瞑
め

る
。

30～
音
青

灰
色

良
好
・
た

だ
し
風

It

し
て

い
る

。
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

写
墳

後
期

翔図
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
下

層
須

恵
需

口
縁
外
反

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

23～
雪 ・

あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

よ
い
。

央
橙

灰
色

不
良

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

守
墳

後
期

瓢図
CⅦ

区
k場

ク
ロ

須
恵

器
霊
看

し
く

は

雪
杯

口
縁

外
反

し
端

部
先

細
る

。
33～

密
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま

な
い

。
炎
灰

色
や

や
4｀

長
・
風

1し
t

て
い

る
。

回
転
ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
占
墳

後
期

知図
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
下

層
須

恵
器

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く
収

め
ス

_

32～
密
・
あ
ま

り
砂

粒
を
含

ま
/.‐

1 
_ヽ

淡
橙

灰
色

不
良

回
転

ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

釧図
CⅦ

区
水

場
ト
レ
ン
チ

3
須

恵
器

蓋
口
縁

端
部

や
や

直
立

し
丸

く

収
め

る
。

31～
密
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

培
灰

色
良
・
た

だ
し
風

化
に

て
い

る
。

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

瓢図
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
下

層
・

ク
須

恵
器

蓋
日

縁
や

や
外

反
し
端

部
丸

〈

収
め

る
。

37
密
・
lmm以

下
の

白
色

砂

粒
を

含
む

。
黒

灰
色

良
好

回
転

ナ
デ

不
明

古
墳

後
期

頂
部

ふ
り
も

の
多

い
。

瓢図
GⅦ

区
水

場
ク

ロ
・
南

ク
ロ

須
恵

器
蓋

口
縁

や
や

外
反

し
端

部
先

細

る
。
2条

の
沈

線
回

る
。

35～
密

,lmm以
下

の
砂

粒
を

合
お

_

淡
黄

灰
色

や
や

不
良
・
風

化
L

て
い

る
。

回
転

ナ
デ
・
不

定
方

向
ナ

デ
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

古
墳

後
期

瓢図
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
須

恵
器

不
小

さ
い

杯
。
長

い
口

縁
。
日
縁

端
部

内
側

に
段

を
持

つ
。

42～
密
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま
か

1 
_ヽ

青
灰

色
良

好
・
た

だ
し
風
1

し
て

い
る

.
回

転
ナ

デ
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

古
墳

後
期

細図
GⅦ

区
水

場
ト
レ
ン
チ

3

拡
張

1層
須

恵
器

郭
深

い
不

。
長

〈
立

ち
上

が
る

日
縁

35～
や

や
粗

淡
青

灰
色

良
・
た
だ

し
風
化

に
て
い
る
。

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

吉
墳

後
期

劉図
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
下

層
須

恵
器

杯
日
縁

外
反

し
端

部
丸

く
収

め

る
。

28～
や

や
粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。

晴
紫

色
:外

面
:深

青
色

罠
好
・
た

だ
し

し
て

い
る

。

風
イ

i

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

古
墳

後
期

細図
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
下

層
須

恵
器

杯
口
縁

内
湾

し
端

部
丸

く
収

め
123

29～
密
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
合

よ
Ⅲ

_
皓

青
灰

色
堅

緻
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
吉

墳
後

期

翔図
CVE区

水
場

西
カ

ベ
3層

須
恵

器
杯

口
縁

内
湾

し
端

部
先

細
る

。
152

45～
密
・
lmm程

の
砂
粒
を
含

む
。

暗
紫

色
「
外

面
:青

灰
色

良
好
・
た
だ

し
風
1

し
て
い
る
。

回
転

ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
古

境
後

期

劉図
CⅦ

区
水

場
ク
ロ
カ
ペ

須
恵

器
不

口
縁

内
湾

し
端

部
丸

(収
め

る
。

密
・
lmm程

の
砂

粒
を

含

む
。

音
灰

色
良
好
・
た

だ
し

し
て

い
る

。

風
イ

[

回
転
ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

瓢図
CⅦ

区
水

場
南

ク
ロ

須
恵

器
算

日
縁

内
湾

し
端

部
丸

く
収

め

ス
_

38～
密

あ
ま

り
砂

粒
を
含

ま

な
い

。
淡

灰
色

や
や

不
良

回
転

ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

翔図
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
下

層
須

恵
器

杯
口
縁
内
湾

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

33～
密
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

淡
青

灰
色

良
好

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
境

後
期

卿図
'80

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

須
恵

器
不

口
縁

内
湾

し
端

部
丸

く
収

め

る
。

115
29～

雪
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま

な
い

。
外

面
:黒

不
良
・
風

化
し
て

し

る
。

回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
古

墳
後

期
ス

ス
付

着
。

瓢図
CⅦ

区
水

場
南

ク
ロ

須
恩

器
杯

口
縁

端
部

外
反

し
丸

く
収

め

ス
^

117
35～

留
・
lmm程

の
黒

粒
を

含

む
。

膏
灰

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

回
転

ナ
デ

]転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

古
墳

後
期

期国
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
須

恵
器

不
日
縁
端
部
外
反

し
丸

く
収
め

る
。

112
密

黒
粒

を
多

く
含

む
。

音
青

灰
色

良
好
・
た
だ

し
風
1

し
て
い
る
。

回
転

ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
古

墳
後

期
ヘ
ラ
お
こ
し
後
側
だ
け

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
。

期図
CⅦ

区
水

場
須

恵
器

杯
口
縁
内
湾

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

113
137

36～
密
・
lmm程

の
砂
粒

を
含

む
。

音
青

灰
色

堅
徹

回
転

ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ
デ

古
墳

後
期
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遺

物
観

察
表

1341

図号

挿番

物号

遺番
地

区
遺

構
土

層
、 Nc

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

止
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
101

図
CⅦ

区
K甥

Iカ
ペ

④
層

卜
左

Fま
し
南

則
最

下
層

南

員
恵

器
雰

ヨ
縁

直
立

し
端

部
先

細
る

。
密
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

天
白

色
不

良
回

転
ナ

デ
回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

第
101

図
CⅦ

区
К
場

ク
ロ

,南
ク

ロ
買
恵

器
イ

日
縁
内
湾

し
端
部
丸
(収

め
る
。

127
密

炎
灰

色
や
や
不
良
・
風
化

L

て
い
る
。

回
転

ナ
デ
・
不

定
方

向
ナ

デ
回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

第
101

図
CⅦ

区
k場

ク
ロ
下

層
買
恵

器
杯

口
縁
端
部
外
反

し
丸

く
収
め

る
。

26～
密
・
lmm以

下
の

砂
粒

を

多
く
含

む
。

紫
青

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

回
転

ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

第
101

図
CⅦ

区
К
場

ク
ロ

下
層

員
恵

器
不

日
縁
直
立

し
端
部
丸

〈
収
め

る
。

100
20～

密
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

淡
青

灰
色

良
回

転
ナ

デ
]転

ナ
デ

吉
墳

後
期

第
101

図
CⅦ

区
k場

葛
ク

ロ
買
恵

器
不

日
縁

直
立

し
端

部
丸

く
収

め

る
。

27
密
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま

な
い

。
黒

灰
色

良
好
・
た
だ

し
風
1

し
て
い
る
。

回
転

ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

第
101

図
CⅦ

区
k場

ク
ロ
下

層
買
恵

器
郷

口
縁

内
湾

し
端

部
丸

く
収

め
21～

密
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま

な
い

。
決

灰
色

や
や

不
良

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
101

図
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
買
恵

器
郵

口
縁
内
湾

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

145
32～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

多
く
含

む
。

暗
青

灰
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
ぅ

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ
・
一

部
不

定
方

行
ナ

デ
吉

墳
後

期

第
101

図
CⅦ

区
k場

買
恵

器
不

口
縁

内
湾

し
端

部
丸

(収
め

る
。
黒

粒
を

多
く
含

む
。

130
37～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

黒

粒
を

多
く
含

む
。

淡
灰

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

回
転

ナ
デ

]転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

古
墳

後
期

第
101

図
CⅦ

区
k場

ク
ロ

買
恵

器
不

口
縁

短
く
外

反
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

218
24 0

37～
や

や
粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を

多
く
含

む
。

青
灰

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

回
転

ナ
デ
・
不

定
方

向
ナ

デ
Eal転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
百

墳
後

期
ホ
面
に
ふ

り
も
の
。

第
101

CMl区
k場

員
恵

器
不

口
縁

内
湾

し
端

部
先

細
る

。
148

39～
密
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま

な
い

。
淡

灰
色

不
良

回
転
ナ
デ

]転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

古
墳

後
期

第
101

図
CⅦ

区
k場

有
ク

ロ
員
恵

器
不

日
縁
内
湾

し
端
部
や
や
先
細

る
。

37～
普

通
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

=/4・
い

_
暗
青

灰
色

良
回

転
ナ

デ
回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

第
101

図
CⅦ

区
代
場

ク
ロ

買
恵

器
郷

日
縁
内
湾

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

50～
普

通
・
lmm以

下
の

自
色

砂
粒

を
含

む
。

青
灰

色
罠
舞

回
転

ナ
デ
・
不

定

方
向

ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

第
101

図
CⅦ

区
k場

ト
レ
ン
チ

3
員
恵

器
不

日
縁
内
湾

し
端
部
丸

〈
収
め

る
。

密
・
lmm以

下
の

砂
粒

を

含
む

。
淡

灰
色

良
回

転
ナ

デ
・
不

定

方
向

ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
古

墳
後

期
ヘ
ラ
お
こ
し

第
101

図
CⅦ

区
k場

I層
買
恵

謡
不

ヨ
縁

短
く
外

反
し
端

部
丸

〈

lRめ
る

。

密
・
lmm以

下
の

砂
粒

を

含
む

。

凋
橙

色
 

外

]青
灰

色

や
や
不
良
・
風
化

L

て
い
る
。

回
転

ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

第
102

図
CⅧ

区
k場

ク
ロ

買
恵

器
寄
杯

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く
収

め
40～

密
盾
青

灰
色

良
好

回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
古

墳
後

期

第
102

図
CⅦ

区
k場

ク
ロ

員
恵

器
葛
杯

日
縁
外
反

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

34～
露

暗
青

灰
色

良
好

回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
古

墳
後

期

第
102

図
800

CⅦ
区

k場
晟
下

層
北

員
恵

器
雪
郷

ホ
反

す
る

日
縁
・
薄

い
造

り
37～

密
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま

な
い
。

黒
灰

色

断
面

:淡
灰

色
良

好
回

転
ナ

デ
回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

'が
み
有

り
。

第
102

図
CⅦ

区
k場

ク
ロ
下
層

買
恵

謡
爵

FTN
口
縁

外
反

し
端

部
丸

く
収

め
ス

_

32～
密
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま

な
い
。

淡
灰

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
102

図
CⅦ

区
k場

ク
ロ
下
層

買
恵

器
罰
杯

脚
部

4方
向

に
ス

カ
シ

入
る

。
38～

密
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

天
色

良
好

4:回
転

ナ
デ

脚
:回

転
ナ

デ

不
1回

転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

]転
ナ

デ

W:回
転
ナ

デ
・
ス

カ
シ

古
墳

後
期

第
102

図
803

CⅦ
区

k場
ク

ロ
買
恵

器

罰
杯

若
し

く

ま
脚

付
き

の

壷
か
?

79～
普
通
・
lmm以

下
の
砂
粒

を
含
む
。

淡
青

灰
色

良

杯
:回

転
ナ

デ
・

不
定

方
向

ナ
デ

脚
:回

転
ナ

デ

不
:回

転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

回
転

ナ
デ
・
カ
キ

メ

脚
:回

転
ナ

デ

古
墳

後
期

程
種

不
明

第
102

図
CⅦ

区
k場

ク
ロ
下

層
買
恵

器
言
不

不
部

2条
の

沈
線

。
40～

普
通

淡
青

灰
色

良
好

不
:回

転
ナ

デ
・

不
定

方
向

ナ
デ

脚
:ナ

デ

不
:回

転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

回
転

ナ
デ

脚
:回

転
ナ

デ

古
墳

後
期

第
102

図
805

CⅦ
区

k煽
ク

ロ
・
ク

ロ
下

層
買
恵

器
何
蓋

高
杯

口
縁
や
や
内
湾

し
端
部
先
細

る
。

148
84～

普
通
・

lmm以
下

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
言

灰
色

や
や

不
良

不
:ナ

デ
・
不

定

方
向

ナ
デ

脚
1回

転
ナ

デ

不
1回

転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

回
転

ナ
デ

脚
:シ

ボ
リ
メ
・
回

転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
102

図
806

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

員
恵

器
雪
不

不
都

1条
の

沈
線

途
中

ま
で

回
る

。

田
部

2方
向

ス
カ

シ
入

る
。

35～
普

通
画面

外内
青

灰
色

明
橙

色
良

杯
:回

転
ナ

デ
・

ヨ
コ
ナ

デ

脚
:未

調
整

不
:回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

]転
ナ

デ

即
:回

転
ナ

デ

古
墳

後
期
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遺

物
観

察
表
00

挿
図

番
号

遺
物

番
号

地
区

遺
構

土
層

、
Nα

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
102

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

須
恵

器
高

不
W端

部
折

り
返

し
面

を
持

つ
。

74～
(93)

普
通
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
含

む
。

淡
灰

色

断
面

:明
橙

色
不

良
]転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

翔図
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
須

恵
器

高
坪

脚
端

部
に

面
を

持
つ

。
62～

普
通
・
lmm以

下
の
砂
粒

を
含
む
。

暗
灰

色
良

好
・
溶

着
不

:回
転

ナ
デ

側
:シ

ボ
リ

メ

杯
:回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

脚
:回

転
ナ

デ

吉
墳

後
期

重
ね

焼
き
浴

着
・
打

ち
欠

い
て
使

用
か
?付

近
に

窯
跡
?

第
102

図
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
須

恵
器

高
杯

長
脚
部
に

2条
の
沈
線
が
廻

る
。

93～
露 ・

あ
ま

り
砂

粒
を
含

ま

ま
い
。

青
灰

色

断
面

〔暗
橙

灰

色

や
や

不
良

EE3転
ナ

デ
・
沈

侯
文

]転
ナ

デ
沈

線
文

吉
墳

後
期

第
102

図
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
・
ク

ロ
下

層
須

恵
器

高
坪

脚
部

に
2条

の
沈

線
が

廻
る

。
65～

督
。lmm以

下
の

砂
粒

を

雪
む

。

晴
青

色

断
面

:晴
紫

灰

色

良
好

不
:回

転
ナ

デ

脚
:シ

ボ
リ
メ

不
回

転
ナ

デ

回
転

ナ
デ

卸
古

墳
後

期

第
102

図
GⅦ

区
水

場
ク

ロ
下

層
須

恵
器

罰
芥

Ⅲ
 lmm以

下
の

砂
粒

を

含
む

。
暗

紫
灰

色
良

好
不

:回
転

ナ
デ

即
:ナ

デ
不

i回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・

■
ザ
 
脚

1回
転
ナ
ギ

寄
墳

後
期

第
102

図
CⅦ

区
水

場
両

ク
ロ

須
恵

器
罰
杯

巨
脚

の
高

不
。

45～
督

lmm以
下

の
砂

粒
を

淡
青

灰
色

良
不脚

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

不
:回

転
ナ

デ

服
回

転
ナ

ザ
吉

墳
後

期

第
102

図
CMl区

水
場

南
ク

ロ
須

意
器

言
イ

梁
い

不
部

。
97～

普
通
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま
な

い
。

自
青

灰
色

良

ITN:回
転

ナ
デ
・

不
定

方
向

ナ
デ

脚
:回

転
ナ

デ

不
:回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・

]転
ナ

デ

側
:回

転
ナ

デ

古
墳

後
期

ゆ
が

み
有

り
。

第
102

図
CMl区

水
場

ク
ロ

須
恵

器
言
イ

38～
や

や
粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

炎
青

灰
色

良
好

郷
:回

転
ナ

デ
・

不
定

方
向

ナ
デ

脚
iナ

デ

不
:回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

]転
ナ

デ

側
:回

転
ナ

デ

古
墳

後
期

第
102

図
CⅦ

区
水

場
カ
ベ
・
ク
ロ

須
恵

器
言
杯

4 1´
ヤ

密
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま

な
い

。
炎
灰

色
良

不
i回

転
ナ

デ
・

不
定

方
向

ナ
デ

脚
i回

転
ナ

デ

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

吉
墳

後
期

第
102

図
CMl区

水
場

須
恵

器
旨
杯

61～
炎
青

灰
色

良
回

転
ナ

デ
]転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
102

図
CMl区

水
場

葡
ク

ロ
須

恵
器

葺
坪

35～
露 ・

あ
ま

り
砂

粒
を
含

ま

よ
い

。

旨
青

灰
色

断
面

:淡
紫

灰
良

好
邪

:回
転

ナ
デ

脚
:シ

ボ
リ
メ

不
:回

転
ナ

デ

脚
:回

転
ナ

デ
宙

墳
後

期

第
102

図
CMl区

k場
察

恵
器

言
杯

76～
や

や
粗
・
4mm以

下
の

黒

色
砂

粒
を

含
む

。
天

自
色

不
良

不
:回

転
ナ

デ

脚
:回

転
ナ

デ

邪
:回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ ・

回
転

ナ
デ

脚
:回

転
ナ

デ

宙
墳

後
期

黒
粒

を
多

く
含

む
。

第
102

CⅦ
区

k場
1層

須
恵

器
葛

杯
丘
脚

獅
47～

露
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

旨
青

灰
色

良
不脚

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

不
:回

転
ナ

デ

脚
:回

転
ナ

デ
古

墳
後

期

第
102

図
820

CMl区
k場

員
恵

器
厨
不

側
端

部
に

面
を
持

つ
。

65～
普

通
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
含

む
。

青
灰

色

断
面

:暗
橙

色
や

や
不

良
回

転
ナ

デ
回
転

ナ
デ

盲
墳

後
期

第
102

GVI区
k場

員
恵

器
葛

妬
側
端

部
や

や
内

傾
す

る
ゆ

る

′ヽ
面

を
持

つ
。

19～
密

淡
灰

色
や

や
不

良
回

転
ナ

デ
ヨ
転
ナ
デ

吉
墳

後
期

第
102

図
822

CⅦ
区

k場
買
恵

器
爵

不
側
端

部
に

面
を

持
つ

。
75～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

旨
青

灰
色

良
婢

郵
i不

定
方

向
ナ

デ
 

脚
!回

転
ナ

デ

不
:回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

回
転

ナ
デ

脚
:回

転
ナ

デ

吉
墳

後
期

第
102

図
823

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

買
恵

器
不

一［司
丘
い

脚
端

部
に

内
傾

す
る

面

を
持

つ
。

44～
普

通
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま
な

い
。

淡
紫

灰
色

良
好

杯
i回

転
ナ

デ

脚
1回

転
ナ

デ

不
:回

転
ナ

デ

脚
i回

転
ナ

デ
吉

墳
後

期

第
102

図
CⅦ

区
k場

葛
ク

ロ
買
恵

器
雪

杯
脚

端
部

に
内

傾
す

る
面

を
持

10～
密

盾
青

灰
色

良
好

回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
古

墳
後

期

第
102

図
CⅦ

区
水

場
1層

買
恵

器
雪

獅
脚

端
部

を
折

り
曲

Iザ
外

傾
す

る
面

を
持

つ
。

18～
旨
通

■
mm以

下
の

砂
粒

井
含

む
_

青
灰

色
良

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
102

図
CⅦ

区
k場

輔
ク

ロ
買
恵

器
寄
不
?

脚
端

部
や

や
内

湾
す

る
。

23～
密

淡
灰

白
色

不
良

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
102

図
CMl区

水
場

ク
ロ

須
恵

器
蔚

獅
脚

端
部

に
内

傾
す

る
面

を
持

つ
。
薄

い
器

壁
。

27～
150

♂
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い

.

旨
青

灰
色

断
面

:淡
紫

色
や

や
不

良
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
吉

墳
後

期

第
103

図
828

CⅦ
区

k場
ク

ロ
下

層
貫
恵

器
甕

沈
線

で
区

画
さ

れ
た

波
状

文

が
密

に
施

さ
れ

る
。

59～
普
通

あ
ま
り
砂
粒
を
含

ま
な
い
。

音
青

灰
色

良
好

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

占
墳

後
期

図
CⅦ

区
lk場

ク
ロ

買
恵

器
不

明
喘
部

折
り
返

し
丸
(収

め
る

。
37～

旨
通
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
含

む
。

淡
灰

色
や

や
不

良
回

転
ナ

デ
回
転
ナ
デ

与
墳

後
期

第
103

図
830

CⅦ
区

水
場

ト
レ

ン
チ

3
須

恵
器

萎
口
縁

端
部

上
下

に
拡

張
す

る
。

20 1
41～

密
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま

な
い

。
暗

紫
灰

色
艮

好
ヨ
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

守
墳

後
期

第
103

図
CⅦ

区
lk場

覇
ク

ロ
賓
恵

器
甕

口
縁

端
部

面
を

持
つ

。
49～

密
・
lmm以

下
の

砂
粒

を

含
む

。
淡

灰
色

良
好

]転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
与
境

後
期
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第
69表

 
遺

物
観

察
表

O⑥

図具

挿番

物号

遺番
地

区
遺

構
土

層
、
No

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
103

図
832

CⅦ
区

k場
ク

ロ
須

恵
器

口
縁

端
部

折
り
返

す
。

74～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

灰
色

良
同

心
円

タ
タ

キ
回
転
ナ
デ
・
平
行
タ

タ
キ
・
ヨ
コ
ナ
デ

吉
墳

後
期

第
103

図
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
須

恵
器

口
縁

玉
縁

状
。

76～
晋

通
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま
な

い
。

炎
灰

色
不

良
同
心
円
タ
タ
キ
・

回
転
ナ
デ

タ
タ
キ
・
シ
ボ

リ
メ

占
墳

後
期

第
103

図
GⅦ

区
水

場
ク

ロ
南

ク
ロ

須
恵

器
口

縁
丸

く
収

め
る

。
177

6 1´
ψ

普
通
・
lmm以

下
の
砂
粒

を
含
む
。

淡
灰

色

断
面

:明
橙

色
や

や
不

良
回

転
ナ

デ
平

行
タ

タ
キ
・
ハ

ケ
メ

古
墳

後
期

第
103

図
CⅦ

区
水

場
南

ク
ロ

須
恵

器
不

明
¬
形

の
物

が
剥

離
し
た

痕
跡

。
17～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
歩

合
お

_
淡

灰
色

や
や

不
良

不
定

方
向

ナ
デ

タ
タ
キ

古
墳

後
期

第
103

図
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
下

層
須

恵
器

下
明

口
縁
や
や
外
反

し
丸

く
収
め

る
。

30～
普
通
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含

ま
な
い
。

黒
灰

色
良

好
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
103

図
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
須

恵
器

一望
日
縁
外
反

し
端
部
内
面
に
面

を
持
つ
。

40～
密
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

岩
紫

灰
色

竪
緻

]転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
103

図
GⅦ

区
水

場
ク

ロ
下

層
買
恵

器
尾
瓶

口
縁

端
部

丸
〈
収

め
る

。

口
縁

差
込

み
接

合
。

52～
普
通
・
lmm以

下
の
砂
粒

を
含
む
。

暗
青

灰
色

断
面

I淡
紫

灰

色

良
好

]転
ナ

デ
回
転
ナ
デ

古
墳

後
期

第
103

図
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
・
南

ク
ロ

買
恵

器
一望

側
端

部
内

側
に

面
を

持
つ

。
42～

密
・
あ
ま

り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

淡
青

灰
色

断
面

I暗
紫

灰

色

良
好

]転
ナ

デ
・
不

こ
方

向
ナ

デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
103

CⅦ
区

＼
場

ク
ロ

下
層

須
恵

器
提

瓶
退

化
し
た

把
手

付
く
。

普
通
・
lmm以

下
の
砂
粒

を
含
む
。

暗
灰

色
良

]転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
・
カ

キ
メ

吉
墳

後
期

第
103

図
GM区

代
場

ク
ロ

南
ク
ロ

買
恵

器
見

瓶
退

化
し

た
把

手
付

く
。

67
155

普
通

あ
ま

り
砂

粒
を
含

ま
な

い
淡

灰
色

良
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ
・
カ

キ
メ

古
墳

後
期

第
103

図
GⅦ

区
水

場
ク

ロ
員
恵

器
ツヽ
ウ

口
縁

端
部

に
面

を
持

つ
。

,EIの
荘

引+寸
_

18～
密
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま

な
い

。
淡

灰
色

良
好

]転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
103

図
CⅦ

区
k場

ク
ロ

買
恵

器
ソヽ
ウ

胴
中

程
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
後

ナ

デ
・
肩

部
に

沈
線

。
122～

密
・
あ
ま

り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

暗
青

色

断
面

1暗
紫

灰

色

良
好

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ ・
ナ
デ

盲
墳

後
期

第
103

図
CⅦ

区
k場

ク
ロ
・
南
ク
ロ

買
恵

器
ツヽ
ウ

胴
下
半

を
ケ
ズ
る
・
底
部
ナ

デ
る
。

64～
密
・
あ
ま

り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

暗
言

灰
色

断
面

:淡
紫

灰

色

良
好

回
転
ナ
デ
・
不

こ
方
向
ナ
デ

回
転

ナ
デ
・
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・
指

ナ
デ

首
墳

後
期

第
103

図
CⅦ

区
k場

覇
ク

ロ
買
恵

器
壺
若

し
く
は

ハ
ツ
ウ

64～
普
通
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含

ま
な
い
。

淡
灰

色
良

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ
・
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

古
墳

後
期

第
103

図
846

CⅧ
区

k場
ク

ロ
須

恵
器

ハ
ツ
ウ

肩
部

に
沈

線
入

る
。

43～
密
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

皓
青

灰
色

堅
徹

ン
ボ

リ
メ
・
指

お

さ
え
・
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
吉

墳
後

期

第
103

図
CⅧ

区
水

場
ク

ロ
須

恵
器

∈
頸

壷
口
縁

端
部

先
細

る
。
肩

部
に

沈
線
・

l同
下

半
に

カ
キ

メ
。

61～
密
・
lmm以

下
の

砂
粒

を

含
む

。
唐
青

灰
色

良
好

]転
ナ

デ
回
転
ナ
デ
・
沈
線

ナ
デ

古
墳

後
期

第
103

図
848

CⅦ
区

k場
ク

ロ
買
恵

器
短

頸
壼

口
縁

直
立

し
端

部
先

細
る

。

胴
下

半
に

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・
肩

部
に

2条
の

沈
線

。

54～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

暗
青

灰
色

断
面

:淡
灰

色
や

や
不

良
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ
・
2条

の
沈

線
,回

転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
吉

壌
後

期

第
103

図
CⅧ

区
lk場

ク
ロ
・
南
ク
ロ

買
恵

器
短

頸
壷

同
下

半
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
底

部
平

底
ぎ
み

。
(84)

101～
密
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

青
灰

色
良

好
]転

ナ
デ

回
転

ナ
デ
・
回
転

ヘ

ラ
ケ
ズ

リ ・
回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
103

図
CⅦ

区
lk場

ク
ロ

須
恵

器
短

頸
壷

肩
部

に
カ

キ
メ

を
施

す
。

86～
督 ・

あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

よ
い
。

暗
灰

青
色

断
面

:暗
紫

灰

色

良
好

]転
ナ

デ
回
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ ・

シ
ボ
リ
メ

古
墳

後
期

翔図
CⅦ

区
lk場

1層
須

恵
器

不
明

平
た

い
1同

部
に

突
帯

貼
り
付

け
る

。
内

側
に

工
具

不
明

の

施
文

若
し

く
は

調
整

あ
り
。

28～
普
通
・
lmm以

下
の
砂
粒

を
含
む
。

淡
灰

色
良

下
明
・
ナ

デ
回
転
ナ
デ

突
帯
貼

り
付

け
・
ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

後
期

釧図
CⅦ

区
lk場

覇
ク

ロ
須

恵
器

一霊

肩
部

に
沈

線
で

区
画

さ
れ

た

刺
突

文
・
工

具
は

二
枚

貝
若

し
く
は

ク
シ

状
工

具
。

124～
普
通
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含

ま
な
い
。

淡
灰

色
や

や
不

良
ナ

デ
]転

ナ
デ
・
シ
ボ

リ
メ

陵
施

文
・
ヨ
コ
ナ

デ
古

境
後

期

第
104

図
BV区

大
溝

東
・
ク

ロ
最

下

層
弥
生

土
器

複
合

日
縁

甕

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

〈

収
め

る
。
小

さ
い

口
縁

短
〈

立
ち

上
が

る
。

50～
や

や
粗

lmm程
の

砂
粒

と
ウ

ン
モ

を
含

む
。

淡
茶

白
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-2
外

面
ス

ス

※
高

杯
と

同
じ
粘

土
。
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遺
物
観
察
表

0⊃

凶号
陣番

物号

遺番
地

区
遺

構
上

層
、
No

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
104

図
BV区

大
溝

ク
ロ

弥
生

土
器

複
合

日
縁

甕
複

合
口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く
収

め
る
。
口
縁
複

合
部

短
く
突

出
。

44～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

と
赤

色
土

粒
を

含
む

。
淡

茶
白

色
艮
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

V-4～
古

墳

前
期

第
104

図
3V区

・
大

溝
ク

ロ
祢
生

土
器

複
合

口
縁

重
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

(

収
め

る
。
口

縁
施

文
後

ナ
デ

。
58～

や
や

粗
・

lmm程
の

砂
粒

を
含

む
。

淡
茶

色
艮
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

疑
凹
線
文
・
ナ
デ

V-2

第
104

図
BV区

・
大

溝
ク

ロ
祢
生

土
器

注
目

土
器

先
細

ら
な

い
注

ぎ
日

。
長

さ
i50

幅
:28

48～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

波
茶

白
色

や
や

不
艮
・
風

化
し

て
い

る
。

ケ
ズ

リ
ケヽ
メ

麻
生

後
期

外
面

に
ス

ス
。

期図
BV区

・

C
大

澪
祢
生

土
器

蓋
頂

部
く

ぽ
む

。
13～

■ ・
Zmm軽

の
り

種
を
宮

ど
。

晴
灰

色
不

艮
・
風

化
し
て

し

る
。

不
明

下
明

V-1～
2

小
型

杯
類

の
脚

に
な

る

可
能

性
あ

り
。

第
104

図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
称
生

土
器

複
合

口
縁

蓋

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
肥

厚
し
丸

く
収

め
る

。
口
縁

ヨ
コ

ナ
デ
・
陵

丸
い

。

53～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

暗
茶

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
束
1突

文
V-2

外
面

に
ス

ス
。

第
104

図
BV区

太
溝

東
ク

ロ
弥

生
土

器
夏
合

口
縁

嚢

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
押

引
文

下
方

は
櫛

描
直

線
文

に
な

つ
て

い
る

。

63～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・
押

引
文

V-2
外

面
に

ス
ス

。

第
104

図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ

弥
生

上
器

賞
合

口
縁

萎

複
合

日
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
口
縁

上
部

と
下

部

に
ヨ

コ
ナ

デ
。

25 8
56‐

や
や

粗
・
2mm程

の
砂

粒

と
赤

色
上

粒
を

含
む

。
淡

黄
白

色
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
タ

テ
ハ

ケ
メ
・
擬

凹
線

文
・
押

引
文

V-3
外

面
に

ス
ス

。

第
104

図
BV区

大
溝

弥
生

上
器

腹
合

口
縁

重
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。
厚

い
眼

部
。

20 2
68～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

暗
茶

色
良

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

ヨ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
V-2

知図
BV区

・

D
大

溝
ク

ロ
祢
生

土
器

複
合

口
縁

垂
複

合
口

縁
外

傾
し
端

部
丸

く

収
め

る
。

66～
咀 ・

3mm程
の

砂
粒
・
赤

ヨ
土

粒
を
含

む
。

淡
茶

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・

'テ
ハ

ケ

メ
・
擬

凹
線

文
V-2

知図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ

称
生

土
器

複
合

口
縁

甕

複
合

口
縁

外
傾

し
肥

厚
す

る
口

縁
中

程
で

ナ
デ

に
よ

り
強

く
折

れ
る

。

20 8
83～

や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

白
色

良
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
擬

凹
線

文
・
押

引
文

V-3

翔図
864

BV区
大

溝
東

ク
ロ
最

下
層

称
生

土
器

複
合

口
縁

甕

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
内

湾

す
る

。
日
縁

施
文

後
全

体
を

ヨ
ヨ

ナ
デ

。

56～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
黄

白
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
タ
テ
ハ
ケ

メ ・
擬
凹
線
文

V-3

翔図
BV区

・
大

滞
ク

ロ
称
生

土
器

鼓
型

器
台

施
文

後
ヨ

コ
ナ

デ
に

よ
り
羽

状
文

を
区

画
。

55～
や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

F明
皮
文
・
ヨ
コ
ナ
デ

V-3
内

面
に

赤
色

顔
料

。

翔図
8V区

・
大

溝
ク

ロ
土

師
器

複
合

口
縁

壺
複

合
口
縁

直
立

し
口
縁

端
部

内
側

に
肥

厚
。

85～
や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

住
を

含
む

。
淡

茶
白

色
良

好
・
た

だ
し
風

4L

し
て

い
る

。

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・
非

お
さ

え
ヨ

ヨ
ナ

デ
V-4～

盲
墳

前
期

翔図
867

BV区
大

滞
ト
レ
ン
チ

4
h生

土
器

注
目

土
器

壷
先

細
る

注
ぎ

口
。

長
さ
:55

幅
:265

61～
や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

位
を

含
む

。
淡

橙
白

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ケ
ズ

リ
F明

V-4
外

面
に

ス
ス

。

翔団
BV区

大
湊

東
ク

ロ
・
東

ク
ロ
最

下
層

土
師

器
腹

合
口

縁
壷

複
合

日
縁

外
傾

し
口
縁

端
部

外
側

に
面

を
持

つ
。

123～
や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂
命

歩
合

よ
、

_
暗

茶
色

良
好

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

ヨ
ナ

デ
・
波

状
文
・

ヨ
コ

ハ
ケ

メ
=墳

前
期

口
縁

端
部

に
ス

ス
。

翔画
BV区

・

D
大

溝
ク

ロ
土

師
器

腹
合

口
縁

養
複
合

日
縁
外
傾

し
口
縁

端
部

外

側
に
面

を
持
つ
。 左

廻
り
の
施
文
。

100～
や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

位
を

含
む

。
淡

茶
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ケヽ
メ ・

波
状
文
か

ら
ク

ク
描
直
線
文
・
ヨ
ヨ
ナ
デ

吉
墳

初
頭

釧園
870

BV区
・

大
溝

ク
ロ

土
師

器
腹
合

口
縁

壷
複

合
口
縁

外
傾

し
端

部
厚

い
。

直
口

口
縁

75～
,や

粗
・
lmm以

下
の

砂

立
を

含
む

。
淡

茶
自

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ

与
墳

初
頭

内
側

ス
ス

。

御園
BV区

大
溝

東
ク

ロ
ホ
生
土
器

複
合

口
縁

甕
複

合
口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
左

廻
り
の

施
文

。
30 2

144～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
橙

白
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・

ク
シ

描
直

峰
支

V-4
外

面
に

ス
ス

。

翔図
BV区

大
蒲

ク
ロ

土
師

器
複

合
口

縁
甕

複
合

口
縁

直
立

し
厚

い
口
縁

端
部

は
外

側
に

面
を
持

つ
。

27 6
82～

や
や
粗
・
lmm以

下
の
砂

位
を
含
む
。

淡
橙

自
色

良
好
・
た

だ
し
風

ft

し
て

い
る

。
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
苗

墳
初

頭
外

面
に

ス
ス

。

第
105

図
BⅣ

区
大

蒲
東

ク
ロ

土
師

器
複

含
口

縁
甕

複
合

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。複

合
口

縁
退

化
。

83～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

暗
茶

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ

コ
ナ

デ
・
ハ

ケ
メ

百
墳

中
期

外
面

に
ス

ス
ロ
縁

内
面

に
ス

ス
。

細園
BW区

大
溝

東
・

ク
ロ

最
下

隠
称
生

土
器

複
合

口
縁

蓑
端
部
丸

(収
め
る
。陵

部
丸

く
仕
上
が
る
。

44～
丑 ・

3mm程
の

砂
粒

を
含

「
Ⅲ̂

淡
茶

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ

ナ
デ

V-2～
3?

期図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ

土
師

器
腹
合

口
縁

甕

複
合
口
縁
外
傾

し
口
縁
端
部

水
平
に
面
を
持
つ
。 

陵
部

は
に
ぶ
い
。

173
80～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

位
を

含
む

。

外
面

:淡
桃

自

色内
面

:茶
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
タ
テ

ハ
ケ

メ
・
ヨ

コ
ナ

デ
・
ク

シ
描

直
線

文
・

波
状

文

与
境

初
頭

外
面

に
ス

ス
。

瓢図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ

上
師

器
複

合
口
縁

萎
内

湾
す

る
日
縁

端
部

内
側

に

面
を
持

つ
。

43～
や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

暗
茶

色
し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

古
墳

前
期

～
後

朗
外

面
に

ス
ス

。

翔図
BⅣ

区
大

溝
煮
ク

ロ
最

下
層

上
師

器
榎

合
口

縁
重

複
合

口
縁
外
傾

し
端
部
丸

く
収
め

る
。肩

が
張

る
。
日
縁
は
退
化
が

始
ま
っ
て
い
る
。深

い
竹
管
文

70～
,や

粗
・
lmm以

下
の

砂

住
を

含
む

。
暗

茶
色

良
好

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

ナ
デ
・
竹
管
文

与
墳

前
期

第
105

図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
土

師
器

単
純

口
縁

警
単
純

日
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
胴

最
大

径
下

る
。

15 0´
ψ

や
や

粗
lmm以

下
の

砂
貯

歩
合

お
_

決
橙

白
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
荒

い
ハ

ケ
メ
・
ナ

デ
吉

墳
後

期
外

面
に

ス
ス

。



第
71表

 
遺

物
観

察
表
00

|

〇ト

|

図号

挿番

遺
物

地
区

遺
構

上
層

、
No

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

上
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
105

図
BⅣ

区
夫

溝
東

ク
ロ

土
師

器
直

口
壷

単
純

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
や

や
開

く
直

口
縁

。
111

85～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

炭
茶

色
良
・
た

だ
し
風

化
【

て
い

る
。

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・
孝悟

押
さ

え
ハ
ケ
メ
・
ヨ
コ
ナ
デ

守
墳

前
期

～
外

面
に

ス
ス

.

図
880

BⅣ
区

大
蒲

東
ク

ロ
と
師

器
壷

竹
管

文
72～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
白

色
良

。た
だ

し
風

化
し

て
い

る
。

ケヽ
メ

ハ
ケ

メ
・
竹

管
文

V-4～
古

墳

前
期

第
105

図
BⅣ

区
大

蒲

東
ク

ロ
最

下
層

ク
ロ

カ
ベ

東

ク
ロ

土
器

単
純

口
縁

菱

単
純

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く
収

め
る

。
肩

部
に

ヘ
ラ

描
の

線
亥

1

画
。 上

下
平

行
線

→
タ

テ
区

画

線
→

中
央

区
画

線
→

付
属

絵

100～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
茶

色
良

好
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ナ
デ

ヨ
コ
ナ

デ
・
ハ

ケ
メ
・

肩
部

ナ
デ

消
し

施
画

ナ
デ

V-4
水

場
と

大
滞

の
上

器
が

接
合

。

翔図
BW区

太
溝

東
ク

ロ
土

師
器

移
動

式
カ

マ
ド

単
純

口
縁

直
立

し
短

〈
外

反

す
る

口
縁

。
216

86～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

盾
茶

色
良

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
荒

い
ハ

ケ
メ
・

ヨ
コ

ナ
デ

吉
墳

中
期

～
後

期

第
106

図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ

土
師

器
単

純
口

縁
蓑

単
純

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

技
め

る
^外

面
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

47～
や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

立
を

含
む

。
炎
茶

色
良

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ
デ

ラヽ
ケ
ズ
リ ・

ヨ
コ
ナ
デ

守
墳

後
期

第
106

図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
土

師
器

単
純

口
縁

甕

単
純

口
縁

外
傾

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
内

側
ケ

ズ
リ

痕
ナ

デ
に

よ
り

消
え

る
。

104～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
橙

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ
デ

荒
い

ハ
ケ

メ
・

ヨ
コ

ナ
デ

古
墳

後
期

ホ
面

に
ス

ス
・
内

面
に
,

陀
物

。

第
106

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
土

師
器

単
純

口
縁

甕
単

純
口

縁
直

立
し
端

部
丸

〈

収
め

る
。

120～
や
や

粗
・

lmm程
の

砂
粒

を
含

む
。

炎
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ケヽ
メ
・
ヨ
コ
ナ
デ

EF墳
中

期
～

後
ll面

に
ス

ス
。

第
106

図
BⅣ

区
大

溝
東
ク
ロ

土
師

器
単

純
口

縁
蓑

単
純

口
縁

外
傾

し
端

部
先

細

る
。
胴

部
上

半
部

に
ハ

ケ
メ

密
。

214
26 2-

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

炎
茶

色
良

好
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ラヽ

ケ
ズ

リ
・
荒

t

ケヽ
メ
・
ナ

デ
古

墳
中

期
～

後

期

本
面

下
方

に
ス

ス
・

内
層

こ
炭

化
物

。

第
106

図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
土

師
器

単
純

口
縁

壷
外

傾
す

る
口

縁
。

114
90～

や
や
粗
・
lmm以

下
の
砂

炎
茶

色
や

や
不

良
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

古
墳

時
代

廷
面

に
赤

彩
。

第
106

図

BV区
・

D
大

溝
ク

ロ
土

師
器

単
純

口
縁

甕
単

純
口

縁
短

く
外

反
す

る
ロ

108～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
茶

自
色

不
良
・
風

化
し
て

し

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
挿

ヨ
コ

ナ
デ
・
荒

い
タ

テ
ハ

ケ
メ

古
墳

後
期

小
面

に
ス

ス
。

第
106

図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ
最

下
層

土
器

小
型

壷
胴

部
に

陵
を

持
つ
・
丸

底
。

65～
や
や

粗
・
Imm程

の
砂

紅

を
少

量
含

む
。

炎
茶

自
色

良
好
・
た

だ
し
風

lt

し
て

い
る

。

下
位

:ヘ
ラ

ケ
ズ

リ

上
位

:ヨ
ヨ
ナ

デ

下
位

フ
ケヽ

メ

上
位

:ヨ
コ

ナ
デ

不
明

第
106

図
'V区

・
E

大
溝

ク
ロ

土
師

器
小

型
壷

単
純

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
雑

な
造

り
。

49～
や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

位
を

含
む

。
音
茶

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
指

17

さ
え
ッヽ

ケ
メ

ナ
デ

指
押

さ
え

ハ
ケ

メ
古

墳
時

代
角
外

面
に

ス
ス

。

第
106

図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ

黒
色

磨
研

土
器

小
型

壷

単
純

口
縁

外
反

し
端

部
丸

〈

収
め

る
。
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

全
面

に
施

す
。
ス

ス
全

面
に

付
着

。

81～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
黒

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
下

部
風

化
の

た
め

不
明

占
墳

後
期

か
?

ミ
ガ
キ

に
よ

リ
ス
ス

を
器

面
に
定
着

さ
せ

て
い

る
。

第
106

図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
最

下
層

土
師

器
小

型
壷

短
く
外

反
す

る
日
縁
・
端

部
丸

く
収

め
る

。
62～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

唐
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ

占
墳

後
期

外
面
に
ス
ス
・
内
面
に
け

化
物
。

第
106

図
BW区

太
溝

東
ク

ロ
最

下
層

土
器

ミ
ニ

チ
ュ

ア
土
器

平
底

を
星

す
。

55～
雰
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
淡

茶
色

良
好

た
だ

し
風

北

し
て

い
る

。
指

ナ
デ

上
げ

指
押

さ
え
・
細

い
ハ

ケ
メ
・
ナ

デ
不

明

第
106

図

BV区
・

大
溝

ク
ロ

土
師

器
小

型
壷

単
純

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。
扁

平
の

壷
。

41～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
炎
茶

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

不
明

お
そ

ら
く

ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
・
胴
部
ナ

デ
若

し
く
は

ミ
ガ
キ

吉
墳

時
代

第
106

図
'V区

・
E

大
漏

土
師

器
小

型
壷

華
純

口
縁

短
〈

外
反

す
る

。
56～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・

荒
い
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

口
縁

:ヨ
コ

ナ
デ

胴
部

:不
明

お
そ

ら
く

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

時
代

第
106

896
BV区

・
大

溝
土

師
器

豆
頸

壷
豆

く
立

ち
上

が
る

脚
端

部
。

77～
や

や
粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
淡

橙
茶

色
や

や
不

良
ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

全
面

に
赤

彩
。

第
106

図

BV区
・

大
溝

ク
ロ

土
師

器
霊
頸

壷
角
湾

す
る

短
い

口
縁

。
47～

や
や

粗
。lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
自

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

指
押

さ
え

ヨ
コ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
ミ

ガ
キ
?

弥
生

末
期

～
吉

墳
前

期

1面
に

ス
ス

外
面

に
赤

■
開

料
・
肉

面
に

炭
化

物
^

第
107

図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
土

師
器

丘
脚

不
卜
さ
な
脚
部
。

18～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粕

を
含

む
。

男
橙

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

不
:不

明
脚

:ヨ
ヨ

ナ
デ

郷
:不

明
岡

:ヨ
コ

ナ
デ

V-4～
百

墳

前
期

第
107

図
BⅣ

区
太

浦
員
ク

ロ
弥

生
土

器
不

明
浅

く
(ぼ

む
。

1 3～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粕

を
含

む
。

淡
赤

自
色

不
長
・
風

1と
し

て
し

不
明

不
明

V-4
器
種

不
明
・
天

地
不

明
。

第
107

図
BⅣ

区
E造

成
上

麻
生

土
器

蔚
不

充
填

さ
れ
た
脚
。

や
や

粗
」
mm程

の
砂

粒

を
含

む
。

乳
白

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

下
明

不
明

弥
生

後
期

第
107

図

BV区
・

D
太

溝
ク

ロ
麻
生

土
器

言
杯

即
短

く
な

る
。

78～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

淡
茶

白
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

不
:ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

却
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

V-2～
3

第
107

図

BV区
・

D
太

溝
ク

ロ
麻
生

土
器

雪
杯

弓
盤

充
填

83～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
自

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

V-4

第
107

図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
土

師
器

雪
野

真
つ

直
ぐ
開

〈
脚

。
脚

端
部

を
折

り
返

す
。

87～
や

や
粗
・

lmm以
下

の
砂

粒
を

含
む

。
旨

茶
色

良
好
・
た

だ
し
風

1ヒ

し
て

い
る

。

不
:ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

却
:ヘ

ラ
ケ
ズ

リ ・

乾
い
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

不
:不

明

脚
iタ

テ
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

古
墳

後
期

外
面

に
赤

彩
。

図
904

BV区
大

溝
東

ク
ロ

林
生

土
器

高
郭

円
盤

充
填

30～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

と
赤

色
土

粒
を

含
む

。
淡

茶
自

色
良

好
・
た

だ
し
風

イ ヒ

し
て

い
る

。

不
:不

明
 

脚
ヽ
ラ

ケ
ズ

リ

郵
フ

ケヽ
メ

脚
:不

明
V-4



|
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第
72表

 
遺

物
観

察
表

09
挿

図

番
号

遺
物

番
号

地
区

遺
橋

土
層

、
Nα

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
107

図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ

土
器

高
不

端
部

内
傾

す
る
面

を
持

つ
。脚

充

填
高

イ
の

椰
部

若
し

く
は

脚
部

。
136

18～
な

め
ら
か

lmm程
の

砂

粒
を

含
む

。
乳

白
色

不
良
・
風

化
し
て

し

る
。

下
明

不
明

不
明

劉図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
土

師
器

高
不

脚
端
部
丸

く
収
め
る
。 丁

寧
な
造

り
76～

127
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
色

良
不

:ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

却
:ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

郵
:ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

脚
:ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

苗
墳

中
期

～
後

期

第
107

図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
体
生

土
器

低
脚

不
42～

や
や

粗
lmm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

淡
茶

色
艮
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

下
明

不
明

瓢図
908

BⅣ
区

大
溝

柔
ク

ロ
上
師

器
ITN

互
部

伸
び

る
。
口

縁
や

や
内

弯
し
端

部
丸

く
収

め
る

。
43～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

位
存

含
む

^

茶
色

良
七
押

さ
え

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・
底

部

指
押

さ
え

古
墳

後
期

か
?

第
107

図
3V区

大
溝

東
ク

ロ
最

下
層

上
器

小
型

脚
付

IITN
腰

の
深

い
外

部
と

充
填

さ
れ

た
脚

部
か

ら
な

る
。

55
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

着
橙

茶
色

良
好

不
■
旨
押

さ
え
・

ヨ
コ
ナ
デ
 
脚

指
押
さ
え

坪脚

ヨ
コ
ナ
デ

タ
テ
ナ
デ

不
明

不
中
央

に
軸

痕
・
脚

に

指
紋

付
く

外
面

に
ス

ス
。

瓢図
BV区

大
溝

ト
レ

ン
チ

4
黒

色
語

研

土
器

低
脚

付
き

郭
短

い
脚

端
部

丸
く
収

め
る

。
45～

54
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

券
含

む
。

淡
茶

色
良

ラ
ミ
ガ
キ

坪
i不

明

脚
iタ

テ
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
古

墳
後

期
全

面
に

ス
ス

ミ
ガ

キ
に

よ
り
定

着
。

翔岡
BW区

大
溝

東
ク

ロ
最

下
層

土
器

低
脚

付
き

杯
大

型
の

脚
端

部
丸

く
収

め
る

。
70～

110
や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

茶
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

不
:ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

服
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

不
:不

明
 

脚
:指

押
さ

え
・

ヨ
コ
ナ

デ
不

明

劉図
Vtt E

大
溝

ク
ロ

土
師

器
高

不
小

さ
い
脚

端
部

丸
く
収

め
る
。

深
い
杯

部
。

70～
79

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

郷
:不

明

脚
:指

押
さ

え
?ヨ

=
ナ

デ

古
墳

中
期

～
後

期

風
化

の
為

、
調

整
不

明

瞭
。
脚

裏
を

除
く
全

面
に

赤
彩

。

知図
8V区D

大
溝

ク
ロ

土
師

器
高

第

口
縁

や
や

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。不

中
央

よ
り
ず

れ
て

脚
が

付
く
。

74～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

淡
茶

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

不
:ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

と

思
わ

れ
る
 

脚
:タ

テ
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

首
墳

中
期

～
後

期
全

面
に

赤
彩

。

第
107

図
BⅣ

区
大
潜

表
ク

ロ
土

師
器

高
不

口
縁

内
湾

し
端

部
肥

厚
し

丸

く
収

め
る

。

脚
部

内
湾

す
る

。

166
や
や
粗
・
lmm以

下
の
砂

粒
を
含
む
。

淡
茶

白
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

不
:ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

却
:ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

郷
|ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・
ナ

デ
? 

脚
:ヘ

ラ
ケ

ズ

リ
ナ

デ

古
墳

後
期

底
部

以
外

全
面

に
赤

彩

外
面

磨
か

な
い
為

、顔
円

の
定

着
が

悪
い

。

第
107

図
BV区

太
溝

煮
ク

ロ
最

下
層

土
師

器
坪

一［司
口

縁
ゆ

る
や

か
に

外
反

し
爺

部
丸

〈
収

め
る

ハ
65～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
淡

茶
色

や
や

不
良

ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

吉
墳

中
期

～
後

期
全

面
に

赤
彩

。

第
107

図
〕V区

大
溝

土
師

器
葛

坪
口

縁
外

反
し
端

部
先

細
る

。

脚
部

3方
向

に
穿

孔
。

18 6
111

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

と
赤

色
土

粒
を

含
む

。
淡

橙
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

不
:ミ

ガ
キ
 

脚

下
明

キ
ガ明

ミヽ不

不脚
古

墳
前

期
赤

彩

第
107

図
BV区

大
溝

薇
ク

ロ
最

下
層

土
師

器
喜
郭

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く
収

め

る
。 短

い
脚

端
部

丸
く
収

め

る
。 大

形
の

不
部

は
稜

を
有

す

153
や
や
粗
・
lmm以

下
の
砂

粒
を
含
む
。

淡
茶

色
や

や
不

良
風

化
し

て
い

る
。

毛
い

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

報
|ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

郵
:荒

い
ハ

ケ
メ
・

荒
い

ミ
ガ

キ
脚

:ナ
デ

古
墳

後
期

即
裏

除
〈

全
面

に
赤

彩

調
整

は
雑

。

第
107

図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
小
生

土
器

鼓
型

器
台

疑
凹

線
文

一
部

ナ
デ

消
す

。

即
端

部
丸

く
収

め
る

。
14 1～

や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

色
良

蟄
部

:ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヨ
部

iヘ
ズ

リ
tく

ナ
デ

卸
部

:ヘ
ラ
ケ
ズ

リ

受
部

:擬
凹

線
文

―

部
ナ

デ

筒
部

:ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

脚
部

!擬
凹

線
文

―

部
ナ

デ

V-3

第
108

図

BV区
・

太
蒲

ク
ロ

と
師

器
不

口
縁

や
や

内
湾

し
端

部
肥

厚

す
る

。
48～

を
含
む
。

淡
茶

色
良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

?
外

面
に

ス
ス

。

第
108

図
BW区

大
溝

東
ク

ロ
土

師
器

口
縁
や
や
内
湾

し
端
部
丸

く
収
め
る
。 上

げ
底

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

色
や
や
不
良
・
風
化

に
て
い
る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
雑

な

ナ
デ

吉
墳

後
期

角
面

に
赤

彩
か

?

第
108

図
BV区

太
溝

東
ク

ロ
最

下
層

上
師

器
沫

口
縁
や
や
肉
湾

し
端
部
や
や
肥

厚
し
丸

く
収
め
る
。腰

の
深

い
ITN

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

含
む

。
淡

茶
白

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ヨ
コ

ナ
デ
・
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

古
境

後
期

外
面

に
稜

ヨ
コ

ナ
デ

全
面

に
赤

彩
。

第
108

図
922

BⅣ
区

太
溝

棄
ク

ロ
上
師

器
口
縁

内
湾

し
端

部
丸

〈
収

め

る
。

52～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ナ
デ

古
墳

後
期

外
面

に
ス

ス
。

第
108

BV区
太
溝

燕
ク

ロ
土

師
器

い
口
縁
や
や
外
反

し
端
部
ナ
デ

る
。雑

な
造

り
。

66～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

歩
合

お
_

淡
茶

自
色

や
や

不
良

風
化

し

て
い

る
。

'テ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

荒
い

ハ
ケ

メ
吉

墳
後

期
外

面
に

ス
ス
・

内
面

に
彩

色
。

第
108

図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
土

師
器

内
湾

す
る

不
整

形
な

口
縁

。
72～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ラヽ
ケ
ズ
リ ・

荒
ナヽ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
荒

い
ナ
デ

古
墳

後
期

全
面

に
ス

ス
。

第
108

図
8V区

大
溝

東
ク

ロ
上

師
器

内
湾

気
味

に
立

ち
上

が
る

厚
′ヽ
日
縁

。
80～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ラヽ
ケ
ズ
リ ・

ナ
デ ・
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
荒

い
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
吉

墳
中

期
～

後

期

口
縁

端
部

以
外

の
ミ

ガ

キ
粗

い
。
ミ
ガ

キ
後

の

彩
色

か
?ミ

ガ
キ

部
分

の
顔

料
落

ち
て

い
る

。

第
108

図
BⅣ

区
太

溝
東

ク
ロ

土
師

器
角
湾

す
る

厚
い

口
縁

。
23

や
や

粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い
。

淡
茶

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ナ
デ

荒
い

ハ
ケ

メ
ナ

デ
苗

壌
後

期

ミ
ガ
キ
の
代

り
に
ナ
デ

と
荒

い
ハ
ケ
メ
を
用
い
る
。顔

料
の
定
着
悪

い
全
面
に
赤
彩
。

第
108

図
927

BV区
太

薄
東

ク
ロ

上
師

器
浅

い
不
・

口
縁

喘
部

若
干

内

側
に

折
り
返

す
。

120
20

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

白
色

や
や

不
良

風
化

し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・
荒

い
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
不

明
全

面
に

彩
色

か
?口

縁

不
整

形
。
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第
73表

 
遺

物
観

察
表
10

図皇

挿碁

物暑

】遅番
地

区
遺

構
土

層
、
No

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
108

図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ

土
師

器
外

口
縁

外
反

し
端

部
丸

(収
め

る
。
厚

い
口
縁

は
段

を
持

つ
。

52～
,や

粗
・
lmm以

下
の

砂
貯

井
合

か
_

炎
茶

色
良

好
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ラ
ミ
ガ
キ

吉
墳

中
期

～
後

期

第
108

図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
最

下
層

土
師

器
rTN

日
縁

直
立

し
端

部
肥

厚
し
丸

く
収

め
る

。
陵

を
持

つ
。

56～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
橙

茶
色

や
や

不
良

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

再
外

面
赤

彩
。

第
108

8V区
大

溝
東
ク
ロ

土
師

器
不

口
縁

端
部

外
反

す
る

。
陵

を

持
つ

。
133

や
や
粗
・
lmm以

下
の
砂

粒
を
含
む
。

炎
橙

茶
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
丁
軍

な
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

伺
倒

底
部

ヘ
ラ
で
四
角

囲

′ヽ
に
研

く ・
全
面

に
赤

彩
。

第
108

図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ
最

下
層

上
師

器
ヨ
縁

や
や

内
湾

し
端

部
丸

〈

収
め

る
。
陵

を
持

つ
。

132
46～

や
や
粗
・
余

り
砂
粒
を
含

ま
な
い
。

淡
茶

白
色

や
や
不
良

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ケヽ
メ̀

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

古
墳

後
期

全
面

に
赤

彩
。

第
108

図

BV区
・

D
大

溝
土

師
器

ミ
ニ

チ
ュ

ア

上
器

子
握

ね
や
や
粗
・
lmm以

下
の
砂

粒
を
含
む
。

淡
橙

自
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

指
押

さ
え

指
押

さ
え

古
墳

初
頭

～
中

期

口
縁

端
部

欠
損

の
可

能

性
有

り
。

第
108

図
BⅣ

区
大

溝
東
ク
ロ

土
師

器
外

駐
な

造
り
。

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
自

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ナ
デ

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

吉
墳

中
期

～
後

期

缶
面

に
赤

彩
・
風

化
の

為
、
調

整
不

明
瞭

。

第
108

図

BV区D
大

溝
ク

ロ
土

師
器

不
口
縁
外
反

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
橙

色
や
や
不
良

,風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
指
押

さ
え
・
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

手
持
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

タ
テ
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

苗
墳

中
期

～
後

期
有
外

赤
彩
・
内

外
ス

ス
。

第
108

図
'V区

。
E

太
溝

ク
ロ

土
師

器
豆
頸

壷
殉
湾

す
る

短
い

口
縁

。
坪

内

面
に

X印
の

ヘ
ラ

記
号

。
64～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
橙

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

ヨ
ヨ
ナ
デ
若

し
く
は

ミ
ガ
キ
・
ハ
ケ
メ

古
墳

後
期

底
部

内
面

に
ヘ

ラ
ガ

キ

文
・
全

面
に

赤
彩

。

第
108

図
BV区

太
溝

ト
レ
ン
チ

4
土

師
器

不
明

底
部

候
刻

33～
や

や
粗

lmm以
下

の
砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
白

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ナ
デ

,線
亥

1
不

明
V-4～

古
墳

初
頭

内
面

に
炭

化
物

。

第
108

図
937

BⅣ
区

騒
造

成
土

上
師

器
土

製
支

脚
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
橙

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

手
握

ね
手

捏
ね

古
墳

後
期

背
面

に
ス

ス
。

第
108

図
BⅣ

区
騒
造

成
土

土
師

器
土

製
支

脚
短

い
突

起
。

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
橙

色
や

や
不

良
手
捏

ね
手

捏
ね

古
墳

中
期

～
後

期
背

面
に

ス
ス

。

第
109

図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
土

師
器

土
製

支
脚

小
型

品
。
突

起
小

さ
t

105～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を
含

HLN。
淡

橙
茶

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
?

古
墳

中
期

～
後

期
背

面
に

被
熱

、
ス

ス
。

第
109

〕V区
・
E

大
溝

ク
ロ

と
師

器
土

製
支

脚
短

く
突

出
す

る
突

起
。

11
9～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

前背
淡

橙
色

淡
茶

色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

吉
墳

中
期

～
後

期

全
面

に
被

熱
背

面
に

ス
ス

。

第
109

図
BⅣ

区
太
溝

東
ク

ロ
土

師
器

土
製

支
脚

短
頭

式
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

茶
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
?ナ

デ
古

墳
中

期
～

後

期

瓢図
942

〕Vtt E
大
溝

ク
ロ

上
師

器
土

製
支

脚
低

(前
傾

す
る

突
起

。
3方

に
の

び
る

。
135

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
茶

色
良

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
古

墳
中
期

～
後
期

赤
彩

第
109

図
943

BV区
大

溝
東

ク
ロ
最

下
層

土
師

器
土

製
支

脚
背

面
に

何
か

を
貼

り
付

け

痕
、景

1離
痕

有
り
。

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

色
良

指
ナ

デ
・
指

紋
残

る
百

嘆
甲

期
～

後

期

釧回
944

BV区
I造

成
上

中
土

師
器

鎖
や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
,台

お
_

淡
橙

色
や

や
不

艮
・
風

化
し

て
い

る
。

不
明

タ
テ
ハ
ケ
メ

古
墳

中
期

～
後

翔図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
最

下
層

土
師

器
毅

2方
向

穿
子
し

32 7
3～

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒
,台

お
_

淡
茶

色
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ナ
デ

′ヽ
ケ
メ

古
墳

中
期

～
後

期

第
110

図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ

土
器

甑
形
土
器
若

し
く
は
甑

内
傾

す
る

小
さ

な
口

縁

(天
地

逆
の

可
能

性
有

り
)

96～
咀 ・

3mm以
下

の
砂

社
を

雪
む

。
淡

茶
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

篤
い

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
ラ
ミ
ガ
キ

不
明

第
110

図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ
最

下
層

土
器

甑
形
土
器
若

し
く
は
甑

口
縁

緩
や

か
に

外
反
・

R同
部

中
程

で
ら
、
く

ら
む

。

(天
地

逆
の

可
能

性
有

り
)

32 8
308～

や
や
粗
・
3mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

色
良

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
・
ヨ

コ
ハ
ケ
メ

タ
テ
ハ
ケ
メ

不
明

内
側

に
炭

化
物

内
側

荒
い
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

'ユ
1離

痕
45度

の
角

度
で

4ヶ
所

'把

手
が

付
く
可

能
性

有
り
。

第
110

国
8V区

大
溝

東
ク

ロ
土

師
器

損
口
縁
緩

や
か

に
外

反
し
端
郡

丸
く
収

め
る
。 ハ

ケ
メ
後
ナ

デ
。

0～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
晴

茶
色

良
好

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ハ
ケ
メ
・
ナ
デ
・
口
縁

ヨ
ヨ
ナ
デ

=墳
時

代

第
110

図
BV区

大
涌

ト
レ
ン
チ
4

上
器

同
口

孔
径
:20

長
さ
:55

幅
:48

厚
さ
:16

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

外
面

:灰
色

内
面

1橙
色

良
好

た
だ

し
風

1と

し
て
い
る
。

下
明

第
110

950
BV区

・

C
大

溝
土

師
器

振
豆

く
突

出
す

る
把

手
。

昆
さ
:35

幅
:26

53～
'や

粗
」

mm以
下

の
砂

性
を

含
む

。
炎
橙

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

不
明

不
明

古
墳

中
期

～
後

朗

第
110

図

BV区
・

B
大

溝
土

器
¬
盤

型
土

製
¬
ば
ん
状

厚
さ

0雪
や

や
粗
・
3mm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

炎
灰

自
色

不
良
・
風

化
し

て
し

ス
^

V-4～
古

墳
初

薇
上

器
転

用

第
110

図

BV区
・

C
大

溝
土

器
不

明
手
握

わ
61～

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。

ホ
面

:黒
色

猾
淡
灰
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

青
押

さ
え
・
ナ

デ
不

明

土
馬

の
脚

と
思

わ
れ

る

が
上

器
底

部
の

可
能

性

な
ど

も
あ

る
。

第
110

図

BV区
・

C
た
溝

上
器

不
明

子
文

長
さ

34
幅

21
密

lmm以
下

の
砂

粒
と

ウ
ン

モ
を

多
く
含

む
。

淡
茶

色
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

指
押

さ
え

不
明

不
明
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0
挿

図

番
号

遺
物

番
号

地
区

遺
構

上
層

、
No

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
Hl
図

BV区
太
溝

Dク
ロ

Eク
ロ

土
師

器
移
動

式
カ

マ
ド

厚
い

口
縁

が
短

く
付

く

風
防

が
廻

る
。

130～
や

や
粗
・

lmm以
下

の
砂

粒
を

含
む

。
音

茶
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ラ
ケ
ズ

リ
ナ
デ
・
指
押

さ
え

ハ
ケ
メ

古
墳

後
期

内
面

に
ス

ス
。

第
111

図
CMl区

水
場

葛
ク

ロ
土

師
器

移
動

式
カ

マ
ド

庇
長

さ
:

52～
61～

や
や

粗

外
面

:淡
橙

白

色内
面

:暗
灰

色

良
指
押

さ
え
・
ヨ
ヨ

ナ
デ

ヘ
ラ
キ

リ ・
指
押

さ
え
・
ヨ
ヨ
ナ
デ

古
墳

中
期

～
後

期
内

側
に

ス
ス

。

第
111

図
BV区

太
溝

柔
ク

ロ
上
師

器
移
動

式
カ
マ

ド
焚

き
口

前
傾
 

背
面

で
,テ

に
接

合
。

197～
370

や
や

粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
少

量
含

む
。

淡
橙

茶
色

や
や

不
良
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ナ
デ

ケヽ
メ

山
凍

甲
期

～
僚

期
底

部
ヘ

ラ
切

り
後

ナ
デ

。

第
111

図
BV区

大
溝

Dク
ロ

Eク
ロ

上
師

器
移
動

式
カ
マ

ド
焚

き
日

前
傾

。
20 3´

Ψ
33 0

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

盾
茶

色
や

や
不

艮
・
風

化
し

て
い

る
。

ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
ハ
ケ
メ

古
墳

後
期

自
部

ヘ
ラ
切

り
つ
ば
な

し
。

第
112

図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
須

恵
器

蓋
36～

密
・
ぼ

そ
ぼ

そ
し
た

感
じ

画面

外内
暗

灰
色

青
灰

色
良

好
回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
吉

墳
後

期
TK47

第
112

図
BV区

百
造

成
上

買
恵

器
萎

国
縁
外
反

し
端
部
内
側
ナ
デ

に
よ
る
段
。

35～
普
通
・
あ
ま

り
砂
粒
を
含

ま
な
い
。

暗
青

灰
色

良
好

]転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
古

墳
後

期
肩
部
に
沈
線

MT1 5～
TK10。

第
112

図
BⅣ

区
大

溝
ト
レ
ン
チ

5
員
恵

器
蓋

口
縁

や
や

内
湾

し
端

部
内
側

に
段

持
つ
。天

丼
部

面
を
持

つ
。

晋
追
・
lmm以

下
の

自
色

砂
粒

を
含

む
。

暗
灰

色
良

好
回
転

ナ
デ
・
不

言
方

向
チ

ギ

ER3転
ナ
デ
・
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
吉

墳
後

期

第
112

図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
須

恵
器

蓋
口

縁
や

や
外

反
し
端

部
先

細
ム

_

132
露

嗜
青

灰
色

良
好

]転
ナ

デ
・
不

こ
方

向
ナ

デ

回
転

ナ
デ
・

回
転

ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

吉
墳

後
期

第
112

図
BV区

買
恵

器
叢

日
縁

内
湾

し
端

部
内

側
に

沈

線
入

る
。

25～
密
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

PHL紫
灰

色
良

好
]転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

「
K47並

行

第
112

図
BV区

須
恵

器
蓋

口
縁
や
や
外
反

し
端
部
内
側

く
ば
む
。

22～
密
・
lmm以

下
の

黒
粒

を

含
む

。
決

青
灰

色
良

好
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
‖

2

図
BV区

末
土

須
恵

器
芸“

喘
部

内
側
ナ

デ
に
よ

り
く
ば
む
。

20～
晋

通
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
含

む
。

淡
紫

灰
色

良
]転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
112

図
BV区

買
恵

器
蓋

内
側

に
段

を
持

つ
。

22～
普
通
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含

ま
な
い
。

淡
青

灰
色

良
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

曹
墳

後
期

第
112

図
BV区

太
溝

ク
ロ

買
恵

器
蓋

口
縁
内
湾

し
端
部
内
側
に

く
ば
む
。

21～
普
通
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含

ま
な
い
。

告
灰

色
良

好
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
境

後
期

第
112

図
BV区

太
溝

棄
ク

ロ
須

恵
器

蓋
口
縁

外
反

し
端

部
折

り
曲

げ
。

天
丼

部
ケ

ズ
リ
残

す
。

密
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

情
灰

色
良

好
目
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

第
112

図
BV区

大
酒

棄
ク

ロ
須

恵
器

蓋
」

稼
や

や
内

鵞
し

踊
司
'凡

く

使
め

る
。

140
36～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
茶

灰
色

良
回
転
ナ
デ
・
不

こ
方
向
ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

第
112

図
BV区

大
灌

東
ク

ロ
須

恵
器

器
日
縁

や
や

内
湾

し
端

部
肥

厚

し
丸

〈
収

め
る

。
42～

密
・
白

色
砂

粒
目
立

つ
。

悟
灰

色
良

好
回
転

ナ
デ
・
不

こ
方

向
ナ

デ
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

吉
墳

後
期

第
112

図
BV区

大
溝

罵
ク

ロ
須

恵
器

蓋
口
縁

や
や

外
反

し
端

部
丸

く

収
め

る
。

♂
悟
灰

色
良

好
]転

ナ
デ
・
不

こ
方
向
ナ
デ

回
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ ・
ナ
デ

古
墳

後
期

第
112

図
BV区

大
溝

ト
レ
ン
チ

5
買
恵

器
蓋

口
縁

や
や

外
反

し
端

部
丸

く
収

め
る
。
ケ

ズ
リ
は
雑
・
粘

上
が

固
ま

っ
て

か
ら
削

つ
て

い
る
。

130
密

淡
白

色
不

長
回
転
ナ
デ
・
不

と
方
向
ナ
デ

回
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
古

境
後

期

第
112

図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
須

恵
器

蓋
口
縁

内
湾

し
端

部
先

細
る

。
27

や
や

粗
・
2mm程

の
白
色

砂
粒

を
含

む
。

外
面

:暗
青

灰

色内
面

:暗
灰

色

良
好

回
転

ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ナ
デ

古
墳

後
期

第
112

図
BV区

大
溝

E
須

恵
器

蓋
日
縁
内
湾

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

32～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

多
く
含

む
。

決
紫

灰
色

や
や

不
良

]転
ナ

デ
]転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
112

図
BV区

大
漕

東
ク
ロ

須
恵

器
差

口
縁

外
反

し
端
部
丸

く
収

め

る
。 天

丼
部

に
X字

の
ヘ

ラ
記
号

。

や
や

粗
・
2mm以

下
の

砂

位
を
含

む
。

暗
灰
青
色

良
]転

ナ
デ
・
不

こ
方
向
ナ
デ

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

古
墳

後
期

え
井

部
に

ケ
ズ

リ
残

す
。

第
112

図
BⅣ

区
大

濤
ト
レ
ン
チ

5
須

恵
器

ヨ
縁

や
や

内
湾

し
端

部
丸

く
I▼
あ

ス
_

42～
や

や
粗
・
2mm程

の
砂

約

を
含

む
。

悟
灰

色
良

回
転

ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・

方
向

不
明

古
墳

後
期

第
112

図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ

須
恵

器
蓋

口
縁

内
湾

し
端

部
肥

厚
し
丸

(収
め

る
。

40～
や

や
粗
・
2mm以

下
の

赤

色
土

粒
・
黒

粒
を

含
む

。
乳

白
色

不
良

]転
ナ
デ
・
不

こ
方
向
ナ
デ

手
持

ち
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

古
墳

後
期

第
112

BW区
大

溝
東

ク
ロ

須
恵

器
蓋

日
縁
外
反

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

34～
普
通
・
lmm以

下
の
砂
粒

を
含
む
ぅ

灰
白

色
や

や
不

良
]転

ナ
デ

]転
ナ

デ
古

墳
後

期

第
112

図
BV区

大
溝

E
須

恵
器

蓋
コ
縁

外
反

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

冒
部

強
く
屈

曲
し
沈
線
が
廻

る
。

30～
普
通
・
あ
ま
り
砂
粒
を
合

ま
な
い
。

淡
灰

色
や

や
不

良
回
転

ナ
デ

IP3転
ナ

デ
古

壌
後

期
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図号

挿番

物号

遺番
地

区
遺

構
土

層
、
Nα

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
112

図
BV区

太
溝

ト
レ
ン
チ

4
須

恵
器

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く
収

め

る
。

125
26～

普
通
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含

ま
な
い
。

盾
紫

灰
色

良
好

]転
ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

第
112

図
BⅣ

区
末

漏
東

須
恵

器
口
縁
外
反

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

30～
普

通
・
lmm以

下
の

白
色

私
対

歩
全

お
_

淡
紫

灰
色

良
好

]転
ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

第
112

図
BⅣ

区
太
溝

粟
ク

ロ
員
恵

器
蓋

口
縁
内
湾

琳
部
下
方
へ
つ

ま
み
出
現

24～
普
通
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含

ま
な
い
ぅ

淡
灰

色
良

好
]転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

重
ね

焼
き

跡
。

第
112

図
BV区

買
恵

器
蓋

端
部
上
下
に
拡
張
。

ボ
タ
ン
状
つ
ま
み
付

く
23～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
淡

灰
色

良
回
転

ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
奈

良
時

代

第
112

図
BV区

買
恵

器
蓋

口
縁

端
部

強
い

ナ
デ

に
よ

り

端
部

上
下

に
拡

張
。

輪
状

つ
ま

み
付

き
痕

。

露 ・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

よ
い
。

淡
灰

白
色

良
]転

ナ
デ

回
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
=墳

後
期

第
112

984
BV区

大
溝

ク
ロ

須
恵

器
郷

口
縁

直
立

し
端

部
内

側
段

を
40～

ζ
通

■
mm以

下
の
自
色

内
面

:晴
紫
灰
ε

外
面

:暗
青
灰
[

良
好

]転
ナ

デ
回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
古

墳
後

期
TK47並

行

期図
BV区

床
土

須
恵

器
不

口
縁

内
湾

し
口

縁
端

部
つ

ま

み
出

し
。
内

側
く
ば

む
。

132
34～

や
や

粗
→
mm以

下
の

自

色
砂

粒
を

含
む

。
淡
青

灰
色

良
回
転
ナ
デ

]転
ナ

デ
子
墳

後
期

TK47並
行

紳図
BV区

須
恵

器
不

受
部

先
細

る
。

25～
」 ・

あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

生
Iヽ

_
寺
灰

色
良

]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
ET墳

後
期

劉図
BV区

大
溝

)ク
ロ

須
恵

器
不

日
縁

直
立

し
端

部
内

側
段

を

時
つ

。
34-

雪
通
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含

士
た

1ヽ
_

曽
青

灰
色

良
好

]転
ナ
デ

]転
ナ

デ
吉
墳

後
期

MT15～
TK10並

行

第
112

図
988

BV区
大

溝
東

ク
ロ
・
最

下

層
須

恵
器

不
口
縁
内
湾

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

密
唐
灰

色
や

や
不

良

回
転

ナ
デ
・
不

定
方

向
ナ

デ
・

ヘ
ラ

記
号

回
転

ナ
デ
・
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

占
墳

後
期

※
見

込
み

に
ヘ

ラ
記

号

第
112

図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ

須
恵

器
不

ヨ
縁

肉
湾

し
端

部
先

細
る

。

盈
部

ナ
デ

に
よ

る
段

を
持

つ
。

40～
盟

彦
橙

灰
色

ミ
好

回
転

ナ
デ

]転
ナ
デ

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
古

墳
後

期
薄

い
造

り

第
112

図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ

`最
下

層
須

恵
器

不

口
縁

内
湾

し
端

部
先

細
る

。

中
央

削
り
残

し
・
ゆ

が
み

あ

り
・
雑

な
ケ

ズ
リ
。

密
青

灰
色

良
好

回
転

ナ
デ
・
不

定
方

向
ナ

デ

回
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ ・
ヘ
ラ
お

こ
し

古
墳

後
期

第
112

図
BⅣ

区
大

溝
東
ク
ロ

須
恵

器
不
か

高
不

ヨ
縁

直
立

し
端

部
先

細
る

。
112

29～
密

天
色

良
好

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

占
墳

後
期

期図
BⅣ

区
大

浦
東

ク
ロ

須
恵

器
不

ヨ
縁

直
立

し
端

部
先

細
る

。

ケ
ズ

リ
後

ナ
デ

。
122

35～
密

天
色

良
好

回
転

ナ
デ
・
不

定
方

向
ナ

デ

回
転

ナ
デ
・
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・
ナ

デ
占
墳

後
期

第
112

図
BV区

κ
溝

鳶
ク

ロ
贋
恵

器
不

豆
い

受
部

。
33～

や
や
粗
・
2mm程

の
砂
粒

を
含
む
。

天
白

色
や
や

不
良

回
転

ナ
デ
・
不

定
方

向
ナ

デ

回
転

ナ
デ
・
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

占
墳

後
期

第
112

図
994

BV区
尺
溝

買
恵

器
不

口
縁
内
湾

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

や
や

粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
淡

橙
自

色
下

良
回

転
ナ

デ
・
不

定
方

向
ナ

デ
回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

第
112

図
BV区

大
溝

ト
レ
ン
チ

4
員
恵

器
イ

長
い

口
縁

内
湾

し
端

部
丸

〈

収
め

る
。

127
36～

普
通
・
lmm程

の
砂

粒
を

少
量

を
含

む
。

天
白

色
不

良
回

転
ナ

デ
回
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
吉

墳
後

期

第
112

図
8V区

rt土
採
取
溝

-02
買
恵

器
郷

口
縁
直
立

し
端
部
外
反
す

る
。

137
20～

や
や

粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

全
士

な
い

_
暗
紫

灰
色

良
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
吉

境
後

期

第
112

図
BV区

太
溝

買
恵

器
不

日
縁
や
や
内
湾

し
端
部
先
細

る
。

普
通
・
lmm以

下
の

砂
柚

弁
含

お
_

淡
灰

色
良

回
転
ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

釧図
BⅣ

区
太
潜

柔
ク

ロ
貫
恵

器
不

口
縁
外
反

し
端
部
丸

〈
収
め

る
。

密
青

灰
色

良
好

回
転

ナ
デ
・
不

定
方

向
ナ

デ

回
転

ナ
デ
・
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・
回

転
ナ

デ
後

ヘ
ラ

お
こ

し
占
墳

後
期

剃図
BV区

床ヽ
土

上
須

恵
器

輝
口
縁
外
反

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

27～
普

通
・
lmm以

下
の

白
色

砂
粒

を
含

む
。

着
紫

灰
色

良
回

転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
=墳

後
期

釧図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
須

恵
器

妬
口
縁
直
立

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

35～
密

灰
白

色
や

や
不

良
回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
・
ナ
デ

守
墳

後
期

富
不

?

期図
BW区

大
溝

東
ク

ロ
須

恵
器

添
口
縁
内
湾

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

密
青

灰
色

良
好

]転
ナ

デ
・
不

己
方

向
ナ

デ

回
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ ・
ナ
デ

与
境

後
期

郷図
1002

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
須

恵
器

不
口
縁
直
立

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

密
。あ

ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

琳
面

:カ
ー

ボ

ン
 

内
面

:黄

白
但

不
艮

回
転
ナ
デ
・
エ

具
あ
と

回
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
=墳

後
期

第
112

図
1003

BV区
大

溝
ト
レ

ン
チ

1
須

恵
器

郷
口

縁
直

立
し
端

部
丸

く
収

め
114

36～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

白

色
砂

粒
井
含

む
.

炎
灰

色
良

回
転

ナ
デ
・
不

定
方

向
ナ

デ

回
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
古

墳
後

期
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第
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遺

物
観

察
表

“

9
手車

図

番
号

遠
靱

番
号

地
区

遺
構

土
層

、
No

種
別

器
種

特
4致

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
暁

成
内

外
時

代
備

考

第
113

図
BV区

大
溝

三ク
ロ

須
恵

器
信
蓋

高
郵

カ
キ

メ
後

4方
向

ス
カ

ン
・

口

伝
端

部
く

ば
む

。
112

密
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

暗
青

灰
色

良
好

lTN:回
転

ナ
デ

脚
:回

転
ナ

デ

不
:回

転
ナ

デ
・
回
転

ラヽ
ケ

ズ
リ

却
回

転
ナ

デ
カ
キ

,

古
墳

後
期

TK47並
行

第
113

図
BⅣ

区
大

涌
東

ク
ロ

須
恵

器
罰
不

要
部

明
瞭

に
屈

曲
す

る
。

必
暗

青
灰

色

断
面

!セ
ピ
ア

堅
緻

回
転

ナ
デ

]転
ナ
デ
・
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

雪
墳

後
期

第
113

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
須

恵
器

罰
杯

ヨ
縁

外
反

し
端

部
丸

く
収

め
30～

普
通
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
含

む
。

暗
紫

灰
色

良
好

回
転

ナ
デ

]転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

'回

ニ
ナ
デ

吉
墳

後
期

第
113

図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
須

恵
器

言
杯

口
縁

外
反

し
端

部
丸

〈
収

め

る
。

37～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

を
多

く
含

む
。

暗
言

灰
色

良
回
転

ナ
デ

]転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

吉
墳

後
期

第
113

図
BV区

須
恵

器
彗

コ
縁

外
反

し
端

部
折

り
出

げ
。

卜
型

の
萎

27～
や
や

粗
・

あ
ま

り
砂

粒
を

雪
ま

な
い

。
淡

灰
色

や
や
不
良

回
転

ナ
デ
・
不

定

方
向

ナ
デ

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
雪
墳

後
期

第
113

図
BW区

大
涌

東
ク
ロ

須
恵

器
下

明

日
縁

外
反

し
端

部
丸

〈
収

め

る
。
外

反
し
な

が
ら
の

び
る

日
縁

、端
部

が
屈

曲
す

る
。

26～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

自

色
砂

粒
を

多
く
含

む
。

淡
青

灰
色

良
回
転

ナ
デ

目
転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
113

図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ

最
下

層
須

恵
器

言
イ

口
縁

内
湾

し
端

部
丸

〈
収

め

る
。

110
普
通

あ
ま

り
砂

粒
を
含

ま
な

い
。

淡
灰

色
不

良

不
:回

転
ナ

デ
・

不
定

方
向

ナ
デ

脚
:回

転
ナ

デ

不
1回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

]転
ナ

デ

卸
回

転
ナ

デ
古

墳
後

期
ゆ

が
み

有
り

。

第
113

図
BⅣ

区
大

手膏
東
ク
ロ

須
恵

器
ヨ
郷

74～
督

暗
灰

色
良

好
回

転
ナ

デ
・

不
定

方
向

ナ
デ

]転
ナ

デ
古

墳
後

期

第
113

図
BV区

SヽD01
須

恵
器

尋
不

口
縁

外
反

し
端

部
丸

〈
収

め

る
。

52～
普

通
・
lmm以

下
の

黒
粒

を
含

む
。

淡
青

灰
色

良
]転

ナ
デ

]転
ナ

デ
古

墳
後

期

第
113

図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
須

恵
器

罰
椰

64～
普

通
黒

灰
色

良
好

不
:回

転
ナ

デ
・

不
定

方
向

ナ
デ

脚
:回

転
ナ

デ

不
:回

転
ナ

デ

却
i回

転
ナ

デ
古

墳
後

期

第
113

図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ

須
恵

器
葛

4TN
脚

端
部

面
を

持
つ

。

脚
裾

上
に

沈
線

が
廻

る
ぃ

59～
雪

淡
灰

白
色

不
良

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

不
:回

転
ナ

デ

却
:回

転
ナ

デ
寄
墳

後
期

退
化

し
、 だ

れ
た
造

り
。

釧図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
須

恵
器

高
ITN

脚
端

部
面

を
持

つ
。

56～
督

灰
白

色
不

良

不
:回

転
ナ

デ
・

不
定

方
向

ナ
デ

脚
:回

転
ナ

デ

不
1回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

]転
ナ

デ

抑
:回

転
ナ

デ
吉

墳
後

期

期図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
・
最

下
層

須
恵

器
高

lTN
口

縁
丸

〈
収

め
る

。

脚
裾

な
だ

ら
か

に
開

く
82～

雪
暗

青
灰

色
良

好
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

釧図
BW区

大
溝

東
ク

ロ
須

恵
器

高
lTN

脚
端

部
丸

く
収

め
る

。
雪 ・

あ
ま

り
砂

粒
を
含

ま

す
い
。

晴
灰

色
良

好
回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
古

墳
後

期

釧図
BⅣ

区
・

西
P2

須
恵

器
高

不
1条

の
沈

線
廻

る
。

51～
や
や
粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
淡

青
灰

色
や

や
不

良

郷
:回

転
ナ

デ
・

不
定

方
向

ナ
デ

脚
:回

転
ナ

デ

下
:回

転
ナ

デ

卸
:回

転
ナ

デ
古

墳
後

期

釧図
BV区

A土
床

上
須

恵
器

高
杯

脚
端
部
面
を
持
つ
。

ス
カ
シ
入
る
。

51～
普
通

あ
ま
り
砂
粒
を
含

ま
な
い
。

淡
灰

自
色

不
良

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

割図
BV区

ト
レ
ン
チ

1
須

恵
器

高
lTN

脚
端

部
面

直
立

す
る

。
ス

カ
シ

入
る

。
19～

普
通

lmm以
下

の
砂

粒

を
含

む
。

淡
灰

色
良

回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
古

墳
後

期

第
113

BV区
第

1・
第

2追
成

上
塊

須
恵

器
高

不
脚

端
部

面
直

立
す

る
。

31～
雪
。あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま
淡

灰
色

良
]転

ナ
デ

]転
ナ

デ
古

墳
後

期

劉図
1022

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
最

下
層

須
恵

器
高

不
2条

の
沈

線
ス

カ
シ

入
る

。
47～

普
通
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含

ま
な
い
。

暗
青

灰
色

良
]転

ナ
デ

]転
ナ

デ
古

壌
後

期

劉図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ

須
恵

器
郷

見
込

み
に
「

群
」
と

ヘ
ラ

ガ
キ

。
密
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま

な
い
。

明
茶

赤
色

堅
織

]転
ナ

デ
]転

ナ
デ

奈
良

時
代

静
止

糸
切

り
後

外
周

を
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
。

劉図
BV区

床
土

須
恵

器
不

回
縁

や
や

外
反

し
端

部
先

細

る
。

57～
や

や
粗

lmm以
下

の
砂

粒
を

含
む

。
淡

灰
色

良
]転

ナ
デ

]転
ナ

デ
平

安
時

代
高

台
付

き
底

部
糸

切
り
。

期図
1025

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
'最

下
層

須
恵

器
高

杯
若

し
く

は
杯

口
縁

外
反

し
端

部
先

細
る

。
51～

彗
lmm以

下
の

白
色

砂

立
を

含
む

。
黒

灰
色

良
好

回
転

ナ
デ

∃
転

ナ
デ

古
境

後
期

釧図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ

須
恵

器
不

明
口

縁
端

部
先

細
る

。
41～

野
lmm以

下
の

白
色

砂

立
を

含
む

。
黒

灰
色

良
好

]転
ナ
デ

]転
ナ

デ
吉

墳
後

期
?

期図
BV区

第
1・

第
2遣

成
上

塊
須

恵
器

一霊
1 5～

や
や
粗
・
lmm程

の
自
色

砂
粒
を
多

く
含
む
。

淡
灰

色
や

や
不

良
]転

ナ
デ

回
転

ナ
デ
?

古
墳

後
期

釧図
BV区

床
土

須
恵

器
杯

高
台

内
側

に
面

を
持

つ
。

彗
通
・
lmm以

下
の

自
色

ひ
粒

を
含

む
。

淡
灰

自
色

不
良
・
風

化
し

て
し

ス
_

]転
ナ

デ
下

明
奈

良
時

代

釧図
BⅣ

区
西

第
1床

土
須

恵
器

杯
高

台
内

側
に

面
を

持
つ

。
1 5～

雪 ・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま

よ
い

。
淡

灰
色

良
好

回
転
ナ
デ

]転
ヘ
ラ
キ

リ
奈

良
時

代
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物
観

察
表
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凶号
戸番

物号

遺番
地

区
遺

構
土

層
、
Nα

種
別

器
種

特
徴

日
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
113

図
1030

V区
・
C

大
溝

須
恵

器
不

高
台

外
側

に
面

を
持

つ
。

14～
や

や
粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い
。

淡
灰

色
良

回
転

ナ
デ

ヘ
ラ
キ
リ ・

回
転
ナ
ギ

筈
良

時
代

劉図
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ

須
恵

器
郷

底
部

外
周

を
ケ

ズ
る

。
15～

61
や
や
粗
・
lmm程

の
黒
粒

を
含
む
。

炎
灰

色
不

良
回
転
ナ
デ
・
不
え

方
向
ナ
デ

回
転

ナ
デ
・
糸

切
り
・

回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
86後

半
～
9C

第
113

図
BⅣ

区
大

溝
須

恵
器

tT・
17～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を

含
む

。
央
灰

色
良

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ
・

回
転

糸
切

り
平

安
時

代
ろ

く
る

回
転

R。

第
114

図
BⅣ

区
A床

土
上

須
恵

器
長

顕
壷

5条
の

沈
線

。
H3～

密 ・
lmm以

下
の

自
色

砂

位
を

含
む

。
炎
灰

色
費
好

Eal転
ナ

デ
]転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
114

図
BⅣ

区
大

濤
東

ク
ロ

須
恵

器
短

頸
壷

口
縁

直
立

し
端

部
先

細
る

。
98～

密
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

黒
灰

色

断
面

:淡
灰

色
や

や
不

良
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
古

墳
後

期
底
部
は

じ
け
ス
ス
付
着

て
い
る
。

第
114

図
1035

BV区
大

溝
Eク

ロ
須

恵
器

短
頸

壺
日
縁

外
反

し
端

部
先

細
る

。
26～

晉
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

t■
・

Lヽ
_

喧
紫

灰
色

良
好

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

吉
墳

後
期

第
114

図
1036

BⅣ
区

大
溝

東
ク
ロ

須
恵

器
甍
類

Z
時
灰

色
良

好
回

転
ナ

デ
回
転

ナ
デ

吉
墳

後
期

勺
側

に
ケ
ズ

リ
く
ず
付

着
て

第
114

図
1037

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
須

恵
器

下
明

口
縁
外
反

し
端
部
水
平
に
面

を
持
つ
。

74
46～

や
や

粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
淡

茶
自

色
や
や
不
良

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
境

後
期

か
?

第
1lJ

図
BⅣ

区
大

溝
ト
レ
ン
チ

5
須

恵
器

こ
頸

壺
回
縁
外
反

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

77
101

52～
普

通
・
lmm以

下
の

白
色

砂
粒

を
含

む
。

情
青

灰
色

良
好

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ
・
回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ ・
回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
114

図
BV区

大
溝

東
ク

ロ
須

恵
器

下
明

内
傾

す
る

口
縁

中
ほ

ど
に

2

条
の

沈
線

。
43～

密
・
lmm以

下
の

少
量

の

砂
粒

を
含

む
。

淡
灰

白
色

や
や

不
艮
・
風

化
L

て
い

る
。

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

古
墳

後
期

第
114

図
1040

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
須

恵
器

ハ
ソ
ウ

口
縁
外
反

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

密
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま

な
い
。

黒
灰

色

断
面

:青
灰

色
良

好
シ
ボ

リ
メ
・
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ
・
回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・
回

転
ナ

デ
古

墳
後

期

第
114

図
BV区

大
溝

更
ク
ロ

須
恵

器
ツヽ
ウ

83～
密

淡
灰

色
良

幻
回

転
ナ

デ
カ
キ
メ

,回
転
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

,回
転
ナ
デ

吉
墳

後
期

自
然

釉
(緑

)

第
114

図
1042

BⅣ
区

太
溝

東
ク

ロ
須

思
器

ハ
ツ
ウ

口
縁

部
太

い
沈

線
廻

る
。

144～
密
・
若

干
3mm程

の
レ
キ

を
含

む
。

淡
灰

色
良

好
シ
ボ

リ
メ
・
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ
・
回
転

ヘ
ラ

ケ
ズ

リ
・
回
転

ナ
デ

カ

キ
メ

吉
墳

後
期

第
114

図
1043

BⅣ
区

東
ク

ロ
買
恵

器
一壼

苛
台

端
部

面
を
持

ち
く
ば

む
。

43～
密

盾
青

灰
色

良
好

回
転

ナ
デ

?
回

転
ナ

デ
・
カ

キ
メ

古
墳

後
期

第
114

図
BV区

大
溝

ミ
ク
ロ ・

最
下
層

買
恵

器
提

瓶

口
縁
内
湾

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

退
化
す
る
把
手
。

左右

左
1245

右
:245

密
淡

灰
色

良
好

回
転
ナ
デ
・
指
押

さ
え

回
転

ナ
デ

'カ
キ

メ
古

墳
後

期

第
114

BV区
大

溝
東

ク
ロ

須
恵

器
口
縁
外
反

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

72
28～

密
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

暗
灰

色
良

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

古
墳

後
期

釧図
1046

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
須

恵
器

提
瓶

日
縁
内
湾

し
端
部
丸

〈
収
め

る
。

44～
至 ・

lmm以
下

の
少

量
の

あ
埒

歩
合

す
Ⅲ

_
決

灰
色

良
回
転

ナ
デ

E「3転
ナ

デ
古

境
後

期

劉図
BV区

須
恵

器
提

瓶
把

手
直
径
15～

雪 ・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

よ
tヽ
。

淡
灰

色
良

好
手

捏
ね

子
握

ね
古

墳
後

期

第
114

図
1048

BV区
大

溝
東
ク
ロ

須
恵

器
平

瓶

口
縁

外
反

し
端

部
つ

ま
み

出

す
。

底
部

カ
キ

メ
。

151
露 ・

あ
ま

り
砂
粒
を
含
ま

よ
い
。

外
面

:暗
青

灰

色断
面

:セ
ピ
ア

良
好

回
転

ナ
デ

タ
タ
キ
・
回
転
ナ
デ

・
カ
キ
メ

苗
墳

後
期

第
114

園
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ

須
恵

器
労
錘

車
(上

幅
)

28
宙
・
lmm以

下
の

砂
粒

を

含
む

。
暗

灰
色

良
好

ラ
ケ
ズ

リ ・
タ
テ

ラ
ミ
ガ
キ

古
境

後
期

第
114

図
BV区

A
須

恵
器

ツヽ
ウ

2条
の
沈
線
で
波
状
文
を
区

画
す
る
。

44～
雪
通
・

あ
ま

り
砂

粒
を

含

と
な

い
_

培
灰

色
良

回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
宙

墳
後

期

第
114
園

BV区
須

恵
器

窟
Ⅲ
面
に
沈
線
入
る
。

31～
密
・
あ
ま

り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

炎
灰

色
普

通
]転

ナ
デ

]転
ナ
デ

=墳
後

期

第
114

図
1052

BⅣ
区

雪
造

成
上

買
恵

器
ヨ
縁

外
面

帯
状

に
肥

厚
。

260
23～

雪 ・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま

よ
い

。
旨
紫

灰
色

艮
好

回
転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期
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物
観

察
表

1451

図暑

挿懸

物号

連底番
地

区
遺

構
土

層
、
No

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
燒

成
内

外
時

代
備

考

第
114

図
'V区

・
E

大
溝

ク
ロ

須
恵

器
霊

日
縁

玉
縁

状
165

43～
客 ・

あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

よ
tヽ
。

外
面

:暗
青

灰

色断
面

:暗
橙

色
堅

緻
回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
114

図
1054

BV区
大

溝
東

ク
ロ

須
恵

器
輩

口
縁

端
部

外
側

に
面

を
持

つ
。

34～
,や

粗
・
lmm程

の
自
色

ひ
粒
を
含
む
ぅ

淡
灰

色
良

回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
吉

墳
後

期

第
115

図
1055

A区
皓
土

採
取

場
ぷ
生
土
器

注
目

土
器

綱
る

注
ぎ

口
。

長
さ
:69

幅
:28

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

淡
黄

色
や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

子
樫

ね
弥

生
末

期

第
115

図
1056

A区
粘

土
採

取
場

土
師

器
甑

口
縁

外
反

し
端

部
丸

く
収

め

る
。胴

部
下

方
に

穿
孔

。
30 0

0や
粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

餅
ま

な
い
。

明
栓

色
や

や
不

良
・
風

化
し

て
い

る
。

下
明

お
そ

ら

く
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

ケヽ
メ
・
把

手
手

捏
ね

宙
境

中
期

～
後

期

把
手

が
左

右
非

対
称

に

付
く

。

第
115

図
A区

粘
土

採
取

場
〕層

土
師

器
単

純
口

縁
養

口
縁

ゆ
が

み
有

り
。

26 8
166～

0や
粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

害
ま

な
い

_
明

橙
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

ラヽ
ケ
ズ

リ
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ

古
墳

中
期

外
面

に
ス

ス
。

劉図
1058

AI区
佑
土

採
取

場
土

師
器

高
郷

口
縁
外
反

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

46～
0や

粗
・
あ

ま
り
砂

含
ま

ヂ ・
赤

色
土

少
し
含

む
。

淡
橙

自
色

良
・
た

だ
し
風

化
し

て
い

る
。

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

古
墳

中
期

第
115

図
1059

AI区
脂
土

採
取

場
上

層
須

恵
器

蓋
口
縁
内
湾

し
端
部
つ
ま
み
出

す
。

120
26～

辟
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま

よ
い
。

灰
白

色
不

良
・
風

化
し
て

し

る
。

]転
ナ

デ
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

吉
墳

後
期

第
115

図
1060

A区
lt土

採
取
場

上
層

買
恵

器
蓋

口
縁
端
部

を
軽

く
つ
ま
み

出
す
。

27～
密
・
少

量
の

自
色

の
砂

付
井

舎
す
、

_
淡

青
灰

色
普

通
回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
115

図
AI区

粘
土
採
取
場

-2
lα

l～
4

買
恵

器
斐

短
く
外

傾
す

る
日
縁

端
部

に

面
を
持

つ
。

222
密
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま

な
い

。
灰

白
色

不
良
・
風

化
し
て

し

る
。

司
心

円
タ

タ
キ

平
行
タ
タ
キ
・
上
部

ヨ
コ
カ
キ
メ

苗
墳

後
期

内
側

に
円

形
の

サ
ビ
痕

付
着
 

外
側

に
も

一
部

染
み

出
て

い
る

。

第
116

図
A区

偕
土

採
取

場
須

恵
器

回
縁

端
部

段
を

持
つ

。
肩

部

沈
線

に
よ

る
段

を
持

つ
。

34～
普
通
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含

ま
な
い
。

淡
灰

色
良

好
]転

ナ
デ

回
転

ナ
デ
・
回
転

ヘ

ラ
ケ
ズ

リ ・
回
転

ナ
デ

古
境

後
期

第
116

図
1063

A区
佑
土

採
取

場
買
恵

器
蓋

ヨ
縁

端
部

強
い

ナ
デ

〈
Iま

む
。

26～
晋

通
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま
な

い
。

色色
灰灰

黒淡
画面

外内
良

好
]転

ナ
デ

Eg3転
ナ

デ
吉

墳
後

期

第
116

図
1064

A区
省
土

採
取

場
買
恵

器
蓋

口
縁

内
湾

し
端

部
丸

く
収

め

る
。
底

部
静

止
糸

き
り
。

普
通
・
lmm以

下
の

自
色

秘
対

歩
合

よ
、

淡
灰

色
良

回
転

ナ
デ

浄
止

糸
き

り
,外

側
の

み
回
転

ヘ
ラ
ケ
ケ

ズ
リ

奈
良

～
平

安

第
116

図
1065

A区
粘

上
採

取
場

須
恵

器
芸“

口
縁
内
湾

し
端
部
丸

く
収
め

る
_

29～
普
通
・
あ
ま
り
砂
粒
を
合

ま
な
い
。

淡
灰

色
良

回
転

ナ
デ

EpE転
ナ

デ
古

墳
後

期

第
116

図
A区

粘
土

採
取

場
須

恵
器

蓋
回
縁
外
反

し
端
部
丸

く
収
め

る
。 扁

平
で
大
型
の
蓋
。

203
や
や

粗
・
lmm以

下
の

砂

位
を

含
む

。
災
灰

色
良

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
ア
・

回
転

ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
古

境
後

期

第
116

図
A区

粘
土

採
取

場
須

恵
器

口
縁
E立

し
端

部
丸

く
収

め

る
。外

側
に

陵
を
持

つ
。

29～
普
通
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

士
な

い
_

淡
灰

色
良

好
回

転
ナ

デ
回
転

ナ
デ

古
境

後
期

第
116

図
A区

粘
土

採
取

場
須

恵
器

口
縁
内
湾

し
端
部
丸

〈
収
め

る
。

28～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

白

色
砂

粒
を

少
量

含
む

。
雫
灰

色
垂

緻
回

転
ナ

デ
回
転

ナ
デ

占
墳

後
期

第
116

図
1069

A区
粘

土
採

取
場

須
恵

器
口
縁
内
湾

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

や
や

粗
・
lmm程

の
白
色

砂
粒

を
多

く
含

む
。

小
面

:青
灰

色

対
面

:晴
紫

灰

ヨ
F良

回
転
ナ
デ
・
不

定
方
向
ナ
デ

末
調

整
占
墳

後
期

第
116

図
A区

粘
土

採
取

場
須

恵
器

口
縁

外
反

し
端

部
丸

〈
収

め

る
。

雪 ・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

II・
い

_
砦
紫

灰
色

良
回

転
ナ

デ
・
不

定
方

向
ナ

デ

ER3転
ナ
デ

回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

第
116

図
A区

f●
工

鞣
駆

易

-1
須

恵
器

口
縁

内
湾

し
端

部
丸

く
収

め

ム
_

23～
や
や

粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
淡

灰
色

や
や

不
良

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

=墳
後

期

第
116

図
AⅡ

区
粘

土
採

取
場

須
恵

器
蓋

日
縁
内
湾

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

138
40～

普
通
・
lmm以

下
の

自
色

砂
粒

を
少

量
含

む
。

本
面

:青
灰

色

勺
面

:暗
紫

灰
≧

良
好

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
116

園
1073

A区
粘

土
採

取
場

須
恵

器
郷

口
縁

直
立

し
端

部
面

を
持

つ
。

127
49～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

黒

砂
粒

を
含

む
。

曽
灰

色
良

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ
・
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・
カ

キ
メ

古
墳

後
期

第
116

図
A区

粘
土

採
取

場
須

恵
器

不
口
縁

強
く
外

反
し
端

部
折

り

曲
げ

。
40～

雪
通
・
lmm以

下
の

自
色

b対
歩

合
お

_
天

白
色

下
良
・
風

化
し

て
し

ム
_

下
明

不
明

吉
墳

後
期

第
116

図
A区

粘
土

採
取

場
須

恵
器

杯
日
縁

直
立

し
端

部
丸

く
収

め
ス

_

120
普
通
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含

ま
な
い
。

瞥
青

灰
色

良
回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
?

古
墳

後
期

第
116

図
A区

粘
上

採
取

場
須

恵
器

不
日
縁
直
立

し
端
部
丸

〈
収
め

る
。

32～
盟 ・

あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

よ
い
。

瞥
紫

灰
色

艮
好

回
転
ナ
デ

ふ
り
物

の
為

、
不

明
古

墳
後

期

第
116

AI区
堅

穴
住

居
09

須
恵

器
不

か
高

郭
日
縁
内
湾

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

28～
晋
通
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま
な

い
。

炎
灰

色
良

ED3転
ナ

デ
回

転
ナ

デ
与
墳

後
期

第
116

A区
粘

上
採

取
場

須
恵

器
不

口
縁

内
湾

し
端

部
丸

く
収

め

る
。

112
33～

晋
通
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま
な

い
。

炎
紫

橙
色

下
良

回
転

ナ
デ
・
不

定
方

向
ナ

デ

回
転

ナ
デ
・
回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

雪
墳

後
期
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物
観

察
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1461

図白▼

療番
初号

還番
地

区
遺

構
土

層
、
Nα

種
別

器
種

特
徴

口
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

上
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
116

図
A区

鮨
土

採
取

場
貫
恵

器
不

口
縁

直
立

し
端

部
丸

く
収

め

る
。

138
や

や
粗
・
lmm程

の
自
色

砂
粒

を
含

む
。

灰
自

色
不
良
・
風
化

し
て
し

る
。

回
転

ナ
デ
・
不

定
方

向
ナ

デ

回
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

第
116

図
1080

A区
佑
土

採
取

場
買
恵

器
下

口
縁

内
湾

し
端

部
丸

〈
収

め
ス

_′
卜
4jの

杯
_

112
32～

粗
・
lmm程

の
砂

粒
を
含

む
。

淡
灰

色
良

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ

ラ
ケ
ズ

リ
古

墳
後

期

第
116

図
A区

佑
土

採
取

場
買
恵

器
不

明
口
縁

中
ほ

ど
に

突
帯

を
廻

ら

せ
波

状
文

を
施

文
。

32～
や

や
粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い
。

晴
灰

色
良

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

吉
墳

後
期

第
116

図
A区

佑
土

採
取

場
員
恵

器
言
杯

口
縁

端
部

丸
〈
収

め
る

。
137

38～
普
通
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含

ま
な
い
。

淡
灰

色
不
良
・
風
化

し
て
し

る
。

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
116

図
1083

A区
佑
土

採
取

場
買
恵

器
言
杯
?

口
縁

外
反

し
端

部
丸

(収
め

ス
_

33～
普

通
・
あ

ま
り
砂

粒
を
含

ま
な

い
。

淡
灰

色
不

艮
・
風

化
し
て

t

る
。

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

古
墳

後
期

?

第
116

図
A区

偕
土

採
取

場
買
恵

器
葛
杯

脚
端

部
下

方
へ

つ
ま

み
出

す
。

56～
普

通
・
lmm以

下
の

白
色

砂
粒

を
多

く
含

む
。

淡
灰

色
良

不
:不

定
方

向
ナ

脚
:回

転
ナ

デ

杯脚
回

転
ナ

デ

回
転

ナ
デ

占
墳

後
期

第
116

図
A区

佑
土

採
取

場
須

恵
器

葛
不

脚
端

部
下

方
へ

つ
ま

み
出

す
。

60～
密
・
lmm以

下
の

黒
粒

を

含
む

。
淡

灰
色

良

郷
:回

転
ナ

デ
・

不
定

方
向

ナ
デ

脚
:回

転
ナ

デ

杯
:回

転
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

脚
:回

転
ナ

デ
吉
墳

後
期

第
116

図
1086

AⅡ
区

佑
土

採
取

場
ト
レ
ン
テ

1上
層

須
恵

器
隣
瓶

193～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

白

色
砂

粒
を

含
む

。
淡

灰
色

良
同
心

円
タ

タ
キ
・

部
分

的
に
ナ

デ
タ
タ
キ

占
墳

後
期

第
116

図
AI区

lt土
採
取
場

!層
買
恵

器
菱

口
縁

端
部

折
り
返

す
。

口
縁

外
面

に
3条

の
沈

線
で

区
画

さ
れ

た
斜

行
文

。

72～
普
通

,あ
ま
り
砂
粒
を
含

ま
な
い
。

淡
灰

色
良

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

古
墳

後
期

第
116

図
1088

A区
階
土

採
取

場
買
恵

器
甕

口
縁

外
反

し
端

部
玉

縁
。

48～
や

や
粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

全
士

r4・
い

淡
灰

色
不

良
・
風

化
し
て

t
不

明
不

明
古

墳
後

期

第
116

図
A区

貼
土

採
取

場
須

恵
器

窪
口
縁

外
反

し
端

部
に

面
を

持
88～

や
や

粗
・
lmm以

下
の

白

色
砂

粒
を

含
む

。

画　面

内色外色

暗
紫

灰

暗
青

灰
不

良
回

転
ナ

デ
]転

ナ
デ
・
カ

キ
メ

古
境

後
期

第
116

図
AI区

佑
土

採
取

場
I層

買
恵

器
壷
?

条
の

沈
線

。
42～

や
や

粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

全
士

な
い

_

淡
灰

色
良

回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
不

明

第
116

図
A区

鮨
土

採
取

場
貫
恵

器
不

明
車
部

静
止

糸
切

り
。

32～
普

通
・
lmm以

下
の

黒
粒

を
含

む
。

決
灰

色
不

良
不

明
静

止
糸

切
り

奈
良

～
平

安

第
116

図
A区

佑
土

採
取

場
買
恵

器
下

明
縦

方
向

に
面

取
り

を
行

い

丁
寧

に
仕

上
げ

た
把

手
。

lB手
長

さ
:

50～
tB手

幅
:

20
86～

密
・
lmm以

下
の

白
色

砂

粒
を

少
量

含
む

。
災
灰

色
竪

緻
回

転
ナ

デ
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ ・
ナ
デ

吉
墳

後
期
?

第
117

図
AI区

段
状

遺
構

03
1世

上
師

零
不

口
縁

端
部

丸
く
収

め
る

。
19～

密
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

淡
橙

色
や

や
不

長
・
風

化
し

て
い

る
。

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

中
世

為
面

に
ス

ス
。

第
117

図
AI区

麦
状

遺
構

03
1世

土
師

器
杯

口
縁

端
部

先
細

る
。

24～
な
め
ら
か
・
あ
ま
り
砂
粒

を
含
ま
な
い
。

淡
茶

自
色

不
良
・
風
化

し
て
し

る
。

回
転

ナ
デ

]転
ナ

デ
中

世

第
117

園
AI区

義
状

遺
構

03

“

世
土

師

器
妬

回
転

糸
切

り
。

24～
な
め

ら
か
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
含
む
。

災
茶

色
不
良
・
風
化

し
て
し

る
。

回
転

ナ
デ

]転
糸

切
り

中
世

後
期

冶
土

精
製
・
内
面

に
ス

ス
。

第
117

図
AI区

殺
状

遺
構

03

“

世
土

師

悪
郷

回
転

糸
切

り
。

14～
lE・

3mm程
の

砂
粒

と

赤
色

土
粒

を
含

む
。

淡
赤

自
色

や
や

不
長
・
風

化
し

て
い

る
。

回
転

ナ
デ

回
転

糸
切

り
中

世
前

期

第
117

図
AI区

隻
状

遺
構

03
■
世

土
師

器
坪

回
転

糸
切

り
。

15～
や

や
粗
・
lmm以

下
の

砂

粒
を
含

む
。

決
橙

白
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

回
転

ナ
デ

回
転

糸
切

り
中

世
前

期

第
117

図
AI区

殺
状

遺
構
04

中
世

土
師

器
不

口
縁

端
部

丸
〈
収

め
る

。
46～

密
・
lmm以

下
の

砂
粒

を

含
む

。
店
橙

茶
色

良
・
た
だ

し
風
化

L

て
い
る
。

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

中
世

第
117

図
AI区

我
状

遣
構

04
1世

土
師

選
不

口
縁

端
部

先
細

る
。

36～
密
・
lmm以

下
の

砂
粒

と

赤
色

土
粒

を
含

む
。

淡
茶

橙
色

良
好
・
た

だ
し
風

■

し
て

い
る

。
回

転
ナ

デ
]転

ナ
デ

中
世

前
期

?

第
117

図
AI区

我
状

遺
構

04
1世

土
師

器
不

雪
台

付
17～

や
や
粗
・
lmm以

下
の
砂
粒

と
赤
色

土
粒

を
含

む
。

乳
自

色
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
ぅ

回
転

ナ
デ

回
転

糸
切

り
?

中
世

前
期

第
117

図
AI区

殺
状

遺
構

04
中
世

土
師

器
不

爵
合

状
・
溝

状
に

く
ほ
む
・
ヘ

ラ

氏
工
具

に
よ

る
お

こ
し
か
?

1 7～
密
・
lmm以

下
の

砂
粒

を

含
む

。
淡

黄
白

色
良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

中
世

第
117

園
AI区

殺
状

遺
構

04
中

世
土

師

襄
不

2 1-
和
・
Zmm種

の
υ

種
を

言

む
。

淡
橙

茶
色

艮
・

た
だ

し
風

化
し

て
い

る
。

回
転

ナ
デ

]転
糸

切
り

中
世

再
面

に
ス
ス
若

し
く
は
墨

第
117

図
1103

AI区
段
状

遺
構

04
土

師
器

杯
26～

密
・
lmm以

下
の

砂
粒

を
誓
Ⅲ
よ
Ⅲ
…

男
赤

橙
色

不
良
・

風
化

し
て

し

ス
_

不
明

不
明

中
世
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“

⊃
図号

挿番

物号

遺番
地

区
遺

構
土

層
、
No

種
別

器
種

特
徴

日
径

最
大

径
器

高
底

径
胎

土
色

調
焼

成
内

外
時

代
備

考

第
117

図
AI区

隻
状
遺
構

04
中

世
土

師

撃
不

回
転

糸
切

り
12～

雪 ・
lmm程

の
砂
粒

を
含

b。
淡
橙
色

良
好
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

回
転
ナ
デ

回
転
糸
切

り
中

世

第
117

図
AI区

段
状

遣
構

04
中
世
土
師

器
不

14～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

と
赤
色
土
粒

を
含
む
。

淡
茶

白
色

不
良
・
風

化
し
て

し

ム
^

]転
ナ

デ
]転

糸
切

り
1世

ろ
く
る

L

第
117

図
AI区

段
状
遺
構

04
5

中
世

土
師

果
不

19～
密
・
lmm以

下
の
砂
粒

を

含
む
。

淡
茶

白
色

良
・
た
だ

し
風
化

し

て
い
る
。

回
転
ナ
デ

]転
糸
切

り
1世

前
期

ろ
く
る

L

第
117

囲
AI区

段
状

遺
構

04
中

世
土

師

器
不

14～
や
や
粗
・
lmm以

下
の
砂

粒
を
含
む
。

ヨ
色

良
・
た
だ

し
風
化

し

て
い
る
。

回
転

ナ
デ

回
転

糸
切

り

“

世
前
期

ろ
く
る
L

第
117

図
AI区

費
状
遺
構

04
1世

上
師

器
不

]転
糸
切

り
21～

密
・
あ
ま
り
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

炎
茶

白
色

艮
好
・
た

だ
し
風

イ と

し
て

い
る

。
不

明
下
明

1世

第
‖

7

図
AI区

現
状

遺
構

03
1世

土
師

黒
不

]転
糸

切
り

16～
や
や
粗
・
lmm以

下
の
砂
粒

と
赤
色
土
粒
を
含
む
。

炎
黄

白
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

]転
ナ
デ

回
転

糸
切

り
1世

前
期

第
117

図
AI区

我
状
遺
構

04
や
世
土
師

器
不

回
転
糸
切

り
10～

や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

を
含
む
。

炎
橙

色
良
・
た
だ

し
鳳
化

し
て
い
る
。

]転
ナ

デ
回
転
糸
切

り
和
世

第
117

図
AI区

費
状

遺
構

04
1世

土
師

黒
不

」ヽ
型

皿
。
回

転
糸

切
り
。

19
密
・
lmm程

の
赤
色
土
粒

を
含
む
。

月
橙
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

]転
ナ

デ
回
転

糸
切

り
中
世

第
117

図
AI区

寝
状
遺
構

04
1世

土
師

ほ
イ

ヨ
縁

端
部

肥
厚

し
丸

く
収

め

る
。
小

型
皿
?

13～
な

め
ら
か
・
赤

色
土

砂
を

含
む

。
炎
茶

橙
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

]転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

中
世

第
117

図
AI区

隻
状

遺
構

04
1世

土
師

黒
不

日
縁
端
部
肥
厚

し
丸

く
収
め

る
。

14～
密 ・

lmm以
下
の
砂
粒

を
害
む
。

拐
橙
色

良
・
た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

]転
ナ
デ

回
転

ナ
デ

中
世

第
117

図
AI区

晨
面
 

焼
土

中
匂
磁

器
青
磁
婉

日
縁
外
反

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

71

外
面

:オ
リ
ー

ブ
ド
ラ

イ
(釉

断
面

:灰
白
色

(胎
土

)

良
好

片
彫

り
割

花
文

見
込

に
花

文

不
部

に
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ

葺
部

に
回

転
糸

切
り

12世
紀
中
～
後

半
龍
泉
窯
系
14b

第
117

図
AI区

I

1世
土

師

器
不

ミ
つ
直

ぐ
外
傾
す
る
体
部
。

23～
や

や
粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
嗜
橙

色
不
良
・
風
化

し
て
し

る
。

回
転
ナ
デ

]転
糸
切

り
争
世
後
期

風
化
の

為
ろ

く
る
方

向
不

明
。

第
117

図
AⅡ

区
ミ
ザ レ

ト
1

ナ
ブ

ト
レ
シ
チ

'世

上
師

雫
不

14～
や
や
粗
・
あ
ま
り
砂
粒
を

含
ま
な
い
。

〔
橙
色

不
良
・
風
化

し
て
し

る
。

回
転
ナ
デ

]転
糸

切
り

1世
後

期
風

化
の

為
る

く
る
方

向
不

明
。

第
117

図
AI区

末
面

“

世
土
師

器
不

ヨ
縁

内
湾

し
端

部
丸

く
収

め

る̂
小

型
の

杯
19

や
や

粗
・
あ

ま
り
砂

粒
を

含
ま

な
い

。
営
橙

色
不
良
・
風
化

し
て
し

る
。

回
転
ナ
デ

]転
糸
切

り
中
世
後
期

風
化
の

為
る

く
る
方

向
不

明
。

第
117

図
AI区

化 ・
床

面
・
幌

十
面

決
器

決
鏃

全
長
:95

鏃
身
幅

:

70～
頸
部
長

!

25～

二
又

鏃

櫛
被

付
し
。

第
117

図
AI区

完
土

面
巨
製

品
日
鍋

温
石
に
転
用
 
全
面
に
渡

り
タ
テ
方
向
ハ
ツ
リ
。

長
さ
J2

幅
:60

10
天
色

2次
的

に
被

熱
。

ミ
ガ
キ
・
穿
孔
・
ハ
ツ
リ

中
世

第
117

図
1120

AI区
1層

“

世
土
師

R
碗

日
縁
真
直

ぐ
外
傾

し
端
部
つ

ま
み
出
す
。

な
め
ら
か
・
砂
粒
を
含
ま

な
い
。

淡
茶

色
F良

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
・
回
転
糸
切

り
中

世
前

期
ろ
く
る

L。

第
117

図
AI区

所
ミ

ゾ
1世

土
師

ほ
亡
状
高
台
坪

23～
や

や
粗
・
lmm程

の
砂

粒

と
赤

色
土

粒
を
含

む
。

月
橙

色
不
良
・
風
化

し
て
し

る
。

不
明

下
明

中
世

後
期

第
117

図
AI区

“

世
土
師

器
不

享
手

の
底

部
。

23～
や
や
粗
・
lmm程

の
砂
粒

と
赤
色
上
粒

を
含
む
。

淡
貢

自
色

や
や
不
良
・
風
化

し
て
い
る
。

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
・
底
部
不
明

中
世

前
期

第
117

図
CⅦ

区
ト
レ
ン
チ

3
1世

土
師

緑
卜
型

坪
口
縁
内
湾

し
端
部
丸

く
収
め

る
。

17
密
・
lmm以

下
の

砂
粒

を

含
む

。
現
橙

色
良

'た
だ

し
風
化

し
て
い
る
。

回
転

ナ
デ

回
転
ナ
デ

'回
転
糸
切

り
中
世
後
期

ろ
く
ろ

L。

第
‖

7

図
AI区

!層
1世

土
師

器
必

日
縁
外
反

し
端
部
肥
厚
す

る
。浅

い
不

17
密 ・

lmm程
の
砂
粒

と
赤

色
土
粒
を
含
む
。

堀
橙

色
示
良

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
・
底
部
不
明

中
世
後
期

第
117

図
BV区

ミ
ク
ロ

1世
土

師

器

]縁
外
反

し
端
部

を
つ
ま
み

彙
す
。

41～
ll・

lmm程
の
砂
粒
を
含

む
。

勺
面

:黒
灰

色

本
面

:暗
茶

色
下
良
・
内
面
剥
離

日
縁

:ヨ
コ
ナ
デ

R同
:剥

離
の
為
不

明

ヨ
ヨ
ナ
デ
 
平
行
タ

タ
キ

(粗
)

中
世

か
?

本
面

に
ス

ス
。

第
117

図
8V区

末
ク

ロ
1世

土
師

弔
平
底

28～
lE・

5mm程
の
小
石
を
含

む
。

内
面

:淡
茶

自

色外
面

:黒
灰

色

不
良
・
風
化

し
て
し

る
。

ナ
デ

B同
:平

行
タ
タ
キ

底
:格

子
タ
タ
キ
・
ヨ

コ
ナ
デ

中
世

か
?

第
117

図
CⅦ

区
ト
レ
ン
チ

3

士
弔

1届
石
製

品
石

鍋
61～

灰
色

荒
割

り
ミ
ガ
キ

中
世
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第
81表

 
木

製
品
観

察
表

(1)

挿
図

番
号

遺
物

No
樹

種
調

査
区

遺
構

名
層

位
取

上
げ

No
長

さ
(cm)

幅
(cm)

厚
さ

(cm)
大

分
類

中
分

類
小
分
類

メ
モ

備
考

第
118図

針
葉
樹

BV区
大

溝
票

ク
ロ

11
不

明
品

不
明

品
不

明
品

中
央

に
陵
・
端
部

加
工

第
118図

広
葉
樹

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
直

径
:約

35
杭

材
自
然

木
の

先
端

の
自
然

面
を
残

し

大
き

く
3面

切
断

し
て
杭

に
す

る
。

第
18図

針
葉
樹

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
428以

上
49以

上
杭

材
角

材
元

は
合

形
状

か
?

第
18図

不
明

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
92以

上
13

農
具

耕
起
具

ナ
ス

ビ
形

曲
柄

平
鍬

Dl類

第
18図

針
葉
樹

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
不

明
品

板
状

そ
の

他

第
18図

針
葉
樹

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
149以

上
不

明
品

そ
の

他
ア
カ
取

り
?ス

ギ

第
118図

不
明

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
最

下
層

笠
部

:

15 6X24 3

厚
さ
:82

軸
部

:長
さ

188X63X72の
柱

長
方

形
の

形

接
合
補

助
材

栓
も

し
く
は
楔

第
1
18図

不
明

BⅣ
区

大
溝

東
ク

国
最

下
層

223以
上

直
径
:47

不
明

品
内
部

く
り
ぬ

き
。

第
118図

針
葉
樹

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
約
735

約
7

約
23

不
明

品
板

材
挟

り

2ヶ
所
 
長

さ
12 9cm幅

0 6cm柱

の
斜

め
の

凹
み

が
あ

る
。快

り
か

は

不
明
。

第
118図

針
葉
樹

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
88以

上
1～

17
装
着
具

下
駄

知
:長

さ
4 1cm高

さ
3 7cm幅

8 3cm

第
118図

針
菜
樹

BV区
大

溝
東

ク
ロ

歯
:長

さ
62

高
さ
:38 

幅
:97

装
着
具

下
駄

5ヶ
所

の
芽

孔
を
確

認
木
栓

残
る
直

径
09X長

さ
2 7cm

第
118図

針
葉
欄

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
176

容
器

曲
物

曲
物

底
板

ヒ
ノ

キ
属

周
縁
部

平
坦
 2乳

4箇
所

で
結

合

第
118図

不
明

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
17

用
途

不
明

品
く
り
こ
み
:29X21cm

第
118図

W14
広
案

樹
BⅣ

区
大

溝
東

ク
ロ

59他
に

3つ
あ

り
接

合
補

助
材

樹
皮

巻
桜

の
皮

第
118図

不
明

BⅣ
区

大
溝

41以
上

12
不

明
品

そ
の

他

3ヶ
所

に
径
03～

0 6cmの
穴

を
あ

け
る
。
内
外

面
、側

面
の
一
部

に

漆
?(内

:黒
 
外

:赤
+黒

)木
目

は
細

か
い

。

第
119図

針
葉
樹

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
100 0

最
大
:23

中
心
:13

建
築
部

材
壁

材
板
壁

板

第
19図

針
棄
樹

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
約
755

約
22

約
25

建
築
部

材
壁

材
板
壁

板

第
19図

針
菜
樹

BⅣ
区

大
,蓋

東
ク

ロ
19

建
築
部

材
壁

材
板
壁

板
三
箇

所
芽

孔
繊

維
痕

穀
受

け
材

か
?

第
19図

針
業
樹

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
15以

上
15

不
明

品
板

状

第
19図

針
葉
樹

BⅣ
区

大
溝

ク
ロ

345以
上

不
明

品
有

孔
棒

柄
穴

:2 5Xlcm

藩弟
19図

針
菜
樹

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
約
445

約
21

約
21

不
明

品
棒

状
有
頭

棒
垂

木
形

だ
が

小
型

ケ
ズ

リ
で

突
起

を
作

る
。

第
19図

W22
針
葉
樹

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
77

25～
3

建
築
部

材
壁

材
板

壁
板

第
19図

針
乗
樹

BⅣ
区

大
溝

頁
ク

ロ
1157

約
65

約
45

建
築
部

材
不

明
建

築
部

材
そ
の
他

柄
穴

有
り

方
形
の
ほ
ぞ
穴

:長
さ
79X幅

2 9cm

第
119図

不
明

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
直
径

:約
5

杭
材

自
然

木
の
枝

を
4ヶ

所
あ

る
節
部

分

の
枝

を
切

断
し
先
端

を
自
然

面
を
、

残
し
な
が

ら
3面

切
断

し
て
杭

に
す

る
。

第
120図

W25
針
葉
樹

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
約
1665

約
135

約
25

建
築
部
材

壁
材

板
壁
板

片
側

片
切

片
側
鉤

型
―
箇

所
丸

六
穴
:55X48cm

第
120図

針
菜
樹

BⅣ
区

大
溝

頁
ク

ロ
建

築
部
材

不
明
建
築

部
材

大
き

く
快

り
有

り

第
120図

広
葉
樹

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
160以

上
直

径
最

大
:43

不
明

品
そ

の
他

壁
木

舞
か
?

自
然

木
(表

皮
節
が

残
る

)の
先
端

を
1面

カ
ッ

ト
し
て
杭
?に

す
る
。

第
120図

針
棄
樹

CⅦ
区

水
場

東
ク

ロ
89 6

約
7

約
34

不
明

品
そ

の
他

釣
型

大
型

品
〕箇

所
穴

貫
通

。 35X05cm

第
120図

針
葉
樹

BⅣ
区

大
溝

東
ク

ロ
108 5

不
明

品
板

状
そ
の
他

芽
孔
有

り
長
方
形
の
板
材
で
は
な
い
可
能
性

が
あ
る
。台

形
状

第
120図

W30
針

菜
樹

B区
大

溝
約
1295

約
7

約
21

建
築

部
材

輩
材

板
壁

板
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第
82表

 
木

製
品
観

察
表

(2)

挿
図
番
号

遺
物

No
樹

種
調

査
区

遺
構

名
層

位
取

上
げ

No
長

さ
(Cm)

叫
ヨ
(cm)

厚
さ

(cm)
大
分

類
中
分
類

小
分
類

メ
モ

備
考

第
120図

針
棄
樹

B区
大

溝
約
1273

約
29

約
18

不
明

品
棒

状
そ
の
他

木
目
に
そ

つ
て
剥
離

し
て

い
る
為

、

形
が
直
線

的
に
み

え
る
。
(加

工
し

た
も
の

で
は
な

い
?

第
121図

針
乗
樹

B区
大

漏
約
119

約
5

26以
上

建
築
部

材
屋
根
構

造
材

垂
木

全
体

的
に
劣
化

し
て

い
る
。断

面
長

方
形

の
角
材

か
? 

両
端

が
や

や

細
く
な

る
。

第
121図

針
葉
樹

B区
大

溝
約
215

約
87

建
築
部
材

柱
材

竪
穴
住

居
用

柚
有

り
切

断
試

料
番
号

503

第
121図

広
葉
樹

B区
大

溝
直

径
:48

杭
材

自
然
木
の
先
端

を
4面

切
断

し
て
杭

に
す
る
。
(自

然
面
は
先
端
は
残

ら
ず

)

第
121図

針
菜
樹

BV区
ト
レ
ン
チ
25

青
灰
色
粘
土
質
尾

236以
上

205以
上

食
事

具
杓

子
状

木
製

品
陵
杓
子

?
浅

く
く
ぼ

む

第
121図

針
葉
樹

BV区
大

溝
8

不
明

品
そ
の
他

穿
孔
有

り

第
121図

針
葉
樹

BV区
大

溝
89以

上
約
19

不
明

品
板

材
そ

の
他

透
か

し
樋

3箇
所
挟

り
有

り

第
121図

針
葉

樹
BV区

大
溝

建
築

部
材

壁
材

板
壁

板
片
側

剣
形

柚
穴

有
り

焦
げ

目
有

り

第
121図

針
葉
樹

BV区
大

溝
7

建
築
部

材
壁

材
阪
壁

板
先

尖

第
121図

W40
針
葉
樹

BV区
粘

上
採

取
溝

-01
495以

上
10

L字
部

分
:100

不
明

品
断

面
L字

第
121図

針
葉
樹

BV区
大

溝
11～

34
農

具
作

業
台

作
業
台

か
?平

坦
な
台
の
面

に
4x

0 2om程
の
傷

(断
面

波
状

)が
残

る

下
台
か
? 

脚
ら

し
き
台

も
作

り

出
さ
れ

て
い
る
が

、方
形

に
は

な
ら

な
い
。

第
121図

針
葉
樹

BV区
大

溝
13～

18
不

明
品

板
状

そ
の

他

第
122図

針
葉
樹

BV区
大

溝
最

大
:35

建
築

部
材

扉
口
装

置
就
放

し
材

第
122図

針
菜
樹

BV区
大

溝
約

108
約
115

約
6

建
築
部

材
水

平
構

造
材

掘
建

柱
建

物
用

水
平

犠
浩

材
方

形
の

柱
材

か
?

第
122図

針
葉
樹

BV区
大

溝
ク

ロ
不

明
品

そ
の

他
未

製
品

?ス
ギ

第
122図

針
葉
樹

BV区
大

溝
6

建
築

部
材

水
平
構

造
材

掘
建

柱
建

物
用
水

平

構
造
材

床
材

?

方
形

の
柱

の
可
能
性

。柄
欠

の
可

能

性
の

あ
る
場

所
が

2ヶ
所

あ
る
が
長

方
形

状
に
な

ら
ず

、
内
挟

り
状

に
な

る
。
自
然
の
可

能
性

も
あ

り
(木

目

に
そ

つ
て
割

れ
た
。

)

第
22図

不
明

CⅦ
区

水
場

最
下

層
北

335以
上

17 
最

大
!68

谷
器

春
Ⅲ物

槽

第
22図

21葉
樹

CⅦ
区

水
場

最
下

層
北

332以
上

06 
最

大
:23

容
器

割
物

踊
穿

孔
一

部
先

尖

第
22図

針
葉
樹

CⅦ
区

水
場

ク
ロ

10以
上

1
6～

2
1

不
明

品
不

明
不

明
2ヶ

所
袂

り
有

り

第
23図

W50
針
葉
樹

CⅦ
区

水
場

北
レ
キ

層
不

明
品

そ
の

他
三
箇

所
穿

孔
角
材
か
?貫

通
す
る
小
穴
約

6mm

第
123図

針
葉
樹

CⅦ
区

水
場

ク
ロ
下
層

4以
上

直
径

:約
24

不
明

品
棒

状
先

尖
棒

先
端

は
、
尖

ら
せ

て
は

い
な

い
可

能

性
有

り

第
123図

針
葉
樹

CⅦ
区

水
場

最
下

層
】 ヒ

不
明

品
棒

状
そ
の

他
切
断
面

:焦
げ
目
が
あ
る
。

第
123図

針
葉
樹

CⅦ
区

水
場

最
下

層
西

壁
冷 色

24
約
172

約
22

不
明

品
板

状
そ
の
他

第
123図

針
葉
樹

CⅦ
区

水
場

地
山

約
76

最
大
:83

中
心
:27

不
明

品
そ
の
他

突
起

有
り

第
23図

W55
針
業
樹

CI肛
区

水
場

最
下

層
足
場

12
不

明
品

板
状

そ
の

他

第
23図

針
葉
樹

CⅦ
区

水
場

最
下

層
足

場
不

明
品

板
状

そ
の

他

第
23図

針
葉
欄

CⅦ
区

水
場

最
下

層
足

場
11

不
明

品
そ
の
他

快
り
有

り

第
23図

針
葉
樹

CⅦ
区

水
場

最
下

層
足

場
足
場

1
不

明
品

板
状

そ
の

他

第
24図

W59
針
葉
樹

CMl区
水

場
最

下
層

足
場

足
場

2
1

建
築

部
材

壁
材

板
壁

板
片

面
S字

状
の

彫
り



第
83表

 
木

製
品
観

察
表

(3)

挿
図
番
号

遺
物

Nc
樹

種
調

査
区

遺
構

名
層

位
取

_Lげ
血

長
さ

(cm)
幅

(cm)
厚

さ
(cm)

大
分

類
中

分
類

小
分

類
メ

モ
備

考

第
124図

針
葉
樹

CⅦ
区

水
場

最
下

層
足
場

足
場

1
68 7

不
明
品

版
状

そ
の
他

第
124図

不
明

AI区
粘

上

採
取
場

58 5
直
径

:約
39

杭
材

全
体

は
や

や
劣
化

し
て

い
る
が

、
自

然
木

の
先
端

を
2面

切
断

し
て

い

る
。 年

輪
不

明

第
124図

針
葉
樹

AI区
粘

土

採
取
場

杭
材

全
体

に
劣
化

し
て

い
る
。年

輪
不

明

第
124図

針
業
樹

AI区
粕

止

採
取
場

42 5
杭

材
先
端

:5画
切

断
し
、尖

ら
す

。

第
124図

針
葉
樹

A区
不

明
418

直
径

:約
164

建
築
部
材

柱
材

掘
建
柱

建
修

桂

第
124図

針
菓
樹

AI区
猫

土

採
取

場
約
1845

約
375

約
28

建
築
部
材

壁
材

版
壁

板
足
場

転
用

第
124図

針
葉
樹

不
明

底
径

:8
容

器
挽

物
椀

漆
器
・
未
・
家
紋

(八
角
花
紋

)

内
外

画
:黒

漆
 
外

面
:赤

漆
で
花

文
 

底
部

は
漆

な
し

不
明

BV区
大

溝
478 0

50 0
36 0

素
材

僑
の
可
能
性

(細
い
杭

で
固
定

さ
れ

て
い

る
)

―〕ｏωｌ
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第
84表

 
石

器
観

察
表

(1)

挿
図
番

号
遺

物
番

号
地

区
遺

構
土

層
、

No
器

種
石

材
寸

法
(Cm)

備
考

長
さ

幅
厚

さ

第
25彊

目
A区

粘
土

採
取

場
Z層

百
鏃

品
賓
山

岩

第
25彊

コ
A区

翌
穴

住
居

14
味

面
未
製

品
黒

曜
石

府男
25優

コ
AI区

粘
上

採
取

場
未

製
品

凝
灰

岩
系

?
ピ
ン
ホ

ー
ル

多
く
開

く
。

壮男
25優

コ
A区

ト
レ
ン

チ
2

1層
未

製
品

安
山

岩

第
25区

コ
AⅢ

区
北

2層
未
製

品
黒

曜
石

14

第
25区

コ
AI区

2層
未
製

品
チ

ヤ
ー

ト

オ昂
25匿

コ
AI区

南
2層

未
製

品
壮昂

26匿
コ

A区
粘

上
採

取
場

2層
昨
業

台

第
26優

コ
AⅡ

区
土
器

溜
り
04

作
業

台
か
?

作
業

台
か
? 1面

ほ
ど
な

め
ら
か

。

第
26層

コ
S

0
A区

堅
六

住
居

03
作

業
台

22 2

第
26匿

コ
S

1
A区

竪
穴

住
居

02
床

面
作

業
台

315
27 5

壮界
26慶

コ
S

2
BⅣ

区
大

清
ク

ロ
砥

石
砂

岩
系

30 1
2面

使
用

。
非

常
に

な
め

ら
か

な
使

用
痕

。
括界

26優
コ

S
3

A区
粘

上
採

取
場

作
業

台
219

385(260)
3ヶ

所
で
被

熱
れ昴

26優
コ

S
4

A区
粘

土
採

取
場

Z層
擦

り
石

第
26図

S
5

Ⅱヽ
区

・
北

土
器

溜
り
04

祭
り
石

使
用

画
:1面

く
ば
み

。

第
26図

S
6

彊ヽE
堅

穴
住

居
04

作
業

台
31 6

第
26図

S
7

3Ⅳ
区

大
溝

ク
ロ

砥
石

・
磨

石
・

作
業

台
32 0

鉄
器

用
か
?部

分
的

に
赤

色
顔

料
付

着
。

第
26Eコ

S
8

区ヽ
堅

穴
住

居
11

床
面

作
業

台

第
27優

国
S

9
区ヽ

竪
穴

住
居

02
砥

石
20 0

81
4面

使
用

(1部
被

熱
)

第
27図

区ヽ
竪

穴
住

居
02

7
砥

石
117

3面
使

用
。

オ昂
27匿

曰
3Ⅳ

区
大

溝
ク

ロ
砥

石
59?

一
部

被
熱

。

第
127図

3Ⅶ
区

水
場

砥
石

4面
使

用
。

欠
損

多
し
2次

的
に
荒

れ
て

い
る
。

第
27図

区ヽ
砥

石
1面

を
砥

石
に
使

用
。
柱

穴
よ

り
出
土

。

第
127図

区ヽ
粘

上
採

取
場

砥
石

2 75-
4 75´

ψ
欠

損
し
て

い
る
。

な
め

ら
か

な
使

用
面

。
細

か
な
擦

痕
が

1方
向

に
付

い
て

い
る
。

第
27図

〕Ⅶ
区

水
場

ク
ロ
下

層
砥

石
3面

使
用

。
欠
損

器
面

2次
的

に
荒

れ
る
。

第
127図

区ヽ
墾
大
住

居
01付

近
砥

石
細

く
鋭

い
擦

痕
。

3面
使

用
。
使

用
面

は
内
湾

す
る
。

催男
27図

I区
表

土
砥

石
凝

灰
岩

系
移界

27図
3Ⅶ

区
7k場

磨
製

石
斧

緑
色

変
成

岩
欠

損
肝昂

27図
3Ⅶ

区
7k場

ク
ロ
下

層
石

斧
緑

色
変

成
岩

壊
・

荒
れ

面
・

ス
ク

リ
ー

ン
ト
ー

ン
部

催弟
27優

]
区ヽ

貼
土

採
取

場
ク

ロ
下

層
磨

製
石

斧
刃

部
欠

損

第
27E口

区ヽ
ト
レ

ン
チ

5
磨

製
石

斧
欠

損

第
27歴

国
3Ⅵ

区
ト
レ

ン
チ

1
2層

打
製

石
鍬

33 5
部

分
的

に
被

熱
。

第
27Eコ

S33
鳴
□
【

墾
穴

住
居

01
第

2造
成

上
中

砥
石

77
11

第
27Eコ

区ヽ
粘
土

採
取

場
南

砥
石

ス
ク

リ
ー

ン
ト
ー

シ
部

分
長

方
形

に
整

形
。

第
27彊

コ
S35

区ヽ
堅
穴

住
居

03
床

面
・

No 2
砥

石
軽

石
使

用
に

よ
り
平

ら
に

な
る
。

第
27彊

コ
区ヽ

竪
穴

住
居

11
κ
耳
63

擦
り
石

軽
石

部
分

的
に
擦

痕
。

(磨
跡

)

第
27区

目
3Ⅶ

区
7k場

東
カ

ベ
崩

擦
り
石

軽
石

全
体

的
に

な
め

ら
か

。

第
28図

区ヽ
脂
土
採

取
場

敲
石

第
28図

区ヽ
翌
穴

住
居

03
敲

石
117

中
央

を
使

用
。
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第
85表

 
石

器
観

察
表

(2)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

地
区

遺
構

土
層

、
Na

器
種

石
材

寸
法

(cm)
備

考
長

さ
幅

厚
さ

第
128図

A区
粘

土
採

取
場

Z層
凹

石
・

敲
石

第
128図

A区
粘

土
採

取
場

2層
凹

石

第
128図

3Ⅶ
区

7k場
凹

石
辺

を
打

ち
欠

く
。

第
128図

区ヽ
墾
穴

住
居

11
τ
三
142

凹
石

第
128図

3Ⅷ
区

ト
レ

ン
チ

3
敲

石

第
128図

S45
〕Ⅳ

区
大

清
東

ク
ロ

凹
石

13
側

面
敲

石

第
128図

区ヽ
ト
レ

ン
テ

5
Z層

磨
石

第
128図

3Ⅶ
区

水
場

ク
ロ
下

層
磨

石

第
128図

A区
粘

土
採

取
場

丸
石

被
熱
・
全
面

に
ス
ス
付
着

。

第
128図

表
採

ク
ロ
下

層
磨

石
ス

ス
付

着
。

第
128図

A区
翌
穴

仁
居

11
石
41

擦
り
石

第
128図

A区
粘
土
採
取
場

擦
り
石

剥
離

に
よ

り
欠

損
。

全
体

的
に

な
め

ら
か

に
磨

か
れ

る
。

第
128図

CⅦ
区

水
場

砥
石

部
分

的
に
欠
損

。

全
体

的
に

な
め

ら
か

。

第
128図

A区
翌
穴

住
居

02
磨

石
裏
・

表
な

め
ら
か

。

第
129図

S54
CⅦ

区
水

場
ク

ロ
下

層
石
・

杵
火

成
岩

最
大

:79
最

小
:41

第
129図

A区
堅

穴
住

居
02

西
包

含
層

睦
剪犬

石
器

?
用

途
不

明
。

第
129図

AI区
粘

土
採

取
場

2層
石
棒

緑
色

変
成

岩

第
129図

AI区
土
器

溜
り
04

石
棒

第
129図

A区
粘

土
採

取
場

2層
石

棒

第
129図

CⅦ
区

ト
レ

ン
チ

3
両

頭
石

棒
22

第
129図

A区
竪

穴
住

居
08・

09
覆

土
砥
石

か
?

緑
色

変
成

岩
金

面
な

め
ら
か

・
端

部
欠

損
。

第
129図

CⅦ
区

水
場

石
棒

第
129図

S62
A区

竪
穴

住
居

03
石

棒
石

斧
未

製
品
か
?

第
129図

S63
A区

粘
土

採
取

場
南

石
棒
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高

津
遺

跡
出

土
遺

物
分

類
表

ＩＰｏｏｌ

埋
築

遺
跡

高
津

遺
跡

ヨ
津
遺
跡

塁
築

高
津

そ
の
他

時
代

時
期

種
別

I
Ⅱ

Ⅲ
小

計
W

V
小

計
M

V
I

Ⅷ
小

計
窓
計

窓
計

電
文

挽
期

土
器

0
0

0
0

0
0

0

不
明

上
器

0
0

0
0

0
0

0
0

0

電
文
 

合
計

0
0

0
72

体
生

前
期

上
器

0
0

0
2

2
0

0
0

2

中
期

土
器

0
0

0
0

0
0

0
0

0
556

後
期

土
器

230
1.590

1,728
4,528

4,830

VFl生
合
計

1349
1147

230
1.500

4,530
3879

吉
墳

F蛋
不

～
「

節
土

師
器

0
|

2 520
2 406

5
2.546

5,872
5,872

中
期

土
師

器
0

1.519
3231

3231

後
期

土
師

器
0

940
0

5
2 326

2326

赤
彩

土
器

0
0

0
422

3

黒
色

磨
研

土
器

0
3

14
9

0
2

須
恵

器
0

1,307
1 307

不
明

土
師

器
0

243
595

1
5

1,776

ζ
墳

合
計

0
2 054

3338
1,802

309
5,340

“

８
２

15 372
1513,2

奈
良

須
恵

器
0

1
4

8
3

6
9

3
7

24

須
恵

器
1

2
9

I
5

6
5

1
1

7

子
安

須
恵

器
0

1
3

1
5

I
0

2
1

3
9

9

土
師

器
0

0
0

0
0

0
0

2
2

2
2

3
9

5
11

8
1
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第87表  水場出土壺・甕時期別分類表 (弥生時代後期～古墳時代初頭)

(個 )

器種/時期 V-1 V-2 V-3 V-4 古墳初頭

小型甕 0 1

中型奏

大型甕 5 8

小型無段甕 0 0 0 0

中型無段甕 3 3

大型無段甕 0 0

小型壷 0 1 0 1

中型壷 7

大型壺 1 0 1
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